
日 本 大 学 法 学 会

第七十七巻　第三号　2011年12月

日本法學
ISSN　0287－4601

　
　
　
論
　
　
　
説

大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配

薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁

　

│
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

│

振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り

倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望

　

│
商
取
引
債
権
を
含
め
た
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
の
構
築
を
ふ
ま
え
て

│

　
　
　
翻
　
　
　
訳

国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約

　
　
　
研
究
ノ
ー
ト

ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：

二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て（
一
）

ク
ォ
ー
タ
制
を
巡
る
諸
考
察

　

│
ド
イ
ツ
で
の
議
論
を
き
っ
か
け
と
し
て

│

…
…
…
…
…
…
…
…
…

新　

井　
　
　

勉

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

青　

山　

武　

憲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

尾　

田　

清　

貴

…

杉　

本　

純　

子

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…

小　

林　

宏　

晨

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

松　

島　

雪　

江

ペ
ー
タ
ー
・
フ
ー
バ
ー

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア
ン
ト
モ

小
田　

司
訳



日
本
法
学
　
第
七
十
七
巻
第
一
号
　
目
次

日
本
法
学
　
第
七
十
七
巻
第
二
号
　
目
次

　
　
　
論
　
　
　
説

空
港
環
境
問
題
に
お
け
る
連
邦
航
空
法
の
専
占

第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
適
用
範
囲
の
類
型
化
を
め
ぐ
る
問
題

日
常
行
為
と
可
罰
的
幇
助

　
　
　
翻
　
　
　
訳

団
体
概
念
の
事
例
に
関
す
る
解
釈
の
限
界
と
し
て
の
刑
法
お
よ
び
概
念
を

形
成
す
る
体
系
の
中
心
的
な
構
成
原
理
と
し
て
の
明
確
性
原
則

　
　
　
論
　
　
　
説

L
ugosi

ケ
ー
ス
、
人
格
権
一
元
論
の
終
焉

　

│Lugosi v. Universal Pictures 160 Cal. Rptr. 323 

（1979

）

│

…
…
…

工　

藤　

聡　

一

…

長
谷
川　

貞　

之

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

上　

野　

幸　

彦

…
ク
ラ
ウ
ス
ホ
フマ
ン-

ホ
ラ
ン
ト

上
野
幸
彦
訳

…

豊　

田　
　
　

彰

　
　
　
論
　
　
　
説

昭
和
初
年
の
官
吏
減
俸
令
と
裁
判
官

イ
ギ
リ
ス
の
議
会
主
権
と
議
会
制
定
法
の
階
層
化
に
つ
い
て

　

│
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展

│

国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て

　
　
　
判
例
研
究

通
信
社
配
信
記
事
に
対
す
る
名
誉
毀
損
の
成
否
と
真
実
相
当
性

　

│
「
東
京
女
子
医
大
病
院
事
件
」
最
一
判
平
二
三
・
四
・
二
八
判
時
二
一
一
五
号
五
〇
頁
│

…
…
…
…
…
…
…

新　

井　
　
　

勉

…

加　

藤　

紘　

捷

…

松　

嶋　

隆　

弘

…

高　

畑　

英
一
郎



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
二
八
七
）

大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配

新　
　

井　
　
　
　
　

勉

は
じ
め
に

人
事
院
の
初
め
て
の
引
き
下
げ
勧
告
に
よ
り
、
政
府
（
小
泉
内
閣
）
が
国
家
公
務
員
一
般
職
の
給
与
を
引
き
下
げ
た
の
は
、
平
成
一
四

年
（
二
〇
〇
二
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
人
事
院
は
翌
一
五
年
も
引
き
下
げ
勧
告
を
行
い
、
政
府
は
繰
り
返
し
国
家
公
務
員
一
般
職
の
給
与

を
引
き
下
げ
た
。
裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
裁
判
官
の
給
与
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
は
、
平
成
一
七
年
一
二
月

の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最
高
裁
判
所
判
事
の
報
酬
月
額
一
六
八
万
二
〇
〇
〇
円
は
一
二
月
か
ら
一
六
二
万
一
〇
〇
〇
円
、
翌
一
八
年

四
月
以
降
一
五
一
万
二
〇
〇
〇
円
、
判
事
三
号
の
報
酬
月
額
一
一
〇
万
六
〇
〇
〇
円
は
一
二
月
か
ら
一
〇
六
万
五
〇
〇
〇
円
、
翌
一
八
年

四
月
以
降
九
九
万
四
〇
〇
〇
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
（
1
）

。

広
く
し
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
行
憲
法
は
第
七
九
条
第
六
号
で
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の
報
酬
に
つ
い
て
「
在
任
中
、
こ
れ
を
減
額
す
る

論　

説

一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
二
八
八
）

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
定
め
た
し
、
第
八
〇
条
第
二
号
で
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
の
報
酬
に
つ
い
て
「
在
任
中
、
こ
れ
を
減
額
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
と
定
め
た
。
ど
ち
ら
も
、
報
酬
の
面
で
裁
判
官
の
身
分
を
保
障
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
を
個
々
の
裁
判
官
に
対
す
る

保
障
と
み
て
、
他
の
国
家
公
務
員
と
同
率
を
以
て
全
裁
判
官
に
つ
い
て
減
額
す
る
こ
と
は
妨
げ
な
い
と
い
う
解
釈
と
、
裁
判
官
は
全
員
が

当
初
額
を
定
め
ら
れ
た
報
酬
を
在
任
中
う
け
る
こ
と
を
保
障
さ
れ
て
い
る
と
み
て
、
一
般
的
減
額
も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
解
釈
の
二
つ
が

あ
る
（
2
）

。
国
会
は
前
者
の
解
釈
に
よ
り
平
成
一
七
年
減
額
の
法
律
を
成
立
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
明
治
憲
法
に
は
裁
判
官
の
減
俸
禁
止
の
規
定
が
な
く
、
裁
判
所
構
成
法
第
七
三
条
第
一
項
に
判
事
は
そ
の
意
に
反
し
て
「
減
俸

セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
シ
」
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
。
法
律
の
保
障
の
下
な
が
ら
、
判
事
ら
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
五
月
政
府
（
若
槻

内
閣
）
の
一
般
的
減
俸
案
に
対
し
て
、
結
束
堅
く
断
乎
と
し
て
反
対
の
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
さ
い
政
府
が
一
般
官
吏
と
同
じ
く
判
事

に
つ
い
て
も
勅
令
を
以
て
減
俸
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
、
判
事
ら
は
強
く
反
発
し
た
の
で
あ
る
（
3
）

。
政
府
の
六
月
一
日
減
俸
断
行
の
方
針
が

報
道
さ
れ
る
と
、
五
月
二
一
日
東
京
地
方
裁
判
所
・
東
京
区
裁
判
所
の
判
事
ら
が
連
合
協
議
会
を
開
い
た
。
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
そ
の

様
子
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
原
文
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
箇
所
に
傍
線
を
ひ
い
て
お
こ
う
。

○
「
全
裁
判
官
結
束
堅
く
、
法
理
論
で
反
対
へ
直
進
│
け
ふ
法
相
に
反
省
を
促
す
」

司
法
官
に
対
す
る
減
俸
の
手
続
に
つ
い
て
反
対
を
表
明
し
て
ゐ
る
東
京
裁
判
所
判
事
は
、
具
体
的
方
針
を
決
定
す
る
た
め
、
地
方

裁
判
所
・
区
裁
判
所
の
判
事
連
合
協
議
会
を
二
十
一
日
午
後
四
時
か
ら
区
裁
判
所
三
階
会
議
室
に
開
き
、
地
方
裁
判
所
側
か
ら
民
事

刑
事
各
部
長
・
部
長
代
理
・
各
裁
判
長
・
上
席
及
び
次
席
の
予
審
判
事
、
区
裁
判
所
側
か
ら
監
督
判
事
・
民
事
刑
事
の
上
席
判
事
・

破
産
執
行
上
席
判
事
計
三
十
三
名
の
幹
部
出
席
し
、
と
び
ら
に
か
ぎ
を
か
け
て
極
秘
裏
に
議
事
を
進
め
た
が
、
ま
づ
裁
判
所
構
成
法

第
七
十
三
条
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
る
結
果
「
減
俸
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
賛
成
し
な
い
が
、
そ
れ
は
暫
く
措
く
と
し

二
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て
、
憲
法
及
び
裁
判
所
構
成
法
に
よ
つ
て
保
障
せ
ら
れ
た
司
法
官
の
独
立
を
侵
害
す
る
結
果
を
来
す
べ
き
、
行
政
官
な
み
の
勅
令
を

も
つ
て
減
俸
さ
れ
る
こ
と
は
、
別
項
の
理
由
で
法
律
の
番
人
た
る
裁
判
官
の
立
場
か
ら
絶
対
に
反
対
す
る
」
と
い
ふ
に
意
見
一
致
し

こ
の
趣
を
書
面
と
し
て
二
十
二
日
中
に
渡
辺
法
相
に
手
交
し
、
本
省
の
反
省
を
促
す
と
い
ふ
に
決
定
し
た
。
も
し
こ
の
法
理
問
題
が

じ
う
り
ん
さ
れ
る
場
合
に
は
如
何
な
る
対
策
を
取
る
か
の
点
に
つ
い
て
懇
談
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ユ
を
も
つ
て
法
相
の
反
省

を
促
す
が
よ
い
と
の
意
見
が
有
力
に
唱
へ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
事
務
だ
け
は
今
ま
で
以
上
に
勉
強
し
、
そ
れ
と
共
に
予
審
部
が

検
事
局
側
と
も
連
絡
し
、
外
国
に
対
す
る
対
面
を
考
慮
せ
る
某
大
臣
の
十
万
円
事
件
そ
の
他
の
事
件
等
を
徹
底
的
に
調
べ
な
ほ
す
が

よ
い
な
ど
の
意
見
も
出
た
が
、
こ
れ
等
の
点
は
減
俸
の
手
続
に
関
す
る
最
後
的
決
定
を
待
つ
て
協
議
す
る
が
よ
い
と
い
ふ
こ
と
に
し

会
議
四
時
間
に
し
て
午
後
八
時
散
会
し
た
（
4
）

。

記
事
の
中
の
「
じ
う
り
ん
」
は
蹂
躙
の
字
を
平
か
な
に
開
い
た
も
の
で
あ
る
。
記
事
の
中
の
「
別
項
の
理
由
」
と
い
う
の
は
「
反
対
の

法
的
理
由
」
と
し
て
輪
郭
づ
き
の
見
出
し
を
以
て
掲
げ
た
も
の
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
別
項
に
示
さ
れ
る
理
由
を
み
る
と
、
裁
判
所
構
成

法
第
七
三
条
は
明
治
憲
法
第
五
八
条
の
趣
旨
を
敷
衍
し
て
裁
判
官
の
身
分
を
保
障
す
る
も
の
だ
か
ら
、
当
然
裁
判
官
全
体
に
関
す
る
規
定

で
あ
り
、
一
般
的
に
減
俸
を
禁
じ
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
話
で
あ
る
。

そ
の
頃
の
朝
刊
は
一
面
が
書
籍
や
雑
誌
の
全
面
広
告
で
、
二
面
が
政
治
欄
で
あ
る
。
そ
の
政
治
欄
の
冒
頭
に
「
減
俸
反
対
運
動
白
熱
化

す
」
の
輪
郭
づ
き
見
出
し
に
続
い
て
、
右
の
「
全
裁
判
官
結
束
堅
く
、
法
理
論
で
反
対
へ
直
進
│
け
ふ
法
相
に
反
省
を
促
す
」
の
大
き
な

見
出
し
が
躍
っ
て
い
る
た
め
、
裁
判
官
が
徒
党
を
く
む
か
と
読
者
は
ぎ
ょ
っ
と
す
る
。
少
な
く
と
も
復
刻
版
を
よ
む
読
者
は
、
ぎ
ょ
っ
と

す
る
。
し
か
も
記
事
を
読
み
進
む
と
、
政
府
が
勅
令
を
以
て
減
俸
を
強
行
す
る
な
ら
、
判
事
ら
が
一
般
労
働
者
の
よ
う
に
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

を
し
よ
う
と
か
、
さ
ら
に
予
審
判
事
が
検
事
ら
と
連
絡
を
と
り
某
大
臣
（
若
槻
首
相
）
の
一
〇
万
円
事
件
（
5
）

を
は
じ
め
政
治
家
の
絡
む
事
件

三
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法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
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（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
二
九
〇
）

を
調
べ
直
そ
う
と
か
、
好
戦
的
な
姿
勢
で
あ
る
。

売
勲
疑
獄
や
五
私
鉄
疑
獄
な
ど
、
そ
の
頃
続
出
し
た
疑
獄
の
多
く
は
政
友
会
の
政
治
家
の
関
係
し
た
も
の
で
あ
る
。
憲
政
会
（
民
政
党

の
前
身
）
の
政
治
家
も
箕
浦
勝
人
が
大
阪
の
松
島
遊
廓
疑
獄
に
関
係
し
た
。
箕
浦
の
絡
み
で
、
若
槻
も
第
一
次
内
閣
の
と
き
首
相
官
邸
で

大
阪
の
予
審
判
事
の
証
人
訊
問
を
う
け
た
（
6
）

。
こ
れ
ら
の
疑
獄
は
、
国
民
に
政
党
の
政
治
支
配
と
い
う
現
実
に
疑
問
を
抱
か
せ
た
。
検
事
や

予
審
判
事
を
通
じ
て
政
党
政
治
家
の
日
頃
の
遣
り
口
を
し
る
機
会
の
あ
る
判
事
ら
が
、
政
党
内
閣
が
歳
入
不
足
の
対
策
と
し
て
真
っ
先
に

判
事
を
含
む
官
吏
の
減
俸
を
強
行
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
強
く
反
発
し
た
の
は
、
い
わ
ば
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
叩
け
ば
埃
の
で
る
連
中

で
は
な
い
か
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
平
成
一
七
年
の
裁
判
官
の
給
与
引
き
下
げ
の
さ
い
、
現
行
憲
法
が
裁
判
官
の
報
酬
に
つ
い
て
減
額
禁
止
の
規
定
を
お
い
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
官
ら
の
反
対
運
動
は
お
き
な
か
っ
た
。
裁
判
官
ら
の
反
対
意
思
の
片
鱗
さ
え
、
一
つ
と
し
て
新
聞
や
テ
レ
ビ
に

報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
よ
も
や
裁
判
所
と
い
う
所
が
特
別
な
所
で
あ
り
、
報
酬
が
減
額
さ
れ
て
も
不
満
を
抱
か
な
い
聖
人
君
子
が
揃
っ
て

い
る
、
と
い
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

敗
戦
を
挟
ん
で
、
昭
和
六
年
か
ら
平
成
一
七
年
ま
で
七
〇
数
年
の
間
に
、
一
つ
に
は
、
裁
判
官
の
報
酬
が
国
家
公
務
員
一
般
職
の
給
与

よ
り
遥
か
に
高
く
な
り
減
額
さ
れ
て
も
応
え
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
今
一
つ
に
は
、
特
に
昭
和
四
〇
年
代
後
半
（
一
九
七
〇
年
代
）
以
降

に
最
高
裁
判
所
に
よ
る
強
力
な
統
制
が
進
み
裁
判
官
の
自
由
が
制
約
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
主
と
し
て
こ
れ
ら
二
つ
が
、
一
方
は
積
極

的
な
反
対
運
動
の
展
開
、
他
方
は
お
行
儀
の
よ
い
沈
黙
と
い
う
極
端
な
落
差
が
生
じ
た
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
小
さ
な
こ
と
を

追
加
す
る
な
ら
、
敗
戦
と
現
行
憲
法
の
公
布
を
境
と
し
て
、
政
党
の
政
治
支
配
と
い
う
図
式
が
定
着
し
て
、
反
政
党
政
治
の
思
想
が
影
を

潜
め
た
こ
と
が
あ
る
。

四



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
二
九
一
）

昔
は
司
法
官
は
行
政
官
の
後
塵
を
拝
し
て
俸
給
が
低
か
っ
た
。
民
政
党
内
閣
の
最
初
の
官
吏
減
俸
案
に
対
し
て
検
事
ら
が
反
対
運
動
の

先
陣
を
き
っ
た
昭
和
四
年
、
奏
任
行
政
官
の
平
均
年
俸
三
四
六
〇
円
に
対
し
て
、
奏
任
判
事
・
奏
任
検
事
は
三
一
二
〇
円
に
止
ま
っ
た
と

い
う
（
7
）

。
そ
れ
が
現
行
憲
法
と
裁
判
所
法
に
代
っ
て
、
兼
子
一
氏
は
「
当
初
は
、
裁
判
官
の
中
堅
を
成
す
判
事
の
報
酬
の
最
下
級
が
、
一
般

行
政
官
の
最
上
位
で
あ
る
各
省
の
次
官
、
長
官
級
に
相
当
す
る
程
度
に
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
る
改
訂
毎

に
、
裁
判
官
の
報
酬
表
は
行
政
官
の
俸
給
表
に
比
し
て
、
上
昇
率
が
低
か
っ
た
た
め
、
現
在
で
は
余
り
差
異
が
な
く
な
り
、
し
か
も
行
政

官
の
幹
部
ク
ラ
ス
に
は
、
相
当
な
額
の
管
理
職
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
関
係
で
、
却
っ
て
裁
判
官
の
上
級
者
よ
り
も
多
額
と

な
り
、
当
初
の
優
位
は
崩
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
（
8
）

。
し
か
し
こ
の
氏
の
評
価
は
一
面
的
で
疑
わ
し
く
、
裁
判
官
の
報
酬
表
と

行
政
職
の
俸
給
表
を
併
載
す
る
平
成
一
〇
年
一
一
月
の
裁
判
所
時
報
を
参
照
す
る
と
、
行
政
職
最
上
位
の
一
一
級
一
五
号
俸
の
月
額
五
九

万
七
三
〇
〇
円
の
み
が
判
事
最
下
位
の
八
号
の
五
九
万
三
〇
〇
〇
円
を
上
回
る
に
す
ぎ
ず
（
9
）

、
裁
判
官
の
報
酬
は
行
政
職
の
俸
給
に
対
し
て

依
然
と
し
て
大
き
く
優
位
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

新
旧
制
度
下
の
裁
判
官
・
行
政
官
の
給
与
の
比
較
が
重
要
な
問
題
だ
と
し
て
も
、
本
稿
は
そ
れ
を
と
り
あ
げ
な
い
。
本
稿
は
、
今
一
つ

の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
・
最
高
裁
判
所
の
裁
判
所
支
配
の
比
較
と
い
う
、
こ
れ
も
大
き
な
問
題
の
う
ち
、
司
法
省

の
裁
判
所
支
配
に
限
っ
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
。
有
名
な
ラ
ウ
エ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
（
昭
和
二
〇
年
一
二
月
）
が
、
敗
戦
前
の
日
本
の
弊
風

の
一
つ
と
し
て
「
裁
判
所
が
裁
判
官
に
よ
っ
て
で
は
な
く
検
察
官
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。
早
く
に
、
半
世
紀

も
前
に
、
家
永
三
郎
氏
が
『
司
法
権
独
立
の
歴
史
的
考
察
（
10
）

』
の
中
で
、
ラ
ウ
エ
ル
の
指
摘
を
裏
づ
け
る
、
司
法
省
の
支
配
の
大
枠
を
究
明

し
詳
細
を
点
描
し
た
。
本
稿
は
、
あ
る
い
は
最
高
裁
判
所
の
直
接
的
な
支
配
よ
り
も
司
法
省
の
間
接
的
な
支
配
の
方
が
個
々
の
裁
判
官
の

自
由
な
領
域
が
存
在
し
た
か
も
し
れ
な
い
（
無
論
、
天
皇
制
国
家
・
明
治
憲
法
と
い
う
別
の
大
き
な
制
約
が
存
在
し
た
）
と
い
う
仮
説
の

五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
二
九
二
）

下
、
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
を
示
す
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
起
す
も
の
で
あ
る
。

（
1
） 
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
発
行
・
裁
判
所
時
報
第
一
二
二
九
号
（
平
成
一
〇
年
一
一
月
一
日
）
二
三
九
頁
、
裁
判
所
時
報
第
一
三
九
八
号
（
平
成

一
七
年
一
一
月
一
五
日
）
四
三
三
頁
。

（
2
） 

さ
し
あ
た
り
、
法
学
協
会
編
『
註
解
日
本
国
憲
法
』
下
巻
（
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年
）
一
一
九
〇
〜
一
一
九
一
頁
。

（
3
） 

詳
し
く
は
、
新
井
勉
「
昭
和
初
年
の
官
吏
減
俸
令
と
裁
判
官
」（
日
本
法
学
第
七
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
4
） 

東
京
朝
日
新
聞
昭
和
六
年
五
月
二
二
日
朝
刊
二
面
。
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
復
刻
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
』
昭
和
六
年
五
月
（
二
〇
〇
三
年
）
二
二

の
六
。

（
5
） 

若
槻
は
回
顧
録
の
中
で
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
昭
和
五
年
二
月
の
総
選
挙
の
さ
い
浜
口
首
相
を
援
助
し
よ
う
と
し
て
、
民
政
党
の
選
挙
費
用

調
達
の
た
め
、
若
槻
が
新
潟
の
富
豪
に
一
〇
万
円
の
寄
付
を
依
頼
し
た
。
そ
の
書
簡
が
捜
査
機
関
に
押
収
さ
れ
、
新
聞
記
事
と
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い

と
記
し
て
い
る
。
講
談
社
学
術
文
庫
版
・
若
槻
礼
次
郎
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
政
界
秘
史
│
古
風
庵
回
顧
録
』（
一
九
八
三
年
）
三
〇
〇
〜
三
〇
一
頁
。

（
6
） 

こ
の
事
情
は
、
若
槻
の
回
顧
録
中
「
箕
浦
と
松
島
事
件
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
政
界
秘
史
│
古
風
庵
回
顧

録
』
二
八
一
頁
以
下
。

（
7
） 

新
井
・
前
掲
論
文
一
二
頁
。

（
8
） 

兼
子
一
・
竹
下
守
夫
『
裁
判
法
』
新
版
（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）
二
二
一
頁
。

（
9
） 

前
掲
・
裁
判
所
時
報
第
一
二
二
九
号
（
平
成
一
〇
年
一
一
月
一
日
）
二
三
九
頁
、
二
四
一
頁
。
行
政
職
の
う
ち
次
官
ら
少
数
の
人
は
指
定
職
と

な
る
。
指
定
職
の
俸
給
表
を
み
る
と
、
指
定
職
最
上
位
の
一
二
号
俸
は
月
額
一
三
七
万
五
〇
〇
〇
円
で
、
確
か
に
判
事
一
号
の
一
三
四
万
六
〇
〇
〇

円
よ
り
多
い
（
二
三
九
頁
、
二
四
二
頁
）。

（
10
） 

家
永
三
郎
『
司
法
権
独
立
の
歴
史
的
考
察
』
増
補
版
（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
七
年
）。
初
版
は
一
九
六
二
年
の
発
行
。
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大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
二
九
三
）

一　

大
正
四
年
の
司
法
省
・
裁
判
所

日
露
戦
争
後
の
不
況
下
で
国
家
財
政
が
行
き
詰
り
な
が
ら
、
一
方
で
積
極
政
策
・
軍
備
拡
張
が
声
高
く
主
張
さ
れ
、
他
方
で
公
債
償
還

が
地
道
に
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
国
家
財
政
と
日
本
経
済
を
好
転
さ
せ
る
た
め
、
歴
代
政
府
は
桂
内
閣
も
西
園
寺
内
閣
も

行
財
政
整
理
を
重
要
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
実
際
に
行
政
整
理
を
強
力
に
推
進
し
た
の
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
山
本
内
閣
の

と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

憲
政
擁
護
運
動
と
大
正
政
変
を
へ
て
山
本
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
司
法
省
は
前
か
ら
用
意
し
て
い
た
五
つ
の
法
律
案
を
第
三
〇
議
会
に

提
出
し
成
立
さ
せ
た
。
①
裁
判
所
構
成
法
中
改
正
法
律
、
②
判
事
及
び
検
事
の
休
職
並
に
判
事
の
転
所
に
関
す
る
法
律
、
③
裁
判
所
廃
止

及
び
名
称
変
更
に
関
す
る
法
律
、
④
裁
判
所
管
轄
区
域
に
関
す
る
法
律
、
⑤
判
事
懲
戒
法
中
改
正
法
律
、
が
そ
れ
で
あ
る
（
11
）

。
こ
の
う
ち
①

は
大
審
院
・
控
訴
院
の
各
部
の
員
数
七
人
・
五
人
を
そ
れ
ぞ
れ
五
人
・
三
人
に
減
じ
る
も
の
、
②
は
司
法
大
臣
に
判
事
・
検
事
二
三
二
人

を
限
り
休
職
を
命
じ
る
権
限
を
与
え
る
も
の
、
③
は
一
二
八
の
区
裁
判
所
を
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
手
に
し
て
、
大
正
二
年

四
月
、
司
法
省
は
大
胆
な
行
政
整
理
、
い
わ
ゆ
る
司
法
部
大
改
革
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。

司
法
大
臣
は
政
友
会
の
領
袖
の
一
人
、
松
田
正
久
。
松
田
は
、
こ
の
行
政
整
理
を
立
案
し
た
前
次
官
で
当
時
検
事
総
長
の
平
沼
騏
一
郎

と
二
人
三
脚
で
大
改
革
を
断
行
し
た
（
12
）

。
司
法
省
は
、
四
月
二
一
日
か
ら
人
事
に
と
り
か
か
り
、
大
阪
控
訴
院
長
古
荘
一
雄
、
名
古
屋
控
訴

院
長
藤
田
隆
三
郎
、
函
館
控
訴
院
長
一
瀬
勇
三
郎
、
長
崎
控
訴
院
長
西
川
鉄
次
郎
、
大
審
院
部
長
伊
藤
悌
治
、
宮
城
控
訴
院
検
事
長
奥
宮

正
治
、
函
館
控
訴
院
検
事
長
池
上
三
郎
、
長
崎
控
訴
院
検
事
長
山
川
徳
冶
ら
、
多
数
の
人
に
休
職
・
退
職
を
命
じ
た
（
13
）

。
正
確
な
数
を
記
す

と
、
こ
の
人
事
は
、
判
事
一
一
二
九
人
、
検
事
三
九
〇
人
、
総
数
一
五
一
九
人
中
、
一
三
一
人
に
休
職
、
九
八
人
に
退
職
、
四
四
三
人
に

七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
二
九
四
）

転
補
・
転
官
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
（
14
）

。

司
法
部
大
改
革
の
立
役
者
は
平
沼
騏
一
郎
で
あ
る
。
平
沼
は
こ
の
人
事
で
、
司
法
省
法
学
校
正
則
科
一
期
生
の
一
瀬
を
は
じ
め
、
東
京

大
学
明
治
一
一
年
卒
の
藤
田
・
西
川
、
一
六
年
卒
の
伊
藤
ら
古
参
の
人
を
一
掃
し
た
。
そ
の
上
で
、
政
府
は
、
六
月
一
三
日
、
司
法
部
の

人
員
削
減
の
仕
上
げ
と
し
て
判
事
検
事
官
等
俸
給
令
中
改
正
の
件
を
公
布
し
、
判
事
二
二
九
人
、
検
事
三
人
を
減
員
し
た
（
15
）

。
裁
判
所
構
成

法
の
施
行
か
ら
二
三
年
、
司
法
部
の
人
員
配
置
と
し
て
入
念
に
整
え
ら
れ
た
作
品
が
現
出
し
た
。
お
そ
ら
く
老
朽
者
も
不
適
任
者
も
駆
逐

を
免
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
行
論
上
順
序
が
前
後
す
る
が
、
右
に
ず
ら
っ
と
並
べ
た
人
々
の
関
連
で
、
最
初
に
新
し
い
控
訴
院
長
の

陣
容
を
一
見
し
よ
う
（
16
）

。

○
控
訴
院
長
（
大
正
二
年
四
月
）

控
訴
院

院　
　
　

長

前　
　
　

職

前　

　々

職

学　

歴

東　

京

富
谷
鉎
太
郎
（
留
）

大
審
院
部
長

大
審
院
判
事

正
則
科

大　

阪

斎
藤
十
一
郎

司
法
省
民
事
局
長

大
審
院
検
事

東
京
大
学

名
古
屋

水
上
長
次
郎

大
阪
控
訴
院
検
事
長

長
崎
控
訴
院
検
事
長

正
則
科

広　

島

志
方　
　

鍛

大
審
院
判
事

千
葉
地
方
裁
判
所
長

正
則
科

長　

崎

手
塚　

太
郎

名
古
屋
控
訴
院
検
事
長

大
阪
地
方
裁
判
所
検
事
正

正
則
科

宮　

城

清
水　

一
郎
（
留
）

大
審
院
判
事

神
戸
地
方
裁
判
所
長

正
則
科

函　

館

柿
原　

武
熊

大
阪
地
方
裁
判
所
長

京
都
地
方
裁
判
所
長

東
京
大
学

裁
判
所
構
成
法
の
下
で
は
大
審
院
長
の
司
法
行
政
権
は
大
審
院
一
つ
に
し
か
及
ば
な
か
っ
た
が
、
控
訴
院
長
の
司
法
行
政
権
は
控
訴
院
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大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
二
九
五
）

と
管
轄
区
域
内
の
下
級
裁
判
所
に
及
ん
だ
。
大
審
院
長
の
司
法
行
政
権
を
制
限
し
た
の
は
、
全
国
の
裁
判
所
に
対
す
る
司
法
大
臣
の
司
法

行
政
権
と
の
重
複
を
さ
け
る
た
め
で
あ
り
、
管
轄
区
域
を
限
り
司
法
行
政
権
を
行
使
す
る
控
訴
院
長
の
場
合
と
事
情
が
異
な
る
。
交
通
や

通
信
の
手
段
が
不
十
分
な
時
代
の
こ
と
だ
か
ら
、
十
分
な
法
律
の
学
識
が
あ
り
、
司
法
省
に
忠
順
な
控
訴
院
長
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に

み
る
よ
う
に
、
司
法
省
は
、
司
法
省
法
学
校
正
則
科
の
卒
業
生
と
い
う
子
飼
い
の
人
と
国
家
官
吏
の
養
成
所
た
る
東
京
大
学
の
卒
業
生
を

以
て
、
椅
子
の
全
部
を
う
め
た
。

富
谷
は
大
正
元
年
一
二
月
に
東
京
控
訴
院
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
で
、
留
任
と
な
っ
た
。
清
水
は
明
治
四
三
年
四
月
に
宮
城
控
訴
院
長

に
就
任
し
三
年
経
過
し
て
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
留
任
と
な
っ
た
。
検
事
畑
の
一
瀬
の
函
館
を
別
と
し
て
、
判
事
畑
の
古
荘
の
大
阪
、
藤
田

の
名
古
屋
、
西
川
の
長
崎
の
後
任
控
訴
院
長
と
し
て
、
平
沼
は
、
検
事
畑
の
斎
藤
、
水
上
、
手
塚
を
起
用
し
た
。
司
法
省
の
睨
み
の
き
く

東
京
は
判
事
畑
の
富
谷
な
が
ら
、
大
阪
、
名
古
屋
、
長
崎
と
重
要
な
控
訴
院
長
は
い
わ
ば
司
法
省
が
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
節
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）
の
司
法
省
・
裁
判
所
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
司
法
部
大
改
革
か
ら
二
年
を

へ
て
い
る
が
、
大
正
四
年
一
〇
月
現
在
の
在
職
者
を
掲
載
す
る
『
帝
国
法
曹
大
観
（
17
）

』
を
参
照
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
ず
、
司
法
省
本
省
の

人
員
構
成
を
み
て
み
よ
う
。
シ
ー
メ
ン
ス
・
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
事
件
で
山
本
内
閣
が
総
辞
職
し
、
大
正
三
年
四
月
大
隈
内
閣
（
第
二
次
）
が

成
立
し
た
。
司
法
大
臣
は
中
正
会
の
尾
崎
行
雄
、
次
官
は
鈴
木
喜
三
郎
で
あ
る
。

鈴
木
は
、
東
京
大
学
を
卒
業
し
、
大
審
院
判
事
・
東
京
地
方
裁
判
所
長
を
へ
て
、
大
正
元
年
一
二
月
司
法
省
刑
事
局
長
に
転
じ
、
二
年

六
月
法
務
局
長
と
な
り
、
三
年
四
月
次
官
と
な
っ
た
。
人
も
し
る
平
沼
の
弟
分
で
、
大
正
一
〇
年
一
〇
月
大
審
院
長
と
な
る
平
沼
の
後
任

と
し
て
検
事
総
長
に
就
任
し
、
虎
の
門
事
件
で
一
三
年
一
月
山
本
内
閣
（
第
二
次
）
が
清
浦
内
閣
と
交
代
す
る
と
、
や
は
り
平
沼
の
後
任

と
し
て
司
法
大
臣
に
就
任
し
た
。

九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
二
九
六
）

尾
崎
法
相
・
鈴
木
次
官
の
下
の
司
法
省
の
陣
容
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
18
）

。
官
房
三
課
長
・
参
事
官
・
二
局
長
の
顔
ぶ
れ
、
前
職
・
学
歴

を
掲
げ
る
。

○
司
法
省
（
大
正
四
年
一
〇
月
）

秘
書
課
長

三
浦
栄
五
郎

参
事
官

東
京
大
学

職
員
課
長

皆
川　

治
広

東
京
地
方
裁
判
所
検
事

東
京
大
学

会
計
課
長

平
野　

亮
平

水
戸
専
売
支
局
長

東
京
大
学

　
　

参
事
官

山
内
確
三
郎

東
京
控
訴
院
判
事

東
京
大
学

　
　

参
事
官

飯
島　

喬
平

東
京
地
方
裁
判
所
部
長

東
京
大
学

　
　

参
事
官

池
田
寅
二
郎

東
京
地
方
裁
判
所
部
長

東
京
大
学

　
　

参
事
官

山
岡
万
之
助

東
京
控
訴
院
検
事

日
本
大
学

　
　

参
事
官

宮
城
長
五
郎

東
京
区
裁
判
所
検
事

東
京
大
学

法
務
局
長

豊
島　

直
通

参
事
官

東
京
大
学

監
獄
局
長

谷
田　

三
郎

東
京
控
訴
院
検
事

独
協
大
学

三
浦
は
東
京
区
裁
判
所
検
事
・
東
京
地
方
裁
判
所
検
事
を
へ
て
司
法
省
入
り
し
た
検
事
畑
の
人
、
皆
川
も
小
倉
区
裁
判
所
検
事
・
東
京

地
方
裁
判
所
検
事
を
へ
て
司
法
省
入
り
し
た
検
事
畑
の
人
。
会
計
課
長
は
大
蔵
省
か
ら
人
が
回
っ
て
く
る
。
山
内
・
飯
島
・
池
田
は
判
事

畑
の
人
で
あ
る
。
山
岡
は
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
か
ら
同
裁
判
所
検
事
に
転
じ
た
人
、
宮
城
も
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
か
ら
東
京
区
裁
判

所
検
事
に
転
じ
た
人
。
豊
島
は
東
京
地
方
裁
判
所
検
事
・
東
京
控
訴
院
検
事
を
へ
て
司
法
省
入
り
し
た
検
事
畑
の
人
、
谷
田
は
元
は
判
事

一
〇



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
二
九
七
）

畑
の
人
で
あ
る
。
検
事
畑
・
判
事
畑
ど
ち
ら
が
優
勢
か
判
断
し
に
く
い
が
、
司
法
省
中
枢
が
東
京
大
学
出
身
者
を
以
て
固
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
平
沼
人
事
（
大
正
二
年
四
月
〜
六
月
）
は
、
皆
川
・
平
野
・
飯
島
の
三
人
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
山
内
は
民
事
局
長
を
へ
て
次
官
・
東
京
控
訴
院
長
と
な
り
、
皆
川
も
名
古
屋
控
訴
院
検
事
長
を
へ
て
次
官
・
東
京
控
訴
院

長
と
な
り
、
谷
田
は
大
阪
控
訴
院
長
に
転
じ
た
。
豊
島
は
東
京
控
訴
院
検
事
長
に
転
じ
、
さ
ら
に
大
審
院
部
長
に
転
じ
た
。
山
岡
は
監
獄

局
長
・
刑
事
局
長
と
な
り
、
後
に
親
分
の
鈴
木
喜
三
郎
内
相
の
下
で
警
保
局
長
を
務
め
た
。
池
田
は
民
事
局
長
・
大
審
院
部
長
・
大
審
院

長
を
歴
任
し
た
。
宮
城
は
名
古
屋
控
訴
院
検
事
長
に
転
じ
、
同
検
事
長
か
ら
司
法
大
臣
に
就
任
し
た
。

続
い
て
、
最
高
法
衙
た
る
大
審
院
の
陣
容
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
勅
令
定
員
は
院
長
一
、
部
長
四
、
判
事
二
一
の
併
せ
て
二
六
人
で

あ
る
。
全
員
の
顔
ぶ
れ
、
前
職
・
学
歴
を
掲
げ
る
の
は
煩
雑
な
の
で
、
特
徴
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

○
大
審
院
（
大
正
四
年
一
〇
月
）

院
長

横
田　

国
臣

前
職
・
検
事
総
長
、
前
々
職
・
東
京
控
訴
院
検
事
長
。
参
事
官
・
民
刑
局
長
・
次
官
を
歴
任
。

部
長

田
部　
　

芳

馬
場　

愿
治

鶴　

丈
一
郎

横
田　

秀
雄

前
職
・
検
事
兼
参
事
官
。
学
歴
・
正
則
科
。

前
職
・
広
島
控
訴
院
長
。
学
歴
・
東
京
大
学
。

前
職
・
大
審
院
判
事
。　

学
歴
・
正
則
科
。

前
職
・
大
審
院
判
事
。　

学
歴
・
東
京
大
学
。

判
事

鶴
見
守
義
・
末
弘
厳
石
の
二
人
が
正
則
科
卒
業
。

棚
橋
愛
七
ら
一
九
人
が
東
京
大
学
卒
業
。

平
野
猷
太
郎
・
谷
野
格
・
泉
二
新
熊
は
検
事
畑
を
歩
き
、
皆
参
事
官
の
経
歴
が
あ
る
。

一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
二
九
八
）

判
事
畑
の
末
弘
は
前
職
が
大
審
院
検
事
、
中
西
用
徳
は
前
々
職
が
東
京
控
訴
院
検
事
、
同
じ
く
判
事
畑
の
棚
橋
や
入
江

良
之
は
参
事
官
の
経
歴
が
あ
る
。

大
審
院
は
民
事
事
件
・
刑
事
事
件
の
終
審
裁
判
所
で
あ
り
、
判
決
を
通
じ
て
全
裁
判
所
の
法
令
解
釈
を
統
一
し
た
。
前
の
大
審
院
判
決

と
異
な
る
意
見
が
あ
る
と
き
は
民
事
の
総
部
、
刑
事
の
総
部
、
民
事
刑
事
の
総
部
（
連
合
部
と
い
う
）
が
裁
判
し
た
。
そ
の
た
め
、
部
長

も
判
事
も
全
員
に
法
律
の
高
い
学
識
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
部
長
・
判
事
の
全
員
が
正
則
科
卒
業
生
・
東
京
大
学
卒
業
生
と

い
う
の
は
、
よ
く
ぞ
揃
え
た
も
の
で
あ
る
。
平
沼
人
事
（
大
正
二
年
四
月
〜
六
月
）
は
、
馬
場
・
横
田
、
磯
谷
幸
次
郎
・
谷
野
格
・
堀
田

馬
三
・
鈴
木
英
五
郎
・
岩
田
一
郎
・
中
西
用
徳
で
、
部
長
二
人
の
前
職
を
別
と
し
て
、
判
事
六
人
の
前
職
は
そ
れ
ぞ
れ
横
浜
地
方
裁
判
所

長
・
東
京
控
訴
院
検
事
・
宮
城
控
訴
院
部
長
・
東
京
控
訴
院
部
長
・
東
京
控
訴
院
部
長
・
大
阪
控
訴
院
部
長
で
あ
る
。

横
田
大
審
院
長
は
、
大
木
喬
任
司
法
卿
時
代
に
司
法
省
に
入
り
、
ず
っ
と
検
事
畑
や
司
法
行
政
畑
を
歩
い
た
。
次
官
の
と
き
明
治
三
一

年
六
月
司
法
部
の
老
朽
淘
汰
を
断
行
し
た
。
そ
の
さ
い
自
ら
検
事
総
長
に
転
じ
た
が
、
大
東
義
徹
法
相
と
争
い
懲
戒
免
官
と
な
り
（
19
）

、
後
に

東
京
控
訴
院
検
事
長
と
し
て
司
法
部
に
帰
り
咲
い
た
。
平
沼
検
事
総
長
以
上
に
司
法
部
を
熟
知
し
、
原
敬
首
相
の
手
で
定
年
制
が
裁
判
所

構
成
法
に
追
加
さ
れ
退
職
に
お
い
こ
ま
れ
た
が
、
大
審
院
長
の
職
に
あ
る
こ
と
一
五
年
と
い
う
記
録
を
作
っ
た
。

横
田
の
後
ろ
に
清
浦
奎
吾
が
い
た
し
、
清
浦
を
通
じ
て
山
県
有
朋
が
い
た
か
ら
、
松
田
正
久
や
平
沼
に
横
田
の
地
位
を
左
右
す
る
力
は

な
か
っ
た
。
平
沼
は
横
田
と
協
調
し
な
が
ら
、
松
田
法
相
の
人
事
権
を
使
っ
て
大
審
院
の
部
長
や
判
事
の
入
れ
替
え
を
行
っ
た
。
部
長
の

伊
藤
悌
治
を
馬
場
に
替
え
た
後
、
判
事
検
事
官
等
俸
給
令
中
改
正
の
件
に
よ
り
部
長
を
四
人
と
し
、
横
田
秀
雄
を
昇
任
さ
せ
た
。
横
田
は

信
州
松
代
の
生
ま
れ
で
、
九
州
宇
佐
の
出
の
横
田
国
臣
と
縁
戚
で
は
な
い
。
こ
の
横
田
は
、
平
沼
が
大
審
院
長
か
ら
司
法
大
臣
に
転
じ
た

一
二



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
二
九
九
）

後
、
大
審
院
長
と
な
っ
た
。
平
沼
は
検
事
畑
に
つ
い
て
は
、
東
京
控
訴
院
検
事
の
谷
野
格
を
大
審
院
判
事
、
検
事
兼
参
事
官
の
泉
二
新
熊

を
東
京
控
訴
院
検
事
に
昇
任
さ
せ
た
。
泉
二
は
大
正
四
年
五
月
大
審
院
判
事
に
昇
任
し
た
。
泉
二
は
、
行
刑
局
長
・
刑
事
局
長
・
大
審
院

部
長
を
へ
て
、
検
事
総
長
・
大
審
院
長
ま
で
上
り
詰
め
た
。
司
法
部
の
地
位
と
東
京
大
学
の
講
義
に
よ
り
大
正
か
ら
昭
和
前
期
の
刑
法
の

実
務
を
指
導
し
、
さ
ら
に
昭
和
前
期
の
刑
法
改
正
作
業
の
中
心
と
な
っ
た
（
20
）

。

平
沼
自
身
を
長
と
す
る
検
事
局
の
顔
ぶ
れ
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
勅
令
定
員
は
総
長
一
、
検
事
七
の
併
せ
て
八
人
な
が
ら
、
な
ぜ
か

手
元
の
『
帝
国
法
曹
大
観
』
は
検
事
を
四
人
し
か
掲
載
し
て
い
な
い
。
平
沼
人
事
は
矢
追
一
人
で
、
矢
追
は
東
京
控
訴
院
検
事
長
・
次
長

検
事
と
な
り
、
板
倉
は
大
審
院
部
長
に
転
じ
、
林
は
刑
事
局
長
・
次
官
を
へ
て
大
審
院
部
長
か
ら
検
事
総
長
・
大
審
院
長
・
司
法
大
臣
の

階
段
を
駆
け
上
っ
た
。

○
大
審
院
検
事
局
（
大
正
四
年
一
〇
月
）

総
長

平
沼
騏
一
郎

前
職
・
次
官
。
参
事
官
・
民
刑
局
長
を
歴
任
。
学
歴
・
東
京
大
学
。

検
事

鈴
木　

宗
言

前
職
・
台
湾
覆
審
法
院
長
。
学
歴
・
東
京
大
学
。

板
倉
松
太
郎

前
職
・
大
審
院
判
事
。　
　

学
歴
・
東
京
大
学
。

林　

頼
三
郎

前
職
・
東
京
控
訴
院
検
事
。
学
歴
・
中
央
大
学
。

矢
追　

秀
作

前
職
・
東
京
控
訴
院
検
事
。
学
歴
・
東
京
大
学
。

三
人

未
詳

さ
て
、
大
正
四
年
一
〇
月
の
全
国
七
控
訴
院
長
の
陣
容
は
、
先
走
っ
て
掲
載
し
た
大
正
二
年
四
月
と
同
じ
で
あ
る
。
七
人
の
控
訴
院
長

の
氏
名
・
前
職
・
学
歴
を
繰
り
返
し
記
す
こ
と
は
し
な
い
。
次
に
、
各
控
訴
院
の
部
長
・
判
事
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
み
て
お
こ
う
と

一
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
〇
〇
）

思
う
。
勅
令
定
員
は
院
長
七
、
部
長
一
六
、
判
事
五
一
の
併
せ
て
七
四
人
。
こ
れ
は
、
司
法
部
大
改
革
の
さ
い
判
事
検
事
官
等
俸
給
令
中

改
正
の
件
に
よ
り
部
長
の
員
数
二
一
人
中
五
人
を
減
じ
、
判
事
の
員
数
一
一
〇
人
の
半
数
強
を
減
じ
た
も
の
で
あ
る
（
21
）

。

こ
こ
で
各
控
訴
院
の
部
長
・
判
事
に
つ
い
て
、
平
沼
人
事
（
大
正
二
年
四
月
〜
六
月
）
の
も
つ
意
味
を
探
る
こ
と
は
、
実
は
容
易
で
は

な
い
。
二
年
半
の
ズ
レ
を
承
知
の
上
で
手
元
の
『
帝
国
法
曹
大
観
』
を
参
照
す
る
と
、
各
控
訴
院
の
部
長
・
判
事
の
う
ち
三
分
の
一
近
い

人
が
平
沼
人
事
で
現
職
に
あ
る
。
し
か
し
六
七
人
の
中
に
司
法
省
勤
務
者
・
参
事
官
経
験
者
は
い
な
い
し
、
平
沼
が
検
事
畑
の
人
を
転
官

さ
せ
判
事
と
し
て
配
置
し
た
痕
跡
は
な
い
。
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
学
閥
を
み
て
お
く
し
か
な
い
。

○
控
訴
院
の
部
長
・
判
事
（
大
正
四
年
一
〇
月
）

部
長　
　

一
六
人

速
成
科　
　
　

三
人

東
京
大
学　

一
〇
人

判
事　
　

五
一
人

速
成
科　
　
　

一
人

東
京
大
学　

二
二
人

東
京
控
訴
院
の
部
長
六
人
中
、
四
人
は
平
沼
人
事
に
よ
る
新
任
部
長
で
あ
る
。
古
参
の
松
岡
義
正
（
東
京
大
学
）
と
中
島
正
司
（
速
成

科
）
に
、
前
東
京
地
方
裁
判
所
部
長
の
須
賀
喜
三
郎
、
前
東
京
控
訴
院
判
事
の
菰
淵
清
雄
・
横
村
米
太
郎
・
西
川
一
男
が
加
わ
り
、
六
人

と
な
っ
た
。
菰
淵
（
第
三
高
等
中
学
校
（
22
）

卒
業
）
を
除
く
三
人
は
、
全
員
東
京
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
。
判
事
一
五
人
中
、
同
じ
く
四
人
が

平
沼
人
事
に
よ
る
新
任
判
事
で
あ
る
。
前
東
京
地
方
裁
判
所
部
長
の
西
郷
陽
・
前
東
京
区
裁
判
所
判
事
の
高
瀬
幸
七
郎
が
東
京
大
学
卒
業

生
、
前
東
京
区
裁
判
所
判
事
の
尾
佐
竹
猛
（
23
）

・
白
井
茂
が
明
治
大
学
卒
業
生
。
東
京
控
訴
院
の
判
事
一
五
人
中
、
一
一
人
が
東
京
大
学
卒
業

生
で
あ
る
。

一
四



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
〇
一
）

序
で
に
、
大
阪
控
訴
院
も
み
て
お
こ
う
。
大
阪
控
訴
院
は
古
く
は
東
京
控
訴
院
と
並
ぶ
格
式
・
規
模
を
誇
り
、
他
の
控
訴
院
の
上
位
に

位
置
し
た
（
24
）

。
そ
の
部
長
五
人
中
、
四
人
が
平
沼
人
事
に
よ
る
新
任
部
長
で
あ
る
。
古
参
の
望
月
源
治
郎
（
速
成
科
）
に
、
中
尾
保
・
宮
本

力
之
助
・
鬼
沢
蔵
之
助
・
多
喜
沢
秀
雄
が
加
わ
り
、
五
人
と
な
っ
た
。
全
員
東
京
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
。
判
事
は
一
人
桜
田
寿
（
明
治

大
学
）
が
平
沼
人
事
で
、
判
事
一
三
人
中
、
七
人
が
東
京
大
学
卒
業
生
で
、
三
人
が
京
都
大
学
卒
業
生
で
あ
る
。

続
い
て
、
司
法
省
お
膝
元
の
東
京
地
方
裁
判
所
、
東
京
区
裁
判
所
も
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
東
京
地
方
裁
判
所
は
、
所
長
が
後
の
大
審
院

長
牧
野
菊
之
助
（
東
京
大
学
）
で
、
部
長
は
六
人
、
学
歴
は
不
思
議
と
区
々
で
あ
る
。
東
京
大
学
は
立
石
謙
輔
一
人
、
京
都
大
学
が
初
代

の
最
高
裁
判
所
長
官
と
な
る
三
淵
忠
彦
を
含
む
二
人
、
平
沼
人
事
に
よ
る
新
任
部
長
が
法
政
大
学
一
人
・
明
治
大
学
一
人
で
、
六
人
目
は

早
稲
田
大
学
で
あ
る
。
判
事
は
二
八
人
で
、
学
歴
は
速
成
科
一
人
、
東
京
大
学
一
九
人
、
京
都
大
学
一
人
、
私
立
大
学
五
人
、
試
験
合
格

者
二
人
で
あ
る
。
東
京
大
学
一
九
人
の
中
に
は
後
の
大
審
院
長
霜
山
精
一
を
は
じ
め
、
東
京
控
訴
院
長
大
森
洪
太
、
大
阪
控
訴
院
長
草
野

豹
一
郎
・
三
宅
正
太
郎
が
い
る
。
京
都
大
学
の
一
人
は
後
の
検
事
総
長
・
司
法
大
臣
木
村
尚
達
。

○
東
京
地
方
裁
判
所
（
大
正
四
年
一
〇
月
）

所
長　
　
　

一
人

東
京
大
学

部
長　
　
　

六
人

東
京
大
学　
　

一
人

京
都
大
学　
　

二
人

そ
の
他　
　
　

三
人

判
事　
　

二
八
人

速
成
科　
　
　

一
人

東
京
大
学　

一
九
人

一
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
〇
二
）

京
都
大
学　
　

一
人

そ
の
他　
　
　

七
人

東
京
区
裁
判
所
は
、
区
裁
判
所
な
が
ら
、
判
事
二
三
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
監
督
判
事
は
平
沼
人
事
の
吉
田
鐐
作
（
独
協
大
学
）
で

あ
る
。
判
事
の
学
歴
は
、
東
京
大
学
一
三
人
、
京
都
大
学
一
人
、
私
立
大
学
（
吉
田
を
含
め
）
九
人
。
京
都
大
学
の
一
人
は
最
後
の
大
審

院
長
と
な
る
細
野
長
良
で
あ
る
（
25
）

。
東
京
地
方
裁
判
所
は
判
事
三
五
人
中
、
東
京
大
学
が
二
一
人
で
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京
区
裁
判
所
は

判
事
二
三
人
中
、
東
京
大
学
が
一
三
人
で
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

一
方
、
東
京
地
方
裁
判
所
検
事
局
は
、
検
事
正
を
は
じ
め
、
検
事
七
人
が
全
員
東
京
大
学
で
あ
る
。
東
京
区
裁
判
所
は
、
検
事
一
七
人

中
、
東
京
大
学
一
二
人
、
京
都
大
学
二
人
、
私
立
大
学
三
人
で
あ
る
。
東
京
大
学
の
し
め
る
比
率
は
、
前
者
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
後
者

七
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
東
京
地
方
裁
判
所
検
事
局
の
中
川
一
介
検
事
正
・
小
原
直
検
事
は
平
沼
人
事
で
、
東
京
控
訴
院
検
事
・
東
京

区
裁
判
所
検
事
か
ら
異
動
し
て
き
た
。
小
原
は
東
京
控
訴
院
長
を
へ
て
司
法
大
臣
と
な
っ
た
が
、
東
京
区
裁
判
所
に
も
、
後
に
司
法
大
臣

と
な
る
検
事
が
二
人
い
た
。
一
人
は
塩
野
季
彦
（
東
京
大
学
）
で
次
長
検
事
か
ら
司
法
大
臣
と
な
り
、
今
一
人
は
岩
村
通
世
（
岩
村
通
俊

農
相
の
子
、
東
京
大
学
）
で
次
長
検
事
・
次
官
・
検
事
総
長
を
歴
任
し
て
司
法
大
臣
と
な
っ
た
。

さ
て
、
右
の
東
京
地
方
裁
判
所
、
東
京
区
裁
判
所
の
二
つ
は
別
と
し
て
、
地
方
裁
判
所
・
区
裁
判
所
の
具
体
的
な
内
容
に
入
る
と
な
る

と
、
こ
れ
は
キ
リ
が
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
地
方
裁
判
所
の
ご
く
輪
郭
を
み
て
お
こ
う
。
そ
の
頃
東
京
控
訴
院
管
内
の
地
方
裁
判

所
は
、
東
京
・
横
浜
・
浦
和
・
千
葉
・
水
戸
・
宇
都
宮
・
前
橋
・
静
岡
・
甲
府
・
長
野
・
新
潟
の
一
一
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地
方
裁
判
所
長

の
う
ち
平
沼
人
事
（
大
正
二
年
四
月
〜
六
月
）
に
よ
り
新
任
所
長
と
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
も
安
易
に
『
帝
国
法
曹
大
観
』
を
参
照
す
る
と

一
六



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
〇
三
）

横
浜
・
浦
和
・
水
戸
・
前
橋
・
静
岡
・
甲
府
・
新
潟
の
七
つ
で
あ
る
。
横
浜
の
所
長
横
田
五
郎
（
26
）

（
東
京
大
学
）
は
参
事
官
の
経
歴
を
も
つ

検
事
畑
の
人
で
あ
る
。
前
橋
の
所
長
（
中
央
大
学
）
は
検
事
正
の
経
歴
を
も
つ
。
水
戸
・
新
潟
の
所
長
は
速
成
科
、
静
岡
・
甲
府
の
所
長

は
東
京
大
学
で
あ
る
。
僅
か
な
が
ら
平
沼
人
事
の
意
味
が
示
さ
れ
て
い
る
。
所
長
一
一
人
の
う
ち
、
学
歴
別
で
は
、
速
成
科
二
人
、
東
京

大
学
四
人
、
そ
の
他
五
人
。

全
国
五
〇
の
地
方
裁
判
所
の
五
〇
人
の
所
長
の
学
歴
を
み
る
と
、
速
成
科
一
一
人
、
東
京
大
学
一
四
人
。
併
せ
て
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
し
大
阪
控
訴
院
管
内
（
京
都
・
大
阪
・
神
戸
・
奈
良
・
大
津
・
和
歌
山
・
徳
島
・
高
松
・
高
知
）
は
、
地
方
裁
判
所
長

九
人
で
速
成
科
一
人
・
東
京
大
学
六
人
、
併
せ
て
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
る
。
九
人
の
う
ち
平
沼
人
事
は
七
人
で
、
京
都
（
本
省

か
ら
官
房
文
書
課
長
堀
栄
一
を
異
動
さ
せ
た
）
や
大
阪
な
ど
五
つ
の
所
長
に
東
京
大
学
卒
業
生
を
送
り
込
ん
だ
。

本
節
の
締
め
括
り
と
し
て
、
大
正
四
年
一
〇
月
の
全
国
の
地
方
裁
判
所
判
事
・
区
裁
判
所
判
事
の
学
歴
を
表
示
し
て
お
こ
う
。
裁
判
所

構
成
法
施
行
以
後
、
判
事
の
勅
令
定
員
は
八
九
八
人
で
、
最
少
の
員
数
で
あ
る
（
27
）

。
と
こ
ろ
が
『
帝
国
法
曹
大
観
』
は
八
一
一
人
し
か
掲
載

せ
ず
、
八
七
人
の
漏
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
掲
げ
る
表
は
、
お
よ
そ
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
し
か
な
い
。
速
成
科

二
五
人
と
東
京
大
学
二
一
一
人
を
併
せ
て
二
三
六
人
。
こ
れ
は
七
一
一
人
に
対
し
て
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
れ
が
東
京
地
方
裁
判

所
や
東
京
区
裁
判
所
に
重
点
的
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
り
少
率
の
薩
長
土
肥
の
勢
力
が
主
要
な
裁
判
所
・
検
事
局
を
支
配
し
た
明
治

中
期
の
藩
閥
の
手
法
を
想
起
さ
せ
る
（
28
）

。

○
地
方
裁
判
所
・
区
裁
判
所
（
大
正
四
年
一
〇
月
）

附
、
控
訴
院
・
大
審
院

一
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
〇
四
）

地
方
裁
判
所
・
区
裁
判
所

　
　
　
　

七
一
一
人
（
七
九
八
人
）

速
成
科　
　
　

二
五
人

東
京
大
学　

二
一
一
人

三
三
パ
ー
セ
ン
ト

控　

訴　

院

　
　
　
　
　

七
四
人
（　

七
四
人
）

正
則
科　
　
　
　

五
人

速
成
科　
　
　
　

四
人

東
京
大
学　
　

三
四
人

五
八
パ
ー
セ
ン
ト

大　

審　

院

　
　
　
　
　

二
六
人
（　

二
六
人
）

正
則
科　
　
　
　

四
人

東
京
大
学　
　

二
一
人

九
六
パ
ー
セ
ン
ト

＊
括
弧
内
の
数
字
は
勅
令
定
員

（
11
） 

内
閣
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
大
正
二
年
2
（
原
書
房
復
刻
版
、
一
九
八
五
年
）
六
頁
以
下
。
五
法
律
の
施
行
日
は
大
正
二
年
四
月
二
一
日
で

あ
る
（
大
正
二
勅
五
四
）。

（
12
） 

司
法
部
大
改
革
と
松
田
・
平
沼
に
つ
い
て
は
、
三
谷
太
一
郎
『
近
代
日
本
の
司
法
権
と
政
党
』（
塙
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
七
七
頁
以
下
。

（
13
） 

法
律
新
聞
大
正
二
年
四
月
二
五
日
・
第
八
五
八
号
一
一
面
、「
司
法
官
の
淘
汰
」「
司
法
官
の
大
更
迭
」。

（
14
） 

司
法
省
編
『
司
法
沿
革
誌
』（
原
書
房
復
刻
版
、
一
九
七
九
年
）
二
八
一
頁
、
五
四
三
頁
。

（
15
） 

大
正
二
年
勅
令
第
一
七
一
号
、
法
令
全
書
大
正
二
年
3
・
二
五
一
頁
以
下
。
判
事
の
定
員
は
九
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
続
い
て
、
大
正
三
年
勅
令

第
七
四
号
判
事
検
事
官
等
俸
給
令
中
改
正
の
件
（
法
令
全
書
大
正
三
年
3
、
復
刻
版
一
九
八
六
年
。
二
七
六
〜
二
七
七
頁
）
に
よ
る
減
員
で
、
判
事

定
員
は
八
九
八
人
と
な
っ
た
。
こ
の
定
員
が
裁
判
所
構
成
法
施
行
以
後
最
少
の
員
数
で
あ
る
。

（
16
） 

本
稿
で
学
歴
と
し
て
学
校
名
を
表
示
す
る
場
合
、
司
法
省
法
学
校
正
則
科
・
同
速
成
科
は
司
法
省
法
学
校
を
略
す
る
。
帝
国
大
学
・
東
京
帝
国

大
学
は
東
京
大
学
に
統
一
し
、
京
都
帝
国
大
学
は
帝
国
を
略
す
る
。
東
京
法
学
院
、
和
仏
法
律
学
校
、
東
京
専
門
学
校
な
ど
旧
称
に
つ
い
て
は
現
在

一
八



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
〇
五
）

の
中
央
大
学
、
法
政
大
学
、
早
稲
田
大
学
な
ど
に
改
め
る
。

（
17
） 

こ
の
『
帝
国
法
曹
大
観
』
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）
一
一
月
、
帝
国
法
曹
大
観
編
纂
会
が
編
纂
・
発
行
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿

は
、
ゆ
ま
に
書
房
が
『
日
本
法
曹
界
人
物
事
典
』
第
一
巻
司
法
篇
と
し
て
復
刻
し
た
も
の
（
一
九
九
五
年
）
を
使
用
す
る
。
追
試
の
検
索
が
容
易
な

た
め
、
一
々
頁
数
を
注
記
し
な
い
。

（
18
） 

三
浦
秘
書
課
長
は
参
事
官
、
皆
川
職
員
課
長
・
平
野
会
計
課
長
は
書
記
官
で
あ
る
。
五
人
の
参
事
官
の
配
置
が
宮
城
（
法
務
局
）
一
人
を
除
き

は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
『
帝
国
法
曹
大
観
』
の
順
序
（
職
員
録
の
順
序
と
い
う
）
ど
お
り
に
並
べ
て
お
く
。
山
岡
は
監
獄
局
か
。

（
19
） 

さ
し
あ
た
り
、
加
太
邦
憲
『
自
歴
譜
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
二
年
）
一
七
〇
頁
以
下
。
詳
し
く
は
、
楠
精
一
郎
「
明
治
三
十
一
年
検
事
総
長

横
田
国
臣
懲
戒
免
官
事
件
」
参
照
。
楠
精
一
郎
『
明
治
立
憲
制
と
司
法
官
』
所
収
、
第
五
章
（
慶
応
通
信
、
一
九
八
九
年
）。

（
20
） 

刑
法
改
正
作
業
と
泉
二
の
役
割
り
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、
新
井
勉
「
改
正
刑
法
仮
案
の
編
纂
と
内
乱
罪
」（
日
本
法
学
第
七
三
巻
第
二
号
、

二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
21
） 

注（
15
）と
同
じ
。

（
22
） 

第
三
高
等
中
学
校
に
つ
い
て
、
加
太
・
前
掲
書
一
四
一
頁
以
下
、
竹
内
洋
『
学
歴
貴
族
の
栄
光
と
挫
折
』
日
本
の
近
代
第
一
二
巻
（
中
央
公
論

新
社
、
一
九
九
九
年
）
四
六
頁
以
下
、
秦
郁
彦
『
旧
制
高
校
物
語
』（
文
春
新
書
、
二
〇
〇
三
年
）
五
七
頁
以
下
。

（
23
） 

東
京
地
方
裁
判
所
長
時
代
の
鈴
木
喜
三
郎
の
尾
佐
竹
排
斥
に
つ
い
て
は
、
村
上
一
博
「
司
法
官
と
し
て
の
履
歴
と
時
事
法
律
論
」
参
照
。
明
治

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
尾
佐
竹
猛
研
究
』
所
収
、
第
一
章
（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
24
） 

明
治
中
期
の
大
阪
控
訴
院
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
新
井
勉
「
児
島
惟
謙
と
松
岡
康
毅
」（
日
本
大
学
史
紀
要
第
六
号
、
一
九
九
九
年
）
一
五

〜
一
六
頁
。

（
25
） 

広
島
控
訴
院
長
時
代
の
細
野
が
東
条
英
機
首
相
の
司
法
部
抑
圧
に
反
発
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
家
永
・
前
掲
書
四
五
頁
以
下
参
照
。

（
26
） 

横
田
五
郎
の
本
籍
は
大
分
県
宇
佐
郡
封
戸
村
、
横
田
国
臣
は
同
じ
宇
佐
郡
の
辻
村
で
あ
る
。
注（
17
）の
『
帝
国
法
曹
大
観
』
大
正
四
年
版
三
五

頁
、
一
七
九
頁
。
二
人
の
縁
戚
関
係
は
調
査
中
。
五
郎
は
国
臣
の
弟
ら
し
い
（
法
律
新
聞
大
正
二
年
四
月
三
〇
日
・
第
八
五
九
号
一
五
面
参
照
）。

（
27
） 

判
事
の
定
員
が
一
〇
〇
〇
人
を
割
っ
た
の
は
、
大
正
二
年
司
法
部
大
改
革
で
九
〇
〇
人
ま
で
減
員
し
た
後
、
大
正
六
年
ま
で
続
い
た
。
翌
七
年

一
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
〇
六
）

一
〇
〇
〇
人
台
に
復
し
た
。
前
掲
『
司
法
沿
革
誌
』
五
四
三
頁
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
編
『
裁
判
所
百
年
史
』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
〇
年
）

五
五
四
頁
。

（
28
） 
新
井
勉
「
明
治
中
期
司
法
部
の
藩
閥
構
成
に
つ
い
て
」（
日
本
法
学
第
六
六
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

二　

昭
和
三
年
の
司
法
省
・
裁
判
所

次
に
、
本
節
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
の
司
法
省
・
裁
判
所
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
年
を
選
ぶ
の
は
、
一
つ

は
、
冒
頭
で
ふ
れ
た
官
吏
減
俸
案
に
対
す
る
判
事
ら
の
反
対
運
動
（
昭
和
六
年
五
月
）
と
距
離
が
近
い
た
め
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
手
元

の
『
帝
国
法
曹
大
観
』
改
訂
三
版
（
29
）

が
昭
和
三
年
一
一
月
現
在
の
在
職
者
を
掲
載
す
る
（
発
行
は
昭
和
四
年
三
月
）
た
め
で
あ
る
。
前
節
と

同
じ
よ
う
に
、
興
味
の
あ
る
事
項
か
ら
順
に
み
て
い
こ
う
。

最
初
に
東
京
地
方
裁
判
所
・
東
京
区
裁
判
所
の
陣
容
を
一
瞥
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
昭
和
四
年
一
〇
月
政
府
（
浜
口
内
閣
）
の
減
俸
案
に

対
す
る
検
事
ら
の
激
し
い
反
対
運
動
に
続
い
た
の
は
、
東
京
地
方
裁
判
所
・
東
京
区
裁
判
所
で
あ
る
。
こ
の
減
俸
案
が
一
た
び
挫
折
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
六
年
五
月
二
た
び
政
府
（
若
槻
内
閣
）
が
減
俸
案
を
強
行
し
よ
う
と
し
た
さ
い
反
対
運
動
の
震
源
地
と
な
っ
た

の
も
、
こ
の
東
京
地
方
裁
判
所
・
東
京
区
裁
判
所
で
あ
る
。

行
政
整
理
は
遠
い
話
と
な
り
、
毎
年
か
隔
年
か
で
増
員
が
繰
り
返
さ
れ
、
裁
判
所
も
検
事
局
も
所
帯
が
膨
張
し
た
。
勅
令
定
員
は
昭
和

三
年
判
事
が
一
二
四
五
人
、
検
事
が
六
三
六
人
と
な
り
、
翌
四
年
は
判
事
一
二
四
九
人
、
検
事
六
三
七
人
と
な
っ
た
（
30
）

。
前
節
の
大
正
四
年

の
勅
令
定
員
と
比
べ
る
と
、
判
事
は
一
・
三
九
倍
、
検
事
は
一
・
六
五
倍
と
な
っ
た
。
東
京
地
方
裁
判
所
も
、
東
京
区
裁
判
所
も
、
判
事

や
検
事
で
膨
れ
上
が
っ
た
。

二
〇



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
〇
七
）

○
東
京
地
方
裁
判
所
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

所
長　
　
　

一
人

東
京
大
学
（
田
中　

右
橘
）

部
長　
　

二
一
人

東
京
大
学　

一
九
人

京
都
大
学　
　

二
人

判
事　
　

六
三
人

東
京
大
学　

四
四
人

京
都
大
学　
　

八
人

日
本
大
学　
　

四
人
、
中
央
大
学　
　

三
人
、
明
治
大
学　
　

一
人

関
西
大
学　
　

一
人
、
試
験
合
格　
　

二
人

○
東
京
区
裁
判
所
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

判
事　
　

四
六
人

東
京
大
学　

二
九
人

京
都
大
学　
　

七
人

中
央
大
学　
　

四
人
、
日
本
大
学　
　

三
人
、
明
治
大
学　
　

二
人

早
稲
田
大
学　

一
人

東
京
地
方
裁
判
所
長
の
田
中
右
橘
は
、
大
審
院
判
事
か
ら
京
都
・
大
阪
の
所
長
を
へ
て
、
東
京
の
所
長
と
な
っ
た
。
後
の
大
阪
控
訴
院

長
・
東
京
控
訴
院
長
。
部
長
の
中
島
弘
道
（
東
京
大
学
）
が
参
事
官
・
書
記
官
と
し
て
司
法
省
民
事
局
勤
務
の
、
島
保
（
東
京
大
学
）
が

書
記
官
と
し
て
刑
事
局
勤
務
の
経
歴
を
も
ち
、
垂
水
克
己
（
東
京
大
学
）
は
大
臣
官
房
調
査
課
・
刑
事
局
の
事
務
嘱
託
の
経
歴
を
も
っ
て

い
る
。
島
や
垂
水
も
、
同
じ
く
部
長
の
岩
松
三
郎
・
下
飯
坂
潤
夫
（
二
人
と
も
東
京
大
学
）
も
後
の
最
高
裁
判
所
判
事
で
あ
る
。
判
事
の

二
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
〇
八
）

藤
井
五
一
郎
・
佐
藤
藤
佐
（
二
人
と
も
東
京
大
学
）
も
刑
事
局
の
事
務
嘱
託
で
、
佐
藤
は
後
の
検
事
総
長
。
同
じ
く
判
事
の
石
坂
修
一
や

奥
野
健
一
（
二
人
と
も
東
京
大
学
）
も
後
の
最
高
裁
判
所
判
事
で
あ
り
、
横
田
正
俊
（
東
京
大
学
）
は
後
の
最
高
裁
判
所
長
官
。
判
事
の

中
に
は
、
大
津
事
件
の
研
究
で
名
を
残
す
安
斎
保
（
31
）（

東
京
大
学
）
の
姿
も
あ
る
。
東
京
区
裁
判
所
に
目
を
転
じ
る
と
、
監
督
判
事
の
立
石

種
一
（
東
京
大
学
）
は
有
名
な
人
で
は
な
い
が
、
判
事
の
安
倍
恕
（
東
京
大
学
）
が
後
の
東
京
高
等
裁
判
所
長
官
で
あ
る
。

司
法
部
は
初
め
は
司
法
省
法
学
校
の
正
則
科
・
速
成
科
で
子
飼
い
の
人
材
を
養
成
し
た
が
、
明
治
中
期
法
学
校
を
廃
止
し
た
（
正
則
科

在
学
生
は
東
京
大
学
へ
編
入
）
後
は
、
他
の
行
政
官
庁
と
同
じ
よ
う
に
国
家
官
吏
の
養
成
所
た
る
東
京
大
学
を
自
ら
の
人
材
の
供
給
源
と

し
た
。
司
法
部
大
改
革
（
大
正
二
年
）
の
頃
が
法
学
校
卒
業
生
が
最
後
の
輝
き
を
み
せ
た
時
期
で
あ
り
、
大
正
一
〇
年
の
富
谷
鉎
一
郎
の

大
審
院
長
退
職
が
い
わ
ば
法
学
校
卒
業
生
の
終
焉
を
象
徴
し
て
い
た
。
方
針
の
転
換
を
う
け
て
、
東
京
大
学
卒
業
生
は
早
く
か
ら
司
法
部

内
各
所
の
蚕
食
を
は
じ
め
、
司
法
省
中
枢
・
大
審
院
・
大
審
院
検
事
局
・
各
控
訴
院
な
ど
を
支
配
下
に
お
い
た
。
そ
の
生
態
は
大
正
四
年

一
〇
月
を
対
象
と
し
た
前
節
で
み
た
と
お
り
で
あ
る
。

右
の
東
京
地
方
裁
判
所
・
東
京
区
裁
判
所
の
人
員
構
成
は
、
た
だ
一
つ
、
東
京
大
学
卒
業
生
の
比
率
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
ど
ち
ら

も
東
京
大
学
卒
業
生
の
数
が
他
よ
り
突
出
し
て
、
東
京
地
方
裁
判
所
の
部
長
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
判
事
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て

い
る
。
東
京
区
裁
判
所
の
判
事
の
方
は
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
る
。
一
方
、
東
京
地
方
裁
判
所
検
事
局
・
東
京
区
裁
判
所
検
事
局

に
目
を
転
じ
る
と
、
比
率
は
も
っ
と
高
い
。
単
純
な
計
算
で
、
東
京
地
方
裁
判
所
検
事
局
は
検
事
（
検
事
正
を
含
め
）
一
五
人
中
一
二
人

で
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京
区
裁
判
所
検
事
局
は
検
事
四
〇
人
中
三
二
人
で
、
こ
れ
も
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
。
同
じ
官
立
大
学
の
京
都
大
学

を
加
え
れ
ば
、
さ
ら
に
高
い
比
率
と
な
る
。

二
二



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
〇
九
）

○
東
京
地
方
裁
判
所
検
事
局
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

検
事
正　
　

一
人

東
京
大
学
（
塩
野　

季
彦
）

検
事　
　

一
四
人

東
京
大
学　

一
一
人

京
都
大
学　
　

一
人

中
央
大
学　
　

一
人
、
早
稲
田
大
学　

一
人

○
東
京
区
裁
判
所
検
事
局
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

検
事　
　

四
〇
人

東
京
大
学　

三
二
人

京
都
大
学　
　

五
人

中
央
大
学　
　

一
人
、
明
治
大
学　
　

一
人
、
試
験
合
格　
　

一
人

東
京
地
方
裁
判
所
の
検
事
正
塩
野
季
彦
は
、
参
事
官
・
書
記
官
（
刑
事
局
・
行
刑
局
）
を
へ
て
、
東
京
の
検
事
正
と
な
っ
た
。
検
事
局

内
に
塩
野
閥
を
作
り
、
後
に
行
刑
局
長
を
へ
て
次
長
検
事
か
ら
司
法
大
臣
と
な
っ
た
。
次
席
検
事
の
松
阪
広
政
（
東
京
大
学
）
は
、
刑
事

局
長
・
東
京
控
訴
院
検
事
長
を
へ
て
検
事
総
長
・
司
法
大
臣
の
階
段
を
駆
け
上
っ
た
。
二
人
は
別
格
と
し
て
も
、
検
事
の
秋
山
要
（
東
京

大
学
）
は
後
に
刑
事
局
長
・
東
京
控
訴
院
検
事
長
、
金
沢
次
郎
（
東
京
大
学
）
も
行
刑
局
長
・
大
阪
控
訴
院
検
事
長
と
な
っ
た
。
今
一
つ

の
検
事
局
、
東
京
区
裁
判
所
は
、
検
事
の
丸
才
司
（
東
京
大
学
）
が
後
の
福
岡
高
等
検
察
庁
検
事
長
、
岸
本
義
広
（
東
京
大
学
）
が
東
京

高
等
検
察
庁
検
事
長
。

ざ
っ
と
『
帝
国
法
曹
大
観
』
改
訂
三
版
を
み
た
限
り
で
、
東
京
地
方
裁
判
所
・
東
京
区
裁
判
所
は
逸
材
揃
い
で
あ
り
、
二
つ
の
検
事
局

も
実
に
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
揃
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
エ
リ
ー
ト
集
団
で
あ
る
。
政
府
（
浜
口
内
閣
）
の
最
初
の
減
俸
案
は
、
昭
和
四
年

二
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
一
〇
）

一
〇
月
一
五
日
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
翌
一
六
日
他
の
官
庁
に
先
ん
じ
て
反
対
の
声
を
あ
げ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
検
事
ら
で

あ
る
。
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
そ
の
様
子
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

○
「
減
俸
反
対
の
先
駆
に
ま
づ
少
壮
検
事
起
つ

│
東
京
地
方
、
区
裁
判
所
、
控
訴
院
の
六
十
名
が
反
対
決
議
す
」

反
対
と
非
難
の
も
の
す
ご
い
う
づ
巻
に
包
ま
れ
た
官
吏
減
俸
案
に
対
し
、
果
然
反
抗
の
直
接
的
運
動
が
東
京
地
方
、
並
に
区
裁
判

所
検
事
局
、
東
京
控
訴
院
検
事
局
の
全
検
事
約
六
十
名
に
よ
つ
て
口
火
を
切
ら
れ
た
。
一
般
司
法
官
は
行
政
官
よ
り
俸
給
上
冷
遇
を

受
け
隠
忍
す
る
こ
と
約
三
十
年
、
最
近
や
つ
と
均
衡
問
題
が
や
か
ま
し
く
な
つ
て
来
た
折
も
折
、
突
如
こ
の
減
俸
と
な
つ
た
の
で
、

ま
づ
こ
れ
等
検
事
は
司
法
官
の
地
位
を
侮
辱
し
事
情
を
解
せ
ざ
る
も
甚
だ
し
い
も
の
と
し
て
奮
起
し
、
十
六
日
午
後
退
庁
前
後
に
地

方
、
区
、
控
訴
院
の
各
検
事
室
に
部
長
級
検
事
以
下
少
壮
検
事
み
な
秘
密
会
合
し
協
議
を
遂
げ
た
結
果
、
徹
底
的
に
減
俸
案
に
反
対

撤
回
を
迫
る
こ
と
に
一
決
、
左
の
意
味
の
決
議
を
な
し
こ
れ
を
上
司
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

決　
　

議

官
吏
減
俸
案
は
吾
人
司
法
官
現
在
の
待
遇
よ
り
見
て
極
め
て
不
合
理
な
る
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
反
対
し
、
即
時
撤
回
を
希
望
す
（
32
）

。

さ
て
、
こ
こ
で
、
司
法
省
本
省
の
人
員
構
成
を
み
て
み
よ
う
。
手
元
の
『
帝
国
法
曹
大
観
』
は
、
書
名
に
「
御
大
礼
記
念
」
を
冠
し
て

い
る
。
御
大
礼
、
す
な
わ
ち
、
昭
和
三
年
一
一
月
京
都
御
所
で
天
皇
の
即
位
式
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
点
の
在
職
者
を
掲
載
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
時
の
内
閣
は
政
友
会
の
田
中
義
一
内
閣
で
、
司
法
大
臣
は
原
嘉
道
、
次
官
は
小
原
直
で
あ
る
。
原
は
、
東
京
大
学
を
卒
業
し
一
時

農
商
務
省
官
吏
を
務
め
、
転
じ
て
弁
護
士
と
な
り
、
ま
た
転
じ
て
司
法
大
臣
に
就
任
し
た
。
小
原
は
、
東
京
大
学
卒
業
後
ず
っ
と
検
事
畑

を
歩
き
、
参
事
官
（
刑
事
局
）
を
へ
て
大
審
院
次
席
検
事
か
ら
次
官
と
な
っ
た
。
原
は
後
に
枢
密
院
議
長
と
な
り
、
小
原
は
司
法
大
臣
と

二
四



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
一
一
）

な
り
、
内
務
大
臣
に
も
な
っ
た
。

原
法
相
・
小
原
次
官
の
下
の
陣
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
官
房
五
課
長
・
三
局
長
の
顔
ぶ
れ
や
（
な
る
べ
く
近
い
主
た
る
）
前
職

を
掲
げ
、
次
に
各
局
の
書
記
官
を
掲
げ
る
。

○
司
法
省
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

秘
書
課
長

人
事
課
長

会
計
課
長

保
護
課
長

調
査
課
長

民
事
局
長

刑
事
局
長

行
刑
局
長

佐
々
木
良
一

清
水
壮
左
久

近
藤　

三
郎

大
原　
　

昇

木
村　

尚
達

池
田
寅
二
郎

泉
二　

新
熊

松
井　

和
義

東
京
地
方
裁
判
所
部
長

東
京
地
方
裁
判
所
検
事

三
田
尻
専
売
支
局
長

東
京
地
方
裁
判
所
部
長

東
京
地
方
裁
判
所
部
長

参
事
官

大
審
院
判
事

横
浜
地
方
裁
判
所
検
事

京
都
大
学

東
京
大
学

東
京
大
学

東
京
大
学

京
都
大
学

東
京
大
学

東
京
大
学

東
京
大
学

民
事
局

長
島　
　

毅
・
東
京
大
学
、
鬼
頭　

豊
隆
・
東
京
大
学
、
森
田
豊
次
郎
・
東
京
大
学
、
坂
野　

千
里
・
東
京
大
学

小
堀　
　

保
・
東
京
大
学

刑
事
局

古
田　

正
武
・
東
京
大
学
、
佐
藤　

龍
馬
・
東
京
大
学
、
黒
川　
　

涉
・
東
京
大
学
、
池
田　
　

克
・
東
京
大
学

一
木

太
郎
・
東
京
大
学
、
潮　
　

道
佐
・
京
都
大
学

行
刑
局

辻　
　

敬
助
・
東
京
大
学
、
岡
部　
　

常
・
東
京
大
学
、
森
山
武
市
郎
・
明
治
大
学
、
正
木　
　

亮
・
東
京
大
学二

五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
一
二
）

本
省
入
り
の
時
期
が
早
ま
り
課
長
・
局
長
の
直
近
前
職
の
多
く
が
書
記
官
や
参
事
官
な
の
で
、
少
し
遡
っ
た
前
職
を
記
し
た
。
松
井
が

検
事
畑
で
、
清
水
は
判
事
よ
り
検
事
が
長
く
、
他
の
人
は
判
事
畑
の
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
課
長
・
局
長
に
書
記
官
を
併
せ
た
本
省
幹
部
の

将
来
は
、
池
田
寅
二
郎
、
泉
二
、
長
島
が
こ
の
順
で
大
審
院
長
と
な
り
、
木
村
は
検
事
総
長
・
司
法
大
臣
と
な
っ
た
。
清
水
は
長
崎
控
訴

院
長
、
鬼
頭
、
佐
々
木
は
名
古
屋
控
訴
院
長
、
坂
野
は
東
京
控
訴
院
長
、
黒
川
は
東
京
控
訴
院
検
事
長
、
池
田
克
は
名
古
屋
控
訴
院
検
事

長
、
一
木
（
一
木
喜
徳
郎
枢
府
議
長
の
子
）
は
宮
城
控
訴
院
検
事
長
、
正
木
は
名
古
屋
控
訴
院
検
事
長
で
あ
る
。
池
田
克
は
最
高
裁
判
所

判
事
で
も
あ
る
。

順
序
と
し
て
次
に
最
高
法
衙
た
る
大
審
院
で
あ
る
。
大
審
院
も
勅
令
定
員
が
大
正
一
三
年
以
降
は
院
長
一
、
部
長
八
、
判
事
三
八
ま
で

増
員
さ
れ
四
七
人
に
膨
張
し
た
。
前
節
の
大
正
四
年
と
比
べ
る
と
、
部
長
が
二
倍
、
判
事
が
一
・
八
倍
で
あ
る
。
こ
の
大
所
帯
の
全
員
の

顔
ぶ
れ
、
前
職
・
学
歴
を
掲
げ
る
の
は
煩
雑
な
の
で
、
特
徴
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
も
っ
と
も
、
手
元
の
『
帝
国
法
曹
大
観
』
を
み
る

と
、
な
ぜ
か
部
長
一
人
、
判
事
一
人
が
欠
け
て
い
る
。

○
大
審
院
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

院
長

牧
野
菊
之
助

前
職
・
大
審
院
部
長
、
前
々
職
・
東
京
控
訴
院
長
。　
　

学
歴
・
東
京
大
学
。

部
長

豊
島　

直
通

前
職
・
東
京
控
訴
院
検
事
長
、
前
々
職
・
刑
事
局
長
。　

学
歴
・
東
京
大
学
。

松
岡　

義
正

前
職
・
大
審
院
判
事
、
前
々
職
・
東
京
控
訴
院
部
長
。　

学
歴
・
東
京
大
学
。

柳
川　

勝
二

前
職
・
宮
城
控
訴
院
長
、
前
々
職
・
大
審
院
判
事
。　
　

学
歴
・
東
京
大
学
。

嘉
山　

幹
一

前
職
・
大
審
院
判
事
、
前
々
職
・
京
都
地
方
裁
判
所
長
。
学
歴
・
東
京
大
学
。

板
倉
松
太
郎

前
職
・
大
審
院
検
事
、
前
々
職
・
大
審
院
判
事
。　
　
　

学
歴
・
東
京
大
学
。

二
六



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
一
三
）

島
田　

鉄
吉

前
職
・
大
審
院
判
事
、
前
々
職
・
行
政
裁
判
所
評
定
官
。
学
歴
・
東
京
大
学
。

須
賀
喜
三
郎

前
職
・
広
島
控
訴
院
長
、
前
々
職
・
東
京
控
訴
院
部
長
。
学
歴
・
東
京
大
学
。

判
事

東
京
大
学　

二
〇
人
、
京
都
大
学　

一
〇
人
、
明
治
大
学　
　

二
人
、

第
三
高
等
中
学
校
（
菰
淵
清
雄
）、
独
協
大
学
、
日
本
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
中
央
大
学
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
。

霜
山
精
一
、
鈴
木
秀
人
、
宇
野
要
三
郎
、
尾
佐
竹
猛
、
吉
田
久
、
大
森
洪
太
、
草
野
豹
一
郎
、
細
野
長
良
ら
、
三
七
人
。

参
事
官
経
験
者
は
霜
山
、
大
森
、
草
野
の
三
人
。

部
長
七
人
は
全
員
東
京
大
学
卒
業
生
で
、
豊
島
が
検
事
畑
の
人
で
あ
る
。
判
事
三
七
人
中
、
東
京
大
学
は
二
〇
人
で
五
四
パ
ー
セ
ン
ト

に
止
ま
る
が
、
院
長
や
部
長
七
人
を
併
せ
る
と
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
参
事
官
（
法
務
局
）
の
経
歴
の
あ
る
霜
山
は
後
に
大
審
院
長

と
な
り
、
同
じ
く
大
森
（
参
事
官
・
民
事
局
）
は
東
京
控
訴
院
長
、
草
野
（
参
事
官
・
刑
事
局
）
は
大
阪
控
訴
院
長
と
な
っ
た
。
霜
山
ら

は
皆
東
京
大
学
。
こ
れ
と
別
に
、
細
野
は
大
審
院
長
、
鈴
木
は
大
阪
控
訴
院
長
と
な
っ
た
。
細
野
も
鈴
木
も
京
都
大
学
で
あ
る
。

大
審
院
の
検
事
局
は
、
勅
令
定
員
が
総
長
一
、
検
事
一
三
の
併
せ
て
一
四
人
な
が
ら
、
手
元
の
『
帝
国
法
曹
大
観
』
訂
正
三
版
は
検
事

を
八
人
し
か
掲
載
し
て
い
な
い
。
総
長
の
小
山
松
吉
（
独
協
大
学
）
は
平
沼
人
事
で
長
崎
の
検
事
長
と
な
り
、
大
審
院
の
次
席
検
事
か
ら

総
長
と
な
っ
た
。
次
席
検
事
の
林
頼
三
郎
（
中
央
大
学
）
は
刑
事
局
長
・
次
官
・
大
審
院
部
長
を
歴
任
し
て
、
司
法
大
臣
に
転
じ
た
小
山

の
後
任
総
長
に
就
任
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
検
事
総
長
の
椅
子
は
、
平
沼
、
鈴
木
喜
三
郎
、
小
山
松
吉
、
林
頼
三
郎
の
順
に
平
沼
閥
が

独
占
し
た
。
そ
し
て
四
人
が
皆
司
法
大
臣
と
な
っ
た
。
検
事
八
人
の
中
に
は
、
宮
城
長
五
郎
（
東
京
大
学
）
の
姿
が
あ
る
。
宮
城
も
後
に

司
法
大
臣
の
仲
間
入
り
を
し
た
。

二
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
一
四
）

○
大
審
院
検
事
局
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

総
長　
　

一
人

独
協
大
学
（
小
山　

松
吉
）

検
事　

一
三
人

東
京
大
学　
　

四
人

中
央
大
学　
　

三
人
、
早
稲
田
大
学　

一
人

五
人　
　
　
　

未
詳

さ
て
、
次
に
昭
和
三
年
一
一
月
の
全
国
七
控
訴
院
の
陣
容
な
が
ら
、
こ
れ
を
個
別
に
み
て
い
け
ば
、
た
だ
目
が
回
る
だ
け
の
煩
雑
さ
で

あ
る
。
そ
こ
で
と
り
あ
え
ず
、
東
京
控
訴
院
を
ご
く
簡
単
に
み
た
後
、
七
つ
の
控
訴
院
の
一
覧
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
よ
う
。

○
東
京
控
訴
院
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

附
、
東
京
控
訴
院
検
事
局

院
長　
　

一
人

東
京
大
学
（
和
仁　

貞
吉
）

部
長　
　

七
人

東
京
大
学　
　

七
人

判
事　

一
七
人

東
京
大
学　

一
五
人

中
央
大
学　
　

一
人
、
明
治
大
学　
　

一
人

検
事
長　

一
人

東
京
大
学
（
三
木
猪
太
郎
）

検
事　
　

八
人

東
京
大
学　
　

七
人

京
都
大
学　
　

一
人

わ
か
り
や
す
い
学
歴
か
ら
み
る
と
、
東
京
控
訴
院
は
全
判
事
二
五
人
中
、
東
京
大
学
が
二
三
人
で
、
何
と
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て

二
八



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
一
五
）

い
る
。
検
事
局
も
全
検
事
九
人
中
、
東
京
大
学
が
八
人
で
、
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
。
ど
ち
ら
も
東
京
大
学
卒
業
生
の
数
が
他
よ
り
突
出
し
て

こ
と
、
東
京
地
方
裁
判
所
・
東
京
区
裁
判
所
よ
り
さ
ら
に
上
で
あ
る
。
人
を
み
る
と
、
和
仁
が
次
に
大
審
院
長
、
部
長
の
赤
羽
凞
（
東
京

大
学
）
が
札
幌
控
訴
院
長
と
な
り
、
判
事
の
井
上
登
（
東
京
大
学
）
は
後
の
最
高
裁
判
所
判
事
、
中
島
民
治
（
東
京
大
学
）
は
福
岡
高
等

裁
判
所
長
官
、
池
田
確
二
（
東
京
大
学
）
は
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
長
で
あ
る
。
検
事
局
の
方
も
、
検
事
の
岩
村
通
世
（
東
京
大
学
）
が

検
事
総
長
・
司
法
大
臣
と
な
っ
た
し
、
中
野
並
助
（
東
京
大
学
）
も
検
事
総
長
と
な
っ
た
。
ど
ち
ら
も
エ
リ
ー
ト
集
団
で
あ
る
。

○
控
訴
院
の
院
長
・
部
長
・
判
事
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

院
長　
　

七
人

東
京
大
学　
　

四
人

独
協
大
学　
　

一
人
、
明
治
大
学　
　

一
人
、
法
政
大
学　
　

一
人

部
長　

一
九
人

東
京
大
学　

一
二
人

京
都
大
学　
　

四
人

中
央
大
学　
　

一
人
、
明
治
大
学　
　

一
人
、
試
験
合
格　
　

一
人

判
事　

六
二
人

東
京
大
学　

四
〇
人

京
都
大
学　

一
一
人

中
央
大
学　
　

三
人
、
明
治
大
学　
　

三
人
、
日
本
大
学　
　

二
人

関
西
大
学　
　

二
人
、
法
政
大
学　
　

一
人

ま
ず
学
歴
の
点
で
は
、
全
国
七
控
訴
院
の
全
判
事
八
八
人
（
勅
令
定
員
は
部
長
二
一
人
で
、
計
九
〇
人
）
の
う
ち
、
東
京
大
学
五
六
人

で
、
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
同
じ
官
立
大
学
の
京
都
大
学
一
五
人
を
加
え
れ
ば
、
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
。
本
省
と
の
関
係
を
指
摘
す
る

二
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
一
六
）

と
、
大
阪
控
訴
院
長
の
谷
田
三
郎
（
独
協
大
学
）
が
監
獄
局
長
、
名
古
屋
控
訴
院
長
の
立
石
謙
輔
（
東
京
大
学
）
が
刑
事
局
長
、
名
古
屋

控
訴
院
部
長
の
三
宅
正
太
郎
（
東
京
大
学
）
が
秘
書
課
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
現
職
に
転
じ
た
。
ま
た
、
東
京
控
訴
院
部
長
の
赤
羽
凞
は
参
事

官
・
書
記
官
（
刑
事
局
）
の
経
歴
が
あ
り
、
大
阪
控
訴
院
判
事
の
斎
藤
悠
輔
（
東
京
大
学
）
も
後
に
書
記
官
（
刑
事
局
）
や
調
査
課
長
を

経
験
す
る
。
ち
な
み
に
、
斎
藤
は
後
の
大
阪
高
等
検
察
庁
検
事
長
・
最
高
裁
判
所
判
事
で
あ
る
。

本
節
の
締
め
括
り
と
し
て
、
昭
和
三
年
一
一
月
の
全
国
の
地
方
裁
判
所
長
・
地
方
裁
判
所
部
長
の
学
歴
を
表
示
し
て
お
こ
う
（
33
）

。
本
省
と

の
関
係
ら
し
い
も
の
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
ど
う
し
て
も
学
歴
一
つ
を
と
り
あ
げ
ざ
る
を
え
な
い
。

○
地
方
裁
判
所
所
長
・
部
長
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

地
方
裁
判
所
長

五
一
人

速
成
科　
　
　

二
人

東
京
大
学　

一
〇
人
、
京
都
大
学　
　

二
人

中
央
大
学　

一
三
人
、
明
治
大
学　

一
〇
人
、
日
本
大
学　
　

六
人
、
法
政
大
学　
　

三
人

早
稲
田
大
学　

二
人
、
関
西
大
学　
　

二
人
、
試
験
合
格　
　

一
人

地
方
裁
判
所
部
長

一
一
五
人
中
、
東
京
大
学
六
一
人

控
訴
院
の
院
長
・
部
長
に
し
め
る
東
京
大
学
の
比
率
と
異
な
り
、
全
国
五
一
（
34
）

の
地
方
裁
判
所
長
は
東
京
大
学
卒
業
生
が
一
〇
人
、
僅
か

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
地
方
裁
判
所
部
長
（
定
員
は
な
い
）
を
み
る
と
、
一
一
五
人
中
、
六
一
人
で
、
五
三
パ
ー
セ
ン
ト

を
し
め
て
い
る
。
地
方
裁
判
所
の
所
長
の
椅
子
は
、
お
そ
ら
く
私
立
大
学
卒
業
生
に
開
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
上
が
り
の
標
準

例
な
の
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
司
法
部
大
改
革
も
あ
り
、
裁
判
所
の
上
層
を
担
う
年
齢
層
の
点
で
、
司
法
部
の
東
京
大
学
卒
業
者
の
人
数

に
限
界
が
あ
り
、
裁
判
所
の
上
層
か
ら
配
置
し
て
い
っ
た
ら
、
一
時
的
に
地
方
裁
判
所
長
に
か
な
り
の
空
き
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

三
〇



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
一
七
）

か
も
し
れ
な
い
。

今
一
つ
表
示
す
る
の
は
、
前
節
と
同
じ
く
、
昭
和
三
年
一
一
月
の
全
国
の
地
方
裁
判
所
判
事
・
区
裁
判
所
判
事
の
学
歴
（
東
京
大
学
の

比
率
）
で
あ
る
。
地
方
裁
判
所
判
事
・
区
裁
判
所
判
事
の
判
事
の
勅
令
定
員
は
所
長
五
一
、
他
の
判
事
一
〇
五
七
、
併
せ
て
一
一
〇
八
人

な
が
ら
、
手
元
の
『
帝
国
法
曹
大
観
』
改
訂
三
版
は
一
〇
六
三
人
し
か
掲
載
し
て
い
な
い
。
四
五
人
漏
れ
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
基
礎
と

し
て
掲
げ
る
表
は
、
お
よ
そ
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
し
か
な
い
。

○
地
方
裁
判
所
・
区
裁
判
所
（
昭
和
三
年
一
一
月
）

附
、
控
訴
院
・
大
審
院

地
方
裁
判
所
・
区
裁
判
所　一

〇
六
三
人
（
一
一
〇
八
人
）
東
京
大
学　

四
七
三
人

四
四
パ
ー
セ
ン
ト

控　

訴　

院　
　
　
　
　
　

八
八
人
（　
　

九
〇
人
）
東
京
大
学　
　

五
六
人

六
四
パ
ー
セ
ン
ト

大　

審　

院　
　
　
　
　
　

四
五
人
（　
　

四
七
人
）
東
京
大
学　
　

二
八
人

六
二
パ
ー
セ
ン
ト

＊
括
弧
内
の
数
字
は
勅
令
定
員

（
29
） 

帝
国
法
曹
大
観
編
纂
会
編
『
帝
国
法
曹
大
観
』
改
訂
三
版
。
ゆ
ま
に
書
房
復
刻
『
日
本
法
曹
界
人
物
事
典
』
第
三
巻
司
法
篇
（
一
九
九
五
年
）。

（
30
） 

前
掲
『
司
法
沿
革
誌
』
五
四
三
頁
、
前
掲
『
裁
判
所
百
年
史
』
五
五
四
頁
。

（
31
） 

新
井
勉
「
大
津
事
件
研
究
史
に
お
け
る
『
大
津
事
件
関
係
史
料
集
』
刊
行
の
意
味
」（
山
梨
学
院
大
学
・
社
会
科
学
研
究
第
二
六
号
、
二
〇
〇
一

年
）
が
、
安
斎
保
編
『
大
津
事
件
に
就
て
』（
思
想
研
究
資
料
特
輯
第
六
五
号
、
一
九
三
九
年
）
の
研
究
史
上
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。

三
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
一
八
）

（
32
） 

東
京
朝
日
新
聞
昭
和
四
年
一
〇
月
一
七
日
朝
刊
二
面
。
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
復
刻
『
朝
日
新
聞
縮
刷
版
』
昭
和
四
年
一
〇
月
（
二
〇
〇
五
年
）

一
七
の
六
。

（
33
） 
判
事
の
学
歴
の
表
示
は
最
終
学
歴
と
し
た
。
例
え
ば
、
大
阪
区
裁
判
所
判
事
石
井
寛
三
の
東
京
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
・
京
都
大
学
法
学

部
法
律
学
科
卒
業
は
、
京
都
大
学
を
と
っ
た
。
注（
29
）『
帝
国
法
曹
大
観
』
改
訂
三
版
五
三
二
頁
。
他
は
こ
れ
に
倣
っ
た
。

（
34
） 

大
正
四
年
一
〇
月
の
地
方
裁
判
所
の
数
は
五
〇
、
昭
和
三
年
一
一
月
の
数
は
五
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
正
五
年
八
月
、
司
法
省
が
旭
川
地
方

裁
判
所
を
設
置
し
た
た
め
で
あ
る
。
前
掲
『
司
法
沿
革
誌
』
三
〇
五
頁
。

三　

司
法
省
の
裁
判
所
支
配

こ
れ
ま
で
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）
と
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
の
二
つ
の
年
を
選
ん
で
、
司
法
省
・
裁
判
所
の
人
員
配
置
を

概
観
し
た
。
人
員
配
置
・
人
員
構
成
を
み
る
さ
い
重
点
を
お
い
た
の
は
、
①
本
省
勤
務
の
経
歴
の
有
無
、
②
司
法
省
法
学
校
・
東
京
大
学

の
卒
業
生
か
ど
う
か
、
と
い
う
二
つ
の
事
項
で
あ
る
。
前
者
は
司
法
省
閥
（
検
事
閥
と
も
い
う
）
に
列
な
る
か
ど
う
か
、
後
者
は
新
旧
の

二
大
学
閥
の
ど
ち
ら
か
に
属
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
後
者
は
、
法
学
校
の
最
盛
期
は
す
ぎ
て
い
た
か
ら
、
主
と
し
て
東
京
大
学
の
卒
業

生
か
ど
う
か
を
み
て
き
た
。
さ
ら
に
、
③
出
身
地
（
藩
閥
と
の
関
係
）
や
、
④
縁
戚
や
閨
閥
と
い
う
切
り
口
も
あ
る
が
、
藩
閥
は
過
去
の

領
域
に
入
っ
て
い
た
し
、
縁
戚
・
閨
閥
は
少
数
の
人
し
か
確
認
が
と
れ
な
い
か
ら
、
本
稿
は
①
と
②
に
単
純
化
し
た
。

司
法
部
大
改
革
の
さ
い
の
平
沼
人
事
（
大
正
二
年
四
月
〜
六
月
）
を
、
本
稿
は
「
入
念
に
整
え
ら
れ
た
作
品
」
と
表
現
し
た
が
、
当
時

の
評
判
は
一
般
に
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
本
稿
が
推
測
し
た
「
お
そ
ら
く
老
朽
者
も
不
適
任
者
も
駆
逐
を

免
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
」
と
い
う
以
上
に
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
平
沼
騏
一
郎
ら
平
沼
閥
に
と
っ
て
目
障
り
な
適
任
者
も
一
緒

三
二



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
一
九
）

に
駆
逐
し
た
た
め
で
あ
る
。

○
「
司
法
部
改
革
と
世
論
」

東
毎
子
曰
く
「
今
度
の
司
法
官
異
動
は
公
平
無
私
に
や
つ
た
筈
だ
と
松
田
法
相
は
空
嘯
い
て
厶
る
が
、
淘
汰
さ
れ
た
中
に
も
藤
田

隆
三
郎
、
一
瀬
勇
三
郎
、
西
川
鉄
次
郎
の
如
き
、
老
朽
で
も
な
け
れ
ば
手
腕
も
徳
望
も
あ
る
。
ソ
レ
に
松
室
の
婿
た
る
小
林
芳
郎
が

一
足
飛
に
大
阪
控
訴
院
検
事
長
に
転
じ
、
神
戸
地
方
裁
判
所
検
事
正
小
山
松
吉
が
異
数
に
も
長
崎
控
訴
院
検
事
長
に
陞
任
し
た
こ
と

な
ど
考
へ
る
と
、
司
法
省
の
実
権
は
全
く
平
沼
、
小
山
等
の
検
事
出
に
掌
握
さ
れ
た
や
う
だ
。
松
田
正
久
は
木
偶
の
大
臣
と
し
て
は

重
宝
な
も
の
だ
」
云
々
（
35
）

。

記
事
の
中
の
「
空
嘯
い
て
厶
る
」
は
、
そ
ら
ぶ
い
て
ご
ざ
る
。
小
林
は
前
法
相
松
室
致
の
妹
婿
、
小
山
は
（
平
沼
派
の
）
次
官
の
小
山

温
で
あ
る
。
東
京
毎
日
新
聞
は
、
適
任
者
ま
で
駆
逐
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
、
司
法
部
大
改
革
の
人
事
が
平
沼
人
事
だ
と
指
摘
し
た
の
で

あ
る
。
報
知
新
聞
も
、
同
じ
く
一
瀬
ら
の
休
職
と
対
比
し
て
「
頑
冥
固
陋
殆
ん
ど
度
し
難
し
と
評
さ
れ
他
に
何
の
取
り
得
が
あ
る
か
し
ら

と
ま
で
目
さ
れ
て
居
る
小
林
東
京
検
事
正
が
抜
擢
も
抜
擢
、
二
段
も
飛
ん
で
直
に
東
京
に
次
ぐ
大
阪
の
検
事
長
に
歴
上
」
っ
た
こ
と
や
、

小
山
の
陞
任
を
捉
え
て
「
亦
誰
か
之
を
旧
松
室
直
参
派
、
現
平
沼
総
長
、
小
山
次
官
派
一
味
徒
党
の
専
恣
に
帰
せ
ざ
る
も
の
や
あ
る
」
と

指
摘
し
た
（
36
）

。

平
沼
人
事
の
評
判
が
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
は
、
今
一
つ
に
は
、
東
京
毎
日
新
聞
が
「
司
法
省
の
実
権
は
全
く
平
沼
、
小
山
等

の
検
事
出
に
掌
握
さ
れ
た
や
う
だ
」
と
控
え
目
に
、
報
知
新
聞
が
「
現
平
沼
総
長
、
小
山
次
官
派
一
味
徒
党
の
専
恣
に
帰
せ
ざ
る
も
の
や

あ
る
」
と
鋭
く
記
し
た
が
、
平
沼
閥
が
本
省
を
押
さ
え
、
判
事
・
検
事
の
人
事
を
行
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
た
め
で
あ
る
。
平
沼
が

検
事
総
長
の
官
職
を
以
て
、
事
実
上
そ
の
手
で
判
事
の
大
異
動
を
行
っ
た
こ
と
は
、
一
般
の
常
識
か
ら
は
お
か
し
な
話
だ
っ
た
。

三
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
二
〇
）

○
「
再
び
司
法
官
淘
汰
に
付
き
て
」

今
回
発
表
せ
ら
れ
た
る
高
級
司
法
官
に
対
す
る
休
職
、
退
職
、
移
動
を
静
平
に
観
察
す
れ
ば
、
這
回
自
ら
一
条
の
径
路
あ
り
。
吾

人
の
憂
ひ
と
せ
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
果
然
と
し
て
現
出
し
た
る
を
見
る
。
換
言
す
れ
ば
司
法
部
内
明
か
に
一
種
の
朋
党
的
系
統
な
る

を
知
り
得
べ
く
、
学
閥
、
党
閥
、
縁
閥
の
其
間
を
縫
ふ
て
、
今
回
の
如
き
結
果
を
齎
ら
し
た
る
こ
と
を
推
知
す
る
に
足
る
也
。
仮
令

へ
ば
其
学
識
に
於
て
其
材
幹
に
於
て
、
未
だ
大
に
用
ゆ
る
に
足
る
の
長
崎
控
訴
院
長
西
川
鉄
次
郎
、
函
館
控
訴
院
長
一
瀬
勇
三
郎
、

大
審
院
判
事
伊
藤
悌
治
、
大
阪
地
方
裁
判
所
検
事
正
山
本
辰
六
郎
の
諸
氏
を
馘
り
た
る
が
如
き
、
而
し
て
後
進
斎
藤
十
一
郎
、
横
田

五
郎
、
堀
栄
一
、
三
氏
の
如
き
を
本
省
よ
り
抜
き
て
、
大
阪
控
訴
院
長
又
は
横
浜
、
京
都
の
裁
判
所
長
た
ら
し
め
、
之
に
与
ふ
る
に

最
上
俸
を
以
て
し
た
る
が
如
き
、
必
ず
し
も
公
平
と
云
ふ
こ
と
を
得
ざ
る
べ
し
（
37
）

。

法
律
新
聞
は
、
這
回
（
今
回
）
の
人
事
に
は
司
法
部
内
の
「
朋
党
的
系
統
」
か
ら
の
径
路
が
あ
る
と
し
て
、
平
沼
閥
が
果
然
現
出
し
た

こ
と
を
記
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
朋
党
に
「
学
閥
、
党
閥
、
縁
閥
」
が
加
わ
る
と
し
て
い
る
。
学
閥
・
縁
閥
は
字
の
と
お
り
な
が
ら
、
党
閥

は
何
を
さ
す
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
と
も
あ
れ
、
大
改
革
に
伴
う
大
異
動
が
朋
党
、
す
な
わ
ち
平
沼
閥
・
検
事
閥
の
専
恣
に
で
た
こ
と

を
記
し
た
の
で
あ
る
。

平
沼
閥
は
検
事
閥
と
も
い
う
し
、
司
法
省
閥
と
も
い
う
。
東
京
毎
日
新
聞
は
「
平
沼
、
小
山
等
の
検
事
出
」
と
記
し
た
。
確
か
に
平
沼

ら
は
検
事
出
で
あ
る
。
し
か
し
全
員
が
検
事
畑
の
人
と
い
う
の
で
は
な
い
。
検
事
畑
・
判
事
畑
を
と
わ
ず
、
本
省
に
入
り
参
事
官
・
書
記

官
、
課
長
・
局
長
と
な
る
と
、
東
京
地
方
裁
判
所
検
事
・
東
京
控
訴
院
検
事
・
大
審
院
検
事
の
一
つ
を
兼
ね
る
。
そ
し
て
次
に
裁
判
所
や

他
の
検
事
局
の
、
よ
り
上
位
の
官
職
に
転
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
人
も
検
事
閥
に
含
ま
れ
る
か
ら
、
こ
の
点
を
考
え
る
と
司
法
省
閥

と
い
う
言
葉
の
方
が
あ
る
い
は
適
当
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
で
、
本
稿
は
本
省
勤
務
の
経
歴
の
有
無
に
注
意

三
四



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
二
一
）

を
払
っ
て
き
た
の
で
あ
る
（
38
）

。

そ
こ
で
、
本
節
は
、
か
な
り
駆
け
足
と
な
る
が
、
大
正
・
昭
和
前
期
の
大
審
院
を
は
じ
め
、
主
要
な
二
、
三
の
裁
判
所
の
院
長
・
所
長

の
人
事
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
最
高
法
衙
、
大
審
院
で
あ
る
。

○
大
審
院
長
（
大
正
・
昭
和
前
期
）

院　
　
　

長

前　
　
　

職

前　

　々

職

本
省
勤
務

学　

歴

横
田　

国
臣

検
事
総
長

東
京
控
訴
院
検
事
長

次
官

富
谷
鉎
太
郎

東
京
控
訴
院
長

大
審
院
判
事

正
則
科

平
沼
騏
一
郎

検
事
総
長

次
官

次
官

東
京
大
学

横
田　

秀
雄

大
審
院
部
長

大
審
院
判
事

東
京
大
学

牧
野
菊
之
助

大
審
院
部
長

東
京
控
訴
院
長

東
京
大
学

和
仁　

貞
吉

東
京
控
訴
院
長

東
京
控
訴
院
検
事
長

東
京
大
学

林　

頼
三
郎

検
事
総
長

大
審
院
部
長

次
官

中
央
大
学

池
田
寅
二
郎

大
審
院
部
長

民
事
局
長

民
事
局
長

東
京
大
学

泉
二　

新
熊

検
事
総
長

大
審
院
部
長

刑
事
局
長

東
京
大
学

長
島　
　

毅

大
審
院
部
長

大
阪
控
訴
院
長

次
官

東
京
大
学

霜
山　

精
一

東
京
控
訴
院
長

大
審
院
部
長

参
事
官

東
京
大
学

大
審
院
長
一
一
人
中
、
検
事
総
長
か
ら
転
じ
た
人
が
四
人
、
東
京
・
大
阪
の
検
事
長
か
ら
転
じ
た
人
（
和
仁
）
が
一
人
、
次
官
経
験
者

三
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
二
二
）

が
四
人
、
局
長
・
参
事
官
の
経
歴
の
あ
る
人
が
三
人
。
判
事
畑
だ
け
を
歩
い
て
き
た
人
は
、
富
谷
、
横
田
秀
雄
、
牧
野
の
僅
か
三
人
し
か

み
あ
た
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
、
大
審
院
長
の
多
く
が
司
法
省
閥
の
一
員
だ
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
司
法
省
と
し
て
は
、
い
つ
も
大
審
院
と

阿
吽
の
呼
吸
が
保
て
た
わ
け
で
あ
る
。

○
東
京
控
訴
院
長
（
大
正
・
昭
和
前
期
）

富
谷
鉎
太
郎
・
牧
野
菊
之
助
、
略

院　
　
　

長

前　
　
　

職

本
省
勤
務

学　

歴

山
内
確
三
郎

次
官

次
官

東
京
大
学

和
仁　

貞
吉

東
京
控
訴
院
検
事
長

東
京
大
学

小
原　
　

直

次
官

次
官

東
京
大
学

皆
川　

治
広

次
官

次
官

東
京
大
学

田
中　

右
橘

大
阪
控
訴
院
長

東
京
大
学

木
村　

尚
達

大
審
院
部
長

刑
事
局
長

京
都
大
学

霜
山　

精
一

大
審
院
部
長

参
事
官

東
京
大
学

大
森　

洪
太

次
官

次
官

東
京
大
学

富
谷
・
牧
野
の
二
人
は
、
大
審
院
長
の
表
で
わ
か
る
の
で
略
し
た
。
二
人
を
含
め
、
東
京
控
訴
院
長
一
〇
人
中
、
本
省
勤
務
の
経
歴
の

あ
る
人
が
六
人
。
中
で
も
、
前
職
の
欄
・
本
省
勤
務
の
欄
を
わ
け
る
意
味
が
な
い
く
ら
い
、
山
内
、
小
原
、
皆
川
、
大
森
の
四
人
は
次
官

か
ら
の
転
職
組
（
正
確
に
は
転
官
組
）
で
あ
る
。
判
事
畑
だ
け
を
歩
い
て
き
た
人
は
、
富
谷
、
牧
野
、
田
中
の
僅
か
三
人
。
東
京
控
訴
院

三
六



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
二
三
）

長
の
多
く
も
同
じ
く
司
法
省
閥
の
一
員
だ
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

○
大
阪
控
訴
院
長
（
大
正
・
昭
和
前
期
）

古
荘
一
雄
、
略

院　
　
　

長

前　
　
　

職

本
省
勤
務

学　

歴

斎
藤
十
一
郎

民
事
局
長

民
事
局
長

東
京
大
学

水
上
長
次
郎

名
古
屋
控
訴
院
長

正
則
科

谷
田　

三
郎

監
獄
局
長

監
獄
局
長

独
協
大
学

田
中　

右
橘

広
島
控
訴
院
長　

東
京
大
学

長
島　
　

毅

次
官

次
官

東
京
大
学

鈴
木　

秀
人

広
島
控
訴
院
長　

京
都
大
学

草
野
豹
一
郎

長
崎
控
訴
院
長　

参
事
官　

東
京
大
学

三
宅
正
太
郎

大
審
院
部
長　
　

次
官　
　

東
京
大
学

古
荘
は
、
平
沼
人
事
で
淘
汰
さ
れ
た
人
な
の
で
略
し
た
。
古
荘
を
含
め
、
大
阪
控
訴
院
長
九
人
中
、
本
省
勤
務
は
五
人
で
、
そ
の
う
ち

二
人
が
局
長
か
ら
転
じ
、
二
人
が
次
官
か
ら
転
じ
た
。
判
事
畑
だ
け
を
歩
い
て
き
た
人
は
、
水
上
、
田
中
、
鈴
木
の
三
人
。
東
京
・
大
阪

の
二
つ
の
控
訴
院
長
の
表
を
み
て
気
づ
く
の
は
、
次
官
か
ら
東
京
控
訴
院
長
へ
四
人
が
転
じ
、
大
阪
控
訴
院
長
へ
二
人
が
転
じ
た
こ
と
で

あ
る
。
現
在
最
高
裁
判
所
事
務
総
長
が
東
京
・
大
阪
の
高
等
裁
判
所
長
官
へ
転
じ
る
（
39
）

の
は
、
前
例
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

三
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
二
四
）

○
東
京
地
方
裁
判
所
長
（
大
正
・
昭
和
前
期
）

所　
　
　

長

前　
　
　

職

本
省
勤
務

学　

歴

牧
野
菊
之
助

京
都
地
方
裁
判
所
長

東
京
大
学

今
村
恭
太
郎

横
浜
地
方
裁
判
所
長

明
治
大
学

田
中　

右
橘

大
阪
地
方
裁
判
所
長

東
京
大
学

西
郷　
　

陽

大
審
院
判
事　
　
　

東
京
大
学

宇
野
要
三
郎

横
浜
地
方
裁
判
所
長

京
都
大
学

三
宅
正
太
郎

大
審
院
判
事　
　
　

秘
書
課
長

東
京
大
学

○
東
京
刑
事
地
方
裁
判
所
長
（
昭
和
前
期
）、
右
側

東
京
民
事
地
方
裁
判
所
長
（
昭
和
前
期
）、
左
側

所　
　
　

長

前　
　
　

職

本
省
勤
務

学　

歴

三
宅
正
太
郎

大
審
院
判
事

秘
書
課
長

東
京
大
学

鬼
頭　

豊
隆

横
浜
地
方
裁
判
所
長

参
事
官
・
書
記
官

東
京
大
学

島　
　
　

保

大
審
院
判
事

書
記
官

東
京
大
学

佐
藤　

藤
佐

司
法
省
調
査
官

書
記
官

東
京
大
学

豊
水　

道
雲

東
京
控
訴
院
部
長

東
京
大
学

佐
々
木
良
一

東
京
控
訴
院
部
長

秘
書
課
長

京
都
大
学

三
八



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
二
五
）

島　
　
　

保

大
審
院
判
事

書
記
官

東
京
大
学

岩
松　

三
郎

大
阪
地
方
裁
判
所
長

司
法
研
究
所
指
導
官

東
京
大
学

東
京
地
方
裁
判
所
の
扱
う
事
件
数
の
増
加
に
よ
り
、
政
府
（
岡
田
内
閣
）
は
昭
和
一
〇
年
四
月
、
東
京
地
方
裁
判
所
を
廃
止
し
、
東
京

刑
事
地
方
裁
判
所
・
東
京
民
事
地
方
裁
判
所
の
二
つ
を
お
い
た
。
三
つ
の
地
方
裁
判
所
の
所
長
を
ず
ら
っ
と
並
べ
た
が
、
昭
和
九
年
八
月

に
三
宅
正
太
郎
が
所
長
に
就
任
す
る
以
前
の
所
長
に
は
、
本
省
勤
務
の
経
歴
が
み
あ
た
ら
な
い
。
司
法
省
が
東
京
地
方
裁
判
所
長
に
本
省

勤
務
の
経
歴
を
も
つ
人
を
送
り
込
む
、
そ
の
熱
意
が
な
か
っ
た
ら
し
い
事
情
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

本
節
の
終
わ
り
に
、
三
宅
正
太
郎
の
有
名
な
『
裁
判
の
書
』
の
文
章
の
一
部
を
、
次
に
引
用
し
よ
う
と
思
う
。
三
宅
は
参
事
官
・
秘
書

課
長
の
経
歴
を
も
ち
、
次
官
・
大
審
院
部
長
・
大
阪
控
訴
院
長
を
歴
任
し
て
、
敗
戦
が
な
か
っ
た
ら
東
京
控
訴
院
長
・
大
審
院
長
に
昇
進

し
た
だ
ろ
う
人
。
し
か
し
自
身
は
裁
判
実
務
を
好
み
、
司
法
行
政
を
好
ま
な
か
っ
た
。
三
宅
の
文
章
を
よ
む
と
、
判
事
の
中
に
は
司
法
省

入
り
し
て
本
省
に
迎
合
す
る
人
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
行
間
か
ら
よ
み
と
れ
る
（
傍
線
部
）。

○
『
裁
判
の
書
』「
監
督
官
」
の
一
節

判
事
の
仲
間
に
は
昔
か
ら
二
つ
の
潮
流
が
あ
る
。
一
方
で
は
判
事
た
る
以
上
は
行
政
官
の
仕
事
と
判
事
の
仕
事
と
は
相
容
れ
な
い

と
言
つ
て
、
そ
の
意
味
で
行
政
官
た
る
こ
と
を
極
端
に
嫌
ふ
人
が
あ
る
し
、
他
方
で
は
行
政
官
に
な
る
こ
と
は
判
事
と
し
て
の
才
能

を
豊
富
に
す
る
所
以
だ
と
言
つ
て
、
そ
れ
に
な
る
こ
と
を
奨
励
す
る
人
が
あ
る
。
自
分
は
そ
れ
は
各
人
の
性
格
傾
向
に
よ
る
こ
と
で

一
概
に
は
言
へ
な
い
、
こ
と
と
考
え
る
。
実
際
に
見
て
も
、
判
事
か
ら
行
政
官
に
な
つ
て
司
法
官
と
し
て
の
魂
を
見
失
つ
た
と
思
は

れ
る
人
も
あ
る
し
、
行
政
官
と
な
つ
た
ゝ
め
に
司
法
官
と
し
て
の
仕
事
が
幅
と
奥
行
を
増
し
た
と
思
は
れ
る
人
も
あ
る
。
で
、
行
政

三
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
二
六
）

官
に
な
り
た
い
も
の
は
な
れ
ば
よ
い
し
、
司
法
官
と
し
て
止
つ
て
ゐ
た
い
者
は
さ
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
（
40
）

。

（
35
） 
法
律
新
聞
大
正
二
年
四
月
三
〇
日
・
第
八
五
九
号
一
六
面
。

（
36
） 
注（
35
）と
同
じ
。

（
37
） 

法
律
新
聞
大
正
二
年
五
月
五
日
・
第
八
六
〇
号
一
面
。
引
用
中
「
移
動
を
静
平
に
」
は
原
文
ど
お
り
。

（
38
） 

大
正
・
昭
和
前
期
の
本
省
勤
務
の
経
歴
の
も
つ
意
味
と
、
現
在
の
裁
判
官
の
事
務
総
局
々
付
の
経
歴
の
も
つ
意
味
は
、
少
し
ば
か
り
相
似
性
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
後
者
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、
新
藤
宗
幸
『
司
法
官
僚
│
裁
判
所
の
権
力
者
た
ち
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
七

頁
以
下
参
照
。

（
39
） 

新
藤
・
前
掲
書
八
二
頁
。

（
40
） 

三
宅
正
太
郎
『
裁
判
の
書
』（
牧
野
書
店
、
一
九
四
二
年
）
一
二
〇
〜
一
二
一
頁
。
こ
の
一
節
は
、
昭
和
一
六
年
九
月
次
官
か
ら
大
審
院
部
長

に
転
じ
て
半
年
後
に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
（
一
二
〇
頁
）。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
八
〇
年
昔
、
昭
和
六
年
五
月
の
官
吏
減
俸
案
に
対
す
る
判
事
ら
の
反
対
運
動
の
話
か
ら
着
想
し
、
大
正
・
昭
和
前
期
の
司
法

省
に
よ
る
裁
判
所
支
配
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
興
味
が
わ
き
、
大
正
・
昭
和
前
期
の
司
法
省
に
よ
る
裁
判
所
支
配
を
示
す
基
礎

的
な
デ
ー
タ
を
集
積
し
よ
う
と
稿
を
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
手
元
の
大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）
と
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
の
司
法

部
の
名
簿
（
？
）
を
利
用
し
、
司
法
省
閥
（
検
事
閥
）
と
学
閥
と
い
う
二
つ
の
道
具
を
以
て
、
司
法
省
や
大
審
院
を
は
じ
め
下
級
裁
判
所

の
人
員
配
置
・
人
員
構
成
を
具
体
的
に
調
べ
て
み
た
。
こ
れ
は
繰
り
返
し
算
術
を
行
う
作
業
を
伴
い
、
少
な
か
ら
ず
煩
雑
で
あ
り
、
数
字

四
〇



大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
（
新
井
）

（
三
二
七
）

の
計
算
に
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
費
や
し
た
。
数
字
の
正
確
さ
を
期
し
た
が
、
少
し
誤
差
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ら
二
つ
の
年
の
人
員
配
置
・
人
員
構
成
を
調
べ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
常
識
的
に
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
具
体
的
な
数
字
で

示
す
こ
と
が
で
き
た
に
止
ま
る
。
し
か
し
大
正
・
昭
和
前
期
の
大
審
院
長
・
東
京
控
訴
院
長
・
大
阪
控
訴
院
長
を
並
べ
た
と
き
、
司
法
省

閥
の
支
配
の
生
態
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
た
し
、
大
審
院
・
控
訴
院
や
東
京
地
方
裁
判
所
・
東
京
区
裁
判
所
の
東
京
大
学
卒
業
生
の
比
率
を

み
た
と
き
、
学
閥
の
（
こ
れ
は
予
想
を
こ
え
る
）
繁
殖
力
が
ま
ざ
ま
ざ
と
示
さ
れ
た
。

本
稿
が
参
照
し
た
の
は
、
復
刻
版
『
帝
国
法
曹
大
観
』
の
二
巻
に
す
ぎ
な
い
。
書
名
の
異
な
る
の
を
含
め
、
大
正
・
昭
和
前
期
の
も
の

が
全
部
で
五
巻
あ
る
。
今
回
調
査
の
や
り
方
が
ほ
ぼ
掴
め
た
の
で
、
残
り
の
三
巻
を
併
せ
て
よ
り
長
期
で
襞
の
深
い
研
究
が
次
の
課
題
で

あ
る
。
今
回
大
勢
の
判
事
・
検
事
を
扱
っ
て
い
る
さ
い
、
か
な
り
の
数
の
重
大
な
事
件
を
頭
に
う
か
べ
た
。
も
っ
と
も
そ
の
多
く
は
刑
事

事
件
で
あ
り
、
民
事
事
件
を
棚
上
げ
に
し
て
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
た
め
、
何
一
つ
事
件
を
絡
め
た
記
述
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
実
現

の
難
し
い
望
蜀
の
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
二
、
三
の
資
料
し
か
引
用
し
な
か
っ
た
が
、
引
用
に
さ
い
し
て
は
旧
字
体
を
新
字
体
に

改
め
、
僅
か
に
句
読
点
を
追
加
し
た
。

○
追
記

脱
稿
後
の
調
べ
に
よ
り
、
次
の
二
点
に
気
づ
い
た
。
①
大
正
四
年
一
〇
月
の
大
審
院
検
事
未
詳
の
一
人
は
豊
島
直
通
の
兼
務
で
、
欠
員

が
あ
っ
た
ら
し
く
同
年
一
二
月
山
内
確
三
郎
も
兼
務
と
な
り
、
昭
和
三
年
一
一
月
の
未
詳
の
方
は
、
池
田
寅
二
郎
、
清
水
壮
左
久
、
松
井

和
義
、
木
村
尚
達
、
長
島
毅
、
五
人
の
兼
務
で
あ
る
。
②
大
正
・
昭
和
前
期
の
司
法
社
会
で
横
田
五
郎
が
横
田
国
臣
の
弟
だ
と
い
う
こ
と

は
、
知
ら
な
い
人
が
な
い
常
識
に
属
し
た
。
横
田
五
郎
は
大
正
八
年
一
二
月
朝
鮮
総
督
府
法
務
局
長
、
同
一
二
年
四
月
高
等
法
院
長
。

四
一





薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
二
九
）

薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁

│
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

│

青　
　

山　
　

武　
　

憲

は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
降
、「
合
衆
国
」
と
い
う
。）
憲
法
に
は
、
国
教
の
樹
立
を
禁
止
す
る
規
定
は
存
在
す
る
（
合
衆
国
憲
法
修
正
（
以
降

「
修
正
」
と
い
う
。）
一
条
）
が
、
教
会
と
国
家
と
を
分
離
す
る
規
定
、
い
わ
ゆ
る
政
教
分
離
の
規
定
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
宗
教
的
文
化
が
人
々
に
浸
透
し
て
い
た
合
衆
国
で
は
、
憲
法
制
定
後
一
世
紀
半
と
い
う
も
の
、
宗
教
と
国
家
に
係
る
訴
訟
は
、
非
常

に
少
な
か
っ
た

（
1
）

。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
世
紀
中
半
か
ら
、
そ
の
合
衆
国
で
政
教
分
離
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
始
め
た

（
2
）

。

そ
の
合
衆
国
に
よ
っ
て
押
し
付
け
ら
れ
た
憲
法
を
も
つ
わ
が
国
で
も
、
二
〇
世
紀
も
後
半
を
過
ぎ
る
と
、
程
な
く
し
て
、
そ
の
種
の
嵐

四
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
三
〇
）

が
吹
き
始
め
た
。
二
〇
世
紀
も
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
そ
の
勢
い
は
、
か
な
り
に
強
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
象
は
、
憲
法
に
政
教
分
離

の
規
定
を
も
つ
わ
が
国
で
は
、
い
わ
ば
必
然
で
あ
っ
た
。
政
教
分
離
主
義
は
、
元
々
、
新
た
な
宗
教
若
し
く
は
宗
派
あ
る
い
は
外
来
の
宗

教
お
よ
び
無
神
論
者
、
と
り
わ
け
唯
物
的
無
神
論
者
が
歴
史
的
、
文
化
的
に
国
家
や
国
民
と
不
可
避
に
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
歴
史

あ
る
在
来
の
宗
教
あ
る
い
は
祭
祀
に
対
す
る
抗
争
的
性
格
を
有
す
る
原
理
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
政
教
分
離
に
つ
い
て
、
わ
が
最
高
裁
判
所
は
、
教
会
と
国
家
と
の
分
離
で
は
な
く
、
国
家
と
宗
教
と
を
分
離
す
る
原
理
と
解
し
て

い
る

（
3
）

。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
文
言
上
は
、
い
わ
ゆ
る
神
道
指
令
の
系
譜
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
合
衆
国
で
は
、
宗
教
と
国

家
と
は
、
過
去
に
お
い
て
も
今
日
に
お
い
て
も
分
離
さ
れ
て
い
な
い
。
否
、
国
家
と
宗
教
と
を
分
離
す
る
原
理
は
、
元
々
、
合
衆
国
の
建

国
の
思
想
と
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
合
衆
国
で
は
、
政
教
分
離
は
、
多
く
の
者
に
よ
っ
て
、
教
会
と
国
家
の
分
離

と
い
う
か
た
ち
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ル
グ
リ
ム
た
ち
の
宗
教
的
難
民
の
地
に
誕
生
し
た
合
衆
国
は
、
当
初
よ
り
、
宗
教
と
無
縁
の
国

家
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
独
立
が
、「
自
然
の
お
よ
び
自
然
の
天
主
の
法
」（the L

aw
s of N

ature and of N
ature ’s G

od

）
の
摂
理
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
（「
独
立
宣
言
」）。
合
衆
国
憲
法
は
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
無
神
論
者
に
対
し
て
も
配
慮
し
た
規
定
を
有

す
る

（
4
）

が
、
そ
の
根
底
に
は
、
歴
史
的
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
文
化
を
原
理
と
す
る
姿
勢
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
合
衆
国
国
民

は
、「
独
立
宣
言
」
が
示
し
て
い
る
如
く
、「
造
物
主
」（C

reator
）
か
ら
「
生
命
、
自
由
お
よ
び
幸
福
追
求
権
」
と
い
う
奪
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
権
利
を
与
え
ら
れ
、
国
家
の
独
立
の
企
図
を
「
世
界
の
至
高
の
審
判
者
」（the S

uprem
e Judge of the w

orld

）
に
訴
え
、「
聖
な

る
天
主
の
摂
理
の
保
護
」（the protection of divine P

rovidence

）
を
固
く
信
頼
し
て
、
生
命
と
財
産
と
名
誉
を
か
け
て
国
家
の
独
立
を

宣
し
た
の
で
あ
る

（
5
）

。
そ
の
こ
と
は
、
一
九
世
紀
の
連
邦
最
高
裁
判
所
も
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
国
教
樹
立
の
禁
止
と
信

教
の
自
由
と
を
規
定
す
る
修
正
一
条
が
「
ア
メ
リ
カ
法
の
基
底
に
一
般
的
な
キ
リ
ス
ト
教
が
存
す
る
と
す
る
歴
史
的
な
見
解
の
下
に
制
定

四
四



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
三
一
）

さ
れ
た
こ
と
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
6
）

。
因
み
に
、
こ
こ
で
「
一
般
的
な
キ
リ
ス
ト
教
」
と
は
、
国
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
、

一
〇
分
の
一
税
を
課
す
キ
リ
ス
ト
教
、
宗
教
裁
判
所
を
持
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
に
良
心
の
自
由
を
認
め
る
キ
リ

ス
ト
教
と
解
さ
れ
て
い
る

（
7
）

。

と
こ
ろ
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
二
〇
世
紀
中
葉
、
教
会
と
国
家
の
分
離
の
「
壁
」
の
理
論
を
認
め
、
そ
の
「
壁
」
の
堅
固
化
に
一

役
買
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
衆
国
国
民
の
世
俗
化
も
進
ん
だ
。
そ
の
世
俗
化
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、「
独
立
宣
言
」
の
起
案

者Jeff erson

が
バ
プ
テ
ス
ト
協
会
に
対
し
て
発
し
た
一
八
〇
二
年
の
書
簡
を
誤
解
し
たE

verson

事
件
に
お
け
るB

lack

判
事
の
法
廷

意
見
で
あ
っ
た

（
8
）

。
そ
の
書
簡
に
は
、「
宗
教
と
政
治
」
あ
る
い
は
「
教
会
と
国
家
」
を
切
り
離
す
当
時
の
共
和
主
義
者
の
選
挙
運
動
上
の

こ
と
ば
、「
教
会
と
国
家
と
の
間
に
壁
を
構
築
す
る
」
が
、
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。B

lack

判
事
は
、
共
和
主
義
者
の
意
図
を
解
析

す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
書
簡
を
論
拠
に
し
て
国
教
樹
立
禁
止
規
定
を
厳
格
な
「
分
離
の
壁
」
を
定
め
た
も
の
と
解
し
た
。
そ
し
て
彼
が
、

そ
の
壁
を
教
会
と
国
家
と
の
間
に
築
き
、
ま
た
、
国
家
の
宗
教
お
よ
び
無
宗
教
に
対
す
る
中
立
性
を
も
説
い
た
こ
と
が
、
世
俗
化
へ
の
端

緒
と
な
っ
た
の
だ
。
そ
のE

verson

法
理
に
影
響
を
受
け
た
連
邦
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
た
ち
は
、
い
わ
ゆ
る
政
教
分
離
主
義
（
以
降
、

単
に
「
分
離
主
義
」
と
い
う

（
9
）

。）
を
掲
げ
て
国
教
樹
立
禁
止
規
定
に
係
る
問
題
と
取
り
組
み
続
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
昨
今
、
一
時
存
在
し
た
、
と
り
わ
け
連
邦
最
高
裁
判
所
に
見
ら
れ
た
「
分
離
の
壁
」
の
理
論
に
は
、
衰
退
現
象
が
存
す
る
。

連
邦
最
高
裁
判
所
の
「
壁
」
は
、
か
な
り
劣
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一　

B
lack

判
事
のJeff erson 

に
関
す
る
誤
解

B
lack

判
事
がD

anbury

のB
aptist

協
会
か
ら
の
書
状
に
反
応
し
たJeff erson
の
書
簡
を
引
用
し
た
の
は
、
州
税
に
よ
る
通
学
用

四
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
三
二
）

の
バ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
に
お
い
て
で
あ
っ
た

（
10
）

。
州
税
の
恩
恵
は
、
も
と
よ
り
、
宗
教
系
学
校
に
も
及
ん
だ
が
、
そ
の

こ
と
が
、
修
正
一
条
と
の
関
係
で
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
件
で
、B

lack

判
事
は
、Jeff erson

の
書
簡
に
触
れ
た

R
eynolds v.U

.S
.,1878 （

11
）

を
引
用
し
な
が
ら
、
何
ら
証
拠
を
示
す
こ
と
な
く
、
修
正
一
条
の
起
草
や
採
択
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た

人
物
と
し
てM

adison

と
共
に
、Jeff erson

を
上
げ
た
の
で
あ
る

（
12
）

。
そ
し
て
、
そ
のJeff erson

に
依
拠
し
な
が
ら
、
修
正
一
条
の
意
味

を
、（
イ
）
州
政
府
お
よ
び
連
邦
政
府
に
対
し
て
一
つ
の
教
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
こ
と
、（
ロ
）
州
政
府
お
よ
び
連
邦
政
府

に
対
し
て
一
つ
の
宗
教
を
支
援
し
た
り
、
す
べ
て
の
宗
教
を
支
援
し
た
り
、
若
し
く
は
或
る
宗
教
を
他
の
宗
教
に
優
先
さ
せ
る
法
律
を
制

定
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
こ
と
、（
ハ
）
州
政
府
お
よ
び
連
邦
政
府
に
対
し
て
人
を
し
て
そ
の
意
に
反
し
て
教
会
に
行
く
よ
う
若
し
く

は
距
離
を
置
く
よ
う
強
要
若
し
く
は
誘
導
す
る
こ
と
を
禁
じ
若
し
く
は
一
切
の
宗
教
の
信
仰
若
し
く
は
不
信
仰
の
告
白
を
強
制
す
る
こ
と

を
禁
じ
て
い
る
こ
と
、（
ニ
）
何
人
も
宗
教
的
な
信
仰
若
し
く
は
不
信
仰
を
受
け
容
れ
若
し
く
は
告
白
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
（
あ
る

い
は
、
…
筆
者
）、
教
会
に
行
く
こ
と
あ
る
い
は
行
か
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
、（
ホ
）
州
政
府
も
連
邦

政
府
も
、
多
寡
を
問
わ
ず
、
い
か
な
る
額
の
税
も
、
名
目
に
拘
わ
ら
ず
あ
る
い
は
い
か
な
る
形
の
宗
教
教
育
あ
る
い
は
宗
教
業
務
が
な
さ

れ
よ
う
と
も
、
お
よ
そ
宗
教
活
動
若
し
く
は
宗
教
施
設
を
支
援
す
る
た
め
に
課
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、（
ニ
）
州
政
府
も
連
邦
政
府
も
、

公
に
も
秘
密
裏
に
も
、
お
よ
そ
宗
教
組
織
若
し
く
は
団
体
の
問
題
に
関
与
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
宗
教
組
織
若
し
く
は
団
体
も
、
州
政

府
お
よ
び
連
邦
政
府
の
問
題
に
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
た
も
の
と
解
し
た
の
で
あ
る

（
13
）

。
要
す
る
に
、
彼
は
、
修
正
一
条
を
州

に
対
し
て
宗
教
の
信
仰
者
若
し
く
は
不
信
仰
者
の
団
体
と
の
関
係
で
「
中
立
」
を
要
求
し
て
い
る
と
し

（
14
）

、
ま
た
「
分
離
の
壁
」
を
説
き
、

そ
し
て
、
そ
の
壁
は
、「
高
く
堅
固
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る

（
15
）

。
N
ew

 Jersey

の
事
件
を
裁
い
たB

lack

判
事
は
、
修
正
一
条
を
沿
革
解
釈
す
る
た
め
にJeff erson

に
依
存
し
た
が
、「
権
利
の
章
典
」

四
六



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
三
三
）

の
審
議
お
よ
び
諸
州
に
よ
る
批
准
の
時
期
、Jeff erson

は
パ
リ
に
い
た
か
ら

（
16
）

、
修
正
一
条
の
制
定
や
審
議
に
関
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。B

lack

判
事
の
中
立
論
や
分
離
論
は
、
窮
極
に
お
い
て
、
宗
教
と
国
家
と
の
分
離
へ
と
道
を
拓
き
兼
ね
な
い
理
論
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
、Jeff erson

が
想
定
し
た
と
こ
ろ
で
も
な
か
っ
た
。
一
体
、Jeff erson

と
そ
の
「
分
離
の
壁
」
に
論
及
す
る
場
合
、
彼
の
起
案
に
よ

る
一
七
七
六
年
の
「
独
立
宣
言
」
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、（
既
述
し
た
如
く
）、
国
家
と
少
な
く
と
も
宗
教
と
を
分
離
す

る
考
え
方
な
ど
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、Jeff erson

は
、V

irginia

の
州
知
事
で
あ
っ
た
一
七
七
九
年
に
、「
全
能
の
天
主

に
対
し
て
皆
で
厳
粛
に
感
謝
し
祈
る
」
日
を
命
ず
る
宣
言
を
発
し
て
も
い
る

（
17
）

。
さ
ら
に
、
一
七
八
五
年
にM

adison

に
よ
っ
てV

irginia

の
立
法
府
に
提
出
さ
れ
た
「
皆
で
断
食
し
感
謝
す
る
日
を
指
定
す
る
法
案
」
は
、
元
々
、Jeff erson

を
委
員
長
と
す
る
委
員
会
に
よ
っ

て
練
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

（
18
）

。
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
立
法
を
思
慮
し
た
と
き
、
必
ず
し
も
聖
俗
に
関
し
て
中
立
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
彼

の
脳
裏
に
は
、
常
に
「
全
能
の
天
主
」
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
の
労
作
に
は
、「
こ
れ
ま
で

確
立
さ
れ
た
法
に
よ
る
教
会
の
財
産
を
守
る
法
案
」
さ
え
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
19
）

。
彼
は
、
宗
教
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
信
教

の
自
由
の
保
障
の
問
題
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
熱
心
さ
は
、
彼
が
自
ら
執
筆
し
た
そ
の
墓
碑
に
、「V

irginia

の
信
教
の
自
由
の
た

め
の
法
の
作
者
」
と
い
う
一
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
知
で
き
る

（
20
）

。
彼
は
、
至
極
く
宗
教
的
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の

「
分
離
の
壁
」
論
に
よ
っ
て
も
、
連
邦
主
義
の
問
題
と
し
て
、
連
邦
政
府
と
教
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
州
政
府
と
教
会
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
の
で
あ
る

（
21
）

。
そ
の
際
、
彼
は
、
そ
の
分
離
論
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
国
家
と
宗
教
と
を
分
離
し
た
わ

け
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
彼
は
、
た
と
え
ば
、
一
八
〇
一
年
と
一
八
〇
五
年
に
大
統
領
選
に
勝
利
し
た
と
き
、
合
衆
国
大
統

領
に
な
る
者
と
し
て
聖
書
に
手
を
置
い
て
宣
誓
を
し
て
い
る
。
以
降
、
少
し
く
無
作
為
にJeff erson

と
宗
教
と
の
関
係
に
注
目
す
れ
ば
、

彼
に
は
、
一
七
八
六
年
にV

irginia

に
お
い
て
安
息
日
違
反
の
部
分
に
つ
い
て
は
成
功
し
た
「
宗
教
上
の
礼
拝
の
妨
害
者
お
よ
び
安
息

四
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
三
四
）

日
違
反
者
を
厳
罰
に
す
る
法
案
」
を
制
定
さ
せ
る
意
図
が
存
在
し
た

（
22
）

。
彼
に
は
、
連
邦
議
会
が
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
に
議
事
堂
の
使
用
を

認
め
た
こ
と
か
ら
、
毎
日
曜
日
、
そ
の
議
事
堂
内
の
教
会
に
出
席
し
た
事
実
も
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
政
府
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
し
て
礼

拝
を
手
助
け
さ
せ
た
り
、
ま
た
、
財
務
省
や
軍
務
局
（the W

ar O
ffi  ce

）
の
双
方
の
建
物
に
お
い
て
、
日
曜
日
に
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
礼

拝
を
行
わ
せ
た
り
も
し
て
い
る

（
23
）

。
一
体
、Jeff erson

に
よ
る
教
会
と
国
家
の
「
分
離
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
修
正
一
条
と
深
く
関
係
し

合
っ
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
の
だ
。
修
正
一
条
に
は
、「
分
離
」
と
い
う
こ
と
ば
は
な
く
、
そ
こ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
連

邦
議
会
が
「
国
教
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
す
る
こ
と
の
禁
止
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る

（
24
）

。Jeff erson

に
は
、
建
国
間
も
な
い
合
衆
国
の

法
政
上
の
脈
絡
か
ら
、
少
な
く
と
も
国
政
か
ら
宗
教
だ
け
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
意
図
な
ど
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

B
lack

判
事
は
、
自
己
の
解
釈
を
正
当
化
す
る
た
め
に
過
去
を
自
分
な
り
に
想
定
し
て
論
じ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た

（
25
）

。
に
も
拘
わ
ら
ず
、

そ
の
後
か
な
り
の
間
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
大
筋
、B

lack

判
事
の
理
説
に
従
っ
た
。
そ
し
て
、Jeff erson

の
見
解
を
修
正
一
条
の
宗

教
に
係
る
解
釈
に
対
し
て
関
連
性
を
有
す
る
も
の
と
す
る
姿
勢
を
続
け
た
し
、
そ
の
政
教
分
離
に
関
す
る
言
辞
が
政
府
と
宗
教
と
の
間
に

厳
格
な
障
壁
を
生
み
出
す
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る

（
26
）

。

し
か
し
、
暫
時
と
は
い
え
継
続
し
た
連
邦
最
高
裁
判
所
の
そ
の
よ
う
な
姿
勢
に
は
、
問
題
が
あ
っ
た
。E

verson

事
件
に
関
連
し
て
、

E
dw

ard C
orw

in

の
論
文
に
は
、「（
連
邦
最
高
…
筆
者
）
裁
判
所
は
、
歴
史
を
作
る
権
利
を
有
す
る
。」「
し
か
し
、
そ
れ
は
、
歴
史
を
捏

造
す
る
権
利
は
こ
れ
を
有
し
な
い
。」
と
い
う
文
章
が
あ
る
そ
う
で
あ
る

（
27
）

。E
verson

事
件
に
お
け
るB

lack 

判
決
が
、
政
教
の
完
全
分

離
を
説
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、「
分
離
の
高
い
堅
固
な
壁
」
を
求
め
た
修
正
一
条
の
解
釈
に
よ
っ
て
「
一
犬
虚
に
吠
ゆ
れ
ば
、
万
犬
実

に
伝
う
。」
如
き
事
象
が
生
じ
、
そ
の
事
象
が
今
後
も
顕
現
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
決
し
て
軽
視
あ
る
い
は
無
視
さ
れ
る
べ
き
問
題

で
は
な
い
。

四
八



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
三
五
）

二　

混
迷
す
る
連
邦
最
高
裁
判
所

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
修
正
一
条
の
制
定
後
長
い
間
、
宗
教
問
題
で
苦
慮
す
る
こ
と
は
然
し
て
な
か
っ
た
。
そ
の
裁
判
所
が
国
教
樹
立

禁
止
問
題
で
敏
感
に
な
り
始
め
た
の
は
、E

verson

事
件
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
でB

lack

判
事
が
、
国
教
の
樹
立
を
禁
止
す
る
規

定
に
つ
い
て
、
政
府
の
宗
教
に
係
る
「
中
立
性
」（neutrality

）
や
信
仰
や
良
心
に
係
る
「
主
意
主
義
」（voluntarism

）
と
共
に
、
政
教
の

「
分
離
主
義
」(separatism

)
を
展
開
し
た
の
で
あ
る

（
28
）

。
そ
れ
も
、
彼
は
、
そ
の
規
定
を
州
に
も
適
用
し

（
29
）

、
ま
た
、
分
離
の
壁
を
高
く
堅
固

な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
寸
し
た
違
反
を
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て

（
30
）

、
分
離
主
義
を
力
強
く
且
つ
高
ら
か
に
宣
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
見
解
は
、
最
小
多
数
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
分
離
主
義
は
、
以
後
ほ
ぼ
三
五
年
間
と
い
う
も
の
、
連
邦
最
高
裁

判
所
を
支
配
し
続
け
た

（
31
）

。
そ
の
分
離
主
義
の
影
響
の
下
、
学
校
に
対
し
て
毎
日
聖
書
の
朗
読
を
も
っ
て
始
め
る
こ
と
を
求
め
た
州
の
行
為

が
問
題
と
な
っ
たS

chem
pp

事
件
で
は
、
政
府
の
行
為
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
基
準
が
示
さ
れ
た
。C

lark

判
事
が
、
国
教
の
樹
立
を

禁
止
す
る
規
定
に
反
し
な
い
た
め
に
は
、
州
の
行
為
が
世
俗
的
な
立
法
「
目
的
」
を
持
ち
、
主
要
な
「
効
果
」
が
宗
教
を
促
進
し
た
り
禁

止
し
た
り
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
二
つ
の
基
準
を
示
し
た
の
で
あ
る

（
32
）

。
こ
の
い
わ
ゆ
る
目
的
・
効
果
論
は
、
そ
の

後
、
数
件
で
用
い
ら
れ
た

（
33
）

。
私
立
学
校
の
教
員
に
対
す
る
給
与
を
州
税
で
補
充
す
る
法
律
が
問
題
と
な
っ
たL

em
on

事
件
に
お
い
て
、

B
urger

長
官
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的
・
効
果
論
に
対
す
る
肉
付
け
も
な
さ
れ
た
。
長
官
は
、
中
立
性
の
外
に
、B

lack

判
事
の
厳
格
な

「
分
離
の
壁
」
論
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
不
可
能
と
し
な
が
ら
も

（
34
）

、（
イ
）
世
俗
的
な
目
的
、（
ロ
）
主
要
な
効
果
お
よ
び
（
ハ
）
過
度
の
関

わ
り
と
い
う
三
叉
（three prongs

）
の
基
準
を
設
け
た
の
で
あ
る

（
35
）

。
こ
のL

em
on

テ
ス
ト
は
、
幾
つ
か
の
事
件
で
適
用
さ
れ

（
36
）

、
そ
の
後

も
時
と
し
て
そ
の
鎌
首
を
擡
げ
た

（
37
）

。
し
か
し
、
そ
の
基
準
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く

（
38
）

、
一
貫
し
た
結
論
を
導
き
出
し
難
か
っ
た
こ
と
か

四
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
三
六
）

ら
、
当
初
か
ら
絶
え
ざ
る
批
判
を
受
け
た
。R

ehnquiste

長
官
やW

hite

判
事
は
、
総
じ
てL

em
on

テ
ス
ト
の
適
用
に
反
対
で
あ
っ
た

し
（
39
）

、S
calia

判
事
お
よ
びT

hom
as

判
事
は
、L

em
on

テ
ス
ト
に
と
っ
て
「
酸
っ
ぱ
い
」
存
在
で
あ
っ
た

（
40
）

。
そ
の
よ
う
な
批
判
や
反
対

も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
安
定
的
継
続
的
に
適
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
そ
の
適
用
は
、
飽
く
ま
で
も
断
続
的
で
、
極
限
す

れ
ば
、
場
当
た
り
的
で
あ
っ
た
の
だ

（
41
）

。Burger

長
官
自
身
、
こ
の
テ
ス
ト
を
当
初
か
ら
自
信
を
も
っ
て
用
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
っ

た
。
彼
は
、
後
のL

ynch

事
件
に
お
い
て
、
そ
の
一
般
的
な
適
用
に
明
ら
か
な
疑
義
を
呈
し
た
程
で
あ
っ
た
の
だ

（
42
）

。L
em

on

事
件
か
ら

約
一
〇
年
経
つ
と
、
私
立
学
校
に
お
け
る
教
育
に
関
連
し
た
州
の
支
出
に
係
るM

eek

事
件
に
お
い
て
、S

tew
art

判
事
は
、L

em
on

テ

ス
ト
が
容
易
く
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
宣
し
た

（
43
）

。
一
定
の
宗
教
組
織
に
の
み
登
録
・
報
告
を
義
務
づ
け
て
い
る

法
律
が
問
題
と
な
っ
たL

arson v.V
alente,1982 （

44
）

で
は
、B

rennan

判
事
は
、
中
立
性
の
原
理
に
つ
い
て
は
連
邦
最
高
裁
判
所
の
姿
勢

と
し
て
確
認
し
た
も
の
の
、L

em
on

テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
用
い
な
か
っ
た
。
そ
の
年
に
は
、R

ehnquist

判
事
に
よ
っ
て
、
政

府
財
産
の
宗
教
組
織
へ
の
譲
渡
に
係
る
問
題
で
被
上
訴
人
の
納
税
者
お
よ
び
市
民
と
し
て
の
当
事
者
適
格
が
否
定
さ
れ
た
如
く

（
45
）

、
政
教
問

題
に
関
し
て
司
法
部
に
お
け
る
手
続
的
面
で
「
分
離
の
壁
」
論
者
に
と
っ
て
は
期
待
を
裏
切
る
判
決
が
確
認
さ
れ
て
も
い
た
。B

rennan

判
事
は
、L

arson

事
件
で
、
実
体
的
面
で
明
確
に
、「
国
教
樹
立
禁
止
条
項
が
最
も
明
白
に
命
じ
て
い
る
こ
と
は
、
一
つ
の
宗
派
が
他
の

宗
派
よ
り
公
式
に
優
遇
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
述
べ

（
46
）

、
立
法
や
政
府
の
行
為
が
名
前
を
も
っ
て
は
っ
き
り
と
宗

教
を
優
遇
し
て
い
る
と
か
、
金
銭
融
資
あ
る
い
は
教
義
の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
特
徴
に
基
づ
い
て
宗
教
を
区
別
し
て
い
る
場
合
に
違
憲

判
断
を
す
る
も
の
と
し
、「
分
離
の
壁
」
論
に
少
し
く
風
穴
を
空
け
た
の
で
あ
る
。L

arson

事
件
に
お
け
る
こ
の
審
査
基
準
は
、
通
常
、

「
宗
派
の
優
遇
」（the denom

inational preference

）
の
テ
ス
ト

（
47
）

と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
ス
ト
の
定
義
は
、
正
確
に
は
必
ず
し

も
明
確
で
は
な
い
が
、
宗
派
と
し
て
優
遇
さ
れ
た
宗
教
に
つ
い
て
は
宗
教
を
促
進
す
る
主
要
な
効
果
を
有
す
る
も
の
と
し
、
他
方
、
優
遇

五
〇



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
三
七
）

さ
れ
て
い
な
い
宗
教
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
禁
止
す
る
主
要
な
効
果
を
有
す
る
も
の
と
す
る
ル
ー
ル
と
す
る
見
方
が
あ
る

（
48
）

。
こ
の
よ
う
な
見

方
は
極
端
と
し
て
も
、
こ
の
テ
ス
ト
で
、
優
遇
さ
れ
て
い
な
い
宗
教
が
差
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

テ
ス
ト
の
下
で
は
、
先
ず
は
、
法
律
に
文
面
上
宗
教
間
の
差
別
が
あ
る
か
ど
う
か
が
審
査
さ
れ

（
49
）

、
宗
派
の
優
遇
が
認
め
ら
れ
て
い
る
法
律

に
つ
い
て
は
、
強
度
な
政
府
の
利
益
と
緊
密
に
合
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る

（
50
）

。
そ
の
た
め
、
宗
派
の
優
遇
が
あ

る
立
法
に
つ
い
て
は
、
合
憲
性
を
「
疑
わ
し
い
も
の
」
と
し
て
扱
う
「
厳
格
な
審
査
」
の
法
理
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
51
）

。

L
arson

判
決
の
翌
年
、
州
の
立
法
府
が
チ
ャ
プ
レ
イ
ン
の
祈
祷
を
も
っ
て
始
ま
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
たM

arsh

事
件
で
は
、

B
urger

長
官
が
法
廷
意
見
を
述
べ
た

（
52
）

。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
事
件
で
も
、L

em
on

テ
ス
ト
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ア

メ
リ
カ
政
治
に
お
け
る
立
法
府
の
祈
り
と
い
う
長
い
歴
史
、
立
法
者
の
意
思
を
尊
重
す
る
姿
勢
に
立
つ
歴
史
的
証
拠
の
テ
ス
ト

（
53
）

あ
る
い
は

歴
史
的
解
決
法
の
テ
ス
ト

（
54
）

、
い
わ
ゆ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
論
に
基
づ
い
た
判
決
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
55
）

。
歴
史
的
判
例
を
集
積
し
た

L
em

on

テ
ス
ト
を
創
っ
たB

urger

長
官
に
よ
っ
て
、L

em
on

テ
ス
ト
で
は
な
く
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
歴
史
的
証
拠
の
テ
ス
ト
が
用
い
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
立
法
府
の
祈
り
等
多
く
の
植
民
地
期
の
伝
統
が
国
教
会
制
度
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ

れ
を
踏
襲
し
た
第
一
回
連
邦
議
会
の
意
図
は
、
歴
史
の
重
み
を
尊
重
し
たW

alz

事
件

（
56
）

を
引
き
な
が
ら
、「
破
ら
れ
て
い
な
い
慣
行
は
、

…
軽
々
し
く
捨
て
去
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。」
と
い
う
姿
勢
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
る

（
57
）

。
そ
の
後
、
た
と
え
ば
、N

ew
 Y

ork

に
お

け
る
公
立
学
校
に
お
け
る
学
内
宗
教
団
体
の
施
設
利
用
に
係
るG

ood N
ew

s C
lub v.M

ilford C
ent.S

ch., 2001 （
58
）

で
も
、L

em
on

テ
ス

ト
は
無
視
さ
れ
た
し
、
宗
教
系
学
校
に
対
す
る
も
の
を
も
含
む
奨
学
制
度
に
係
るZ

elm
an v.S

im
m
ons-H

arris,2002 （
59
）

で
も
、
そ
れ
は

用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。「
分
離
の
壁
」
は
、
か
な
り
低
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

M
arsh

判
決
の
翌
年
、
一
九
八
四
年
に
は
、L

em
on

テ
ス
ト
に
好
意
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
満
足
し
な
か
っ
たO

’C
onnor

判
事
が
、

五
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
三
八
）

L
em

on

テ
ス
ト
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
こ
と

（
60
）

あ
る
い
は
本
質
的
に
難
解
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
新
た
な
提
言
を
し
た
。
ク
リ
ス
マ

ス
の
キ
リ
ス
ト
生
誕
画
の
展
示
が
事
件
化
し
たL

ynch

事
件
に
お
け
る
同
意
意
見
で
、
そ
れ
を
明
確
化
す
る
修
正
意
見
を
述
べ
た
の
で

あ
る

（
61
）

。O
’C

onnor

判
事
自
ら
が
名
付
け
た
い
わ
ゆ
る
是
認
テ
ス
ト
で
あ
る

（
62
）

。
そ
の
意
見
を
述
べ
る
に
際
し
て
、O

’C
onnor

判
事
は
、
過

度
の
関
わ
り
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
制
度
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
こ
れ
を
問
題
視
せ
ず
、
目
的
と
効
果
に
関
連
し

て
、
問
題
の
行
為
で
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
か
の
「
意
図
」
の
問
題
と
実
際
に
伝
え
ら
れ
た
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
何
か
」
と
い
う
二
つ
の
こ

と
（
63
）

を
説
い
た
。
そ
こ
で
は
、L

em
on

テ
ス
ト
の
目
的
基
準
に
つ
い
て
は
そ
れ
と
な
く
意
図
へ
と
改
変
し
、
主
要
な
効
果
基
準
に
つ
い
て

は
政
府
に
よ
る
宗
教
の
認
否
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
へ
と
明
確
に
修
正
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
、
彼
女
は
、
政
府
が
宗
教
を
是
認
し

て
い
る
か
否
か
を
判
断
し
た
と
認
定
す
る
基
準
と
な
る
者
は
誰
か
に
つ
い
て
は
、
確
と
述
べ
な
か
っ
た
。
彼
女
が
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
述

べ
た
の
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
祈
り
と
瞑
想
に
関
す
る
法
律
の
問
題
と
取
り
組
ん
だW

allace

事
件

（
64
）

に
お
け
る
同
意
意
見
に
お
い
て
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
法
律
の
条
文
、
そ
の
立
法
史
お
よ
び
そ
の
実
施
あ
る
い
は
信
仰
の
自
由
規
定
お
よ
び
そ
の
規
定
が
促
進
す
る
価
値
に

詳
し
い
「
客
観
的
な
観
察
者
」
な
る
も
の
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
65
）

。
と
こ
ろ
が
、
彼
女
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
大
学
で
聖
書
を
研
究
し
て
い

る
学
生
に
対
す
る
「
盲
人
の
た
め
のW

ashington

州
委
員
会
」
に
よ
る
経
済
、
職
業
支
援
が
問
題
と
な
っ
たW

itters v.W
ashington 

D
ept. of S

ervices for the B
lind,1986

に
お
い
て
、
そ
の
「
客
観
的
な
観
察
者
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
ず
、「
分
別
あ
る
観
察
者
」

と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
た

（
66
）

。
た
だ
、
そ
のW

itters

事
件
で
、
彼
女
は
、「
分
別
あ
る
観
察
者
」
に
対
す
る
説
明
を
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
彼
女
に
よ
る
「
客
観
的
な
観
察
者
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
後
に
連
邦
最
高
裁
判
所
も
用
い
た

（
67
）

が
、
頻
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
決
し

て
な
く
、
彼
女
自
身
、「
客
観
的
な
観
察
者
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
拘
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
〇
年
代
末
、
自
治
体
庁
舎
の

キ
リ
ス
ト
生
誕
画
や
建
物
外
の
メ
ノ
ラ
ー
が
問
題
と
な
っ
たA

llegheny

事
件
に
お
い
て
、B

lackm
un

判
事
は
、
是
認
テ
ス
ト
を
採
用

五
二



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
三
九
）

し
た
も
の
の

（
68
）

、W
itters

事
件
に
お
け
るO

’C
onnor

判
事
の
同
意
意
見
を
引
用
し
て
、「
分
別
あ
る
観
察
者
」
論
を
採
用
し
た

（
69
）

が
、

O
’C

onnor

判
事
も
、
そ
の
用
法
に
同
調
し
た
の
だ

（
70
）

。
彼
女
が
そ
の
「
分
別
あ
る
観
察
者
」
に
つ
い
て
定
義
を
し
た
の
は
、
公
の
広
場
に

ラ
テ
ン
十
字
架
を
建
て
る
こ
と
に
対
す
る
許
可
の
差
止
め
が
求
め
ら
れ
たC

apitol S
quare R

eview
 and A

dvisory 

B
d.v.P

inette,1995

に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
私
的
な
宗
教
言
動
に
対
す
る
中
立
的
な
州
の
政
策

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
背
景
に
お
い
て
で
は
あ
っ
た
が
、「
分
別
あ
る
観
察
者
」
と
は
、「
共
同
体
の
理
想
で
あ
っ
て
、
総
体
的
な

社
会
の
判
定
に
よ
っ
て
定
ま
る
分
別
あ
る
行
動
を
擬
人
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
知
識
が
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る
展
示
物
を
見
て
得
ら

れ
る
情
報
に
限
ら
れ
ず
、
展
示
物
が
あ
る
場
所
の
一
般
的
な
知
識
に
ま
で
及
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。」
と
定
義
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
71
）

。

K
irsten K

.W
endela

は
、
こ
の
定
義
をW

allace

法
理
に
お
け
る
「
客
観
的
な
観
察
者
」
と
同
じ
意
味
に
捉
え
て
、
そ
れ
を
「
十
二
分

に
分
別
あ
る
人
」
と
解
説
し
て
い
る

（
72
）

。
し
か
し
、「
分
別
あ
る
人
」
と
「
十
二
分
に
分
別
あ
る
人
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

「
分
別
あ
る
観
察
者
」
がW

allace

法
理
で
示
さ
れ
た
法
的
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
（
と
思
わ
れ
る
）「
客
観
的
な
観
察
者
」
を
意
味
す
る

か
は
、
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
常
識
的
分
別
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
法
的
側
面
で
は
「
客
観
的
な

観
察
者
」
を
明
ら
か
に
劣
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
法
的
知
識
の
面
で
優
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
疑
問
無
し
と
し
な
い
か

ら
だ
。
と
も
あ
れ
、
是
認
テ
ス
ト
は
、
当
初
か
らO

’C
onnor

自
身
に
内
容
的
に
確
た
る
も
の
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
一
九
九
〇
年
代
半

ば
の
或
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
未
だ
流
動
的
な
状
態
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
73
）

。
こ
の
是
認
テ
ス
ト
は
、
曖
昧
な
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト

に
よ
る
司
法
の
専
恣
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
分
、
分
離
主
義
に
お
け
る
「
壁
」
を
低
め
る
機
能
を
営
ん
だ
が
、
し
か
し
、
そ
の
テ
ス
ト
に

お
い
て
は
、
政
府
が
宗
教
を
是
認
あ
る
い
は
否
認
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
判
定
者
に
つ
い
て
不
明
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
当

初
か
ら
批
判
が
存
在
し
た
の
で
あ
る

（
74
）

。
是
認
テ
ス
ト
が
法
廷
意
見
と
な
っ
たA

llegheny

事
件
に
お
い
て
既
に
、
そ
の
テ
ス
ト
は
根
本
に

五
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
四
〇
）

お
い
て
欠
陥
が
あ
り
、
実
際
に
は
、
役
に
立
た
な
い
も
の
と
批
判
さ
れ
た
程
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
批
判
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
の
は
、

K
ennedy

判
事
で
あ
っ
た

（
75
）

。S
calia

判
事
やT

hom
as

判
事
と
共
に
、K

ennedy

判
事
は
、
し
ば
し
ば
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
や
是
認
テ
ス
ト

に
反
対
し
た
判
事
で
あ
っ
た
。

そ
の
是
認
テ
ス
ト
に
批
判
的
で
あ
っ
たK

ennedy

判
事
は
、
強
制
の
要
素
に
触
れ
な
が
ら
、
歴
史
的
解
決
法
の
テ
ス
ト
を
用
い
た

M
arsh

法
理
を
評
価
し
、
先
例
と
歴
史
的
慣
行
を
重
ん
ず
る
立
場
か
ら

（
76
）

、「
分
別
あ
る
人
」
の
判
断
に
依
存
し
て
判
決
を
す
る
姿
勢
を
評

価
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
成
人
に
よ
る
出
席
も
欠
席
も
自
由
に
判
断
で
き
る
立
法
府
の
開
会
に
お
け
る
宗
教
儀
式
の
場
合
と
異
な
り
、
公

立
学
校
の
卒
業
式
の
よ
う
な
実
質
的
に
生
徒
の
出
席
あ
る
い
は
欠
席
の
自
由
の
無
い
場
に
お
け
る
宗
教
儀
式
に
お
い
て
は
、「
分
別
あ
る

反
対
者
」
が
受
忍
あ
る
い
は
忍
容
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
宗
教
の
是
認
あ
る
い
は
否
認
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
嫌
悪

し
た
の
だ

（
77
）

。
し
た
が
っ
て
、K

ennedy
判
事
が
注
目
し
た
の
は
、
宗
教
活
動
に
対
す
る
政
府
に
よ
る
強
制
の
有
無
で
あ
っ
た
。
強
制
こ
そ
、

国
教
樹
立
禁
止
規
定
の
違
反
の
有
無
を
判
断
す
る
基
準
（touchstone

）
で
あ
る
と
説
い
た
の
で
あ
る

（
78
）

。K
ennedy

判
事
は
、
彼
が
法
廷
意

見
を
述
べ
たL

ee v.W
eism

an,1992

で
こ
の
強
制
テ
ス
ト
を
採
用
し
た

（
79
）

。
こ
のW

eism
an

事
件
は
、
公
立
学
校
の
卒
業
式
に
お
い
て
祈

り
の
か
た
ち
で
祈
願
と
祝
福
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
差
止
め
訴
訟
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
判
決
の
た
め
に
専
ら
強
制
が

論
じ
ら
れ
、
他
の
テ
ス
ト
は
、
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
。K

ennedy

判
事
は
、
政
府
は
何
人
に
も
宗
教
あ
る
い
は
宗
教
活
動
を
促
進
し
た

り
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
を
強
制
し
得
な
い
等
を
論
じ
て

（
80
）

、
政
教
分
離
の
分
析
よ
り
も
、
国
教
樹
立
禁
止
条
項
に
お
け
る
強
制
の
有
無
の

分
析
に
よ
っ
て
違
憲
判
断
を
し
た
の
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、W

eism
an

事
件
の
八
年
後
、S

teven

判
事
に
よ
る
法
廷
意
見
で

そ
の
強
制
テ
ス
ト
に
肩
入
れ
を
し
た
。
高
等
学
校
の
生
徒
の
主
導
と
発
案
に
よ
る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
前
の
祈
り
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

が
問
題
と
な
っ
たS

anta F
e

事
件
に
お
い
て
で
あ
る

（
81
）

。
こ
の
強
制
の
テ
ス
ト
の
下
で
は
、
た
と
え
ば
、
通
貨
に
あ
る
「
天
主
を
信
頼
し

五
四
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山
）
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一
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て
」
と
い
っ
た
国
家
の
モ
ッ
ト
ー
を
示
し
た
だ
け
の
場
合
、
宗
教
的
性
格
が
あ
る
と
し
て
も
、
強
制
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
当
然
に
合
憲

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
強
制
テ
ス
ト
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
時
と
し
て
、
ま
た
連
邦
最
高
裁
判
所
裁
判
官
や
下
級
裁
判

所
に
よ
っ
て
か
な
り
に
支
持
さ
れ
て
い
る

（
82
）

。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
そ
の
テ
ス
ト
が
連
邦
最
高
裁
判
所
等
で
安
定
的
地
位
を
占
め
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。

そ
の
他
に
、
未
だ
に
注
目
し
な
い
論
者
も
い
る
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
か
な
り
の
裁
判
官
の
底
流
に
は
、
た
と
え
ば
、M

arsh

判
決

を
「
儀
式
的
理
神
論
」(cerem

onial deism （
83
）)

の
テ
ス
ト
を
用
い
た
も
の
と
説
く
者
も
い
る

（
84
）

。
国
教
樹
立
禁
止
規
定
の
分
野
に
お
け
る
「
儀

式
的
理
神
論
」
は
、E

ugene R
ostow

に
よ
っ
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
彼
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、

「
合
憲
で
あ
れ
る
程
に
月
並
み
の
も
の
と
さ
れ
、
議
論
さ
れ
る
こ
と
も
無
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
…
一
般
的
な
活
動
の
一
種
」
が
あ
る

と
説
く
の
で
あ
る

（
85
）

。
こ
のE

.R
ostow

の
考
え
方
は
、L

ynch

事
件
に
お
け
るB

rennan

判
事
の
反
対
意
見
に
反
映
さ
れ
た

（
86
）

。
彼
は
、
合

衆
国
の
通
貨
に
あ
る
そ
の
国
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
天
主
を
信
頼
し
て

（
87
）

」
と
い
う
よ
う
な
一
定
の
宗
教
的
な
表
現
が
、
機
械
的
に
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
な
意
味
を
失
う
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
を
想
定
し
た
の
で
あ
る
。O

’C
onnor

判
事
も
、
た
と
え
ば
、

「
星
条
旗
よ
、
永
遠
な
れ
」
の
よ
う
な
伝
統
的
な
愛
国
歌
に
お
け
る
宗
教
へ
の
言
及
や
裁
判
所
の
開
廷
に
お
け
る
「
天
主
よ
、
合
衆
国
と

こ
の
名
誉
あ
る
法
廷
に
ご
加
護
を
」
と
い
う
こ
と
ば
を
歴
史
性
と
遍
在
性
と
い
う
価
値
を
有
す
る
と
い
う
理
由
で
「
儀
式
的
理
神
論
」
の

内
容
を
な
す
も
の
と
し
て
い
る

（
88
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
最
高
裁
判
所
そ
の
も
の
は
、
総
じ
て
「
儀
式
的
理
神
論
」
と
い
う
合
憲
性
の
審

査
基
準
と
正
面
か
ら
は
大
し
て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
な
い

（
89
）

。

連
邦
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
た
ち
は
、
依
然
と
し
て
、
国
教
樹
立
禁
止
規
定
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
関
し
て
未
だ
意
見
の
一
致
を
見
て

い
な
い
し
、
況
し
て
や
、
そ
れ
に
係
る
事
件
の
合
憲
性
の
判
断
基
準
に
普
遍
的
な
も
の
を
発
見
し
て
も
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

五
五
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二
〇
〇
五
年
六
月
二
七
日
に
判
決
が
下
さ
れ
た
二
つ
の
事
件
で
、
郡
庁
舎
の
壁
に
掛
け
ら
れ
た
十
戒
の
展
示
に
係
るM

cC
reary

事
件

（
90
）

で

は
、S

outer

判
事
が
違
憲
判
断
を
し
、
州
議
事
堂
の
構
内
の
十
戒
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
展
示
に
係
るV

an O
rden

事
件
で
は
、

R
ehnquist

長
官
が
、
合
憲
判
決
を
下
し
て
い
る

（
91
）

。
こ
の
よ
う
な
判
決
の
一
見
一
貫
性
が
欠
け
る
よ
う
に
思
え
る
連
邦
最
高
裁
判
所
の
姿

勢
は
、
一
般
人
に
は
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
否
、
実
際
、
連
邦
最
高
裁
判
所
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
裁
判
官
た
ち
に
は
、
政
教

関
係
の
問
題
で
は
、
依
然
と
し
て
混
沌
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
政
府
に
よ
る
政
教
関
係
の
問
題
でB

lack

判
事
が
高
ら
か
に
築

こ
う
と
し
た
「
分
離
の
壁
」
に
つ
い
て
は
、
総
じ
て
低
め
た
り
薄
め
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
よ
う
だ
。

三　

分
離
主
義
へ
の
批
判
論
管
見

E
verson

事
件
に
お
い
て
、W

iley R
utledge

判
事
は
、「
修
正
一
条
の
宗
教
条
項
ほ
ど
そ
の
生
成
史
が
内
容
と
緊
密
に
結
び
つ
け
ら
れ
、

あ
る
い
は
内
容
を
与
え
て
い
る
憲
法
の
規
定
は
な
い
。
そ
れ
は
、
外
な
ら
ぬ
そ
の
生
成
史
の
精
製
品
で
あ
り
簡
約
品
で
あ
る
。」
と
述
べ

た
（
92
）

。
そ
の
宗
教
条
項
が
、
こ
の
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
憲
法
学
界
お
よ
び
そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
活
発
な
論
議
を
呼
ん
で
い
る
。
そ
の

事
象
は
、
も
と
も
と
英
国
教
会
の
異
端
で
あ
り
、
そ
の
教
会
か
ら
の
分
離
を
主
張
し
た
者
の
宗
教
的
な
避
難
民
の
新
天
地
と
し
て
出
発
し

た
新
大
陸
に
誕
生
し
た
国
家
あ
る
い
は
国
民
の
属
性
の
顕
現
と
い
え
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。Jerem

y P
atrick-Justice

に
よ
れ
ば
、

連
邦
最
高
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
で
議
論
と
な
り
対
立
を
生
じ
て
い
る
す
べ
て
の
問
題
の
中
で
、
信
教
の
自
由
お
よ
び
宗
教
と
政
府
と
の

適
切
な
関
係
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
決
程
、
批
判
を
生
じ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
93
）

。
そ
の
よ
う
な
批
判
に
関
連
し

て
、Rutlege

判
事
の
右
の
宗
教
条
項
に
対
す
る
評
価
は
的
を
射
て
い
る
よ
う
で
、
以
降
、
憲
法
や
宗
教
に
関
す
る
学
者
や
活
動
家
た
ち
は
、

連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
る
宗
教
条
項
に
係
る
歴
史
の
見
方
の
妥
当
性
の
如
何
あ
る
い
は
そ
の
裁
判
官
た
ち
の
善
良
な
歴
史
家
と
し
て
の
程

五
六
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度
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
て
い
る

（
94
）

。
連
邦
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
た
ち
は
、
判
決
を
下
す
に
際
し
て
、
主
に
宗
教
条
項
が
制
定
さ
れ
た

時
代
の
人
々
の
見
解
に
注
目
し

（
95
）

、
そ
の
評
価
に
関
す
る
意
見
の
一
致
あ
る
い
は
近
似
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
か
た
ち
の
多
数
を
得
て
、
そ
の

裁
判
所
の
見
解
と
し
て
来
て
い
る
。
他
方
、
憲
法
や
宗
教
に
関
す
る
多
く
の
学
者
や
活
動
家
た
ち
は
、
そ
の
判
決
等
を
踏
み
台
に
し
て
、

宗
教
条
項
の
制
定
期
の
諸
見
解
あ
る
い
は
諸
事
象
か
ら
導
き
出
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
「
正
論
」
な
る
も
の
を
論
じ
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
論
議
に
際
し
て
、E

verson

判
決
以
来
、
修
正
一
条
の
宗
教
条
項
は
、
か
な
り
の
裁
判
官
や
学
者
ら
多
く
の
者
に
よ
っ
て
恰

も
政
教
分
離
規
定
で
あ
る
か
の
如
く
解
さ
れ
て
来
た

（
96
）

。
そ
れ
も
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
、
政
教
分
離
と
い
う
こ
と
ば
は
、
今
日

依
然
と
し
て
、
国
教
の
樹
立
の
禁
止
と
い
う
こ
と
ば
以
上
に
口
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。B

lack

判
事
に
よ
っ
て
誤
用
さ
れ
た

Jeff erson

の
「
分
離
の
壁
」
論
に
魅
了
さ
れ
虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
如
く
に
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
間
に
も
、
分
離
主
義
に
対
す

る
疑
念
は
呈
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
疑
念
を
呈
す
る
立
場
か
ら
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
の
二
〇
世
紀
末
の
政
教
関
係
が
論
じ
ら
れ
る

場
合
、P

hilip H
am

burger

に
よ
る
論
文
そ
の
他
の
著
作
ほ
ど
話
題
に
上
る
も
の
は
、
他
に
は
存
す
ま
い

（
97
）

。P
.H

am
burger

は
、
分
離

主
義
が
依
然
と
し
て
有
力
な
理
念
と
し
て
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
原
理
に
疑
念
を
呈
し
て
、
政
教
関

係
の
歴
史
や
諸
判
決
を
注
視
し
な
が
ら
論
を
進
め

（
98
）

、
そ
の
論
が
、
識
者
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

連
邦
最
高
裁
判
所
が
分
離
主
義
に
徹
す
る
考
え
方
か
ら
後
退
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
宗
教
に
係
る
憲
法
問
題
に

詳
し
いC

.L
upu

は
、
既
に
一
九
九
四
年
の
論
文
で
、「
分
離
主
義
に
は
翳
り
が
存
す
る
」
と
い
う
評
価
を
し
て
い
る

（
99
）

。P.H
am

burger

も
、

二
〇
〇
二
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
そ
のC

.L
upu

の
論
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
後
退
し
て
い
る
こ
と

は
、「
は
っ
き
り
し
て
い
る
よ
う
だ
」
と
述
べ
て
い
る

（
100
）

。
さ
ら
に
、B

. L
edew

itz

の
（
二
〇
〇
九
年
│
二
〇
一
〇
年
の
）
論
文
に
よ
れ
ば
、

昨
今
で
は
、
憲
法
上
の
分
離
主
義
は
実
施
し
得
な
い
、
少
な
く
と
も
か
つ
て
程
に
は
実
施
し
得
な
い
と
い
う
よ
う
な
一
般
的
な
感
情
が
、

五
七
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法
思
想
家
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
101
）

。

か
つ
て
の
熱
に
浮
か
さ
れ
た
譫
言
に
似
た
分
離
主
義
へ
の
傾
向
に
理
論
的
に
対
抗
し
、
分
離
主
義
の
勢
い
を
弱
め
た
代
表
的
人
物
と
し

て
真
っ
先
に
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
右
のP

.H
am

burger

で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
主
張
の
中
で
、
先
ず
、
非
歴
史
的
論
拠
の
問
題
と
し
て
、

政
教
分
離
が
憲
法
上
明
示
の
根
拠
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
憲
法
規
定
そ
の
も
の
に
注
目
し
て
、
政
教
分
離
な
ど
国
教
樹
立

禁
止
条
項
の
数
多
く
の
「
可
能
な
」
解
釈
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
法
的
論
拠
と
な
る
も
の
を
公
式
に
示

し
て
い
る
憲
法
は
、
政
教
分
離
と
い
う
こ
と
ば
な
ど
用
い
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
ば
は
、
国
教
樹
立
禁
止
か
ら
派
生
し
た
こ
と
ば
お
よ
び

原
理
で
も
な
い
の
だ
。
大
体
、
あ
る
対
象
を
他
の
上
に
格
上
げ
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
樹
立
」
と
い
う
こ
と
ば
と
二
つ
の
対
象
を
引
き

離
す
こ
と
ば
で
あ
る
「
分
離
」
と
い
う
こ
と
ば
と
を
対
比
す
れ
ば
、
明
文
に
な
い
政
教
分
離
が
憲
法
上
の
根
拠
を
欠
く
こ
と
は
、
瞭
然
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
次
に
、
彼
は
、
歴
史
的
論
拠
の
問
題
を
論
ず
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
分
離
論
者
が
歴
史
を
持
ち
出
す
の
は
、
そ
れ

を
持
ち
出
さ
な
い
限
り
、
修
正
一
条
に
根
拠
を
示
す
も
の
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
教
分
離
を
国
教

樹
立
禁
止
条
項
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
条
項
の
原
則
、
内
容
、
目
標
あ
る
い
は
目
的
を
説
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

彼
は
、
一
八
世
紀
後
期
に
政
教
分
離
が
真
に
追
求
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
一
体
、
そ
の
世
紀
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
信
教
の
自

由
で
あ
っ
て
、
そ
の
信
教
の
自
由
の
保
障
こ
そ
、
憲
法
の
目
的
と
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
国
教
制
（state establishm

ent

）
に
お
い

て
も
、
信
教
の
自
由
を
求
め
る
数
多
く
の
動
き
が
あ
っ
た
し
、
教
会
と
国
家
の
違
い
や
断
絶
も
認
識
さ
れ
て
い
て
、「
教
会
と
国
家
と
の

合
一
」
に
対
す
る
批
判
も
あ
っ
た
が
、
一
般
的
な
か
た
ち
で
の
政
教
分
離
の
要
求
な
ど
、
修
正
一
条
の
審
議
の
と
き
を
含
め
て
、
一
八
世

紀
後
期
に
は
確
認
さ
れ
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
は
、
道
徳
が
広
く
宗
教
に
依
存
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
教
会
と
国

家
と
の
分
離
に
よ
っ
た
示
さ
れ
た
も
の
は
、
政
府
を
そ
の
道
徳
的
な
基
盤
か
ら
分
離
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
信
教
の
自
由
を
求
め

五
八
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た
当
時
の
殆
ど
の
異
端
は
、
今
日
的
な
政
教
分
離
の
主
張
を
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
教
会
と
国
家
と
が
相
当
程
度
結
び
つ

く
こ
と
を
不
可
避
か
つ
価
値
あ
る
も
の
と
考
え
る
傾
向
に
あ
っ
て
、
制
度
的
な
政
教
の
関
わ
り
の
幾
つ
か
の
も
の
を
拒
絶
し
て
も
、
す
べ

て
の
結
び
付
き
を
拒
絶
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
否
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
宗
教
的
な
社
会
が
市
民
の
法
を
支
え
、
市
民
の
法
が
宗
教
的

な
社
会
を
守
る
市
民
社
会
を
望
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る

（
102
）

。

P
.H

am
burger

は
、
次
に
、
教
会
と
国
家
と
を
分
離
す
る
こ
と
の
実
行
が
不
可
能
な
こ
と
を
説
い
た
。
そ
の
際
、
彼
に
は
、J.M

adi-

son

に
感
化
さ
れ
て
、
憲
法
の
価
値
を
実
行
可
能
な
制
限
を
政
府
に
対
し
て
課
す
こ
と
に
限
定
す
る
考
え
方
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
政
教

分
離
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
物
理
的
あ
る
い
は
倫
理
的
に
不
可
能
な
こ
と
を
要
求
す
る
嫌
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
政
府

を
制
限
す
る
筈
の
憲
法
に
対
す
る
信
頼
が
失
わ
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
権
利
の
章
典
」
の
多
く
の
条
項
は
、
政
府

を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
を
保
障
し
て
い
る
が
、
政
教
分
離
と
い
う
こ
と
ば
は
、
一
般
的
に
教
会
と
国
家
と
の
関
係
を
禁
止
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
政
府
だ
け
を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
、
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
教
分
離
を
憲
法
上
相
応
し

く
な
い
こ
と
ば
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
、
政
府
は
、
普
通
の
人
や
そ
の
財
産
を
守
る
よ
う
に
、
教
会
や
そ
の
財
産
を
守
る
こ
と

が
あ
る
。
ま
た
、
普
通
の
人
が
、
政
治
的
に
も
倫
理
的
に
も
発
言
し
た
り
請
願
し
た
り
等
し
て
政
治
に
参
加
す
る
よ
う
に
、
教
会
も
、
政

治
的
に
も
倫
理
的
に
も
発
言
し
た
り
請
願
し
た
り
等
し
て
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
が
あ
る
。
教
会
と
国
家
と
の
関
わ
り
は
、
不
可
避
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
不
可
避
性
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
も
認
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。Z

orach v.C
lauson,1952

等
（
103
）

が
、
そ
れ
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、Z

orach

事
件
で
、W

illiam
 O

.D
ouglas

判
事
が
、
修
正
一
条
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
政
教
分
離
を
命
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
述
べ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
普
通
の
日
々
に
お
い
て
も
、
教
会
と
国
家
の
関
わ
り
は
不
可
避
で
あ
る
が
、
政
教
分
離
は
、

そ
の
不
可
避
の
関
わ
り
を
禁
ず
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
に
よ
れ
ば
、
政
教
分
離
と
い
う
考
え
方
は
、
両
者
の
無
限
の
分
離
と
い
う

五
九
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あ
り
得
な
い
期
待
を
人
々
に
与
え
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
期
待
か
ら
、
人
々
は
、
た
と
え
ば
、
聖
職
者
の
ロ
ビ
ー
活
動
や
政
府
に
よ
る

世
俗
的
目
的
の
教
会
支
援
等
を
政
教
分
離
の
問
題
と
解
す
る
よ
う
に
な
る
。
宗
教
と
関
わ
り
合
う
世
俗
的
目
的
の
政
府
の
行
為
も
違
憲
と

考
え
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
政
府
の
行
為
は
規
制
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
権
利
の
章
典
」
の
中
心
的
原
理
で
あ
る
筈
の
政
教
分
離
は
侵
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
侵
害
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結

果
、
彼
ら
に
お
い
て
は
、
憲
法
に
対
す
る
不
信
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
憲
法
の

価
値
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
如
く
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
政
教
分
離
は
人
々
の
自
由
を
脅
か
す
結
果
を
も
齎
す
と

い
う
。
た
と
え
ば
、
宗
教
を
持
つ
者
の
政
治
的
発
言
等
を
躊
躇
さ
せ
る
萎
縮
効
果
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
言
論
の
自
由
等

が
保
障
さ
れ
た
意
味
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
の
だ
。
要
す
る
に
、
彼
は
、
実
行
不
可
能
な
政
教
分
離
は
、
憲
法
に

対
す
る
信
頼
を
損
な
う
一
方
で
、
信
教
の
自
由
を
損
な
う
と
い
う
重
大
な
結
果
を
齎
す
と
い
う
の
で
あ
る

（
104
）

。

P
.H

am
burger

は
、
第
三
に
、
政
教
分
離
と
い
う
こ
と
ば
に
伴
う
諸
教
会
す
な
わ
ち
宗
教
団
体
お
よ
び
特
異
な
宗
教
等
に
対
す
る
差

別
に
つ
い
て
述
べ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
国
教
の
樹
立
の
禁
止
規
定
は
、
宗
教
、
取
り
分
け
或
る
タ
イ
プ
の
宗
教
に
対
す
る
あ
る
種
の
差
別

お
よ
び
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
政
府
の
宗
教
に
対
す
る
支
援
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。
尤
も
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
国
教
と
し
て
樹
立
さ
れ
な
け
れ
ば
、
国
家
に
よ
る
宗
教
に
対
す
る
合
理
的
な
支
援
は
合
憲
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
慎

重
な
記
述
を
要
し
よ
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
政
教
分
離
は
、
よ
り
以
上
に
か
な
り
直
接
的
な
差
別
お
よ
び
ペ
ナ
ル
テ
ィ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

修
正
一
条
の
国
教
樹
立
の
禁
止
が
連
邦
議
会
を
義
務
づ
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
政
教
分
離
は
、
普
通
の
人
の
捉
え
方
で
は
、
国
家
だ
け

で
は
な
く
、
直
接
に
宗
教
に
も
負
担
を
課
す
も
の
と
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
教
会
に
よ
る
言
論
や
プ
レ
ス
の
自
由
や
政
府
へ
の
請
願

等
の
権
利
が
、
制
限
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
政
教
分
離
は
、
宗
教
間
、
取
り
分
け
特
異
な
宗
教
を
差
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま

六
〇
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た
、
特
に
教
会
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
宗
教
団
体
と
（
個
人
で
あ
る
）
宗
教
人
あ
る
い
は
信
教
者
と
を
区
別
す
る
嫌
い
が
あ
り
、
宗

教
と
信
仰
心
と
を
区
別
す
る
嫌
い
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
前
者
に
関
連
し
て
、
二
〇
世
紀
後
半
に
は
、
政
教
分
離
は
、
し
ば
し
ば
、

す
べ
て
の
宗
教
を
政
府
か
ら
分
離
す
る
も
の
へ
と
拡
大
さ
れ
た
よ
う
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
さ
え
も
、
そ
れ
は
、
特
異
な
宗

教
を
政
府
か
ら
分
離
す
る
も
の
と
解
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
も
、
特
異
な
宗
教
を
分
離
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
政
治
と
宗
教
と
の
関
わ
り
は

認
め
ら
れ
た
か
ら
、
歴
史
あ
る
宗
教
団
体
と
特
異
な
宗
教
団
体
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

個
人
お
よ
び
個
人
の
信
仰
心
も
差
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
の
だ
。
ま
た
、
政
教
分
離
に
お
い
て
は
、
公
金
支
出
が
社
会
保
障
、

社
会
福
祉
、
そ
の
他
の
支
援
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
公
金
が
個
人
に
与
え
ら
れ
そ
の
者
に
よ
っ
て
宗
教
的
に
使
用
さ
れ
た
と
し

て
も
問
題
と
な
ら
な
い
が
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
公
金
支
出
は
、
た
と
え
世
俗
的
な
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
結
果
、
個
人
と
宗
教
団
体
と
の
間
に
、
差
別
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
と
も
さ
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
重
婚
を
認
め
る
宗
教
に

係
る
婚
姻
の
問
題

（
105
）

や
良
心
的
な
兵
役
拒
否
の
問
題

（
106
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
取
り
分
け
個
人
に
係
る
政
教
分
離
の
問
題
は
、
想
像
す
る
だ
に

難
し
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
信
者
と
教
会
と
が
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
論
述
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
続
け
る
。
こ

の
よ
う
な
差
別
が
意
味
が
あ
り
得
る
の
は
、
一
般
化
さ
れ
た
精
神
的
な
も
の
に
殆
ど
不
安
を
覚
え
ず
、
他
方
で
、
宗
教
お
よ
び
宗
教
組
織

に
脅
威
が
抱
か
れ
る
場
合
で
あ
る
。
特
異
な
宗
教
に
お
い
て
は
、
教
義
、
教
祖
、
組
織
の
性
格
等
が
自
由
で
民
主
的
な
政
府
に
対
す
る
脅

威
と
な
る
こ
と
や
、
宗
教
へ
の
随
順
の
勧
奨
や
個
人
の
確
信
に
不
可
欠
な
思
考
の
独
立
や
精
神
の
自
由
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
、
恐
れ
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
よ
り
一
般
的
に
差
別
に
意
味
が
あ
り
得
る
の
は
、
伝
統
的
な
宗
教
団
体
か
ら
の
挑
戦
が
脅
威
と
な
り
、
近
代

的
な
る
も
の
、
取
り
分
け
進
歩
的
な
性
格
を
有
す
る
真
理
へ
の
現
代
の
確
信
に
対
し
て
脅
威
と
な
る
場
合
と
さ
れ
る
。
そ
れ
も
、
彼
に
よ

れ
ば
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
対
し
て
不
信
が
あ
る
場
合
に
は
、
殊
に
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
カ
ソ
リ
ッ
ク
こ
そ
、
欧
米
で
い
わ
ば
宗
教
体
制

六
一
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の
脅
威
を
一
般
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
、
特
異
な
宗
教
と
か
伝
統
あ
る
既
成
宗
教
の
脅
威
な
る
も
の

は
、
憲
法
上
認
め
ら
れ
る
差
別
の
根
拠
と
し
て
は
薄
弱
で
あ
る
と
い
う
。
教
義
が
公
安
や
善
良
な
秩
序
に
有
害
な
過
度
の
行
為
を
生
じ
る

に
先
立
っ
て
、
公
吏
は
、
市
民
政
府
の
正
当
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
十
分
に
関
わ
り
得
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
か
つ

て
も
現
在
も
一
部
に
あ
る
特
異
な
宗
教
あ
る
い
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
対
す
る
脅
威
論
が
、
宗
教
の
内
外
か
ら
の
政
教
分
離
へ
の
願
望
を
強
め

た
よ
う
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
修
正
一
条
を
そ
の
よ
う
な
こ
と
ば
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
に
は
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
際
、

彼
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
等
と
そ
の
他
と
い
う
よ
う
に
諸
宗
教
団
体
を
分
離
し
て
差
別
す
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
宗
教
一
般
に
対
す
る
差
別
と

な
り
、
宗
教
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
機
能
す
る
と
さ
れ
る

（
107
）

。
実
際
、
或
る
教
会
が
他
の
教
会
と
政
治
と
の
関
わ
り
を
差
別
と
し

て
否
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
後
者
も
前
者
の
政
治
と
の
関
わ
り
を
も
否
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
繰
り
返
し
は
、
国
家

と
宗
教
の
分
離
を
完
全
な
も
の
へ
と
方
向
づ
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
延
い
て
は
、
国
家
を
し
て
、
間
違
い
な
く
、
世
俗
化
の
傾
向
を
辿
ら

せ
、
非
宗
教
的
な
も
の
へ
と
導
く
こ
と
は
、
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

最
後
に
、P

.H
am

burger

は
、
政
教
分
離
に
係
る
歴
史
と
偏
見
の
問
題
を
述
べ
て
い
る
。
と
り
わ
け
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
対
す
る
偏
見
に

関
し
て
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
政
教
分
離
と
い
う
こ
と
ば
が
ア
メ
リ
カ
の
政
治
論
争
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
〇
〇
年
の
選
挙
の
余
波
に

伴
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
ば
は
、
当
時
、
連
邦
主
義
者
の
聖
職
者
た
ち
がJeff erson

を
不
信
心
で
大
統
領
に
相
応
し
く
な

い
と
批
判
し
て
い
た
こ
と
に
反
応
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
共
和
主
義
者
の
側
が
、
聖
職
者
は
宗
教
と
政
治
と
を
分
離
し
、

あ
る
い
は
、
教
会
と
国
家
と
を
分
離
す
べ
き
と
す
る
選
挙
運
動
上
の
こ
と
ば
と
し
て
反
論
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
八
〇
二

年
のJeff erson

の
「
分
離
の
壁
」
で
知
ら
れ
る
書
簡
は
、
彼
を
批
判
し
たN

ew
 E

ngland

の
聖
職
者
に
対
す
る
非
難
に
外
な
ら
な
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
文
言
は
、
必
ず
し
も
人
々
に
一
般
的
に
親
し
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、

六
二



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
四
九
）

一
八
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
よ
る
政
治
の
影
響
力
や
新
た
に
移
住
し
て
来
た
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
対
し
て
反
発
し
た
ア
メ
リ
カ

人
の
間
で
、
分
離
主
義
が
恰
も
ア
メ
リ
カ
の
理
念
で
あ
る
か
の
如
く
高
め
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
現
地
生

ま
れ
の
人
の
組
織
を
結
成
し
た
り
、
そ
の
他
の
反
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
者
た
ち
と
連
携
し
た
り
し
て
、
自
分
た
ち
の
行
動
を
棚
上
げ
に
し
、
カ

ソ
リ
ッ
ク
に
よ
る
広
範
な
政
教
結
合
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
反
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
動
き
に
伴
う
偏
見
が
、
分
離
主
義
を
憲
法
原

理
に
高
め
る
一
世
紀
余
に
及
ぶ
動
き
へ
の
発
端
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
反
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
者
た
ち
は
、
教
会
と
国
家
と
の
分
離

を
主
張
し
た
も
の
の
、
宗
教
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
を
国
家
か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
は
鈍
感
で
あ
っ
た
。
そ
の
言
行
に
は
、
一
貫
性
が
な

か
っ
た
の
だ
。
た
だ
、
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
に
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や
そ
の
他
の
反
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
が
想
定
し
た

分
離
主
義
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
信
教
の
自
由
の
保
障
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
分
離
論
者
に
は
、
プ
ロ
ス
タ
ン
ト
、
ユ

ダ
ヤ
教
徒
そ
の
他
の
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
無
神
論
者
も
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
神
学
的
な
か
つ
政
治
的
な
自
由
主
義
者
は
分
離

論
者
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
対
す
る
恐
怖
感
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
者
た
ち
の
動
き
が
、

合
衆
国
憲
法
の
「
権
利
の
章
典
」
の
規
定
の
州
へ
の
適
用
を
認
め
る
文
化
的
な
基
盤
を
築
い
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
彼
ら
の
ア

メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
的
な
自
由
に
連
邦
最
高
裁
判
所
も
反
応
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
「
権
利
の
章
典
」
の
一
部
の
自
由
が
州
に

も
適
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て

（
108
）

、
彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
的
な
原
理
と
し
て
誇
っ
た
修
正
一
条
の
分
離
主
義
を
一
九
四
七
年
に
州
に
も
適
用
し

た
の
で
あ
る
。
勢
い
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
、
分
離
主
義
が
、
暫
時
、
幅
を
利
か
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
政
教
分
離
と
い
う

こ
と
ば
は
、
偏
見
の
効
果
を
永
続
か
つ
広
範
化
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
、
修
正
一
条
の
内

容
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
歴
史
は
、
む
し
ろ
、
少
数
派
で
あ
っ
た
福
音
教
会
派
の
緩
や
か
な
連
合
が
信
教
の
自
由
を
求

め
て
い
た
時
に
で
き
た
修
正
一
条
の
国
教
の
樹
立
と
い
う
文
言
が
、
直
ち
に
分
離
主
義
を
意
図
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

六
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
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〇
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い
る
と
い
う
の
で
あ
る

（
109
）

。

P
.H

am
burger

は
、
そ
の
よ
う
な
主
張
に
続
け
て
、
法
の
解
釈
に
伴
う
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
際
、
彼
は
、

真
っ
先
に
、
記
録
に
無
い
こ
と
ば
に
よ
っ
て
憲
法
を
解
釈
し
た
り
、
超
憲
法
上
の
こ
と
ば
を
適
用
し
た
り
し
て
、
偏
見
が
人
々
や
裁
判
官

に
現
れ
る
場
合
の
危
険
に
つ
い
て
警
鐘
を
発
し
て
い
る
。
そ
れ
も
、
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
偏
見
に
対
す
る
人
々
あ
る
い
は
裁
判
官

に
よ
る
矯
正
の
機
会
は
異
常
に
少
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
そ
の
危
険
は
、
聊
か
厄
介
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
彼
は
、
憲
法
上
の
こ
と
ば
を

拡
大
あ
る
い
は
縮
小
し
て
解
釈
す
る
か
な
り
の
自
由
を
認
め
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
専
ら
予
備
的
な
ス
テ
ッ
プ
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、

そ
れ
も
、
飽
く
ま
で
も
憲
法
上
の
こ
と
ば
を
適
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
に
な
い
他
の
こ
と
ば
を
処
す
る
こ
と
と
は
異
な
る
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
憲
法
に
な
い
こ
と
ば
は
、
憲
法
上
の
こ
と
ば
を
解
釈
す
る
た
め
に
持
ち
込
ま
れ
る
も
の
で

（
110
）

、
真
の
解
釈
で
は
な
い
と
い

う
如
く
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、P

.H
am

burger

に
よ
れ
ば
、
修
正
一
条
に
つ
い
て
政
教
分
離
に
依
拠
し
た
解
釈
の
努
力
は
過
ち
で
あ
り
、
そ
れ
故
、

専
ら
そ
の
一
条
の
文
言
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
文
言
が
達
成
し
得
る
こ
と
、
達
成
し
得

な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
解
に
立
っ
て
、
歴
史
的
根
拠
に
基
づ
い
て
教
会
と
国
家
と
を

平
等
に
規
制
す
る
政
教
分
離
と
異
な
り
、
国
教
樹
立
禁
止
の
規
定
は
、
専
ら
連
邦
政
府
、
そ
れ
も
連
邦
政
府
の
殊
更
議
会
を
規
制
し
、
そ

れ
故
、
国
教
の
樹
立
に
関
す
る
法
律
を
禁
止
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
宗
教
に
関
す
る
法
律
を
禁
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。「
権
利
の
章
典
」
上
の
二
条
か
ら
八
条
に
か
け
て
の
「
権
利
」
が
行
政
や
司
法
と
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
は
異
な
る
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
彼
は
、
そ
の
拡
大
あ
る
い
は
縮
小
の
解
釈
を
認
め
る
か
ら
、
た
と
え
ば
、
立
法
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
委

任
立
法
へ
の
拡
大
適
用
を
認
め
て
い
る
如
く
、
そ
れ
を
連
邦
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
拡
大
し
て
解
釈
適
用
す
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
。

六
四



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
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し
か
し
、
修
正
一
条
の
連
邦
議
会
の
通
常
の
意
味
を
そ
の
他
の
意
味
で
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
困
難
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
、

二
つ
の
対
象
を
持
つ
政
教
分
離
と
い
う
こ
と
ば
は
一
つ
の
対
象
に
関
す
る
国
教
の
樹
立
と
い
う
こ
と
ば
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
国
教

樹
立
禁
止
条
項
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
飽
く
ま
で
も
、
政
府
が
国
教
を
樹
立
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

（
111
）

。

も
と
よ
り
、
こ
のH

am
burger

の
見
解
に
対
す
る
批
判
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
紹
介
は
、
紙
数
の
都
合
上
別

の
機
会
に
譲
り
、
結
論
を
急
ぐ
。 

お
わ
り
に

基
本
的
に
宗
教
心
の
強
い
人
が
多
い
合
衆
国
で
も
、
一
九
世
紀
の
後
半
な
い
し
二
〇
世
紀
の
初
期
に
か
け
て
近
代
な
る
も
の
が
幅
を
利

か
せ
る
と
共
に
、
宗
教
の
後
退
を
予
言
し
た
り
、
宗
教
は
後
退
し
た
と
論
ず
る
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た

（
112
）

。
新
大
陸
も
唯
物
論
と
無
関

係
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
無
神
論
者
の
動
き
は
、
政
治
的
面
に
限
ら
ず
、
宗
教
面
で
も
活
発
化
し
て
い
た
。

そ
れ
も
、
合
衆
国
に
は
、
教
会
の
相
克
に
も
長
い
歴
史
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
合
衆
国
に
お
い
て
、
二
〇
世
紀
に
な
る
ま
で

未
だ
ア
メ
リ
カ
人
の
一
般
的
な
理
念
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
政
教
分
離
へ
の
動
き
は
、
い
わ
ば
自
然
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
お
よ
そ
宗
教
や
祭
祀
は
、
多
く
の
人
の
感
性
や
理
性
と
不
可
分
で
あ
り
、
そ
れ
が
集
団
化
社
会
化
し
、
暦
と
か
休
祭
日
と

か
祭
り
等
に
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
や
が
て
は
、
社
会
の
制
度
と
か
慣
習
と
か
等
の
内
容
を
な
す
も
の
と
な
る
。
そ
れ
が
世
俗
化
し
、
伝

統
あ
る
い
は
習
律
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。
歴
史
の
長
い
国
と
歴
史
の
長
い
宗
教
あ
る
い
は
祭
祀
と
は
か
な
り
の
程
度
に
結
び
つ
く
。

そ
の
よ
う
な
宗
教
あ
る
い
は
祭
祀
に
起
源
を
も
つ
文
化
、
伝
統
、
習
慣
が
、
公
認
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
の
だ
。
新
興
の
あ
る
い
は

外
来
の
宗
教
お
よ
び
無
神
論
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
こ
と
が
目
の
上
の
た
ん
瘤
に
思
え
る
。
そ
こ
で
、
元
々
、
宗
教
が
持
つ
絶
対
性
と
民

六
五



日
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七
巻
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二
〇
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年
十
二
月
）

（
三
五
二
）

主
主
義
の
相
対
主
義
と
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
知
恵
と
し
て
生
ま
れ
た
政
教
分
離
主
義
が
、
漸
次
、
そ
の
よ
う
な
者

た
ち
に
と
っ
て
恰
好
の
あ
る
い
は
便
宜
的
な
闘
争
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
手
段
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

宗
教
的
な
避
難
の
地
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
宗
教
、
と
り
わ
け
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
諸
州
と
の
関
係
に
は
格
別
の
も
の
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
新
天
地
に
も
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
移
民
が
増
加
し
始
め
た
。
勢
い
、
各
州
に
お
い
て
、
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
相
克
が
生
じ
た
。

無
神
論
者
も
そ
の
争
い
に
加
わ
っ
た
。
特
に
教
育
の
問
題
は
、
宗
教
お
よ
び
政
治
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
移
入
者
と
そ
の

移
入
者
お
よ
び
そ
の
教
義
を
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
の
方
式
に
脅
威
と
思
う
者
た
ち
と
は
、
と
り
わ
け
教
育
の
場
で
衝
突
し
た
の
だ
。
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
教
育
方
式
に
妥
協
で
き
な
か
っ
た
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
は
、
教
区
学
校
を
設
け
て
解
決
を
図
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
の
中

で
、
教
育
に
係
る
公
的
支
援
と
そ
の
教
区
学
校
と
の
関
係
は
、
当
然
に
問
題
化
し
た
。E

verson

事
件
は
、
そ
の
よ
う
な
ほ
ぼ
一
世
紀
に

わ
た
る
衝
突
あ
る
い
は
問
題
の
解
決
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
た
事
件
の
一
つ
で
あ
っ
た

（
113
）

。
そ
の
事
件
で
、B

lack

判
事
は
、

Jeff erson

を
引
い
て
修
正
一
条
を
政
教
分
離
禁
止
規
定
と
解
し
、
そ
れ
を
修
正
一
四
条
を
通
じ
て
州
に
も
適
用
し
た
。
修
正
一
条
の
州

へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
定
を
連
邦
主
義
を
具
現
し
た
も
の
と
し
て
、
今
日
依
然
と
し
て
異
論
も
あ
る

（
114
）

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

B
lack

法
理
に
理
由
不
尽
の
欠
点
が
あ
る
も
の
の
、
南
北
戦
争
と
そ
れ
に
伴
う
憲
法
修
正
と
は
憲
法
制
定
者
た
ち
が
予
想
し
な
か
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
南
北
戦
争
修
正
は
連
邦
主
義
の
修
正
を
も
意
味
し
た
か
ら
、
結
論
に
お
い
て
誤
り
と
は
い
え
ま
い
。

E
verson

事
件
に
お
け
るB

lack

判
決
以
来
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
宗
教
問
題
の
戦
場
と
化
し
た
。
そ
れ
も
、
政
教
分
離
主
義
が
前

面
に
踊
り
出
て
、
国
教
の
樹
立
の
禁
止
以
上
に
修
正
一
条
の
内
容
を
な
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
動
き
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
、
激
し
い
論
議
を
呼
ん
だ
の
だ
。
お
よ
そ
法
を
解
釈
す
る
場
合
、
そ
の
正
文
、
立
法
目
的
、
正
文
の
構
成
お
よ
び
立
法
の
沿
革
は
、

そ
の
法
律
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
た
め
に
不
可
欠
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

（
115
）

。
し
か
し
、B

lack

判
事
に
は
、
そ
の
よ
う
な
慎
重
さ
が

六
六
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欠
け
、E

verson

判
決
の
た
め
の
裁
判
官
の
評
議
か
ら
窺
わ
れ
る
が
、
教
会
に
与
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
と
い
う
彼
自
身
の
決
意
の
よ

う
な
も
の

（
116
）

が
先
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
彼
は
事
実
と
虚
構
と
を
織
り
込
ん
だ
物
語
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る

（
117
）

。
そ

の
結
果
樹
立
さ
れ
た
政
教
分
離
の
高
い
壁
は
、
い
わ
ば
必
然
と
し
て
合
衆
国
あ
る
い
は
そ
の
国
民
を
し
て
世
俗
化
傾
向
を
産
み
出
し
た
。

取
り
分
けL

em
on

テ
ス
ト
は
、
分
離
主
義
を
絶
対
化
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
傾
向
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
傾

向
の
中
で
、
総
じ
て
厳
格
な
分
離
を
主
張
し
た
裁
判
官
と
し
て
は
、B

lack

、S
tevens

、B
rennan

お
よ
びM

arshall

を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
厳
格
な
分
離
に
対
し
て
は
、
人
事
の
変
動
も
あ
っ
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
で
も
批
判
的
な
判
事
が
増
え
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
そ
の
後
、
歴
史
的
な
証
拠
の
テ
ス
ト
、
是
認
の
テ
ス
ト
、
強
制
の
テ
ス
ト
と
い
っ
た
新
た
な
合
憲
性
の
審
査
基
準
が
確
認
さ
れ
た
。

K
ennedy

、S
calia

、W
hite

と
い
っ
た
裁
判
官
やB

urger

、R
ehnquist

と
い
っ
た
長
官
は
、
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
意
義
を
認
め
て

宗
教
の
政
治
に
お
け
る
存
在
を
受
け
容
れ
る
融
和
を
主
張
し
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
も
、
宗
教
（
あ
る
い
は
宗

派
）
間
や
宗
教
と
無
宗
教
と
の
間
に
差
別
を
認
め
な
い
い
わ
ゆ
る
中
立
を
主
張
す
る
考
え
方
は
、
底
流
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
中
立
論

は
分
離
論
に
お
い
て
も
融
和
論
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
定
義
は
、
容
易
な
よ
う
で
容
易
で
は
な
い
。
中
立
論
は
、
分

離
論
や
融
和
論
に
比
し
て
、
一
見
、
客
観
性
が
あ
り
公
正
な
理
論
に
思
え
、
そ
れ
自
体
は
、
支
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
れ
で
も
、
そ
れ
が
、
た
と
え
ば
、
宗
教
と
無
宗
教
と
の
中
立
を
い
う
場
合
、
事
は
、
簡
単
で
は
な
い
。
中
立
論
が
立
法
の
目
的
あ
る
い

は
意
図
の
世
俗
性
と
結
び
つ
け
ば
、
中
立
の
意
味
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
な
る
。
否
、
無
宗
教
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

ま
た
、
宗
教
や
祭
祀
は
習
俗
化
す
る
か
ら
、
中
立
論
に
よ
っ
て
も
、
聖
俗
の
識
別
の
基
準
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
合
憲
性
の
認
否
は
、
至

難
と
な
る
。

と
も
あ
れ
、
国
教
樹
立
禁
止
規
定
の
判
決
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
六
年
、Steven G

.G
ey

は
、「
法
と
宗
教
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、「
今

六
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
五
四
）

で
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
国
教
樹
立
禁
止
規
定
判
決
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

│
絶
望
的
に
支
離
滅
裂
に
な
り

深
刻
な
程
に
矛
盾
し
て
。」
と
述
べ
て
い
る

（
118
）

。
そ
の
翌
年
に
は
、R

.A
.H

ilton

も
、
二
〇
〇
五
年
の
同
じ
日
に
下
さ
れ
た
十
戒
に
係
る
二

つ
の
事
件
に
触
れ
な
が
ら
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
複
雑
で
、
一
貫
性
に
欠
け
、
予
見
し
難
い

（
119
）

と
い
う
評
価
を
し
て
い
る
。
連
邦
最

高
裁
判
所
に
は
、
あ
る
種
の
混
沌
が
あ
る
の
だ
。
そ
れ
で
も
、
昨
今
の
傾
向
と
し
て
、
そ
の
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
歴
史
性
あ
る
い
は
伝

統
に
配
意
し
て
、
厳
格
な
「
分
離
の
壁
」
を
高
め
る
作
業
に
精
力
を
注
入
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
否
、
そ
の
壁
は
、
低
く
あ
る
い

は
薄
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
政
教
分
離
主
義
が
既
に
国
民
の
脳
裏
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
根

拠
と
し
た
法
廷
闘
争
は
絶
え
ず
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
世
俗
化
は
進
ん
で
い
る

（
120
）

よ
う
で
あ
る
。

（
1
） B

radfi eld v. R
oberts, 175 U

.S
.291 (1899); Q

uick B
ear v.L

eupp, 210 U
.S

.50(1908) w
ith tw

o others involving E
stablishm

ent 

C
lauses (R

eynolds v. U
nited S

tates, 98 U
.S

.145 (1879) and P
erm

oli v, M
unicipality N

o. 1, 44 U
.S

.(3 H
ow

.)589(1845) citing 

Jam
es J.K

nicely, “F
IR

S
T
 P

R
IN

C
IP

L
E
S

” A
N
D
 T

H
E
 M

IS
P
L
A
C
E
M

E
N
T
 O

F
 T

H
E
 “W

A
L
L
 O

F
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
”: T

O
O
 L

A
T
E
 

IN
 T

H
E
 D

A
Y
 F

O
R
 A

 C
U
R
E
?, 52 D

rake L
.R

ev.171, at 173(W
inter 2004).

（
2
） 

そ
の
後
の
半
世
紀
余
で
は
、
政
教
問
題
に
係
る
訴
訟
は
、
五
〇
件
以
上
に
な
っ
た
（J.J.K

nicely, ibid..at 173

）。
二
〇
〇
七
年
のR

ussell 

A
.H

ilton

の
論
文
に
よ
れ
ば
、
最
初
一
五
〇
年
間
に
三
一
件
だ
っ
た
も
の
が
、E

verson

判
決
以
来
、
一
三
〇
件
以
上
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（T

H
E
 C

A
S
E
 F

O
R
 T

H
E
 S

E
L
E
C
T
IV

E
 D

IS
IN

C
O
R
P
O
R
A
T
IO

N
 O

F
 T

H
E
 E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
: IS

 E
V
E
R
S
O
N
 

A
 S

U
P
E
R
-P

R
E
C
E
D
E
N
T
?, 56 E

m
ory L

.J.1701, at 1701-1702(2007)

。

（
3
） 

わ
が
最
高
裁
判
所
は
、「
一
般
に
、
政
教
分
離
原
則
と
は
、
お
よ
そ
宗
教
や
信
仰
の
問
題
は
、
も
と
も
と
政
治
的
次
元
を
超
え
た
個
人
の
内
心

に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
か
ら
、
世
俗
的
権
力
で
あ
る
国
家
（
地
方
公
共
団
体
を
含
む
。（
省
略
））
は
、
こ
れ
を
権
力
の
彼
方
に
お
き
、
宗
教

そ
の
も
の
に
干
渉
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
、
国
家
の
非
宗
教
性
な
い
し
宗
教
的
中
立
性
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。」
と
し
、
日
本
国
憲
法

六
八



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
五
五
）

も
国
家
と
宗
教
と
の
分
離
を
制
度
と
し
て
保
障
し
て
い
る
と
解
す
る
（
最
大
判
昭
五
二
・
〇
七
・
一
三http://w

w
w
.courts go.jp/

）。

（
4
） U

S
A
 C

onstitution A
rts.Ⅵ

③
,Ⅱ

1⑧
.

T
he oath of offi  ce of the P

resident of the U
nited S

tates:

“I solem
nly sw

ear (or affi  rm
) that I w

ill faithfully execute the O
ffi  ce of P

resident of the U
nited S

tates, and w
ill to the best 

of m
y ability, preserve, protect and defend the C

onstitution of the U
nited S

tates ”, w
ith the custom

ary w
ords, “S

o help m
e 

G
od ”.

T
IT

L
E
28. P

A
R
T
Ⅰ

.C
H
A
P
T
E
R
 21.

§ 453. O
aths of justices and judges: 

E
ach justice or judge of the U

nited S
tates shall take the follow

ing oath or affi  rm
ation before perform

ing the duties of his 

offi  ce: “I, X
X
X
 X

X
X
, do solem

nly sw
ear (or affi  rm

) that I w
ill adm

inister justice w
ithout respect to persons, and do equal right 

to the poor and to the rich, and that I w
ill faithfully and im

partially discharge and perform
 all the duties incum

bent upon m
e 

as X
X
X
 under the C

onstitution and law
s of the U

nited S
tates. S

o help m
e G

od. ” 

こ
れ
ら
に
お
い
て
、“affi  rm

”

（
確
約
す
る
）
と
い
う

こ
と
ば
は
、
と
り
わ
け
無
神
論
者
に
配
意
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
用
い
た
大
統
領
は
、F

ranklin P
ierce

だ
け
で
あ
る
。

（
5
） T

H
E
 C

H
A
T
E
R
S
 O

F
 F

R
E
E
D
O
M

, “U
nited S

tates D
eclaration of Independence ” (http:// w

w
w
.archives.gov/exhibits/

charters/declaration_transcript.htm
l)

（
6
） S

ee, C
hurch of the H

oly T
rinity v. U

nited S
tates, 143 U

.S
.457, at 470(1892)(quoting U

pdegraph v. the C
om

m
onw

ealth, 11 

S
erg. ＆

R
aw

le394, at 400(P
a.1824). R

aym
ond W

.K
aselonis. Jr., E

V
E
R
S
O
N
 A

N
D
 “T

H
E
 W

A
L
L
 O

F
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
 

B
E
T
W

E
E
N
 C

H
U
R
C
H
 A

N
D
 S

T
A
T
E

”: T
H
E
 S

U
P
R
E
M

E
 C

O
U
R
T

’S
 F

L
A
W

E
D
 IN

T
E
R
P
R
E
T
A
T
IO

N
 O

F
 JE

F
F
E
R
S
O
N

’S
 

L
E
T
T
E
R
 T

O
 T

H
E
 D

A
N
B
U
R
Y
 B

A
P
T
IS

T
, 17 R

egent U
.L

.R
ev.101, at 114(2004-2005).

（
7
） R

.W
.K

aselonis, supra note 6, at 114. S
ee, U

pdegraph v.C
om

m
onw

ealth, 1824 W
L
 2393(P

a.1824).

（
8
） E

verson v.B
oard of E

d.of E
w
ing T

p., 330 U
.S

.1(1947). 

（
9
） 

一
八
世
紀
お
よ
び
一
九
世
紀
に
は
、
分
離
主
義
の
確
定
的
定
義
は
な
く
、
そ
れ
に
は
、
国
家
か
ら
教
会
を
守
る
こ
と
、
国
家
お
よ
び
教
会
の
双

六
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
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（
二
〇
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年
十
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）

（
三
五
六
）

方
か
ら
宗
教
信
者
の
良
心
の
自
由
を
守
る
こ
と
、
教
会
か
ら
国
家
を
守
る
こ
と
、
地
方
の
宗
教
問
題
に
関
し
て
連
邦
政
府
の
干
渉
か
ら
州
を
守
る
こ

と
、
歓
迎
さ
れ
ざ
る
宗
教
に
対
す
る
支
援
お
よ
び
宗
教
へ
の
参
加
か
ら
社
会
を
守
る
こ
と
の
類
型
が
存
し
た
よ
う
で
あ
る
（J.W

itte, Jr.,infra 

note 16, at 1889-1891)

。

（
10
） E

verson, 330 U
.S

.1.

（
11
） 98 U

.S
.145, at 164(1878).

R
eynolds

事
件
が
、Jeff erson

を
宗
教
に
係
る
事
件
で
登
場
さ
せ
た
最
初
の
事
件
で
あ
っ
た
（D

avid R
eiss, JE

F
F
E
R
S
O
N
 A

N
D
 

M
A
D
IS

O
N
 A

S
 IC

O
N
S
 IN

 JU
D
IC

IA
L
 H

IS
T
O
R
Y
: A

 S
T
U
D
Y
 O

F
 R

E
L
IG

IO
N
 C

L
A
U
S
E
 JU

R
IS

P
R
U
D
E
N
C
E
, 61 M

d. L
.

R
ev.94, at 95(2002)

）。

（
12
） E

verson, 330 U
.S

., at 13.

（
13
） Ibid., at 15-16.

（
14
） Ibid., at 17.

（
15
） Ibid., at 18.

（
16
） R

egina F
.S

peagle, (C
om

m
ent)W

A
G
IN

G
 W

A
R
 IN

 A
M

E
R
IC

A
’S

 C
L
A
S
S
R
O
O
M

S
: R

E
C
O
G
N
IZ

IN
G
 T

H
E
 R

E
L
IG

IO
U
S
 

R
IG

H
T
S
 O

F
 C

H
IL

D
R
E
N
, 31 C

um
b. L

.R
ev.123, at 147(2000-2001).

　
　

M
adison

は
、
宗
教
活
動
に
お
け
る
寛
容
を
規
定
し
たV

irginia

の
権
利
の
宣
言
一
六
条
や
修
正
一
条
の
国
教
樹
立
禁
止
条
項
に
深
く
関
わ
っ
た

人
物
で
あ
り
、
大
統
領
時
代
に
教
会
の
州
へ
の
編
入
を
認
め
た
人
物
で
あ
る
（S

tuart W
.B

ow
en, Jr., IS

 L
E
M

O
N
 A

 L
E
M

O
N
? 

C
R
O
S
S
C
U
R
R
E
N
T
S
 IN

 C
O
N
T
E
M

P
O
R
A
R
Y
 E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
 JU

R
IS

P
R
U
D
E
N
C
E
, 22 S

t. M
ary ’s L

.J.129, at 

137-138, 141(1990)

）。
彼
は
、Jeff erson

と
共
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
安
息
日
に
係
る
立
法
に
も
賛
成
し
て
い
る
（C

hief Justice W
arren 

citing M
cG

ow
an v.S

tate of M
d.366 U

.S
.420, at 438 

（1961

））。

D
aniel L

.D
reisbach

の
著
書
は
手
元
に
な
い
が
、
彼
は
、Jeff erson

の
書
簡
を
政
教
分
離
主
義
と
結
び
つ
け
て
解
し
、
修
正
一
条
の
制
定
者

た
ち
の
意
図
を
述
べ
た
と
解
し
た
よ
う
で
あ
る
（John W

itte, Jr., 2003 S
urvey of B

ooks R
elating to the L

aw
 X

. L
A
W

 A
N
D
 

七
〇



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
五
七
）

R
E
L
IG

IO
N
 T

H
A
T
 S

E
R
P
E
N
T
IN

E
 W

A
L
L
 O

F
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
, 101 M

ich. L
.R

ev.1869, at 1874-1875(M
ay, 2003)

）。

（
17
） D

aniel L
.D

reisbach, T
H
O
M

A
S
 JE

F
F
E
R
S
O
N
 A

N
D
 B

IL
L
S
 N

U
M

B
E
R
 82-86 O

F
 T

H
E
 R

E
V
IS

IO
N
 O

F
 T

H
E
 L

A
W

S
 O

F
 

V
IR

G
IN

IA
, 1776-1786: N

E
W

 L
IG

H
T
 O

N
 T

H
E
 JE

F
F
E
R
S
O
N
IA

N
 M

O
D
E
L
 O

F
 C

H
U
R
C
H
-S

T
A
T
E
 R

E
L
A
T
IO

N
S
,69 N

.

C
.L

.R
ev.159, at 161, 197(N

ovem
ber, 1990).

（
18
） D

. L
.D

reisbach, Jon D
.W

haley, W
H
A
T
 T

H
E
 W

A
L
L
 S

E
P
A
R
A
T
E
S
:A

 D
E
B
A
T
E
 O

N
 T

H
O
M

A
S
 JE

F
F
E
R
S
O
N

’S
 “W

A
L
L
 

O
F
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
” M

E
T
A
P
H
O
R
E
 [A

]G
R
E
E
M

E
N
T
, IN

 T
H
E
 A

B
S
T
R
A
C
T
, T

H
A
T
 T

H
E
 F

IR
S
T
 A

M
E
N
D
M

E
N
T
 W

A
S
 

D
E
S
IG

H
N
E
D
 T

O
 E

R
E
C
T
 A

 “W
A
L
L
 O

F
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
 B

E
T
W

E
E
N
 C

H
U
R
C
H
 A

N
D
 S

T
A
T
E

”, D
O
E
S
 N

O
T
 P

R
E
C
L
U
D
E
 

A
 C

L
A
S
H
 O

F
 V

IE
W

S
 A

S
 T

O
 W

H
A
T
 T

H
E
 W

A
L
L
 S

E
P
A
R
A
T
E
S
. JU

S
T
IC

E
 F

E
L
IX

 F
R
A
N
K
F
U
R
T
E
R
, 16 C

onst.

C
om

m
ent.627, at 657-658(W

inter 1999) . 

（
19
） D

.L
.D

reisbach, supra note 17, at 187.

（
20
） 

彼
の
墓
碑
に
は
、
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る(D

.L
.D

reisbach, supra note 17, at 160).

　
　

H
ere w

as buried T
hom

as Jeff erson

　

A
uthor of the D

eclaration of A
m
erican Independence

　

O
f the S

tatute of V
irginia for R

eligious F
reedom

　

A
nd F

ather of the U
niversity of V

irginia

（
21
） Julie A

.O
seid, T

H
E
 P

O
W

E
R
 O

F
 M

E
T
A
P
H
O
R
: T

H
O
M

A
S
 JE

F
F
E
R
S
O
N

’S
 “W

A
L
L
 O

F
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
 B

E
T
W

E
E
N
 

C
H
U
R
C
H
 ＆

 S
T
A
T
E

”, 7 J. A
ss ’n L

egal W
riting D

irections123, at 134(F
all, 2010).

（
22
） R

obert L
. C

ord, H
ow

ard B
all, (D

ebate)T
H
E
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
 O

F
 C

H
U
R
C
H
 A

N
D
 S

T
A
T
E
: A

 D
E
B
A
T
E
, 1987 U

tah 

L
.R

ev.895, at 901(1987).

（
23
） D

avid. B
arton, (S

ym
posium

 on R
eligion in the P

ublic S
quare) T

H
E
 IM

A
G
E
 A

N
D
 T

H
E
 R

E
A
L
IT

Y
: T

H
O
M

A
S
 

JE
F
F
E
R
S
O
N
 A

N
D
 T

H
E
 F

IR
S
T
 A

M
E
N
D
M

E
N
T
, 17 N

otre D
am

e J.L
.E

thics ＆
 P

ub. P
ol ’y 399, at 403(2003).

七
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
五
八
）

（
24
） S

ee, D
ouglas G

.S
m
ith, (B

ook R
eview

) T
H
O
M

A
S
 JE

F
F
E
R
S
O
N

’S
 R

E
T
R
O
S
P
E
C
T
IV

E
 O

N
 T

H
E
 E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 

C
L
A
U
S
E
,26 H

arv.J.L
.＆

P
ub.P

ol ’y 369, at 379(W
inter,2003). 

（
25
） S

ee, C
arol A

.H
udson, (N

ote)F
R
O
M

 E
V
E
R
S
O
N
 T

O
 D

A
V
E
Y
: T

H
E
 R

O
A
D
 IS

 L
O
N
G
, W

IT
H
 M

A
N
Y
 A

 W
IN

D
IN

G
 T

U
R
N
, 

T
H
A
T
 L

E
A
D
S
 U

S
 T

O
 W

H
O
 K

N
O
W

S
 W

H
E
R
E
,W

H
O
 K

N
O
W

S
 W

H
E
N
, 40 T

ulsa L
.R

ev.343, at 351(W
inter 2004).

（
26
） S

ee, D
. G

.S
m
ith, supra note 24, at 372.

（
27
） E

.C
orw

in citing D
onald L

. D
rakem

an, E
V
E
R
S
O
N
 v. B

O
A
R
D
 O

F
 E

D
U
C
A
T
IO

N
 A

N
D
 T

H
E
 Q

U
E
S
T
 F

O
R
 T

H
E
 

H
IS

T
O
R
IC

A
L
 E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
, 49 A

m
. J. L

egal H
ist. 119, at 120(A

pril, 2007).

　
　

と
こ
ろ
が
、
一
九
四
〇
年
、C

antw
ell v.C

onnecticutt, 1940

に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
信
教
の
自
由
を
州
に
も
適
用
し
（310 

U
.S

.296, at 304(1940)

）、
そ
の
七
年
後
、E

verson

事
件
で
は
、
国
教
樹
立
禁
止
を
も
州
に
適
用
し
た
（E

verson, 330 U
.S

., at 8

）。R
. A

.

H
ilton, supra note 2, at 170 1(2007).

（
28
） S

ee, K
eith O

.M
cA

rtor, A
 C

O
N
S
E
R
V
A
T
IV

E
 S

T
R
U
G
G
L
E
S
 W

IT
H
 L

E
M

O
N
: JU

S
T
IC

E
 A

N
T
H
O
N
Y
 M

.K
E
N
N
E
D
Y

’S
 

D
IS

S
E
N
T
 IN

 A
L
L
E
G
H
E
N
Y
, 26 T

ulsa L
.J.107, at 114 (F

all, 1990).

（
29
） E

verson, 330 U
.S

.1(1947).

（
30
） Ibid.

　
　

B
lack

判
事
は
、
権
利
の
章
典
の
修
正
八
条
ま
で
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
修
正
一
四
条
を
通
じ
て
州
に
適
用
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
い
わ
ば
全
編

入
（total incorporation

）
論
者
で
あ
っ
た
（A

dam
son v.C

alifornia, 332 U
.S

.46, at 66-123(1947)(B
lack, J., dissenting)

。 

（
31
） Ira C

.L
upu, T

H
E
 L

IN
G
U
R
IN

G
 D

E
A
T
H
 O

F
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
IS

M
, 62 G

eo.W
ash.L

.R
ev. 230, at 233(January, 1993). 

（
32
） S

ch. D
ist. of A

bington T
p., P

a. v.S
chem

pp. 374 U
.S

.203, at 222(1963). 

（
33
） S

ee, B
oard of E

d. of C
entral S

chool D
ist. N

o. 1 v.A
llen, 392 U

.S
.236, at 243(1968); W

alz v.T
ax C

om
m
ission of C

ity of 

N
ew

 Y
ork, 397 U

.S
.664, at 672(1970).

（
34
） L

em
on, 403 U

.S
., at 614 citing Z

orach v.C
lauson, 343 U

.S
.306, at 312(1952). S

ee, S
herbert v. V

erner, 374 U
.S

.398, at 

七
二



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
五
九
）

422(1963)(H
arlan, J., dissenting).

（
35
） L

em
on, 403 U

.S
., at 612-613.

（
36
） W

allace v.Jaff ree, 472 U
.S

.38(1985); E
state of T

hornton v.C
aldor, Inc., 472 U

.S
.703 (1985); S

ch. D
ist. of G

rand R
apids  

v.B
all, 473 U

.S
. 373 (1985).

（
37
） S

calia
判
事
は
、T

hom
as

判
事
も
加
わ
っ
たL

am
b ’s C

hapel v.C
enter M

oriches U
nion F

ree S
ch. D

ist., 113, at 398(1993)

に
お

け
る
同
意
意
見
で
、
再
三
再
四
殺
さ
れ
埋
め
ら
れ
た
後
、
幾
度
と
な
く
墓
中
で
起
き
て
い
て
足
を
引
き
ず
り
迷
い
出
る
深
夜
恐
怖
映
画
の
あ
る
種
の

惡
鬼
の
よ
う
に
、L

em
on

が
、
ま
た
し
て
も
、
我
々
の
国
教
樹
立
禁
止
条
項
の
判
決
録
に
忍
び
寄
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
38
） L

ynch v.D
onnelly, 465 U

.S
.668, at 688-689(1984)(O

’C
onnor, J., concurring). S

ee, C
ynthia V

.W
ard, C

O
E
R
C
IO

N
 A

N
D
 

C
H
O
IC

 E
 U

N
D
E
R
 T

H
E
 E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
, 39 U

.C
.D

avis L
.R

ev.1621, at 1628-1629 (A
pril, 2006).

（
39
） 

彼
ら
も
、
学
校
を
宗
教
を
志
向
し
た
映
画
に
利
用
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
こ
と
で
教
会
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
権
利
を
侵
し
た
と
し
て
訴
訟
を
提
起

さ
れ
た
事
件
で
は
、L

em
on

テ
ス
ト
の
適
用
を
支
持
し
て
い
る
（L

am
b ’s C

hapel, 508 U
.S

.

）。
し
か
し
、
州
の
議
事
堂
敷
地
の
十
戒
を
刻
ん
だ

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
展
示
が
争
わ
れ
たV

an O
rden v.P

erry, 545 U
.S

.677(2005)

で
は
、
そ
の
適
用
に
反
対
し
て
い
る
。

（
40
） Joanna S

.S
m
ith, (C

asenote)T
H
E
 IN

H
E
R
E
N
T
 IR

O
N
Y
 IN

 T
H
E
 C

O
U
R
T
R
O
O
M

-T
H
O
U
 S

H
A
L
T
. D

O
 A

S
 I S

A
Y
, N

O
T
 A

S
 

IB
ID

. O
: A

M
E
R
IC

A
N
 C

IV
IL

 L
IB

E
R
T
IE

S
 U

N
IO

N
 V

.A
S
H
R
O
O
K
, 22 T

.M
.C

ooly L
.R

ev.55, at 86(H
iraly T

erm
 2005).

（
41
） S

ee, A
dam

 M
.C

onrad, (N
ote) H

A
N
G
IN

G
 T

H
E
 T

E
N
 C

O
M

M
A
N
D
M

E
N
T
S
 O

N
 T

H
E
 W

A
L
L
 S

E
P
A
R
A
T
IN

G
 C

H
U
R
C
H
 

A
N
D
 S

T
A
T
E
: T

O
W

A
R
D
 A

 N
E
W

 E
S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
 JU

R
IS

P
R
U
D
E
N
C
E
, 38 G

a. L
. R

ev. 1329,, at 1334; W
irt 

P
.M

arks, T
H
E
 L

E
M

O
N
 T

E
S
T
 R

E
A
R
S
 IT

S
 U

G
L
Y
 H

E
A
D
 A

G
A
IN

: L
A
M

B
’S

 C
H
A
P
E
L
 v. C

E
N
T
E
R
 M

O
R
IC

H
E
S
 U

N
IO

N
 

F
R
E
E
 S

C
H
O
O
L
 D

IS
T
R
IC

T
, 27 U

.R
ich.L

. R
ev. 1153(1993).

（
42
） 465 U

.S
.668, at 278-679(1984). S

ee, W
allace, 472 U

.S
., at 68(O

’C
onnor, J., concurring).

（
43
） M

eek v.P
ittenger, 421 U

.S
.349, at 358(1975).

こ
の
事
件
で
は
、L

em
on

テ
ス
ト
の
主
要
な
効
果
に
よ
っ
て
問
題
の
法
律
を
無
効
に
し

た
（ibid. at 365-366

）。

七
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
六
〇
）

（
44
） 456 U

.S
.228(1982).

（
45
） V

alley F
orge C

hristian C
ollege v. A

m
erican U

nited for S
eparation of C

hurch and S
tate, Inc., 454 U

.S
.464(1982).

　
　

教
科
書
購
入
等
に
連
邦
税
を
使
用
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
たF

last v.C
ohen, 392 U

.S
.83 (1968)

で
は
、
納
税
者
に
当
事
者
適
格
を
認
め
た

が
、
本
件
で
は
、
分
離
主
義
者
の
当
事
者
適
格
は
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
46
） L

arson, 456 U
.S

.228, at 244(1982).

（
47
） S

ee, Jerem
y P

atrick-Justice, S
T
R
IC

T
 S

C
R
U
T
IN

Y
 F

O
R
 D

E
N
O
M

IN
A
T
IO

N
A
L
 P

R
E
F
E
R
E
N
C
E
S
: L

A
R
S
O
N
 IN

 

R
E
T
R
O
S
P
E
C
T
, 8 N

.Y
.C

ity L
.R

ev.53, at 56,57,110(S
um

m
er 2005) ;Jon V

een, (N
ote)W

H
E
R
E
 D

O
 W

E
 G

O
 F

R
O
M

 H
E
R
E
? T

H
E
 

N
E
E
D
 F

O
R
 C

O
N
S
IS

T
E
 N

T
 E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
 JU

R
IS

P
R
U
D
E
N
C
E
, 52 R

utgers L
.R

ev.1195, at 1200 (S
um

m
er, 

2000).

（
48
） S

ee, R
ichard F

. D
uncan, T

H
E
 “C

L
E
A
R
E
S
T
 C

O
M

M
A
N
D

” O
F
 T

H
E
 E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
: D

E
N
O
M

IN
A
T
IO

N
A
L
 

P
R
E
F
E
R
E
N
C
E
S
, R

E
L
IG

IO
U
S
 L

IB
E
R
T
Y
, A

N
D
 P

U
B
L
IC

 S
C
H
O
L
A
R
S
H
IP

S
 T

H
A
T
 C

L
A
S
S
IF

Y
 R

E
L
IG

IO
N
S
, 55 S

.

D
.L

.R
ev.390, at 393(2010).

（
49
） H

ernandez v.C
.I.R

., 490 U
.S

.680, at 695(1989).

　
　

O
’C

onnor

判
事
の
同
意
意
見
は
、
違
法
な
「
宗
派
の
優
先
」
と
し
て
厳
格
な
審
査
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
制
定
法
あ
る
い
は
政
府
の
行
為
が

宗
教
間
に
意
図
的
な
差
別
が
は
っ
き
り
と
具
現
し
て
い
る
場
合
だ
け
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（L

ynch, 465 U
.S

., at 688(O
’connor.J., 

concurring)

）。

（
50
） L

arson, 456 U
.S

., at 247.

（
51
） Ibid. at 246.

　
　

動
物
を
生
贄
に
捧
げ
る
宗
教
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
住
宅
地
区
で
の
動
物
の
殺
戮
を
禁
じ
た
法
律
は
、
中
立
的
な
文
言
で
規
定
さ
れ
て
い
る
限
り
、

宗
派
の
優
先
を
意
味
す
る
こ
と
は
な
い
。

（
52
） M

arsh v.C
ham

bers, 463 U
.S

.783(1983).

七
四



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
六
一
）

（
53
） R

ussell W
.G

allow
ay, Jr., B

A
S
IC

 E
S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
 A

N
A
L
Y
S
IS

, 29 S
anta C

lara L
.R

ev.845, at 862(F
all, 1989).

（
54
） M

arianna M
oss, H

O
W

 A
R
E
 R

E
A
S
O
N
A
B
L
E
 C

H
IL

D
R
E
N
 C

O
E
R
C
E
D
? T

H
E
 D

IF
F
IC

U
L
T
Y
 O

F
 A

P
P
L
Y
IN

G
 T

H
E
 

E
S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
 T

O
 M

IN
O
R
S
, 10 U

.C
.D

avis J.Juv.L
.&

 P
ol ’y 379, at 388(S

um
m
er 2006).

（
55
）  R

.W
.G

allow
ay, Jr., supra note 53, at 791, 801-802.

（
56
） W

alz v. T
ax C

om
m

’n of N
ew

 Y
ork C

ity, 97 U
.S

.664(1970). 

（
57
） M

arsh, 463 U
.S

. at 790.

（
58
） 533 U

.S
.98(2001).

（
59
） 536 U

.S
.639(2002).

（
60
） L

ynch, at 688.

（
61
） Ibid.

（
62
） W

allace, 472 U
.S

., 38, at 70(1984)(O
’.C

onnor, J., concurring in the judgm
ent).

　
　

S
teven D

.S
m
ith

やN
eal R

.F
eigenson
やV

incent  P
hillip M

uñoz

ら
は
、O

’C
onnor

の
是
認
の
テ
ス
ト
を
否
認
テ
ス
ト
（no endorsem

ent 

test

）
と
呼
ん
で
い
る
（S

.D
.S

m
ith, S

Y
M

B
 O

L
S
, P

E
R
C
E
P
T
IO

N
S
, A

N
D
 D

O
C
T
R
I N

A
L
 IL

L
U
S
IO

N
S
: E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 

N
E
U
T
R
A
L
IT

Y
 A

N
D
 T

H
E
 

’N
O
E
N
 D

O
R
S
E
M

E
N
T

’T
E
S
T
,86 M

ich. L
.R

ev.266(N
ovem

ber, 1987); N
.R

.F
eigenson, P

O
L
IT

IC
A
L
 

S
T
A
N
D
IN

G
 A

N
D
 G

O
V
E
R
N
M

E
N
T
 A

L
 E

N
D
O
R
S
E
M

E
N
T
 O

F
 R

E
L
IG

IO
N
: A

N
 A

L
T
E
R
N
A
T
IV

E
 T

O
 C

U
R
R
E
N
T
 

E
S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
 D

O
C
T
R
 IN

E
, 40 D

eP
aul L

.R
ev.53(F

all, 1990); V
.P

.M
uños, T

H
O
U
 S

H
A
L
T
 N

O
T
 P

O
S
T
 T

H
E
 

T
E
N
 C

O
M

M
A
N
D
M

E
N
T
S
? M

C
R
E
A
R
Y
, V

A
N
 O

R
D
E
N
, A

N
D
 T

H
E
 F

U
T
U
R
E
 O

F
 R

E
L
IG

IO
U
S
 D

IS
P
L
A
Y
 C

A
S
E
S
, 10 T

ex.

R
ev.L

.&
 pO

L
.157, at 369 (S

p ring, 2006)

）.

　
　

な
を
、O

’C
onnor

は
、「
是
認
テ
ス
ト
は
、
政
府
が
法
律
や
政
策
を
作
る
と
き
に
宗
教
を
認
め
若
し
く
は
考
慮
す
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
。
そ
れ

は
、
政
府
が
宗
教
若
し
く
は
宗
教
的
信
念
を
厚
遇
し
若
し
く
は
優
遇
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
若
し
く
は
伝
え
よ
う
と
す
る
試
み
を
排
除
す
る
の
で

あ
る
。」
と
定
義
し
て
い
る
（W

allace, 472 U
.S

., at 70(O
’C

onnor, J., concurring in the judgm
ent)

）。

七
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
六
二
）

（
63
） L

ynch, 465 U
.S

., at 690(O
’.C

onnor, J., concurring).
（
64
） W

allace v.Jaff ree, 472 U
.S

.38(1985).

こ
の
事
件
で
は
、
公
立
学
校
で
祈
り
を
も
っ
て
授
業
を
始
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
法
律
が
無
効
と

さ
れ
た
。

（
65
） W

allace, 472 U
.S

., at 67, 83

（O
’C

onnor, J, concurring in the judgm
ent

）.

（
66
） 474 U

.S
.481, at 755(1986)(O

’C
onnor, J., concurring in part and concurring in the judgm

ent).

（
67
） S

anta F
e Independent S

chool D
ist. v.D

oe, 530 U
.S

.290, at 308(2000); M
cC

reary C
ounty. K

y.v.A
m
erican C

ivil L
iberties 

U
nion of K

y. 545 U
.S

.844, at 862.

（
68
） C

ounty of A
llegheny v.A

m
erican C

ivil L
iberties U

nion G
reater P

ittsburgh C
hapter, 492 U

.S
.573(1989).

（
69
） A

llegheny, 492 U
.S

., at 620.

（
70
） Ibid.at 630(O

’C
onnor, J., concurring). 

（
71
） 515 U

.S
.753, at 755,779(1995).

　
　

二
〇
〇
三
年
、
十
戒
を
含
む
飾
り
の
展
示
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
、
第
三
巡
回
裁
判
所
は
、P

inette

法
理
の
影
響
を
受
け
、
是
認
テ
ス
ト
が

適
用
さ
れ
る
「
観
察
者
」
を
不
法
行
為
上
の
「
分
別
あ
る
人
」
に
似
て
い
る
と
し
て
、
時
と
し
て
無
分
別
な
こ
と
を
営
む
す
べ
て
の
通
常
の
人
と
同

一
で
は
な
い
と
し
、「
集
団
的
」
と
い
う
こ
と
ば
に
括
弧
を
付
し
な
が
ら
、「
集
団
的
な
」
社
会
の
思
慮
分
別
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
分
別
あ
る
行
動

を
と
る
共
同
体
の
理
想
を
擬
人
化
し
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
（F

reethought S
oc. of G

reater P
hiladelphia v.C

hester C
ounty, 334 F

.3d 

247, at 259　

(C
.A

.3(P
a.),2003).

）

（
72
） K

.K
.W

endela, C
O
N
T
E
X
T
 IS

 IN
 T

H
E
 E

Y
E
 O

F
 T

H
E
 B

E
H
O
L
D
E
R
: E

S
T
A
B
L
IS

 H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
 V

IO
L
A
T
IO

N
S
 A

N
D
 

T
H
E
 M

O
R
E
-T

H
A
N
- R

E
A
S
O
N
A
B
L
E
 P

E
R
S
O
N
, 80 C

hi,-K
ent L

.R
ev.981(2005)

）

（
73
） H

arvard L
aw

 R
eview

 A
ssociation, (E

. E
stablishm

ent of R
eligion) P

R
IV

A
T
E
L
Y
 S

P
O
N
S
O
R
E
D
 R

E
L
IG

IO
U
S
 D

IS
P
L
A
Y
S
 

IN
 P

U
B
L
IC

 F
O
R
, 109 H

arv. L
. R

ev. 170(N
ovem

ber, 1995).

（
74
） IL

L
U
S
IO

N
S
: E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 N

E
U
T
R
A
L
IT

Y
 A

N
D
 T

H
E
 

’N
O
 E

N
D
O
R
S
E
M

E
N
T

’ T
E
S
T
,86 M

ich.L
.R

ev.266

七
六



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
六
三
）

（N
ovem

ber, 1987

）.
（
75
） A

llegheny, 492 U
.S

., at 669(K
ennedy, J., concurring in the judgm

ent and dissenting in part).
（
76
） S

ee, ibid.at 664, 669(K
ennedy, J., dissenting).

（
77
） T

he opinion of the C
ourt delivered by K

ennedy, J., in L
ee v.W

eism
an, 505 U

.S
.577, at 593, 596-597(1992).

（
78
） A

llegheny, 492 U
.S

., at 660(K
ennedy, J., dissenting).

（
79
） W

eism
an, 505 U

.S
.577(1992).

（
80
） Ibid. at 577-578.

（
81
） S

anta F
e, 530 U

.S
., at 290.

（
82
） S

ee, G
ood N

ew
s C

lub v. M
ilford C

ent. S
ch., 533 U

.S
. 98, 120-21 (2001) (S

calia, J., concurring); A
dler v. D

uval C
ounty 

S
ch. B

d., 250 F
.3d 1330, 1335-36 (11th C

ir. 2001); C
hild E

vangelism
 F

ellow
ship v. M

ontgom
ery C

ounty P
ub. S

ch., 373 F
.3d 

589, 597-98 (4th C
ir. 2004); E

lk G
rove U

nifi ed S
ch. D

ist. v. N
ew

dow
, 542 U

.S
. 1, 45, 47-54 (2004) (T

hom
as, J., concurring); 

B
ooks v. E

lkhart C
ounty, 401 F

.3d 857, 867-70 (7th C
ir. 2005) (E

asterbrook, J., dissenting) (establishm
ent entails coercion); 

V
an O

rden v. P
erry, 545 U

.S
. 677, 692, 693 (2005) (R

ehnquist, C
.J., plurality opinion &

 T
hom

as, J., concurring); ibid.. at 707, 

733 n.35 (S
tevens, J., dissenting) (presenting a lim

ited critique of the coercion test); L
ee v. W

eism
an, 505 U

.S
. 577, 592-99 

(1992); ibid.. at 599, 604-05 (B
lackm

un, J., concurring); ibid.. at 609, 618-21 (S
outer, J., concurring); ibid.. at 631, 632-46 

(S
calia, J., dissenting); C

ard v. C
ity of E

verett, 520 F
.3d 1009, 1013 (9th C

ir. 2008) (criticizing the L
em

on test); N
urre v. 

W
hitehead, 580 F

.3d 1087, 1094 n. 5 (9th C
ir. 2009); G

reen v. H
askell C

ounty B
d. of C

om
m

’rs, 574 F
.3d 1235, 1236, n.3 (10th 

C
ir. 2009) (denying rehearing en banc); G

reen v. H
askell C

ounty B
d. of C

om
m

’rs, 574 F
.3d 1235, 1236, n.3 (10th C

ir. 2009) 

(denying rehearing en banc) citing partly R
.G

eorge W
right, W

H
Y
 A

 C
O
E
R
C
IO

N
 T

E
S
T
 IS

 O
F
 N

O
 U

S
E
 IN

 

E
S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

A
S
E
S
, 41 C

um
b.L

.R
ev.193F

N
1(2010-2011).

（
83
） B

row
n

大
学
に
お
け
るY

ale

大
学
のE

ugene R
ostow

法
学
部
長
に
よ
る
一
九
六
二
年
の
講
義
に
お
け
る
用
法
（C

arolyn A
.D

everich, 

七
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
六
四
）

(C
om

m
ent) E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
 JU

R
IS

P
R
U
D
E
N
C
E
 A

N
D
 T

H
E
 F

R
E
E
 E

X
E
R
C
IS

E
 D

IL
E
M

M
A
: A

 S
T
R
U
C
T
U
R
A
L
 

U
N
IT

A
R
Y
-A

C
C
O
M

O
D
A
T
IO

N
IS

T
 A

R
G
U
M

E
N
T
 F

O
R
 T

H
E
 C

O
N
S
T
IT

U
T
IO

N
A
L
IT

Y
 O

F
 G

O
D
 IN

 T
H
E
 P

U
B
L
IC

 

S
Q
U
A
R
E
, 2006 B

.Y
.U

.L
.R

ev.211, at 226F
N
97(2006)

）。

　
　

D
everich

は
、W

alter R
ostow

と
し
て
い
た
が
、E

ugene R
ostow

に
訂
正
し
た
。 

（
84
） R

ichard F
.S

uhrrinrich, T
.M

elindah B
ush, T

H
E
 O

H
O
I M

O
T
T
O
 S

U
R
V
IV

E
S
 T

H
E
 E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
, 64 

O
hio S

t.L
.J.585, at 586F

N
7(2003).

（
85
） S

ee, C
aroline M

ala C
orbin, C

E
R
E
M

O
N
IA

L
 D

E
IS

M
 A

N
D
 T

H
E
 R

E
A
S
O
N
A
B
L
E
 R

E
L
IG

IO
U
S
 O

U
T
S
I E

R
, 57 U

C
L
A
 

L
.R

ev. 1545, at 1552(A
ugust, 2010).

（
86
） L

ynch, 465 U
.S

., at 716(B
rennan, J., dissenting).

（
87
） C

. M
. C

orbin, supra note 85, at 1546; E
lk G

rove U
nifi ed S

chool D
ist. v.N

ew
dow

, 542 U
.S

.1, at 37(O
’C

onnor, J., concurring 

in the judgm
ent). 

（
88
） N

ew
dow

, 542 U
.S

., at 37(O
’C

onnor, J., concurring in the judgm
ent).

（
89
） S

ee, B
.Jessie H

ill, O
F
 C

H
R
IS

T
M

A
S
 T

R
E
E
S
 A

N
D
 C

O
R
P
U
S
 C

H
R
IS

T
I: C

E
R
E
M

O
N
IA

L
 D

E
IS

M
 A

N
D
 C

H
A
N
G
E
 IN

 

M
E
A
N
IN

G
 O

V
E
R
 T

IM
E
, 59 D

uke L
.J.705, at 717(January, 2010).

（
90
） M

cC
reary C

ounty. K
y.v.A

m
erican C

ivil L
iberties U

nion of K
y.545 U

.S
.844(2005).

（
91
） V

an O
rden v.P

erry, 545 U
.S

.677(2005).

（
92
） E

verson, 330 U
.S

., at 33(R
utledge, J., dissenting). 

（
93
） J.P
.Justice(C

utting-E
dge Issues in P

ublic Interest L
aw

yering) S
T
R
IC

T
 S

C
R
U
T
IN

Y
 F

O
R
 D

E
N
O
M

IN
A
T
IO

N
A
L
 

P
R
E
F
E
R
E
N
C
E
S
: L

A
R
S
O
N
 IN

 R
E
T
R
O
S
P
E
C
T
, 8 N

.Y
.C

ity L
.R

ev. 53(S
um

m
e r 2005).

（
94
） S

ee, M
ark D

avid H
all, (S

ym
posium

: D
isentangling C

hurch and S
tate: H

ave the C
ourts D

one E
nough?: JE

F
F
E
R
S
O
N
IA

N
 

W
A
L
L
S
 A

N
D
 M

A
D
IS

O
N
IA

N
 L

IN
E
S
: T

H
E
 S

U
P
R
E
M

E
 C

O
U
R
T

’S
 U

S
E
 O

F
 H

IS
T
O
R
Y
 IN

 R
E
L
IG

IO
N
 C

L
A
U
S
E
 C

A
S
E
S
, 

七
八



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
六
五
）

85 O
r.L

.R
ev.563(2006).

（
95
） O

verview
 of A

ppeals to H
istory in R

eligion C
lause C

ases

R
eference

E
stablishm

ent 

C
ases 

F
ree E

xercise 

C
ases 

C
om

bined E
stablishm

ent and 

F
ree E

xercise C
ases 

T
otal

F
ounders 

177 
35 

3 
215

C
ontext 

120 
68 

2 
190

M
adison 

173 
16 

0 
189

Jeff erson 
94 

18 
0 

112
W

ashington 
19 

2 
0 

21
J. A

dam
s 

6 
1 

0 
7

G
. M

ason 
4 

2 
0 

6
R
. W

illiam
s 

5 
1 

0 
6

S
herm

an 
3 

0 
0 

3
E
llsw

orth 
1 

2 
0 

3
G
erry 

3 
0 

0 
3

D
. C

arroll 
3 

0 
0 

3
F
ranklin 

1 
1 

0 
2

Iredell 
2 

0 
0 

2
H
untington 

2 
0 

0 
2

L
iverm

ore 
2 

0 
0 

2
J. A

llen 
1 

0 
0 

1
S
. A

dam
s 

1 
0 

0 
1

F
. A

m
es 

1 
0 

0 
1

I. B
ackus 

0 
1 

0 
1

七
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
六
六
）

B
enson 

0 
1 

0 
1

B
oudinot 

1 
0 

0 
1

H
am

ilton 
1 

0 
0 

1
P
. H

enry 
1 

0 
0 

1
R
. H

. L
ee 

1 
0 

0 
1

J. Jay 
1 

0 
0 

1
P
endleton 

1 
0 

0 
1

S
pence 

1 
0 

0 
1

W
ythe 

1 
0 

0 
1

W
itherspoon 

0 
1 

0 
1

S
ylvester 

1 
0 

0 
1

J. M
arshall 

1 
0 

0 
1

R
utledge 

1 
0 

0 
1

S
ullivan 

1 
0 

0 
1

V
ining 

1 
0 

0 
1

T
otal 

631 
149 

5 
785

　
　
（M

ark D
avid H

all, JE
F
F
E
R
S
O
N
IA

N
 W

A
L
L
S
 A

N
D
 M

A
D
IS

O
N
IA

N
 L

IN
E
S
: T

H
E
 S

U
P
R
E
M

E
 C

O
U
R
T

’S
 U

S
E
 O

F
 

H
IS

T
O
R
Y
 IN

 R
E
L
IG

IO
N
 C

L
A
U
S
E
 C

A
S
E
S
, 85 O

r.L
.R

ev.563, at 568(2006)

）.

（
96
） 

こ
の
場
合
、
修
正
一
条
の
宗
教
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
核
心
的
内
容
と
し
て
の
「
分
離
」
の
理
論
、
そ
の
派
生
的
産
物
、
本
来
的
規
範
と
し

て
の
「
分
離
」
の
理
論
、
そ
の
規
範
と
し
て
の
進
化
発
展
と
し
て
の
「
分
離
」
の
理
論
（K

ent G
reenw

alt, H
IS

T
O
R
Y
 A

S
 ID

E
O
L
O
G
Y
: 

P
H
L
IP

 H
A
M

B
U
R
G
E
R

’S
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
 O

F
 C

H
U
R
C
H
 A

N
D
 S

T
A
T
E
, 93 C

al.L
.R

ev.367, at 367

│370(January, 2005)

）
と
分

離
否
定
の
理
論
が
考
え
ら
れ
る
。

（
97
） S

ee, D
aniel L

. D
reisbach, (B

ook R
eview

) P
H
IL

IP
 H

A
M

B
U
R
G
E
R
. S

E
P
A
R
A
T
IO

N
 O

F
 C

H
U
R
C
H
 A

N
D
 S

T
A
T
E
. 

八
〇



薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁
（
青
山
）

（
三
六
七
）

C
A
M

B
R
IB

ID
. G

E
: H

A
R
V
A
R
D
 U

N
IV

E
R
S
IT

Y
 P

R
E
S
S
, 2002. X

III, 514 P
P
. $57.50 (C

L
O
T
H
); $19.95 (P

A
P
E
R
)

（
98
） P

.H
am

burger, (S
ym

posium
 B

eyond S
eparatism

: C
hurch and S

tate)S
E
P
A
R
A
T
IO

N
 A

N
D
 IN

T
E
R
P
R
E
T
A
T
IO

N
, 18 J.L

.&
 

P
ol.7(W

inter 2002).

（
99
） Ira C

. L
upu, T

he L
ingering D

eath of S
eparationism

, 62 G
eo. W

ash. L
. R

ev. 230, 256, 267 (1994). S
ee, I.C

. L
upu, T

H
E
 

L
IN

G
E
R
IN

G
 D

E
A
T
H
 O

F
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
IS

M
, 62 G

eo. W
ash. L

. R
ev. 230, at 267(January, 1993).

（
100
） P

.H
am

burger, supra note 98, at 8-9. 

（
101
） B

ruce L
edew

itz, T
H
E
 N

E
W

 N
E
W

 S
E
C
U
L
A
R
IS

M
 A

N
D
 T

H
E
 E

N
D
 O

F
 T

H
E
 L

A
W

 O
F
 S

E
P
A
R
A
T
IO

N
 O

F
 C

H
U
R
C
H
 

A
N
D
 S

T
A
T
E
, 28 B

uff . P
ub. Int. L

.J.1(2009-2010). 

（
102
） P

.H
am

burger, supra note 98, at 11-17.

（
103
） Z

orach v. C
lauson, 343 U

.S
. 306, at 312(1952); L

em
on, 403 U

.S
. at 614; L

ynch v. D
onnelly, 465 U

.S
. 668, at 673(1984).

（
104
） P

.H
am

burger, supra note 98, at 17-23.

（
105
） R

eynolds, 98 U
.S

.145(1878).

（
106
） S

herbert, 374 U
.S

.398(1963).

（
107
） S

ee, P
.H

am
burger, supra note 98, at 23ff ..

（
108
） G

itlow
 v.N

ew
 Y

ork, 268 U
.S

.652(1925).

（
109
） S

ee, P
.H

am
burger, supra note 98, at 28ff ..

（
110
） S

ee, ibid. at 37ff ..

（
111
） S

ee, ibid. at 47ff ..

（
112
） S

ee, B
ryan R

.W
ilson, R

E
L
IG

IO
N
 IN

 A
 S

E
C
U
L
A
R
 S

O
C
IE

T
Y
: A

 S
O
C
IO

L
O
G
IC

A
L
 C

O
M

M
E
N
T
(1966); John M

icklew
ait 

＆
 A

drian W
ooldrige, G

O
D
 IS

 B
A
C
K
: H

O
W

 T
H
E
 G

L
O
B
A
L
 R

E
V
IV

A
L
 O

F
 F

A
IT

H
 IS

 C
H
A
N
G
IN

G
 T

H
E
 W

O
R
L
D
(2009), etc..

（
113
） D

onald L
. D

rakem
an, supra note 27, at 119f.123-124. 

八
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
六
八
）

（
114
） H

arvard L
aw

 R
eview

 A
ssociation, R

E
T
H
IN

K
IN

G
 T

H
E
 IN

C
O
R
P
O
R
A
T
IO

N
 O

F
 T

H
E
 E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
: A

 

F
E
D
E
R
A
L
IS

T
 V

IE
W

, 105 H
arv. L

.R
ev. 1700(M

ay, 1992); N
ina S

.S
chultz, (N

ote)D
A
V
E
Y

’S
 D

E
V
IA

N
T
 D

IS
C
R
E
T
IO

N
:A

N
 

IN
C
O
R
P
O
R
A
T
E
D
 E

S
T
A
B
L
IS

H
M

E
N
T
 C

L
A
U
S
E
 S

H
O
U
L
D
 R

E
Q
U
IR

E
 T

H
E
 S

T
A
T
E
 T

O
 M

A
IN

T
A
IN

 F
U
N
D
IN

G
 

N
E
U
T
R
A
L
IT
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
六
九
）

振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り

尾　
　

田　
　

清　
　

貴

1
．
は
じ
め
に

2
．
振
り
込
め
詐
欺
の
現
状

　

1）　

全
国
的
状
況

　

 2）　

神
奈
川
県
内
の
状
況

3
．
神
奈
川
県
警
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
振
り
込
め
詐
欺
の
特
徴

4
．
振
り
込
め
詐
欺
対
策
の
現
状

5
．
振
り
込
め
詐
欺
に
関
す
る
法
律
の
概
要

　

 1）　

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
に
よ
る
規
制

　

 2）　

携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止
法
に
よ
る
規
制

6
．
警
察
・
金
融
機
関
等
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況

　

 1）　

警
察
に
よ
る
直
接
の
予
防
活
動
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
七
〇
）

　

 2）　

各
金
融
機
関
等
に
お
け
る
取
り
組
み

7
．
振
り
込
め
詐
欺
を
防
止
す
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
ま
と
め
に
代
え
て
）

　

 1）　

予
防
の
考
え
方

　

 2）　

身
近
な
セ
イ
フ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

 3）　

振
り
込
め
詐
欺
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
対
策
の
推
進

　

 4）　

事
後
対
応
（
危
険
の
発
生
を
最
小
限
に
す
る
に
は
）

1
．
は
じ
め
に

高
齢
者
を
狙
う
犯
罪
は
、
従
前
は
ひ
っ
た
く
り
等
の
非
侵
入
窃
盗
や
空
き
巣
等
の
侵
入
窃
盗
が
比
較
的
多
く
を
占
め
て
い
た
。
勿
論
、

悪
質
商
法
等
に
見
ら
れ
る
消
費
者
詐
欺
の
類
型
の
被
害
に
つ
い
て
も
、
豊
田
商
事
事
件
（
1
）

等
の
被
害
者
の
多
く
を
高
齢
者
が
占
め
、
現
在
に

至
る
ま
で
多
く
の
高
齢
者
が
悪
質
商
法
や
詐
欺
ま
が
い
商
法
の
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
高
齢
者
を
巡
る
犯
罪
状
況
に
つ
い

て
検
討
す
る
意
味
は
大
き
い
。
例
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）
に
は
、
詐
欺
罪
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
、

三
〇
・
八
％
、
強
盗
罪
で
は
一
一
・
五
％
、
窃
盗
罪
で
は
一
〇
・
五
％
と
全
刑
法
犯
の
平
均
（
一
一
・
〇
％
）
よ
り
も
被
害
発
生
状
況
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
集
計
し
た
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
契
約
当
事
者
が
七
〇
歳
以
上
の
相
談
の

件
数
は
、
二
〇
〇
四
年
度
に
一
〇
万
件
を
超
え
、
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）
度
は
一
三
七
、〇
九
三
件
で
、
相
談
全
体
の
約

一
五
％
を
占
め
て
い
る
。
高
齢
者
は
「
お
金
」「
健
康
」「
孤
独
」
の
三
つ
の
大
き
な
不
安
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
こ
れ
ら
の
不
安
を
あ
お
り
、
親
切
に
し
て
信
用
さ
せ
、
年
金
・
貯
蓄
等
の
老
後
の
蓄
え
を
狙
っ
て
、
事
前
に
狙

八
四



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
七
一
）

い
を
定
め
た
地
域
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
は
自
宅
に
居
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
訪
問

販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
に
よ
る
被
害
に
遭
い
や
す
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
特
に
、
近
年
社
会
問
題
化
し
て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
に
的
を
絞
っ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
（
2
）

。

特
に
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
に
は
、
認
知
件
数
が
二
万
件
を
超
え
、
被
害
総
額
も
二
七
五
億
円
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
様
々

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
翌
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
に
は
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
楽
観
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
応
が
、
街
頭
犯
罪
や
侵
入
盗
等
の
被
害
者
化
を
防
ぐ
対
応
と
比
較
す
る
と
、
関
係
機
関
と
地
域

社
会
の
連
携
が
必
ず
し
も
十
分
な
状
況
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
こ
と
か
ら
、
振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
若
干

の
提
言
を
し
た
い
と
思
う
。

2
．
振
り
込
め
詐
欺
の
現
状

 1）　

全
国
的
状
況

振
り
込
め
詐
欺
（
3
）

は
、
平
成
一
五
年
夏
頃
か
ら
目
立
ち
始
め
、
平
成
一
六
年
以
降
毎
年
二
五
〇
億
円
を
超
え
る
被
害
が
生
じ
て
い
た
が
、

平
成
二
二
年
に
お
け
る
振
り
込
め
詐
欺
の
認
知
件
数
は
、
六
、六
三
七
件
で
、
前
年
比
七
〇
三
件
の
減
少
、
被
害
総
額
は
約
八
二
億

一
、三
六
一
万
円
で
、
前
年
比
約
一
三
億
六
、五
五
二
万
円
と
大
幅
な
減
少
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
（
4
）

に
関
し
て
は
、
認
知
件

数
は
、
四
、四
一
八
件
で
、
前
年
比
一
、三
六
一
件
（
四
四
・
五
％
）
増
加
し
、
被
害
金
額
で
も
約
六
〇
億
四
、三
八
三
万
円
で
、
前
年
比
約

八
億
四
、一
一
七
万
円
増
加
し
て
い
る
。

平
成
二
三
年
六
月
末
現
在
、
認
知
件
数
は
二
、二
八
八
件
、
被
害
総
額
は
三
七
億
三
、七
五
〇
万
七
、〇
〇
〇
円
と
昨
年
同
月
比
で
四
一
八

八
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
七
二
）

件
、
六
億
八
、〇
八
四
万
二
、四
一
七
円
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺

に
つ
い
て
は
、
一
、七
五
三
件
と
昨
年
同
月
比
で
二
七
三
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

被
害
額
に
お
い
て
も
九
億
七
、三
一
四
万
五
、六
四
一
円
の
増
加
で
あ
っ
た
（
表
1
）。

架
空
請
求
詐
欺
（
5
）

は
、
七
〇
四
件
減
少
の
二
七
八
件
で
、
被
害
額
も
約
四
億

七
、五
〇
〇
万
円
減
少
の
三
億
七
、九
八
九
万
円
で
あ
っ
た
。
融
資
保
証
金
詐
欺
（
6
）

は
、

四
減
少
の
一
八
三
件
で
あ
っ
た
が
、
被
害
額
は
約
一
億
六
、六
七
〇
万
円
増
加
の

二
億
六
、五
三
三
万
五
、〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
還
付
金
詐
欺
（
7
）

は
、
一
七
件
増
加
し

七
四
件
で
、
被
害
額
も
約
一
、五
六
七
万
円
増
加
の
六
、八
九
四
万
円
で
あ
っ
た
。

検
挙
件
数
・
検
挙
人
員
の
推
移
を
見
た
の
が
表
2
で
あ
る
が
、
各
種
の
取
り
組
み

が
功
を
奏
し
、
平
成
二
〇
年
で
は
検
挙
率
が
二
一
・
四
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇

年
に
は
七
七
・
三
％
、
そ
し
て
二
二
年
に
は
七
八
・
一
％
に
増
加
し
て
い
る
。

次
の
表
3
は
、
全
国
の
現
状
と
神
奈
川
県
内
の
状
況
を
比
較
し
た
表
で
あ
る
が
、

ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
警
察
官
等
を
装
っ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
直
接
受
け
取
る
手
口
の
オ

レ
オ
レ
詐
欺
に
お
け
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
引
出
（
窃
取
）
額
は
約
一
九
億
円
で
、
こ
れ

を
加
え
た
振
り
込
め
詐
欺
の
実
質
的
な
被
害
総
額
は
一
〇
〇
億
八
、八
〇
四
万
八
、〇
一
四

円
で
あ
っ
た
。

表 1　振り込め詐欺の認知件数・被害総額の推移（平成19年～23年 6 月末）
平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 6月末現在

認知件数 被害総額 認知件数 被害総額 認知件数 被害総額 認知件数 被害総額 認知件数 被害総額

オレオレ詐欺 6,430 1,453,290 7,615 1,551,928 3,057 520,266 4,418 604,382 1,753 302,334

架空請求詐欺 3,007 376,576 3,253 358,712 2,493 318,230 1,774 175,207 278 37,989

融資保証金詐欺 5,922 385,704 5,074 374,794 1,491 94,976 362 34,400 183 26,524

還付金詐欺 2,571 298,671 4,539 474,004 299 24,440 83 7,370 74 6,894

合　　計 17,930 2,514,242 20,481 2,759,439 7,340 957,912 6,637 821,361 2,288 373,751

※　被害総額は、既遂犯の被害額で千の単位で筆者が四捨五入している

表 2　振り込め詐欺の認知件数・検挙件数・検挙人員の推移（平成17年～22年）
平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年

認知件数 21,612 19,020 17,930 20,481 7,340 6,637

被害総額 25,151,867,404 25,493,300,973 25,142,421,788 27,594,389,498 9,579,122,058 8,213,607,351

検挙件数 2,539 2,974 3,079 4,400 5,669 5,189

検挙人員 819 761 454 699 955 686

八
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
七
三
）

平
成
二
三
年
一
月
〜
六
月
ま
で
の
被
害
者
を
年
齢
別
に
見

る
と
、
振
り
込
め
詐
欺
全
体
で
は
、
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者

の
割
合
が
七
八
・
二
％
を
占
め
て
い
る
が
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺

で
は
八
八
・
八
％
、
還
付
金
詐
欺
で
は
九
四
・
五
％
を
占
め
て

い
る
。
と
り
わ
け
女
性
の
被
害
率
が
そ
れ
ぞ
れ
六
四
・
四
％
、

七
六
・
七
％
、
八
六
・
四
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
架
空
請
求

詐
欺
に
つ
い
て
は
、
男
女
と
も
比
較
的
年
齢
の
低
い
層
に
被

害
が
発
生
し
て
お
り
、
融
資
保
証
金
詐
欺
は
、
男
性
の
四
〇

〜
六
〇
歳
代
で
全
体
の
二
七
・
九
％
を
占
め
て
い
る
の
が
特

徴
的
で
あ
る
（
表
4
）。

金
融
機
関
か
ら
通
帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取

る
詐
欺
罪
及
び
だ
ま
し
取
ら
れ
た
通
帳
で
あ
る
こ
と
を
知
り

な
が
ら
譲
り
受
け
る
盗
品
譲
受
等
罪
の
検
挙
件
数
は

二
、三
二
八
件
と
、
前
年
比
一
、五
三
三
件
減
少
し
、
検
挙
人

員
も
九
六
一
人
と
、
前
年
比
五
二
八
人
減
少
し
た
（
表
5
）。

振
り
込
め
詐
欺
の
種
類
（
具
体
的
な
手
口
）
を
一
覧
表
に

ま
と
め
た
の
が
、
次
の
表
6
で
あ
る
。

表 3　振り込め詐欺認知件数・被害額の推移（平成16年～22年）
全国 神奈川

認知件数 被害額（万円） 認知件数 被害額（万円）
平成16年 25,667 2,837,865
平成17年 21,612 2,515,186 1,094 208,800
平成18 年 19,020 2,549,330 1,008 199,200
平成19年 17,930 2,514,242 1,166 239,100
平成20年 20,481 2,759,439 1,988 315,700
平成21年 7,340 957,912 554 81,100
平成22年 6,637 821,360 780 112,000

※　被害金額は、既遂のみ
※ 　平成16・17年の認知件数は、オレオレ詐欺、架空請求詐欺及び融資保証金詐欺の３累
計の合計数

※　神奈川の被害額は、10万円単位で四捨五入

表 4　振り込め詐欺被害者の年齢・性別割合
振り込め詐欺 オレオレ詐欺 架空請求詐欺 融資保証金詐欺 還付金詐欺
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

19歳以下 0.0 0.4 0.0 0.0 0.4 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0
20～29歳 1.0 1.3 0.2 0.1 6.7 9.3 1.4 2.0 0.0 1.4
30～39歳 2.0 1.5 0.1 0.3 12.2 10.0 7.5 0.7 0.0 0.0
40～49歳 2.1 2.0 0.1 0.4 11.1 11.1 0.2 5.4 0.0 0.0
50～59歳 2.7 8.7 0.7 9.4 7.8 7.0 17.7 6.8 1.4 2.7
60～69歳 5.8 24.1 4.6 28.2 6.3 4.1 21.1 4.1 2.7 40.5
70歳以上 8.0 40.3 7.5 48.5 5.9 5.2 19.0 4.1 5.4 45.9
合　計 21.6 78.3 13.2 86.9 50.4 49.7 76.9 23.1 9.5 90.5
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
七
四
）

表 5　振り込め詐欺を助長する犯罪の推移（平成17年～22年）
平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

口座詐欺 検挙件数 1,222 1,558 1,602 2,849 3,778 2,288
検挙人員 866 818 700 1,023 1,439 925

盗品譲受け 検挙件数 148 108 48 81 83 40
検挙人員 161 94 40 57 50 36

合　計 検挙件数 1,370 1,666 1,650 2,930 3,861 2,828
検挙人員 1,027 912 740 1,080 1,489 961

表 6　振り込め詐欺の手口分類

オレオレ詐欺

キーワード

電話を利用して息子、孫等を装い、会社でのトラブル、横領等の補償

金名目、サラ金等借金返済名目や警察官や弁護士等を名乗り交通事故

示談金名目等で現金を預金口座に振り込ませる等の方法によりだまし

取る詐欺

被害者層は、年齢60歳代以上が全体の約90％を占める。

電話番号が変わった・借金の保証人になった・キャッシュカードを預

かる

架空請求詐欺

キーワード

不特定多数の者に対し、有料サイト利用料金名目、訴訟関係費用名目

等架空の事実を口実とした料金を請求する文書、メール等を送付する

などして、現金を振り込みや送付させるなどの方法により、だまし取

る詐欺

被害者層は、年齢20代から40代が全体の70％を占めている。

「総合情報サイト」等、はっきりしないサイト名の利用料金、レター

パック

融資保証金詐欺

キーワード

ダイレクトメール、FAX、電話等を利用して融資を誘い、融資を申し

込んできた者に対し、保証金等を名目に現金を預金口座等に振り込ま

せるなどの方法によりだまし取る詐欺

被害者層は、年齢に関係なく、男性が全体の70％以上を占める。

借金の一本化、会社の運転資金、融資の前に保証金

還付金等詐欺

キーワード

社会保険事務所の職員等を名乗り、年金の還付金手続きや自治体の職

員等を名乗り、税金の還付手続きであるかのように装って、ＡＴＭま

で誘導し、ＡＴＭを操作させて、自己の口座から相手方の口座へ現金

を振り込ませる詐欺

被害者層は、年齢60歳代以上が全体の90％以上である。

医療費の還付、税金の還付、ＮＴＴ料金の還付
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
七
五
）

 2）　

神
奈
川
県
内
の
状
況

神
奈
川
県
下
で
は
、
平
成
二
三
年
一
〜
六
月
の
認
知
件
数
は
、
振
り
込
め
詐
欺
が
四
〇
六

件
、
前
年
比
一
・
二
倍
の
七
四
件
の
増
加
、
被
害
額
は
約
八
億
五
、四
〇
〇
万
円
、
前
年
比

一
・
七
倍
の
約
三
億
四
、六
〇
〇
万
円
の
増
加
で
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、
三
九
六
件
、
前
年
比

一
・
三
倍
の
八
六
件
の
増
加
、
被
害
額
は
約
八
億
二
、〇
〇
〇
万
円
、
前
年
比
一
・
七
倍
の

三
億
五
、一
〇
〇
万
円
の
増
加
で
あ
っ
た
。

神
奈
川
県
警
察
本
部
（
以
下
、
神
奈
川
県
警
、
と
い
う
。）
に
よ
っ
て
、
振
り
込
め
詐
欺
の
内
、

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
既
遂
事
件
（
三
七
七
件
）
を
分
析
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
被
害
年
齢
別
で

は
、
六
〇
歳
代
が
、
一
三
一
人
（
三
四
・
七
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
七
〇
歳
代
の
一
二
九

人
（
三
四
・
二
％
）、
八
〇
歳
代
の
七
二
人
（
一
九
・
一
％
）
で
、
六
〇
歳
代
以
上
の
割
合
が
全

体
の
八
八
・
〇
％
で
あ
っ
た
（
表
7
）。

ま
た
、
こ
れ
を
性
別
で
見
る
と
女
性
が
六
〇
歳
代
以
上
に
占
め
る
割
合
が
全
体
の
七
二
・
七
％

で
あ
っ
た
。

被
害
発
生
状
況
を
曜
日
別
で
見
る
と
、
土
曜
・
日
曜
日
の
発
生
率
が
そ
れ
ぞ
れ
一
・
九
％
、

〇
・
八
％
と
低
い
が
、
高
齢
者
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
ウ
イ
ー
ク
・
デ
ー
で
発
生
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
（
表
8
）。

発
生
時
間
帯
で
見
て
も
、
一
一
時
〜
一
四
時
の
時
間
帯
が
全
体
の
五
四
・
一
％
、
二
〇
四

表 7　被害者の男女別年齢層（既遂377件） 表 8　曜日別発生状況（既遂377件）
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
七
六
）

表 9　時間帯別発生状況（既遂377件） 表10　交付形態（既遂377件）

表11　平成23年 1 月～ 6月の種別（既遂377件）
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
七
七
）

件
と
最
も
多
く
、
次
で
、
一
四
時
〜
一
六
時
台
が
二
八
・
一
％
、
一
〇
六
件
と
若
い
世
代
が
仕
事
や
買
い
物
な
ど
で
出
掛
け
て
高
齢
者
だ

け
に
な
っ
て
い
る
時
間
帯
が
狙
わ
れ
や
す
い
こ
と
が
分
か
る
（
表
9
）。

交
付
形
態
に
つ
い
て
見
る
と
、
犯
人
が
、
被
害
者
宅
に
来
て
手
渡
し
す
る
ケ
ー
ス
が
一
七
八
件
（
四
七
・
二
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で

金
融
機
関
を
利
用
す
る
振
替
が
一
三
六
件
（
三
六
・
一
％
）、
振
込
が
五
七
件
（
一
五
・
一
％
）
の
順
で
多
か
っ
た
（
表
10
）。

新
し
い
手
口
と
し
て
は
、
①
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
取
り
に
来
る
も
の
、
②
現
金
を
直
接
取
り
に
来
る
も
の
、
③
送
金
方
法
に
エ
ク
ス

パ
ッ
ク
（
一
律
五
〇
〇
円
の
定
型
小
型
郵
便
（
8
）

）
を
指
定
す
る
も
の
等
が
増
加
し
て
い
る
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
犯
人
が
最
も
多
く
使
っ
た
手
の
込
ん
だ
嘘
の
話
で
多
か
っ
た
の
は
、｢

債
権
・
保
証
人
等｣

の
一
二
八
件
（
三
四
・
〇

％
）
で
、「
妊
娠
・
中
絶
費
用
」
の
九
四
件
（
二
四
・
九
％
）、「
会
社
ト
ラ
ブ
ル
・
横
領
等
」
の
四
八
件
（
一
二
・
七
％
）
の
順
で
あ
っ
た
（
表

11
）。

3
．
神
奈
川
県
警
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
振
り
込
め
詐
欺
の
特
徴

神
奈
川
県
警
は
、
平
成
二
一
年
二
月
一
日
か
ら
八
月
末
日
ま
で
間
、
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
に
遭
っ
た
三
〇
六
人
に
対
し
、「
振
り
込

め
詐
欺
被
害
状
況
調
査
」
を
実
施
し
、
三
〇
五
人
（
九
九
・
七
％
）
か
ら
回
答
を
得
て
、
分
析
を
行
っ
て
い
る
（
9
）

。
そ
こ
で
、
こ
の
章
で
は
、

本
調
査
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が
被
害
に
遭
い
や
す
い
他
の
財
産
犯
と
比
較
し
な
が
ら
分
析
・
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

被
害
者
の
性
別
、
年
齢
別
の
状
況
は
、
女
性
の
被
害
者
が
全
体
で
は
七
四
％
を
占
め
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
八
〇
％
、
還
付
金
詐
欺
で
は

九
三
％
と
高
い
割
合
を
占
め
、
架
空
請
求
や
融
資
保
証
金
詐
欺
で
は
、
五
六
％
、
五
四
％
と
男
女
差
を
大
き
く
は
無
い
（
表
12
）。

年
齢
的
に
は
、
全
体
で
は
七
〇
歳
代
以
上
が
三
五
％
、
六
〇
歳
代
を
加
え
る
と
六
三
％
と
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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日
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法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
七
八
）

表12　振り込め詐欺被害者の性別割合

男性 女性 合計

オレオレ詐欺 43 170 213

架空請求 16 20 36

融資保証金詐欺 19 22 41

還付金詐欺 1 14 15

合　計 79 226 305

表13　振り込め詐欺被害者の性別・年齢別割合

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代

男性 3 13 9 8 9 22 33 5

女性 1 5 6 5 19 30 25 9

全体 1 7 7 6 16 28 27 8
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
七
九
）

こ
れ
を
性
別
で
見
る
と
、
五
〇
歳
代
、
六
〇
歳
代
の
女
性
の
割
合
が
、
一
九
％
、
三
〇
％
と
男
性
の

九
％
、
二
二
％
よ
り
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
七
〇
歳
代
以
上
で
は
、
女
性
三
四
％
、
男
性
三
八
％
と

余
り
差
は
見
ら
れ
な
い
（
表
13
）。
こ
の
背
景
に
は
、
振
り
込
め
詐
欺
の
最
初
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
受

け
る
の
が
、
通
常
五
〇
代
で
は
女
性
が
、
六
〇
歳
代
以
上
で
は
高
齢
者
が
在
宅
し
て
い
る
場
合
が
多

い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

被
害
者
の
家
族
構
成
を
見
る
と
、
三
二
・
九
％
が
「
夫
婦
二
人
で
居
住
し
て
い
る
」
と
回
答
し
、

「
一
人
で
居
住
し
て
い
る
」
が
一
五
・
五
％
で
、
老
人
世
帯
が
全
体
の
四
八
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
子
ど
も
や
孫
と
一
緒
に
居
住
し
て
い
る
」
が
三
五
・
七
％
で
あ
っ
た
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
は
、「
夫

婦
二
人
」
が
三
七
・
四
％
、「
一
人
」
が
一
五
・
四
％
で
、
全
体
の
五
二
・
八
％
と
高
齢
者
の
み
の
世
帯

が
狙
わ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
（
表
14
）。

職
業
構
成
比
で
見
る
と
、
一
九
一
人
（
六
三
％
）
が
無
職
で
最
も
多
く
、
架
空
請
求
や
融
資
保
証

金
詐
欺
の
被
害
者
が
多
い
会
社
員
（
一
四
人
）、
自
営
業
（
一
五
人
）
が
続
い
て
い
る
。

振
り
込
め
詐
欺
・
ひ
っ
た
く
り
・
空
き
巣
の
発
生
時
間
帯
別
認
知
件
数

神
奈
川
県
調
査
で
は
、
一
〇
〜
一
二
時
の
時
間
帯
が
四
五
・
四
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、
一
二

〜
一
四
時
が
三
〇
・
一
％
、
八
〜
一
〇
時
が
二
〇
・
九
％
、
一
八
〜
二
〇
時
が
一
二
・
八
％
の
順
で
多

か
っ
た
。
修
正
さ
れ
た
空
き
巣
の
数
値
で
見
る
と
、
一
〇
〜
一
二
時
が
一
九
・
八
％
と
最
も
多
く
、

表14　振り込め詐欺被害者の家族構成
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
八
〇
）

次
い
で
、
一
二
〜
一
四
時
が
一
五
・
三
％
、
一
四
〜
一
六
時
が

一
五
・
二
％
、
一
六
〜
一
八
時
が
一
〇
・
三
％
の
順
で
あ
っ
た
。
ひ
っ

た
く
り
は
、
二
〇
〜
二
二
時
の
時
間
帯
が
二
〇
・
二
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
、
一
八
〜
二
〇
時
の
一
五
・
五
％
、
二
二
〜
二
四
時
が
一
五
・
〇

％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
六
〇
歳
以
上
の
被
害
者
は
、
振
り
込
め
詐
欺
の

七
四
％
、
ひ
っ
た
く
り
の
三
五
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
ひ
っ
た
く
り
で
は
、
一
〇
〜
一
八
時
の
時
間
帯
に
高
齢
者
が
狙

わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
間
帯
は
、
修

正
さ
れ
た
空
き
巣
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
（
表

15
）。振

り
込
め
詐
欺
と
ひ
っ
た
く
り
に
つ
い
て
、
年
齢
・
性
別
に
被
害

状
況
を
見
る
と
、
六
〇
歳
以
上
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
も
ひ
っ
た
く

り
も
女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
六
一
％
、
三
二
％
と
高
く
、
振
り
込

め
詐
欺
で
は
七
〇
歳
代
の
女
性
が
二
五
％
と
極
め
て
高
い
割
合
を
示

し
て
い
る
。
ひ
っ
た
く
り
に
つ
い
て
は
、
二
〇
歳
代
以
下
の
女
性
が

二
四
％
と
高
い
の
も
特
徴
的
で
あ
る
が
、
こ
の
層
に
関
し
て
は
、
帰

表15　振り込め詐欺、ひったくり、空き巣の被害発生時間
0 ～ 2 時 2～ 4時 4～ 6時 6～ 8時 8～ 10時 10～12時 12～14時 14～16時 16～18時 18～20時 20～22時 22～24時 不明

ひったくり 8.5 2.3 2.3 2.6 3.4 6.2 6.8 6.9 8.6 15.5 20.2 15.0 0.0
空き巣 0.2 0.04 0.02 0.1 0.3 0.7 0.5 0.5 0.4 0.4 0.3 0.1 96.4
(空き巣) 5.8 1.1 0.6 3.3 8.0 19.8 15.3 15.2 10.3 10.0 8.2 2.5 -
神奈川調査 0.0 0.3 20.9 45.4 30.1 12.1 12.1 12.8 12.4 ※1.8 0.0
※　（空き巣）は、空き巣の総数から（不明）を引いた数値を分母にして計算した％
※　1.8％は、22 ～ 4 時までの認知件数の値である。

表16　振り込め詐欺・ひったくりの被害者の性別・年齢別比較
振り込め詐欺 ひったくり

男性（％） 女性（％） 男性（％） 女性（％）
20歳代以下 3 3 2 24
30歳代 3 2 1 12
40歳代 3 2 1 11
50歳代 3 7 1 13
60歳代 6 19 3 32
70歳代 5 25
80歳代以上 2 17
合計 24 76 8 92

※　数値は小数点 1で四捨五入しているので、合計は一致しない
※　ひったくりは、70歳代及び80歳代の数値も、60歳代に含まれている
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
八
一
）

宅
時
間
帯
の
一
八
時
〜
二
二
時
に
多
く
被
害
に
遭
っ
て
い
る
（
表
16
）。

送
金
手
段
（
場
所
）
に
関
し
て
は
、「
金
融
機
関
店
舗
内
有
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
か
ら
が
三
一
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
手
渡
し
」
が

二
五
％
、「
金
融
機
関
窓
口
」
か
ら
が
一
七
％
、「
無
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
か
ら
が
一
一
％
の
順
で
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
送
金
に
関
す
る
犯
人
か

ら
の
指
示
の
有
無
に
つ
い
て
の
項
目
で
は
、「
特
に
指
示
な
し
」
が
六
八
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
、「
金
融
機
関
店
舗
内
有
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
」

一
〇
％
、「
金
融
機
関
窓
口
」
と
「
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
内
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
か
ら
が
六
％
の
順
で
多
か
っ
た
。

実
際
に
、
被
害
者
が
送
金
に
利
用
し
た
金
融
機
関
は
、
都
市
銀
行
が
四
七
％
、
地
方
銀
行
が
二
八
％
、
信
用
金
庫
が
一
二
％
、
郵
便
局

が
一
一
％
の
順
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
金
融
機
関
に
お
け
る
振
り
込
め
詐
欺
防
止
の
対
策
が
重
要
な
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
内
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
の
利
用
も
六
％
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
従
業
員
に
対
す
る
振
り
込
め
詐
欺
防

止
対
策
の
研
修
な
ど
も
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
全
国
銀
行
協
会
（
以
下
、
全
銀
協
、
と
い
う
。）
で
は
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
六
月
九
日
に
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
「
そ
の
振
り
込
み
待
っ
た
、『
振
り
込
め
詐
欺
急
増
中
』」
を
作
成
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
配
布
し
て
い
る
（http://w

w
w
.zenginkyo.or.jp/

topic/correspondence/index/bankken_leaf020.pdf

）。
ま
た
、
こ
の
年
か
ら
加
盟
各
銀
行
と
協
働
し
て
、「
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
強
化
月

間
」
を
実
施
し
、
振
り
込
め
詐
欺
の
撲
滅
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
そ
の
主
た
る
活
動
内
容
は
、
①
振
り
込
め
詐
欺
へ
の
注
意
喚
起
、

お
よ
び
「
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
」
施
行
の
周
知
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
会
員
銀
行
の
店
頭
等
に
お
い
て
配
布
、
②
「
振

り
込
め
詐
欺
防
止
啓
発
イ
ベ
ン
ト
」
を
主
催
し
た
り
、
警
察
当
局
が
主
催
す
る
防
犯
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画
、
③
振
り
込
め
詐
欺
へ
の
注
意

喚
起
、
お
よ
び
「
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
」
施
行
の
周
知
に
関
す
る
広
告
を
掲
載
、
④
全
銀
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅

強
化
月
間
」
の
告
知
を
行
う
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
用
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
な
ど
で
あ
る
。
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
八
二
）

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
七
月
二
二
日
に
は
、「
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
携
帯
電
話
で

の
通
話
自
粛
」
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
、
と
い
う
通
知
を
加
盟
銀
行
に
出
し
、
次
の
様
な
要
望
を

し
て
い
る
。

「
・
・
・
・（
中
略
）・
・
・
今
般
、
当
協
会
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
未
然
防
止
に
向
け

た
自
主
的
な
取
り
組
み
を
一
層
強
化
す
べ
く
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
携
帯
電
話
で
の
通
話

に
関
し
、
下
記
の
と
お
り
申
し
合
わ
せ
る
。」

こ
れ
を
受
け
て
、
千
葉
銀
行
で
は
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
一
二
月
一
〇
日
か
ら
、
振

り
込
め
詐
欺
対
策
の
一
環
と
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
を
中
心
に
二
ｍ
 程
度
の
範

囲
で
携
帯
電
話
を
利
用
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
装
置
を
導
入
し
た
（
10
）

。
し
か
し
、
千
葉
銀
行
の
取
り

組
み
が
、
都
市
銀
行
や
地
方
銀
行
等
の
金
融
機
関
に
お
い
て
一
般
的
な
取
り
組
み
に
は
ま
だ
い

た
っ
て
お
ら
ず
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
注
意
喚
起
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
盤

画
面
へ
の
液
晶
表
示
が
為
さ
れ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
日
刊
警
察
（
二
〇
〇
九
年
三
月
五
日
）
に
よ
れ
ば
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
は
、
埼
玉
県
警
察

本
部
と
合
同
で
、「
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
マ
ス
タ
ー
研
修
会
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

金
融
機
関
店
舗
全
体
の
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
対
策
の
強
化
と
、
金
融
業
界
全
体
の
意
識
高
揚

が
目
的
で
、
県
警
の
岩
崎
茂
防
犯
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
の
講
義
や
、
同
行
職
員
に
よ
る
被
害
防

止
体
験
活
動
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
同
行
職
員
ら
が
参
加
し
て
の
被
害
防
止
想
定
訓
練
も
行
っ
た
。

① 　ＡＴＭコーナー（ＡＴＭ機器より概ね 2メートル以内の範囲）における

携帯電話の通話は、原則としてご遠慮いただくこととする。

② 　本件について、広くお客さまのご理解が得られるよう、ポスターの掲示

など、積極的に周知活動を行う。

③ 　携帯電話で通話しながらＡＴＭを操作しているお客さまに対しては、犯

罪被害防止の観点から、従来にも増して積極的にお声かけを行うよう努め

る。
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
八
三
）

こ
の
際
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
浦
和
中
央
支
店
の
大
河
内
仁
営
業
第
三
部
長
に
マ
ス
タ
ー
指
定
書
が
交
付
さ

れ
て
い
る
。

都
市
部
の
○
○
支
店
で
は
、
フ
ロ
ア
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
夫
の
説
得
に
も
係
わ
ら
ず
妻
が
子
ど
も
の
た

め
に
振
り
込
ん
で
し
ま
い
、
振
り
込
め
詐
欺
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
説
得
と
い
う
任
意

の
手
段
し
か
持
ち
得
な
い
こ
と
に
、
悔
し
さ
を
見
せ
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
銀
行
等
の
金
融
機
関
で
は
、
一
回
の
振
り
込
み
金
額
が
一
〇
万
円
を
超
え
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
送
金
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
を
必
要
と
す
る
送
金
の
み
実

施
し
、
そ
の
際
に
は
、
送
金
目
的
を
確
認
す
る
等
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
機
会
も
設
け
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
送
金
者
が
送
金
す
る
と
言
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
止
め
る
有
効
な
手
立
て
を
有
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
平
日
で
あ
れ
ば
、
概
ね
午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
で
あ
る
が
、
二
四
時
間

営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
は
、
時
間
制
限
が
無
く
送
金
や
引

き
出
し
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
対
策
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

同
じ
日
に
複
数
回
に
わ
た
っ
て
同
一
口
座
に
振
込
が
為
さ
れ
る
と
い
う
場
合
に
は
、
金
融
機
関
間
の
決

済
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
一
次
的
に
引
出
を
で
き
な
く
し
、
そ
の
間
に
確
認
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
に
利
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
口
座
を
確
認
し
、
送
金
・
出
金
の

流
れ
を
監
視
す
る
方
策
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

表17　振込後、被害に気付くまでの時間・日数
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
八
四
）

振
込
後
、
ど
の
く
ら
い
経
過
し
て
詐
欺
だ
と
気
付
い
た
の
か
に
つ
い
て

は
、「
一
時
間
未
満
」
が
一
四
％
、「
一
〜
三
時
間
未
満
」
が
一
五
％
で

あ
っ
た
が
、「
一
週
間
以
上
」
が
一
五
％
、「
一
〜
二
日
未
満
」
が
一
四
％

と
四
四
％
の
人
が
一
日
以
上
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
か
っ

た
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
は
、「
一
時
間
未
満
」
が
一
五
・
一
％
、「
一
〜
三

時
間
未
満
」
が
一
七
・
七
％
、「
一
〜
二
日
未
満
」
が
一
二
・
五
％
、「
三
〜

七
日
未
満
」
が
一
〇
・
九
％
と
、
三
四
・
四
％
も
の
人
が
一
日
以
上
被
害
に

遭
っ
た
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
（
表
17
）。

気
付
い
た
き
っ
か
け
は
、「
親
族
な
ど
と
の
会
話
」
が
五
七
％
、
オ
レ

オ
レ
詐
欺
で
は
、
七
三
・
〇
％
と
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
（
表
18
）。

振
り
込
め
詐
欺
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
は
、「
少
し
は
知
っ
て
い
た
」

が
五
七
％
、「
振
り
込
め
詐
欺
と
手
口
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
た
」

が
二
二
％
で
、「
全
く
知
ら
な
か
っ
た
」
は
三
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
オ

レ
オ
レ
詐
欺
に
つ
い
て
は
、「
少
し
は
知
っ
て
い
た
」
が
五
六
・
八
％
、

「
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
た
」
が
二
九
・
六
％

で
、「
全
く
知
ら
な
か
っ
た
」
は
二
・
四
％
で
あ
っ
た
（
表
19
）。

被
害
に
遭
わ
な
い
自
信
に
つ
い
て
は
、「
と
て
も
あ
っ
た
」
が
二
二
％
、

表18　被害に気付いたきっかけ

表19　振り込め詐欺に関する知識
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
八
五
）

「
あ
っ
た
」
が
四
二
％
、「
少
し
は
あ
っ
た
」
が
一
一
％
と

「
あ
っ
た
」
と
答
え
た
者
の
割
合
は
全
体
の
七
五
％
で
、

「
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」
が
一
七
％
も
い
た
。
オ
レ
オ

レ
詐
欺
で
は
、「
と
て
も
あ
っ
た
」
が
二
七
・
四
％
、「
あ
っ

た
」
が
四
〇
・
九
％
、「
少
し
は
あ
っ
た
」
が
九
・
一
％
で

「
あ
っ
た
」
と
答
え
た
者
は
全
体
の
七
七
・
四
％
で
あ
っ
た
。

「
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」
が
一
四
・
九
％
い
た
（
表
20
）。

振
り
込
め
詐
欺
の
知
識
が
あ
る
か
ら
「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

実
際
に
被
害
に
遭
っ
た
時
に
、
適
切
な
判
断
や
行
動
に
繋

が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
被
害
を
回
避

す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を
ど
の
様
に
周
知
す
る
か

が
重
要
な
点
と
な
る
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
注
意
点
を
ま
と
め
る
と
、
次

の
表
21
の
通
り
で
あ
る
。

表21　被害回避の注意点

1

「携帯電話の番号が変わった」と家族から電話がかかってきた場合、振り込め

詐欺の可能性があることを考えながら、慎重に会話をすることが大切。

そして、電話の後、必ず元の番号に電話をして確認すること。

2

家族と普段から連絡を取り合い、振り込め詐欺の対策について話し合いをし

たり、合い言葉を決めたりしていると、詐欺電話がかかってきたときに落ち

着いて電話を受けることができる。

3
警察や銀行協会等の官公庁や団体から電話があった場合、言われた電話番号

を信じることなく、電話帳や電話番号案内 (104) 等で調べる習慣をつける。

4
警察官・銀行協会職員だけではなく、他人には絶対暗証番号を教えないこと。

また、警察官等が暗証番号を聞くことはない。

表20　被害に遭わない自信
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
八
六
）

4
．
振
り
込
め
詐
欺
対
策
の
現
状

振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
に
警
察
庁
で
は
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
六
月
に
次
長
を
長
と
す
る｢

振
り
込

め
詐
欺
対
策
室｣
を
設
置
し
、
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
を
官
民
一
体
で
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
具
体
的

な
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
（
11
）

。

同
年
一
〇
月
及
び
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
二
月
を
「
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
の
た
め
の
取
締
活
動
及
び
予
防
活
動
の
強
化
推
進
期

間
（
以
下
、
強
化
推
進
期
間
、
と
い
う
。）」
と
し
て
、
全
国
一
斉
対
策
を
実
施
し
た
結
果
、
増
加
に
一
定
の
歯
止
め
が
か
か
っ
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
そ
の
現
状
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

警
察
庁
、
警
視
庁
、
及
び
道
府
県
警
察
本
部
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
官
、
参
事
官
ク
ラ
ス
の
幹
部
職
員
を
配
置
し
、
刑
事
・
生
活
安
全

の
各
部
局
が
合
同
し
て
こ
れ
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
の
情
報
共
有
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
為
さ
れ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
は
巧
妙
さ
を
増
し
、
広
域
か
つ
柔
軟
な
犯
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
害
を
抑
止
す
る
た
め

に
は
全
国
の
警
察
が
協
働
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
〇
月
と
二
月
の
二
度
強
化
推
進
期
間
を
設
け
全
国
的
な
集

中
的
取
り
組
み
を
実
施
し
現
在
も
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
を
有
効
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
警
察
庁
振
り
込
め
詐
欺
対
策
室
事
務
局
は
、
設
置
の
時
か
ら
、
全
国
の
犯
行
・
被
害
実

態
を
集
約
分
析
し
、
取
締
や
予
防
活
動
に
資
す
る
べ
く
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
（
12
）

。
第
一
線
と
の
情
報
の
共
有
や
取
締
・
予
防
活
動
の

迅
速
な
連
携
の
た
め
に
道
府
県
警
察
本
部
に
警
部
か
ら
な
る
連
絡
官
を
一
名
指
定
し
、
こ
れ
に
当
た
ら
せ
、
節
目
節
目
で
、
全
国
振
り
込

め
詐
欺
対
策
会
議
の
開
催
（
13
）

に
よ
る
共
通
認
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
国
の
警
察
が
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ

一
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
八
七
）

れ
、
運
用
さ
れ
て
い
る
（
後
掲
図
1
）。

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
を
助
長
す
る
犯
罪
と
し
て
の
「
口
座
詐
欺
」
や
「
携
帯
電
話
端
末
詐
欺
」
な
ど
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
こ

と
は
、
振
り
込
め
詐
欺
グ
ル
ー
プ
へ
の
犯
行
ツ
ー
ル
の
供
給
を
遮
断
す
る
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
振
り
込
め
詐
欺
そ
の
も
の
を
取
り

締
ま
る
こ
と
と
並
行
し
て
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
（
14
）

。
例
え
ば
、
偽
変
造
運
転
免
許
証
通
報
制
度
、
詐
取
金
送
金
リ
ス
ト
、
凍
結

口
座
名
義
人
リ
ス
ト
等
の
情
報
を
警
察
と
関
係
事
業
者
や
金
融
機
関
が
共
有
し
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
行
犯
逮
捕
に
繋
が
る
こ
と

か
ら
、
現
場
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
15
）

。

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
七
月
一
五
日
に
は
、
警
察
庁
及
び
法
務
省
は
、
振
り
込
め
詐
欺
対
策
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
及
び

方
針
を
取
り
ま
と
め
た
「
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
公
表
し
て
広
く
国
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
官
民
挙
げ
て
の
対

策
に
取
り
組
む
決
意
を
示
し
た
。

そ
の
概
要
は
次
の
図
（
後
掲
図
2
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁
の
次
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w
.npa.go.jp/sousa/souni8/bokum

etsu_action.pdf

）。

警
察
庁
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
者
が
現
金
等
を
送
付
し
た
住
所
の
公
表
を
同
庁
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
一

年
（
平
成
二
三
年
）
八
月
二
九
日
№
六
三
に
お
い
て
、
六
件
の
住
所
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。http://w

w
w
.npa.go.jp/pressrelease/

souni/furikom
e_jyusyo.pdf
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
八
八
）

図 1　警察が利用できるデータベースの概要

⑵　警察白書（平成21年版）24頁引用　http://www.npa.go.jp/hakusyo/h21/honbun/index.html

図 2　振り込め詐欺撲滅アクションプランの概要

⑴　警察白書（平成21年版）25頁引用　http://www.npa.go.jp/hakusyo/h21/honbun/index.html
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
八
九
）

5
．
振
り
込
め
詐
欺
に
関
す
る
法
律
の
概
要

振
り
込
め
詐
欺
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
振
り
込
め
詐
欺
の
本
犯
を
検
挙
す
る
だ
け
で
な
く
、
匿
名
性
の
高
い
犯
行
ツ
ー
ル
で
あ
る
架

空
・
他
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
や
携
帯
電
話
の
不
正
な
供
給
・
流
通
を
遮
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
警
察
は
、「
金
融
機
関
等
に

よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
金
融
機
関
本
人
確
認
法
」
と
い
う
。）」
及
び

平
成
二
〇
年
三
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
」
と
い
う
。）」、

並
び
に
「
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約
者
等
の
本
人
確
認
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律

（
以
下
、「
携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止
法
」
と
い
う
。）」
を
積
極
的
に
活
用
し
、
振
り
込
め
詐
欺
を
助
長
す
る
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を
強
め
て
き

た
。 1）　

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
に
よ
る
規
制

振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）
事
件
な
ど
に
他
人
名
義
の
預
金
口
座
等
が
悪
用
さ
れ
て
い
る 

こ
と
か
ら
、
そ
の
不
正
な
利
用
を
防
止
す
る
た

め
に
本
法
律
は
規
定
さ
れ
た
が
、
①
口
座
を
譲
り
渡
す
行
為
、
②
口
座
を
譲
り
受
け
る
行
為
、
又
は
③
こ
れ
を
勧
誘
す
る
な
ど
の
行
為
に

つ
い
て
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
譲
り
渡
す
行
為
等
を
業
と
し
て
行
っ
た
場
合
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
、
三
〇
〇

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
。 

二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
ま
で
は
金
融
機
関
本
人
確
認
法
に
よ
り
違
反
行
為
が
規
制
さ
れ
て
い

た
が
、
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
〇
年
）
か
ら
は
、
両
方
の
法
律
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
16
）

。

犯
罪
収
益
防
止
法
で
は
、
郵
便
物
受
取
サ
ー
ビ
ス
業
者
（
い
わ
ゆ
る
私
設
私
書
箱
事
業
者
）
等
に
対
し
、
顧
客
等
の
本
人
確
認
、
本
人
確

一
〇
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
九
〇
）

認
記
録
の
作
成
・
保
存
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
、

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）
に
は
、
金
融
機
関
本
人
確
認
法
違
反
事

件
及
び
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
違
反
事
件
の
検
挙
件
数
は
、
七
四
八
件
と
、

前
年
比
一
六
二
件
の
減
少
、
検
挙
人
員
も
五
五
〇
人
と
、
前
年
比
九
八
人

の
減
少
で
あ
っ
た
（
表
22
）。

 2）　

携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止
法
に
よ
る
規
制
（
17
）

役
務
提
供
契
約
に
係
る
通
信
可
能
端
末
設
備
等
（
通
話
可
能
な
携
帯
電
話

な
ど
） 

を
他
人
に
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
親
族
又
は
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
者
に
対
し
譲
渡
す
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
携
帯
音
声

通
信
事
業
者
（
電
話
会
社
）
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
業
と

し
て
有
償
で
通
話
可
能
端
末
設
備
等
を
譲
渡
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
三
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）
に
は
、
携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止
法
違

反
事
件
の
検
挙
件
数
は
四
四
件
と
、
前
年
比
二
〇
件
の
減
少
、
検
挙
人
員

も
三
七
人
と
、
前
年
比
一
三
人
の
減
少
で
あ
っ
た
（
表
23
）。

表22　金融機関本人確認法・犯罪収益移転防止法検挙人員の推移（平成17～22年）

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年
金融機関本人確認法 検挙件数 183 203 287 171 25

検挙人員 145 138 130 110 19
犯罪収益移転防止法 検挙件数 198 739 723

検挙人員 149 538 531
合　　計 検挙件数 183 203 485 910 748

検挙人員 145 138 279 648 550
※ 　金融機関本人確認法とは、「金融機関等による顧客等の本人確認等及び預金口座等の不正な利用の防
止に関する法律」をいう。
※ 　犯罪収益移転防止法とは、「犯罪による収益の移転防止に関する法律」をいう。

表23　携帯電話不正利用防止法違反検挙者の推移（平成18年～22年）

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

携帯電話不正利用防止法違反 検挙件数 62 85 61 64 44

検挙人員 44 16 36 50 37
※ 　携帯電話不正使用防止法とは、「携帯音声通信事業者による契約者等の本人確認等及び携帯音声通信
役務の不正な利用防止に関する法律」をいう。
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
九
一
）

携
帯
電
話
の
不
正
な
取
得
・
流
通
を
防
止
す
る
こ
と
も
極
め
て
重
要
な
対
策
で
あ
る
が
、
携
帯
電
話
販
売
店
か

ら
携
帯
電
話
端
末
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
罪
の
検
挙
件
数
は
、
平
成
二
二
年
に
は
五
五
四
件
と
、
前
年
比
三
八
五
件

の
減
少
、
検
挙
人
員
も
二
七
一
人
と
、
前
年
比
九
三
人
の
減
少
で
あ
っ
た
（
表
24
）。

 3）　

振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
に
よ
る
被
害
者
救
済
制
度
の
創
設

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
者
の
迅
速
な
被
害
回
復
の
た
め
に
、「
犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ

る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
等
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
一
三
三
号
、
以
下
、「
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
」
と
い
う
。）」

が
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
一
二
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
年
六
月
二
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
の
目
的
は
、
い
わ
ゆ
る
振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被
害
者
の
財
産
的
被
害
の
迅
速
な
回
復
を
行
う
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
分
配
金
支
払
い
の
手
続
き
を
二
条
以
下
で
定
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

① 　

口
座
凍
結
等　

銀
行
等
の
金
融
機
関
（
二
条
一
項
各
号
）
は
、
預
金
口
座
に
つ
き
、
犯
罪
利
用
預
金
口
座

で
あ
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
取
引
の
停
止
等
の
措
置
を
し
、
さ
ら
に
資
金
を
移
転
す
る
目
的
で

利
用
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
他
の
金
融
機
関
の
預
金
口
座
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
他
の
金
融
機
関
に

対
し
情
報
提
供
す
る
（
三
条
）
こ
と
に
な
る
。

② 　

債
権
消
滅
手
続　

預
金
保
険
機
構
は
、
金
融
機
関
が
犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
で
あ
る
と
疑
う
に
足
り
る
相

当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
口
座
に
つ
い
て
の
公
告
の
求
め
（
四
条
一
項
）
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
口
座

の
金
融
機
関
、
支
店
、
種
別
、
及
び
口
座
番
号
、
名
義
人
名
並
び
に
権
利
行
使
届
出
期
間
を
公
告
す
る
（
五

表24　携帯電話端末詐欺の検挙件数の推移（平成19年～22年）

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年
携帯電話端末詐欺 検挙件数 281 1,182 939 554

検挙人員 224 579 370 277
※ 　携帯電話端末を転売目的で契約した同携帯電話端末の契約者を携帯電話販売店に対する詐欺とし
て検挙したものを集計
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
九
二
）

条
一
項
）。
権
利
行
使
届
出
期
間
は
、
六
〇
日
以
上
と
す
る
（
同
条
二
項
）。 

権
利
行
使
届
出
期
間
内
に
届
出
が
な
く
、
か
つ
金
融
機

関
か
ら
の
犯
罪
利
用
預
金
口
座
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
旨
の
通
知
（
六
条
二
項
）
も
な
い
場
合
は
、
そ
の
口
座
の
預
金
債

権
は
消
滅
し
、
預
金
保
険
機
構
は
そ
の
旨
を
公
告
す
る
（
七
条
）。 

③ 　

分
配
金
の
支
払
い　

金
融
機
関
は
、
②
に
よ
り
債
権
が
消
滅
し
た
口
座
の
額
に
相
当
す
る
額
の
金
銭
に
つ
き
、
そ
の
口
座
を
利
用

し
て
さ
れ
た
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
者
に
対
し
、
被
害
回
復
分
配
金
を
支
払
う
（
八
条
一
項
）。
こ
の
支
払
い
を
受
け
る
た
め
に
は
、

そ
の
金
融
機
関
に
対
し
、
被
害
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
実
や
被
害
額
な
ど
を
、
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
二
条
一
項
）、
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
の
概
要
は
、
次
の
図
3
・
4
・
5
の
通
り
で
あ
る
。

実
際
に
は
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
七
月
一
六
日
、
本
法
五
条
に
基
づ
く
公
告
が
初
め
て
な
さ
れ
た
。
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三

年
）
八
月
一
六
日
現
在
の
公
告
状
況
に
つ
い
て
は
、
保
険
預
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（http://w

w
w
.dic.go.jp/

new
/2011/2011.8.16.htm

l （18
）

）。

一
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振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
九
三
）

図 3　振り込め詐欺救済法の概要

＊ 1… 金融機関が取引停止等した預金等債権。金融機関は名義人の権利を消滅させるため、
⑤の公告の求めを行う。

　 2… ⑥の公告期間経過により名義人の権利が消滅した預金等債権。金融機関は以後⑧の
公告の求めを行う。

　　　なお、権利が消滅した預金残高が1,000円未満の場合は除かれる。
　 3… 支払手続開始の公告は、運用上、60日以上としている。
　 4… 権利が消滅した預金残高を原資として、当該口座に振り込んだ被害者の被害額の割

合に応じて支払。
　 5… 主務省令の定めるところにより、一定の割合を預金口座等の名義人の救済に充て、

その残りを犯罪被害者等の支援の充実のための支払いに充てる。一
〇
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
九
四
）

図 4　被害者が行う手続の流れ

一
〇
八



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
九
五
）

図 5　被害配分金の支払い手続の流れ

一
〇
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
九
六
）

6
．
警
察
・
金
融
機
関
に
お
け
る
取
り
組
み

 1）　

警
察
に
よ
る
直
接
の
予
防
活
動

警
察
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）
の
被
害
を
予
防
す
る
た
め
、
地
域
警
察
官
に
よ
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
場
所
へ
の
立
ち
寄
り
に
よ
る
警
戒
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
者
へ
の
声
掛
け
等
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）
の
被
害
発
生
状
況
に
つ
い
て
把
握
・
分
析
を
行
い
、
犯
行

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
場
所
や
被
害
発
生
時
間
帯
等
を
地
図
情
報
化
す
る

な
ど
し
て
、
当
該
分
析
情
報
を
警
察
官
の
立
ち
寄
り
警
戒
等
に
活
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
警
察
署
と
管
内
金
融
機
関
等
と
の
間
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
構
築
し
、
金
融
機
関
等

に
お
い
て
、
振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
発
見
し
た

場
合
に
は
、
振
り
込
み
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
た
め
、
当
該
金
融
機
関
等
と
協
力
し
て
説
得
を

行
っ
て
い
る
。

警
察
で
は
、
一
一
〇
番
通
報
の
ほ
か
、
警
察
相
談
専
用
電
話
（
全
国
統
一
電
話
番
号
「
♯

（
シ
ャ
ー
プ
）
九
一
一
〇
（
19
）

」）
及
び
専
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
、
様
々
な
窓
口
を
設
け
、
振
り
込
め

詐
欺
に
関
す
る
相
談
や
情
報
を
幅
広
く
受
け
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情

報
を
活
用
し
、
警
察
官
に
よ
る
警
告
電
話
の
実
施
、「
だ
ま
さ
れ
た
振
り
作
戦
（
20
）

」
に
よ
る
犯
人

ＡＴＭの警戒を行う警察官 地図分析システム

一
一
〇



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
九
七
）

の
検
挙
、
事
業
者
に
対
す
る
犯
行
に
利
用
さ
れ
た
携
帯
電
話
の
契
約
者
確
認
の
求
め
や
金
融
機
関
に
対
す
る
振
込
先
指
定
口
座
の
凍
結
依

頼
に
よ
る
犯
行
ツ
ー
ル
の
無
力
化
等
を
実
施
し
、
効
果
的
な
取
締
り
や
被
害
防
止
を
推
進
し
て
い
る
。

 2）　

各
金
融
機
関
等
に
お
け
る
取
り
組
み

⑴　
「
異
常
取
引
・
不
正
口
座
検
知
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入

金
融
機
関
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
全
口
座
の
入
出
金
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
し
、
通
常
の
取
引
で
は
あ
り
得
な

い
取
引
を
検
知
す
る
「
異
常
取
引
・
不
正
口
座
検
知
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
、
シ
ス
テ
ム
が
検
知
し
た
預
貯
金
口
座
に
つ
い
て
、
調
査
の

上
、
必
要
に
応
じ
て
凍
結
す
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
警
察
で
は
、
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、
万
一
被
害
に
遭
っ
た
場
合
で
も
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
有
効
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
金
融
機
関
に
そ
の
導
入
を
促
し
て
い
る
。

⑵　

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
限
度
額
の
引
下
げ
の
促
進

金
融
機
関
で
は
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
に
よ
る
振
り
込
み
機
能
の
利
用
を
停
止
す
る

こ
と
又
は
口
座
間
送
金
等
の
利
用
限
度
額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）
の
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、
万
一

被
害
に
遭
っ
た
場
合
で
も
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
警
察
で
は
、
金
融
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
の
口
座
開
設
者
を
中
心

に
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
利
用
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
（
図
6
）。

一
一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
三
九
八
）

⑶　

Ａ
Ｔ
Ｍ
周
辺
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
利
用
を
制
限
す
る
た
め
の
対
策

還
付
金
等
詐
欺
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
多
く
の
金
融
機
関
で
は
、
顧
客

に
対
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
周
辺
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
利
用
を
自
粛
す
る
よ
う
求
め

る
と
と
も
に
、
携
帯
電
話
を
利
用
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
い
る
顧
客
に

対
し
て
声
掛
け
を
行
い
、
効
果
的
な
被
害
防
止
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
部

の
金
融
機
関
で
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
周
辺
に
、
携
帯
電
話
の
電
波
を
遮
断
し
て
携
帯
電

話
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
装
置
、
例
え
ば
、
千
葉
銀
行
に
お
け
る

取
り
組
み
や
、
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
際
に
生
じ
る
電
波
を
感
知
し
て
顧
客
に

対
し
警
告
を
発
す
る
装
置
を
設
置
す
る
取

組
み
を
進
め
て
い
る
。

勿
論
、
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
金
の
多

く
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
金
融
機
関
窓
口
を
利
用
し

て
送
金
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
融
機

関
の
職
員
等
に
よ
る
利
用
者
へ
の
声
掛
け

は
、
被
害
防
止
の
た
め
に
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
警
察
は
、
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
対
し
、
振

ＡＴＭ周辺での取組み

図 6　振込限度額に関するパンフレットの例

一
一
二



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
三
九
九
）

り
込
め
詐
欺
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
利
用
者
へ
の
声
掛
け
や
警
察
へ
の
通
報
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
効
率
的
に
広
報

啓
発
を
行
う
た
め
、
病
院
や
福
祉
関
係
事
業
者
等
と
連
携
し
高
齢
者
へ
の
注
意
喚
起
を
行
う
な
ど
、
被
害
者
層
が
日
常
的
に
接
す
る
こ
と

の
多
い
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い
る
（
後
掲　

S
T
O
P
!

振
り
込
め
詐
欺　

ポ
ス
タ
ー
Ａ
・
Ｂ
参
照
）。

⑷　

個
人
に
よ
る
多
数
の
携
帯
電
話
契
約
及
び
預
貯
金
口
座
開
設
の
防
止

携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
個
人
に
よ
る
契
約
回
線
数
を
各
事
業
者
で
五
回
線
ま
で
に
制
限
す
る
こ
と
と
し
、
預
貯
金
口

座
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
個
人
に
よ
る
開
設
数
を
各
金
融
機
関
で
二
な
い
し
三
口
座
ま
で
に
制
限
し
て
い
る
。

⑸　

本
人
確
認
で
き
な
い
携
帯
電
話
の
契
約
者
及
び
凍
結
口
座
の
名
義
人
に
関
す
る
情
報
の
共
有

携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
警
察
か
ら
本
人
確
認
の
求
め
が
あ
り
、
契
約
者
が
本
人
確
認
に
応
じ
な
い
た
め
利
用
停
止
と
な
っ
た
回
線
に

関
す
る
契
約
者
の
情
報
を
事
業
者
間
で
共
有
し
、
契
約
時
に
お
け
る
審
査
の
強
化
に
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
預
貯
金
口
座
に
つ
い
て
は
、
振
り
込
め
詐
欺
（
恐
喝
）
に
利
用
さ
れ
て
凍
結
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
の
名
義
人
の
リ
ス
ト
を
警
察

庁
が
作
成
し
、
全
国
銀
行
協
会
等
へ
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
金
融
機
関
に
お
い
て
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ト
に
登
録
さ

れ
た
者
が
新
た
な
口
座
開
設
の
た
め
金
融
機
関
窓
口
を
訪
れ
た
際
に
、
金
融
機
関
が
口
座
開
設
を
断
る
と
と
も
に
、
警
察
へ
通
報
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
不
正
口
座
の
開
設
の
防
止
と
検
挙
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
（
21
）

。

こ
の
制
度
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
二
一
年
一
月
か
ら
同
年
五
月
に
か
け
て
、
警
察
庁
は
、
二
、七
一
四
人
分
の
リ
ス
ト
を
全
国
銀
行
協

会
等
に
提
供
し
た
。

一
一
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
〇
〇
）

⑹　

運
転
免
許
証
に
偽
変
造
の
疑
い
が
あ
る
場
合
の
警
察
へ
の
情
報
提
供

携
帯
電
話
の
契
約
時
に
、
契
約
申
込
者
が
本
人
確
認
書
類
と
し
て
事
業
者
に
対
し
て
提
示
し
た
運
転
免
許
証
が
偽
変
造
さ
れ
た
も
の
と

疑
わ
れ
る
場
合
に
、
事
業
者
は
、
警
察
へ
情
報
提
供
を
行
い
、
警
察
は
、
当
該
情
報
を
捜
査
に
活
用
し
て
犯
人
を
早
期
に
検
挙
す
る
と
と

も
に
、
不
正
に
契
約
さ
れ
た
携
帯
電
話
の
流
通
を
防
止
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
二
〇
年
一
二
月
か
ら
二
一
年
三
月
に
か
け
て
の
事
業
者
か
ら
警
察
へ
の
情
報
提
供
を
端
緒
と
す
る
検

挙
人
員
は
、
三
九
人
で
あ
る
。

7
．
振
り
込
め
詐
欺
を
防
止
す
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
ま
と
め
に
代
え
て
）

 1）　

予
防
の
考
え
方

二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）
版
の
警
察
白
書
は
、
警
察
に
よ
る
防
犯
か
ら
地
域
住
民
自
ら
の
手
に
よ
る
防
犯
へ
移
行
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
犯
罪
の
認
知
件
数
に
対
す
る
検
挙
件
数
の
減
少
が
検
挙
率
の
低
下
を
招
き
、「
体
感
治
安
」
と
言
う
言

葉
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
以
降
、
国
や
地
方
自
治
体
で
は
「
安
全
な
街
作
り
」
の
推
進
を
進
め
て
き
て
い
る
（
22
）

。
こ
の
時
の
安
全
に
対
す
る

脅
威
は
、
街
頭
犯
罪
で
あ
り
、
幼
小
児
を
狙
う
連
れ
去
り
等
の
犯
罪
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
警
察
力
を
用
い
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
防
犯

力
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
地
域
住
民
自
ら
が
防
犯
活
動
の
担
い
手
と
し
て
登
場
し
て
き
た
（
23
）

。
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）
末
に

は
八
、〇
七
九
団
体
（
五
二
一
、七
四
九
人
）
で
あ
っ
た
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
数
は
、
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）
末
に
は
、

四
四
、五
〇
八
団
体
（
二
、七
〇
一
、八
五
五
人
）
に
増
加
し
て
い
る
が
、
構
成
員
の
平
均
年
齢
は
、
構
成
員
の
年
齢
が
六
〇
歳
代
以
上
の
団

一
一
四



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
四
〇
一
）

体
が
五
七
・
八
％
と
前
年
比
で
四
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
（
24
）

。
徒
歩
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
通
学
路
に
お
け
る
子
ど
も
の
保

護
・
誘
導
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
八
三
・
一
％
、
七
六
・
四
％
を
占
め
て
多
い
が
、
高
齢
者
の
見
守
り
や
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
に
関
す
る

啓
発
活
動
や
訪
問
活
動
も
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

勿
論
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
継
続
的
に
支
援
す
る
た
め
に
は
、
警
察
（
署
）
や
地
方
自
治
体
か
ら
の
情
報

提
供
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
研
修
、
活
動
の
拠
点
の
提
供
等
の
様
々
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
待
た
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
二
一
世
紀
は
、
被
害
者
の
世
紀
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
は
加
害
者
の
世
紀
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
犯
罪
（
以
下
、
非
行
を
含
め
て

論
じ
る
。）
原
因
論
は
、
何
故
人
は
犯
罪
を
犯
す
の
か
、
犯
罪
者
の
再
犯
抑
止
の
た
め
の
処
遇
（
更
生
）
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
視
点
で
論

じ
ら
れ
て
き
た
が
、
現
在
は
、
犯
罪
は
あ
る
一
定
の
条
件
を
具
備
す
れ
ば
、
普
通
の
人
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
得
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
ど
う
す
れ
ば
、
犯
罪
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
に
視
点
を
置
い
た
犯
罪
予
防
理
論
・
公
式
が
示
さ
れ
て
き
た
（
25
）

。

こ
こ
で
は
、「
抵
抗
性
」、「
領
域
性
」、
そ
し
て
「
監
視
性
」
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
犯
罪
発
生
の
機
会
を
防
ぐ
（
無
く
す
）
こ
と
を

提
案
し
て
い
る
『
防
犯
環
境
設
計
』
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

『
防
犯
環
境
設
計
』
の
基
本
的
な
概
念
は
、「
監
視
性
の
確
保
」「
領
域
性
の
確
保
」「
接
近
制
御
」「
被
害
対
象
（
物
）
の
強
化
・
回
避
」

の
四
つ
か
ら
な
る
が
、
犯
罪
弱
者
、
一
般
的
に
は
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
を
指
す
が
、
特
に
自
己
防
衛
力
の
低
い
高
齢
者
の
犯
罪
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
基
本
原
則
に
関
す
る
従
来
の
考
え
方
（
26
）

に
修
正
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
監
視
性
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
不
審
者
や
犯
罪
企
図
者
の
動
き
を
自
然
の
見
通
し
を
確
保
し
な
が
ら
監
視
で
き
る
動

線
形
成
、
近
隣
住
民
か
ら
の
不
審
者
（
普
段
見
慣
れ
な
い
人
を
含
む
）
に
対
す
る
声
掛
け
と
、
必
要
に
応
じ
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
求
め

ら
れ
る
（
27
）

。
加
齢
に
よ
る
視
力
の
低
下
や
白
内
障
・
緑
内
障
等
の
視
力
障
害
の
発
症
は
、
高
齢
者
自
ら
の
監
視
力
を
阻
害
す
る
可
能
性
を
有

一
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し
て
お
り
、
近
隣
住
民
に
よ
る
監
視
力
の
支
援
・
強
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
特
に
、
空
き
巣
等
の
侵
入
盗
犯
が
、
事
前
の
下

見
を
行
う
の
と
同
様
に
、
振
り
込
め
詐
欺
行
為
者
も
事
前
の
下
見
を
通
し
て
高
齢
者
世
帯
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
観
察
し
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
か
ら
で
あ
る
（
28
）

。
居
住
者
の
帰
属
意
識
（
我
が
町
意
識
）
の
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
促
進
を
基
礎
と
す
る
「
領
域
性
の
確
保
」

に
つ
い
て
は
、
夫
婦
共
に
高
齢
者
世
帯
、
あ
る
い
は
高
齢
者
の
独
居
世
帯
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
身
体
能
力
が
低
下
し
、
外
出
や

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
機
会
も
減
少
し
、
結
果
的
に
近
隣
住
民
と
の
交
流
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
。
特
に
、
都
市
部

に
お
い
て
は
そ
の
傾
向
が
強
く
、
郡
部
に
お
け
る
高
齢
過
疎
地
域
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
地
域
で
支
え
る
取

り
組
み
が
特
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
交
番
の
警
察
官
が
行
う
受
け
持
ち
地
域
の
朝
夕
二
回
の
巡
回
時
に
お
け
る
声
掛
け
は
、
安
全
・
安
心
確
認
に
繋
が
る
し
、
民

生
委
員
に
よ
る
定
期
訪
問
も
同
様
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
住
民
に
よ
る
支
え
合
い
が
何
よ
り
で
あ
る
。

地
域
住
民
に
高
齢
者
自
ら
が
、
そ
の
生
活
状
態
を
情
報
発
信
し
、
支
援
を
得
や
す
い
よ
う
に
、
働
き
か
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

老
人
会
（
敬
老
会
）
の
様
な
高
齢
者
主
体
の
会
運
営
で
は
な
く
、
異
世
代
（
三
世
代
）
交
流
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
、
高
齢
者
福
祉
施
設

（
例
え
ば
、
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
等
）
と
幼
稚
園
（
保
育
園
）
が
同
じ
施
設
内
に
あ
り
、
幼
児
と
高
齢
者
が
交
流
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
子
育

て
世
代
と
の
交
流
の
芽
が
生
ま
れ
、
自
然
と
地
域
内
に
お
け
る
異
世
代
交
流
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
29
）

。
す
な
わ
ち
、
高
齢

者
世
帯
を
地
域
の
中
で
孤
立
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
（
30
）

。

「
接
近
制
御
」
に
つ
い
て
は
、『
音
』
を
基
本
と
す
る
制
御
は
、
加
齢
に
よ
る
聴
力
の
減
退
を
考
慮
す
れ
ば
、
住
宅
の
周
囲
を
音
が
発
生

し
や
す
い
部
材
で
囲
み
、
不
審
者
の
侵
入
を
知
ら
せ
る
た
め
に
は
、
収
音
能
力
を
高
め
た
り
、
室
内
で
音
を
増
幅
し
て
聞
こ
え
や
す
く
す

る
装
置
を
設
置
す
る
等
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
住
居
の
防
犯
性
能
を
高
め
る
た
め
、
特
に
、
開
口
部
の
防
犯
性
能
の
強
化
を
図

一
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る
た
め
に
は
追
加
の
費
用
負
担
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
金
生
活
者
に
と
っ
て
は
高
負
担
と
な
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
高
齢
者
世
帯
の
こ

の
種
の
改
築
等
に
は
、
国
や
地
方
自
治
体
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
制
度
の
創
設
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
、
防
災
・
医
療
面

か
ら
設
置
や
導
入
が
各
地
方
自
治
体
で
進
ん
で
い
る
緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
の
中
に
防
犯
性
能
を
付
加
す
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ

う
（
31
）

。「
被
害
対
象
（
物
）
の
強
化
・
回
避
」
に
つ
い
て
は
、
侵
入
盗
犯
に
つ
い
て
は
、
開
口
部
を
物
理
的
に
強
化
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
し
、
ひ
っ
た
く
り
や
路
上
で
の
性
犯
罪
等
の
身
体
犯
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
被
害
が
発
生
し
や
す
い
地
理
的
条
件
や
時
間

帯
等
の
犯
罪
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
周
知
す
る
こ
と
で
、
自
己
防
衛
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
振
り
込
め
詐
欺
は
、

物
理
的
な
犯
罪
抑
止
環
境
を
強
化
し
て
も
、
被
害
対
象
者
の
最
愛
の
者
を
助
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
社
会
的
な
不
安
要
因
を
言
葉
巧
み

に
利
用
し
て
心
の
中
に
入
り
込
む
と
い
う
手
口
で
、
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
た
め
、
単
に
情
報
の
提
供
だ
け
で
は
、
効
果
は

期
待
で
き
な
い
（
32
）

。
神
奈
川
県
警
調
査
で
も
、
振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て
、
回
答
者
の
七
九
％
が
「
知
っ
て
る
」
と
回
答
し
、
オ
レ
オ
レ
詐

欺
に
つ
い
て
も
八
六
・
四
％
が
「
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
手
口
に
つ
い
て
も
、
二
二
％
、
二
九
・
六
％
が
「
詳
し

く
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
お
り
、
だ
か
ら
「
被
害
に
遭
わ
な
い
自
信
が
あ
っ
た
（
自
分
は
大
丈
夫
）」
と
回
答
し
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

七
五
％
、
七
七
・
四
％
と
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
考
慮
し
た
場
合
、
提
供
さ
れ
た
情
報
が
知
識
止
ま
り
で
あ
り
、
実
際
に
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
っ
た
時
ど
の
様
に
対
処
す
れ
ば

良
い
の
か
、
具
体
的
な
被
害
回
避
の
行
動
を
可
能
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
と
し
た
研
修
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
問
題
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
（
33
）

。
知
識
を
ど
う
活
か
す
の
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
実
施
し
、
自
分
の
行
動
に
つ
い
て
、
他
の

参
加
者
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
（
評
価
者
）
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
再
度
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
さ
ら
に
、

一
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可
能
で
あ
れ
ば
、
こ
の
様
な
研
修
は
、
定
期
的
、
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
し
、
高
齢
者
を
支
え
て
い
る
若
い
世
代
や
近
隣

住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

情
報
の
提
供
の
仕
方
に
つ
い
て
も
、
一
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
に
作
成
さ
れ
て
い
る
資
料
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
一
般
的
な
も
の
が
多
く
、
狙
わ
れ
て
い
る
高
齢
者
が
理
解
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
全

国
銀
行
協
会
、
警
察
庁
、
各
都
道
府
県
警
察
本
部
が
作
成
し
た
も
の
も
、
各
金
融
機
関
が
作
成
し
、
店
舗
内
に
掲
示
し
て
あ
る
も
の
も
、

狙
わ
れ
て
い
る
高
齢
者
が
気
付
き
や
す
い
、
目
を
留
め
、
手
を
止
め
、
振
り
込
む
前
に
一
寸
自
分
の
行
動
を
振
り
返
る
機
会
に
な
る
も
の

で
あ
る
か
、
高
齢
者
自
身
に
検
証
し
て
も
ら
う
こ
と
も
一
考
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
他
個
的
な
回
避
措
置
と
し
て
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
送
金
額
の
制
限
や
「
異
常
取
引
・
不
正
口
座
検
知
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
等
に

よ
り
、
金
融
機
関
に
お
け
る
振
り
込
め
詐
欺
対
策
は
、
一
定
の
功
を
奏
し
て
は
い
る
も
の
の
、
自
己
主
体
的
な
回
避
措
置
を
取
る
た
め
の

知
識
を
踏
ま
え
た
知
恵
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
に
あ
る
「
劇
場
型
」
で
は
、
複
数
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
基
づ
い
て
、
固
定
電
話
に
掛
け

て
く
る
こ
と
か
ら
、
幕
が
上
が
り
、
次
か
ら
次
へ
と
役
者
が
登
場
し
、
電
話
に
応
対
し
た
高
齢
者
を
劇
中
に
誘
い
込
む
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
優
れ
て
効
果
的
な
回
避
措
置
と
し
て
は
、
固
定
電
話
の
電
話
帳
掲
載
を
止
め
る
こ
と
が
先
ず
考
え
ら
れ
る
（
34
）

。
現
在
多
く
の
電
話
機
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
発
信
者
名
表
示
シ
ス
テ
ム
（
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
）
を
利
用
し
、
非
通
知
電
話
に
は
出
な
い
対
策
を
取
る
こ
と
も

一
考
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
に
、
最
近
の
電
話
機
に
は
通
話
中
で
も
録
音
で
き
る
機
能
が
有
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
使
用
に
習
熟
さ
せ

る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
電
話
内
容
の
確
認
を
す
ぐ
行
い
、
真
偽
を
確
か
め
る
こ
と
は
、
親
子
関
係
や
親
族
関
係
を
壊
す
こ
と

に
は
繋
が
ら
な
い
し
、
そ
の
た
め
に
も
、
親
子
で
日
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
り
、
意
思
疎
通
を
図
り
何
で
も
話
せ
る
雰

一
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囲
気
を
醸
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
こ
と
は
、
前
掲
神
奈
川
県
警
調
査
の
気
付
い
た
き
っ
か
け
は
、「
親
族
な
ど
と
の
会
話
」
が

五
七
％
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
は
、
七
三
・
〇
％
と
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
裏
付
け
ら
れ
る
。

 2）　

身
近
な
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築

次
に
必
要
な
こ
と
は
、
身
近
な
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
を
知
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
自
分
が
振
り
込
め
詐

欺
の
被
害
者
に
な
っ
た
こ
と
を
「
家
族
」
や
「
近
隣
の
住
民
」
に
知
ら
れ
た
く
な
い
、
と
い
う
（
恥
の
）
意
識
の
有
る
こ
と
が
、
迅
速
な

事
後
対
応
に
繋
が
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
神
奈
川
県
警
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
日
以
上
経
過
し
た
後
気
付
い
た
の
は
、
振
り
込
め
詐
欺
で
四
四

％
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
は
三
四
・
四
％
も
い
る
こ
と
か
ら
、
被
害
事
実
を
隠
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
理
解
で
き
る
余
地
が
あ
る
が
、
一

時
間
以
内
に
気
付
い
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
、
一
四
％
、
一
五
・
一
％
、
一
時
間
以
上
三
時
間
未
満
が
そ
れ
ぞ
れ
、
一
五
％
、
一
七
・
七
％
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
各
金
融
機
関
に
お
け
る
当
日
決
済
手
続
き
が
完
了
す
る
ま
で
の
時
間
内
処
理
が
で
き
得
れ
ば
、
振
り
込
み
手
続
き
後

で
あ
っ
て
も
指
定
の
口
座
へ
の
入
金
処
理
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
得
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
先
ず
、
振
り
込
み
活
動
が
行
わ
れ
る

各
金
融
機
関
内
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
高
齢
者
が
立
っ
た
際
に
は
、
フ
ロ
ア
担
当
の
職
員
が
声
掛
け
・
確
認
を
行
い
、
振
り
込
め
詐
欺
の
お
そ
れ
の
有

無
を
確
認
す
る
こ
と
、
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
家
族
、
と
り
わ
け
欺
罔
行
為
の
中
心
人
物
で
あ
る
子
ど
も
や
孫
に
、
直
接
、
振

り
込
み
の
必
要
性
を
問
い
合
わ
せ
る
事
を
勧
め
る
か
、
代
行
す
る
こ
と
も
一
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
千
葉
銀
行
が
既
に
実
施
し
て
い
る
Ａ

Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
二
メ
ー
ト
ル
以
内
の
携
帯
電
話
電
波
遮
断
シ
ス
テ
ム
が
、
全
金
融
機
関
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
も
急
務
で
あ
ろ
う
。

高
齢
者
自
身
が
口
座
開
設
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
日
常
の
取
引
と
は
異
な
っ
た
金
額
の
引
出
や
送
金
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
金
融
機
関

相
互
の
当
日
決
算
前
に
、
確
認
の
連
絡
を
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
三
条
に
基
づ
き
口
座
凍
結
依
頼
が

一
一
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
〇
六
）

為
さ
れ
て
お
り
、
全
国
銀
行
協
会
（
全
銀
協
）
及

び
警
察
庁
等
か
ら
報
告
が
有
っ
た
場
合
に
は
、
各

金
融
機
関
は
、
振
り
込
め
詐
欺
に
利
用
さ
れ
て
い

る
口
座
情
報
を
直
ち
に
フ
ロ
ア
担
当
、
窓
口
担
当

職
員
に
周
知
し
、
高
齢
者
に
よ
る
振
込
先
口
座
が

凍
結
口
座
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ

い
て
確
認
し
、
そ
の
事
実
を
説
明
す
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。

ま
た
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
、
顧
客
の
た
め

に
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
作
成
し
各
支
店
等
で
配
布

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
の
発
行
に
際
し
、
振
り
込
め
詐
欺
特
集
を
組

み
、
高
齢
者
の
顧
客
に
手
渡
し
、
も
し
く
は
宅
配

し
て
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
も
情
報
発
信
と
し
て

は
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
配
布
先
は
、
地
元

自
治
体
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
警
察
署
、
高
齢

者
福
祉
施
設
、
民
生
委
員
、
町
内
会
・
自
治
会
等

図 7

図 8

一
二
〇



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
四
〇
七
）

も
含
め
る
と
情
報
の
共
有
が
で
き
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
広
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
安
全
・
安
心
な
街
作
り
の
三
者
連
携
の
あ
り
方
の
基
本
は
、
次
の
図
7
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
（
35
）

。

し
か
し
、
振
り
込
め
詐
欺
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
も
う
一
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
高
齢
者
（
世
帯
）
を
中
心
と
し
て
警
察
、
金
融

機
関
、
自
治
体
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）、
福
祉
事
務
所
（
民
生
委
員
）、
高
齢
者
福
祉
施
設
等
や
そ
の
職
員
、
近
隣
住
民
（
防
犯
・
防
災
・
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
含
む
）
等
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
連
携
し
て
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（
図
8
）。

 3）　

振
り
込
め
詐
欺
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
対
策
の
推
進

振
り
込
め
詐
欺
は
、
単
独
犯
で
は
な
く
て
、
グ
ル
ー
プ
犯
罪
で
あ
り
、
事
前
に
振
込
先
口
座
を
開
設
し
た
り
、
譲
り
受
け
た
り
、
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
る
た
め
の
携
帯
電
話
等
の
端
末
を
入
手
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
振
り
込
め
詐
欺
を
助
長
す
る
行
為
を
取

り
締
ま
る
た
め
の
法
整
備
が
為
さ
れ
、
そ
れ
な
り
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
高

齢
者
世
帯
の
情
報
が
収
集
さ
れ
、
売
買
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
電
話
事
業
者
が
作
成
配
布
し
て
い
る
ハ

ロ
ー
ペ
ー
ジ
等
の
電
話
帳
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
市
町
村
単
位
で
は
、
従
前
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と

し
て
、
そ
の
域
内
の
住
民
の
住
所
地
と
電
話
番
号
が
セ
ッ
ト
に
な
り
、
か
つ
、
住
宅
地
図
に
世
帯
主
の
記
載
が
あ
る
も
の
を
作
成
・
配
布

し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
自
治
体
か
ら
の
配
布
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
地
元
の
業
者
が
便
利
な
も
の
だ
か
ら
と
有
料
頒
布
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
有
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
住
民
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
物
も
含
め
、
振
り
込
め
詐
欺
グ
ル
ー
プ
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
作
成
・
利
用
・
廃
棄
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
悪
用
さ
れ
な
い
よ
う
な
管
理
態
勢
の
確
立
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

名
簿
に
記
載
さ
れ
た
電
話
に
電
話
を
掛
け
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
振
り
込
ま
れ
た
金
員
を
引
き
出
す
出
し
子
と
し
て
、
少
年
が
使
わ
れ
る
ケ
ー

一
二
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
〇
八
）

ス
も
多
い
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
画
像
解
析
を
通
し
て
、
出
し
子
情
報
を
解
析
し
、
出
金
管
理
に
利
用
す
る
こ
と
も
必

要
と
な
る
（
35
）

。

近
年
は
、
暴
力
団
だ
け
で
な
く
、
中
国
系
犯
罪
組
織
等
が
国
内
の
グ
ル
ー
プ
を
指
揮
・
管
理
し
て
振
り
込
め
詐
欺
を
行
い
、
入
手
し
た

金
員
を
国
外
送
金
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
つ
つ
有
り
、
振
り
込
め
詐
欺
の
国
際
化
に
も
対
応
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本

国
内
で
雇
っ
た
者
を
出
国
さ
せ
、
現
地
の
ホ
テ
ル
の
一
室
か
ら
入
手
し
た
携
帯
電
話
等
を
利
用
し
て
、
国
内
の
高
齢
者
宅
に
電
話
を
掛
け

さ
せ
る
手
口
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
さ
れ
る
携
帯
電
話
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
逆
利
用
し
、
犯
行
地
・
行
為
者
（
利
用
者
）

を
特
定
し
検
挙
に
結
び
つ
け
る
こ
と
も
効
果
が
あ
る
（
36
）

。

 4）　

事
後
対
応
（
危
険
の
発
生
を
最
小
限
に
す
る
に
は
）

高
齢
者
が
、
自
ら
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
家
族
や
関
係
機
関
と
迅
速
に
連
絡
（
届
出
）
し
、
専
門
的
な
助
言
を
得
て
、
対
応
す
る
事

が
求
め
ら
れ
る
。
金
融
機
関
の
窓
口
対
応
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
お
客
様
相
談
窓
口
の
担
当
者
に
、
時
間
外
で
あ
っ
て
も
店
舗
内
に
職
員
が

い
る
時
間
帯
で
あ
れ
ば
連
絡
を
取
り
、
振
込
先
口
座
か
ら
の
出
金
を
回
避
す
る
措
置
を
取
っ
て
も
ら
い
、
金
融
機
関
に
連
絡
が
取
れ
な
い

場
合
は
、
♯
九
一
一
〇
『
警
察
の
生
活
安
全
相
談
』
に
電
話
（
二
四
時
間
対
応
）
し
、
対
応
を
相
談
す
る
。
そ
の
際
、
相
手
か
ら
か
か
っ

て
き
た
電
話
番
号
や
、
指
示
さ
れ
た
携
帯
番
号
、
振
込
先
口
座
の
番
号
を
メ
モ
し
て
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
も
告
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
に
よ
る
救
済
手
続
を
取
る
こ
と
、
こ
の
場
合
は
、
各
金
融
機
関
で
も
手
続
に
つ
い
て
は
、
支
援
が
受
け
れ
る
が
、

各
地
に
あ
る
単
位
弁
護
士
会
の
事
務
局
で
も
相
談
・
対
応
し
て
く
れ
る
。

一
二
二



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
四
〇
九
）

但
し
、
事
後
対
応
の
手
続
な
ど
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
解
説
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
そ
し
て

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

財
産
的
な
被
害
を
何
と
か
回
収
で
き
た
、
も
し
く
は
実
際
に
は
被
害
を
被
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
振
り
込
め
詐
欺
に
遭
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
受
け
た
精
神
的
な
不
安
や
個
人
情
報
の
拡
散
に
対
す
る
不
安
を
癒
や
す
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
そ
の
制
度
は
未
だ

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
、
今
後
の
対
応
が
望
ま
れ
る
。

（
1
） 

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
に
社
会
問
題
化
し
た
こ
の
事
件
は
、
被
害
者
数
は
数
万
人
、
被
害
総
額
は
二
〇
〇
〇
億
円
近
く
と
見
積
も
ら
れ
、

被
害
者
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
首
謀
者
で
あ
る
永
野
一
男
会
長
が
同
年
六
月
一
八
日
に
刺
殺
さ
れ
た
。
翌
一
九
八
六
年
（
昭
和

六
一
年
）
五
月
二
三
日
に
は
「
特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
金
な
ど
の
預
託
取
引
契

約
に
対
し
て
、
一
定
期
間
内
な
ら
、
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
契
約
を
解
除
で
き
る
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ

て
見
ら
れ
る
悪
質
商
法
や
詐
欺
的
商
法
の
手
口
は
、
豊
田
商
事
グ
ル
ー
プ
の
ベ
ル
ギ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
株
式
会
社
な
ど
の
手
口
を
模
倣
し
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
無
い
。
豊
田
商
事
事
件
判
決
に
つ
い
て
は
、
判
例
時
報
一
三
二
一
号
三
頁
以
下
豊
田
商
事
詐
欺
被
告
事
件
第
一
審
判
決
を
参
照

さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
悪
質
商
法
か
ら
の
被
害
予
防
区
に
つ
い
て
は
、
西
村
春
夫
「
犯
罪
か
ら
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
│
特
に
悪
質
商
法
か
ら
の
被
害
予
防
に

つ
い
て
│
」『
市
民
が
作
る
安
全
な
暮
ら
し
』「
春
日
井
市
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
編
』
六
六
頁
以
降
参
照

（
2
） 

「
地
域
消
費
生
活
フ
ォ
ー
ラ
ム in 

松
田
町
（
平
成
二
二
年
一
〇
月
二
一
日
）」
の
講
師
と
し
て
筆
者
が
講
演
し
、
そ
の
後
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
の
話
題
提
供
の
た
め
に
作
成
し
た
資
料
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
） 

振
り
込
め
詐
欺
と
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、
融
資
保
証
金
詐
欺
及
び
還
付
金
等
詐
欺
の
総
称
で
、
架
空
・
他
人
名
義
の
預
金
口

座
や
携
帯
電
話
等
を
利
用
し
、
不
特
定
多
数
の
者
か
ら
現
金
等
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
を
い
う
。

一
二
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
一
〇
）

（
4
） 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
と
は
、
親
族
を
装
う
な
ど
し
て
電
話
を
か
け
、
会
社
に
お
け
る
横
領
金
の
補
て
ん
金
等
の
様
々
な
名
目
で
現
金
が
至
急
必
要
で

あ
る
か
の
よ
う
に
信
じ
込
ま
せ
、
動
転
し
た
被
害
者
に
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
な
ど
の
手
口
に
よ
る
詐
欺
を
い
う
。

（
5
） 
架
空
請
求
詐
欺
と
は
、
架
空
の
事
実
を
口
実
に
金
品
を
請
求
す
る
文
書
を
送
付
し
て
、
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
な
ど

の
手
口
に
よ
る
詐
欺
を
い
う
。

（
6
） 

融
資
保
証
金
詐
欺
と
は
、
融
資
を
受
け
る
た
め
の
保
証
金
の
名
目
で
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
な
ど
の
手
口
に
よ
る
詐

欺
を
い
う
。

（
7
） 

還
付
金
等
詐
欺
と
は
、
市
区
町
村
の
職
員
等
を
装
い
、
医
療
費
の
還
付
等
に
必
要
な
手
続
を
装
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
口
座
間
送
金
に

よ
っ
て
振
り
込
ま
せ
る
手
口
に
よ
る
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
を
い
う
。

（
8
） 

平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
（
水
）
を
も
っ
て
エ
ク
ス
パ
ッ
ク
封
筒
の
販
売
を
終
了
し
て
い
る
（
購
入
済
み
の
も
の
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日

（
木
）
以
降
も
従
来
ど
お
り
ご
利
用
で
き
る
。）。
そ
し
て
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
（
木
）
か
ら
は
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
を
販
売
し
て
い
る
。

（
9
） 

振
り
込
め
詐
欺
被
害
状
況
調
査
結
果　
http://w

w
w
.police.pref.kanagaw

a.jp/m
es/m

esd0116.htm

（
10
） 

詳
し
く
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照　

http://k-tai.im
press.co.jp/cda/article/new

s_toppage/43165.htm
l

（
11
） 

飯
利
雄
彦
「
振
り
込
め
詐
欺
対
策
の
経
緯
」
警
察
学
論
集
六
二
巻
七
号
（
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
七
月
）
三
〇
頁
以
降
に
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
は
、
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
振
り
込
め
対
策
の
進
展
と
今
後
の
課

題
」（
上
）（
下
）『
警
察
学
論
集
』
六
三
巻
五
号
一
頁
以
降
、
六
号
一
〇
頁
以
降
参
照

（
12
） 

情
報
提
供
の
項
目
と
し
て
、
①
都
道
府
県
警
察
に
よ
る
創
意
工
夫
に
よ
る
取
り
組
み
事
例
、
②
検
挙
に
至
っ
た
好
事
例
、
③
振
り
込
め
詐
欺
の

犯
行
・
被
害
の
全
国
的
な
傾
向
な
ど
を
伝
達
す
る
も
の
、
そ
し
て
、
④
振
り
込
め
詐
欺
対
策
に
資
す
る
警
察
庁
の
積
極
的
な
活
用
等
を
促
す
も
の
、

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
13
） 

全
国
警
察
の
『
司
令
塔
』
を
集
め
、「
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
の
た
め
の
取
締
活
動
及
び
予
防
活
動
の
強
化
推
進
期
間
」
の
取
組
状
況
の
検
証
と

今
後
推
進
す
べ
き
諸
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
・
指
示
し
た
。
席
上
、
安
藤
隆
春
次
長
が
「
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
に
向
け
た
取
組
み
は
こ
れ
か
ら
が
本

番
。
先
手
先
手
で
諸
対
策
の
推
進
を
」
と
訓
示
し
た
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
〇
一
日
）。
こ
れ
以
降
、
毎
年
強
化
推
進
期
間
の
開
催
前
に
実
施
さ
れ

一
二
四



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
四
一
一
）

て
い
る
。
二
〇
一
一
年
一
月
二
四
日
に
は
、
安
藤
長
官
が
、
特
に
、
⑴
振
り
込
め
詐
欺
に
対
す
る
国
民
の
警
戒
心
・
抵
抗
力
の
強
化
と
撲
滅
に
向
け

た
機
運
の
醸
成
、
⑵
現
に
犯
行
を
繰
り
返
す
犯
行
グ
ル
ー
プ
の
摘
発
、
⑶
犯
行
ツ
ー
ル
遮
断
対
策
の
持
続
的
推
進
、
に
つ
い
て
訓
示
し
た
（
日
刊
警

察
ニ
ュ
ー
ス
各
日
号
か
ら
）。

（
14
） 
金
高
雅
仁
「
振
り
込
め
詐
欺
対
策
の
意
義
」
警
察
学
論
集
六
二
巻
七
号
六
頁
以
降
に
、
振
り
込
め
詐
欺
の
取
締
に
か
か
る
警
察
庁
の
基
本
的
な

考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
15
） 

新
倉
秀
也
「
振
り
込
め
詐
欺
対
策
に
お
け
る
関
係
業
界
と
の
連
携
」
警
察
学
論
集
六
二
巻
七
号
六
〇
頁
以
降
に
、
二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五

年
）
〜
二
〇
〇
六
年
（
一
八
年
）、
二
〇
〇
七
年
（
一
九
年
）
以
降
に
分
け
て
、
各
業
界
・
事
業
者
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 

平
成
二
〇
年
三
月
一
日
以
降
、「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
九
年
法
律
第
二
二
号
）」（
以
下
「
犯
罪
収
益
移
転

防
止
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
き
、
金
融
機
関
に
対
し
本
人
確
認
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
の
施
行
に
伴

い
、
従
来
、
金
融
機
関
に
本
人
確
認
を
義
務
づ
け
て
い
た
「
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止

に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
四
年
法
律
第
三
二
号
）（
以
下
、「
金
融
機
関
本
人
確
認
法
」
と
い
う
。）
や
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
の
根
拠
と
な
っ
て
い

た
「
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
組
織
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。）」
第
五
章
の
規
定
は
廃
止
さ
れ

た
が
、
金
融
機
関
と
の
取
引
に
際
し
て
行
わ
れ
る
本
人
確
認
の
内
容
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。

（
17
） 

「
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約
者
等
の
本
人
確
認
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
携

帯
電
話
不
正
利
用
防
止
法
」
と
い
う
。）
と
は
、
い
わ
ゆ
る
振
り
込
め
詐
欺
対
策
な
ど
の
携
帯
電
話
の
不
正
利
用
を
防
止
す
る
た
め
、
携
帯
電
話
の

契
約
時
の
本
人
確
認
義
務
や
携
帯
電
話
の
無
断
譲
渡
の
禁
止
な
ど
を
目
的
と
し
て
二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
年
）
四
月
に
制
定
、
翌
年
五
月
に
施
行

さ
れ
た
法
律
で
あ
る
が
、
振
り
込
め
詐
欺
の
犯
人
グ
ル
ー
プ
に
携
帯
電
話
が
悪
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
鑑
み
、
こ
う
し
た
不
正

利
用
に
対
す
る
規
制
を
強
化
す
る
た
め
、
改
正
携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止
法
が
、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
六
月
一
一
日
制
定
さ
れ
、
一
二
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
携
帯
電
話
の
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
を
携
帯
電
話
会
社
に
無
断
で
、
他
人
に
譲
渡
し
た
り
、
売
買
し
た
り
す

る
こ
と
を
禁
止
し
、
ま
た
、
携
帯
電
話
を
レ
ン
タ
ル
す
る
際
に
は
、
原
則
と
し
て
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）
一
二
月
三
日
に
改
正
さ
れ
て
い
る
（
法
律
第
六
五
号
）。
具
体
的
な
内
容
は
、
契
約
時
・
譲
渡
時
の
事
業
者
に
よ
る

一
二
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
一
二
）

契
約
者
の
本
人
確
認
の
義
務
づ
け
、
事
業
者
に
よ
る
承
諾
の
無
い
他
人
へ
の
端
末
の
譲
渡
（
又
貸
し
・
譲
受
を
含
む
）
の
禁
止
、
端
末
の
匿
名
貸

与
・
譲
受
営
業
の
禁
止
、
本
人
確
認
等
が
な
さ
れ
な
い
回
線
の
事
業
者
に
よ
る
停
止
、
総
務
省
の
事
業
者
へ
の
監
督
権
限
、
虚
偽
契
約
の
禁
止
、
禁

止
営
業
の
広
告
等
行
為
等
の
禁
止
な
ど
が
一
部
罰
則
適
用
で
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　

携
帯
電
話
は
、
現
在
で
は
、
自
己
名
義
で
所
有
は
、
五
台
ま
で
可
能
な
こ
と
も
、
次
の
様
な
事
例
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
実
際
に
、

携
帯
電
話
を
契
約
す
る
簡
単
な
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
す
ぐ
に
解
約
し
て
お
く
か
ら
料
金
を
支
払
う
必
要
は
な
い
、
な
ど
と
誘
わ
れ
た
学
生
が
携
帯
電
話

の
新
規
契
約
を
し
て
譲
渡
す
る
事
例
や
、
借
金
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
と
言
わ
れ
て
、
債
務
者
が
携
帯
電
話
を
複
数
台
契
約
し
て
貸
金
業
者
に
譲
渡

す
る
と
い
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
携
帯
電
話
を
契
約
し
た
本
人
に
使
用
料
金
が
請
求
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
詐
欺
や

携
帯
電
話
不
正
利
用
防
止
法
違
反
の
罪
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
18
） 

振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
に
基
づ
く
公
告
に
つ
い
て
（
概
要
）

平
成
二
三
年
八
月
一
六
日
に
預
金
保
険
機
構
が
公
表
し
た
項
目
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

①　

平
成
二
三
年
度
第
一
〇
回
対
象
預
金
等
債
権
の
消
滅
手
続
が
開
始
さ
れ
た
旨
等
の
公
告 

②　

平
成
二
三
年
度
第
一
〇
回
消
滅
預
金
等
債
権
に
つ
い
て
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
手
続
が
開
始
さ
れ
た
旨
等
の
公
告 

③ 　

被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
手
続
が
終
了
し
た
旨
の
公
告
（
公
告
の
求
め
の
受
理
：
平
成
二
三
年
七
月
二
七
日
〜
八
月
一
〇
日
）
の
概
要
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

　
第
10回

債
権
消
滅
手
続
開
始
広
告

　
金
融
機
関
数
 

114先
 

23年
度
累
計

　
口
座
数
 

1,615件
 

12,760件
　
対
象
預
金
等
債
権
の
額
 

303,713,860円
 

1,010,780,067円

　
第
10回

支
払
手
続
開
始
広
告

　
金
融
機
関
数
 

58先
 

23年
度
累
計

　
口
座
数
 

445件
 

7,698件
　
消
滅
預
金
等
債
権
の
額
 

55,297,760円
 

860,922,543円

一
二
六



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
四
一
三
）

（
19
） 

振
り
込
め
詐
欺
の
電
話
等
を
受
け
、
振
り
込
め
詐
欺
で
あ
る
と
見
破
っ
た
場
合
に
、
だ
ま
さ
れ
た
振
り
を
し
つ
つ
、
犯
人
が
利
用
す
る
携
帯
電

話
や
預
貯
金
口
座
等
に
関
す
る
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、
契
約
者
確
認
の
求
め
や
口
座
凍
結
依
頼
を
活
用
し
て
犯
行
ツ
ー
ル
の
無
力
化
を
図

る
ほ
か
、
犯
人
に
現
金
等
を
手
渡
し
す
る
約
束
を
し
た
上
で
警
察
へ
通
報
し
て
も
ら
い
、
被
害
者
宅
等
の
約
束
し
た
場
所
に
現
れ
た
犯
人
を
検
挙
す

る
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
積
極
的
か
つ
自
発
的
な
協
力
に
基
づ
く
取
組
み
で
あ
る
。

（
20
） 

『
♯
九
一
一
〇
』
は
、
も
う
一
つ
の
一
一
〇
と
い
わ
れ
る
「
生
活
相
談
一
一
〇
」
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
警
察
本
部
及
び
所
轄
署
の
生
活
安
全

課
に
設
け
ら
れ
、
犯
罪
被
害
の
未
然
防
止
な
ど
、
生
活
の
安
全
を
守
る
た
め
の
相
談
窓
口
で
あ
る
。
携
帯
電
話
か
ら
で
も
ご
利
用
可
能
で
あ
る
が
、

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
で
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
都
道
府
県
警
察
本
部
に
掛
け
る
と
、
最
寄
り
の
所
轄
署
に
転
送
さ
れ
る
（
こ
の
場

合
、
通
話
料
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。）。
ま
た
、
土
日
、
祝
日
及
び
夜
間
は
、「
当
直
」
に
接
続
又
は
「
留
守
番
電
話
」
の
い
ず
れ
か
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
♯
九
一
一
〇
に
関
し
て
は
、
大
規
模
警
察
署
で
は
、
研
修
を
積
ん
だ
生
活
安
全
相
談
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
生
活
安
全
課
の
警
察
官
と
対

応
し
て
い
る
が
、
小
規
模
警
察
署
に
は
生
活
安
全
相
談
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
、
か
つ
、
生
活
安
全
課
の
警
察
官
が
必
ず
電
話
相
談

に
対
応
し
き
れ
な
い
場
合
も
あ
る
点
は
、
夜
間
の
対
応
と
共
に
、
今
後
検
討
改
善
の
余
地
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
現
時
点
で
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
対
応
は
九
時
〜
一
八
時
（
土
・
日
は
一
六
時
四
五
分
ま
で
）
で
、
お
昼
休
み
・
土
・
日
は
電
話
相
談
の
み
対
応
と
い
う
点
で
は
、

二
四
時
間
三
六
五
日
対
応
可
能
な
警
察
署
に
お
け
る
生
活
相
談
を
利
用
す
る
方
が
便
利
で
は
あ
る
。

（
21
） 

全
国
銀
行
協
会
は
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
一
一
月
二
一
日
の
企
画
委
員
会
で
、
振
り
込
め
詐
欺
対
策
の
強
化
策
と
し
て
、
詐
欺
な
ど
に

使
わ
れ
て
凍
結
し
た
銀
行
口
座
の
名
義
人
情
報
を
他
の
銀
行
に
も
提
供
し
、
同
一
名
義
の
全
口
座
を
凍
結
す
る
措
置
の
議
案
を
了
承
し
た
。
警
察
庁

と
連
携
し
、
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
一
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
手
順
は
、
①
詐
欺
事
件
に
使
用
さ
れ
て

　
支
払
手
続
終
了
広
告

　
金
融
機
関
数
 

58先
 

23年
度
累
計

　
消
滅
預
金
等
債
権
の
額
 

32,003,254円
 

564,546,333円
払
該
当
者
決
定
を
受
け
た
者
に
対
す
る
支
払
額
の
総
額
 

20,690,832円
 

427,623,702円
第
19条

の
規
定
に
よ
る
預
金
保
険
機
構
へ
の
納
付
予
定
額
 
11,312,422円

 
136,922,631円

一
二
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
一
四
）

口
座
を
凍
結
し
た
銀
行
は
名
義
人
情
報
を
地
元
の
警
察
署
に
提
出
、
②
警
察
庁
は
、
こ
の
情
報
を
基
に
作
成
し
た
名
義
人
リ
ス
ト
を
全
銀
協
に
提
供

し
て
捜
査
協
力
を
要
請
し
、
③
全
銀
協
か
ら
の
情
報
で
各
銀
行
は
同
一
名
義
の
全
口
座
を
凍
結
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
④
リ
ス
ト

に
掲
載
さ
れ
た
名
義
人
が
新
た
に
口
座
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
場
合
は
、
警
察
に
通
報
し
て
摘
発
に
つ
な
げ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
運
用
が
為
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
は
、
口
座
を
第
三
者
に
譲
渡
し
て
事
件
に
使
わ
れ
た
場
合
、
生
活
に
必
要
な
現
金
の
入
出
金
や
公
共
料

金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
決
済
な
ど
と
し
て
使
用
し
て
い
る
同
一
名
義
人
の
別
の
口
座
す
べ
て
が
凍
結
対
象
と
な
る
ほ
か
、
新
規
の
口
座
開
設
も

で
き
な
く
な
る
と
し
て
い
る
。2008/11/21 18:58 

【
共
同
通
信
】

　

こ
れ
を
受
け
て
、
警
察
庁
は
、
一
一
月
二
六
日
に
振
り
込
め
詐
欺
対
策
強
化
の
一
環
と
し
て
、「
凍
結
口
座
リ
ス
ト
の
活
用
」
な
ど
に
関
す
る
通

達
を
都
道
府
県
警
察
本
部
に
出
し
た
。
口
座
リ
ス
ト
活
用
以
外
に
次
の
事
柄
も
通
達
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
不
正
口
座
な
ど
詐
欺
の

ツ
ー
ル
を
売
買
す
る
「
道
具
屋
」
へ
の
”お
び
き
出
し
“
捜
査
や
、
現
金
引
き
出
し
役
の
「
出
し
子
」
の
画
像
公
開
を
積
極
的
に
行
い
、
摘
発
を
徹

底
す
る
こ
と
も
指
示
し
た
。2008/11/26　
20:36 

【
共
同
通
信
】

（
22
） 

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
年
）
二
月
二
四
日
に
制
定
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
四
月
二
〇
日
改
正
さ
れ
た
「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
要
綱
」（
警
察
庁
）、
二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
年
）
七
月
二
四
日
に
「
防
犯
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
」（
防
犯
ま
ち
づ
く
り
関
係

省
庁
協
議
会
）、
同
年
一
二
月
に
決
定
さ
れ
た
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
行
動
計
画
」（
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
）、
こ
れ
は
二
〇
〇
五
年

（
平
成
一
七
年
）
六
月
二
九
日
に
「
安
全
で
安
心
な
街
作
り
全
国
展
開
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
繋
が
っ
た
が
、
こ
れ
ら
国
の
動
き
を
受
け
、
都
道
府

県
・
政
令
指
定
都
市
、
そ
の
他
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
に
繋
が
っ
て
い
る
。

一
二
八



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
四
一
五
）

（
23
） 

「
地
域
住
民
」
概
念
を
「
居
住
者
」
に
限
定
す
る
と
防
犯
力
が
減
殺
さ
れ
る
の
で
、「
生
活
者
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
昼
夜
間
人
口
の

差
が
大
き
い
地
域
で
の
防
犯
活
動
の
担
い
手
を
ど
の
様
に
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
も
現
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
苦
労
し
て
い
る
が
、
通
勤
・
通
学
し
て
き

て
あ
る
一
定
時
間
以
上
そ
の
地
域
で
生
活
し
て
い
る
者
も
そ
の
地
域
が
安
全
で
あ
れ
ば
得
ら
れ
る
利
益
が
あ
る
以
上
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
果

た
す
べ
き
役
割
は
あ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
24
） 

警
察
庁
生
活
安
全
局
生
活
安
全
企
画
課
が
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
二
月
二
五
日
に
公
開
し
た
「
自
主
防
犯
活
動
を
行
う
地
域
住
民
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
25
） 

犯
罪
予
防
理
論
の
変
遷
と
犯
罪
の
公
式
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
安
全
・
安
心
な
街
作
り
に
向
け
た
三
者
連
携
に
つ
い
て
」『
法
学
紀
要
四
九
巻
』

七
七
頁
以
下
、
参
照

（
26
） 

拙
稿
「
安
全
・
安
心
な
街
作
り
の
現
状
と
課
題
」『
日
本
法
学
六
九
巻
四
号
』
一
五
七
頁
〜
一
六
一
頁
参
照

（
27
） 

公
共
空
間
に
お
け
る
犯
罪
を
予
防
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
犯
罪
発
生
時
に
は
犯
罪
を
速
や
か
に
認
知
し
、
犯
人
の
追
跡
や
被
害

者
の
保
護
に
向
か
う
な
ど
迅
速
・
的
確
な
対
応
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
二
年
三
月
末
現
在
、
一
二
都
府
県
で
四
六
一
台
の
街
頭
防
犯

カ
メ
ラ
を
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
異
常
行
動
検
出
機
能
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
機
能
を
備
え
た
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
を
、
神
奈
川
県
川
崎

市
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
地
区
に
お
い
て
、
二
一
年
度
か
ら
二
か
年
計
画
で
実
証
・
開
発
中
で
あ
る
。
繁
華
街
や
商
店
街
（
モ
ー
ル
を
含
む
）
等
で
は
、

設
置
が
進
ん
で
い
る
が
、
住
宅
街
で
は
、
設
置
及
び
管
理
費
用
が
高
い
た
め
、
そ
の
導
入
は
余
り
進
ん
で
い
な
い
。

（
28
） 

名
簿
屋
や
同
業
者
か
ら
入
手
し
た
個
人
情
報
（
特
に
、
同
業
者
か
ら
得
た
情
報
と
し
て
は
、
居
住
者
に
は
分
か
ら
な
い
個
所
に
マ
ー
キ
ン
グ
が

施
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
）
を
使
っ
た
り
、
悪
質
商
法
の
手
口
の
一
つ
で
も
あ
る
が
、
二
次
被
害
（
被
害
に
遭
っ
た
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
手
口
）
等
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

（
29
） 

例
え
ば
、
東
京
都
中
央
区
晴
海
に
開
所
し
た
マ
イ
ホ
ー
ム
は
る
み
は
、
ロ
型
の
平
面
を
し
た
一
つ
の
建
物
の
中
に
、
マ
イ
ホ
ー
ム
は
る
み
、
晴

海
中
学
校
、
晴
海
保
育
園
が
入
っ
て
い
る
。
地
下
一
階
か
ら
地
上
四
階
部
分
に
、
マ
イ
ホ
ー
ム
は
る
み
と
晴
海
中
学
校
が
共
存
、
保
育
園
は
一
階
の

一
部
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
地
域
の
交
流
と
し
て
、
三
施
設
間
交
流
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
に
と
っ
て
は
生
き
る
こ
と
へ
の
喜
び
が
増
す
機
会
と
な
り
、
ま
た
、
核
家
族
化
の
進
行
の
中
で
、
保
育
園
児
・
中
学
生
あ
る
い

一
二
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
一
六
）

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
は
、
高
齢
者
福
祉
へ
の
奉
仕
・
参
加
・
実
践
の
場
と
し
て
貴
重
な
経
験
の
機
会
を
担
っ
て
い
る
。
施
設
の
詳
細
は
、
次

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照http://w

w
w
.tokyochuo.net/m

eeting/tow
n/shisetsu/harum

i.htm
l

（
30
） 
犯
罪
に
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
分
析
・
検
討
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
拙
稿
「
安
全
・
安
心
な
街
作
り
に
向
け
た
三
者
連
携
に
つ
い
て
」

九
七
頁
〜
一
〇
四
頁
、
室
崎
益
輝
「
犯
罪
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て
」『
市
民
が
主
役
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
』（
春
日
井
市
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
編
）
二
〇
四
頁
〜
二
一
〇
頁
、
清
永
賢
二
「
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
二
一
世
紀
の
犯
罪
防
止
」『
市
民
が
主
役
の
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
』
一
〇
八
頁
〜
一
一
七
頁
を
参
照

（
31
） 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
ホ
ー
ム
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
分
野
か
ら
提
供
し
て
い
る
セ
コ
ム
や
綜
合
警
備
等
の
民
間
警
備
会
社
で
は
、
既
に
、
防
犯

の
視
点
か
ら
の
機
能
が
組
み
込
ま
れ
た
シ
ス
テ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
セ
コ
ム
の
情
報
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w
.secom

.co.jp/

lp/hs/afv1/

を
参
照

（
32
） 

平
成
二
一
年
中
に
悪
質
商
法
に
よ
り
検
挙
さ
れ
た
被
疑
者
に
よ
る
と
、
高
齢
者
を
狙
い
や
す
い
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
項
目
を
挙
げ
て
い

る
。
①
だ
ま
し
や
す
い
か
ら
、
②
一
度
だ
ま
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
何
度
で
も
だ
ま
せ
る
か
ら
、
③
勝
手
に
家
に
上
が
り
込
ん
で
深
夜
ま
で
居
座
っ

た
り
、
大
声
で
怒
鳴
っ
た
り
し
て
も
、
若
い
世
代
と
同
居
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
近
所
付
き
合
い
が
希
薄
だ
と
、
介
入
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
少
な
い
、

等
を
挙
げ
て
い
る
。

（
33
） 

前
出
の
（
2
）「
地
域
消
費
生
活
フ
ォ
ー
ラ
ム in 
松
田
町
」
で
は
、
松
田
町
、
南
足
柄
市
、
中
井
町
・
山
北
町
等
の
自
治
体
関
係
者
や
地
域
住

民
が
参
加
社
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
、
筆
者
が
講
演
し
た
後
、
松
田
警
察
署
生
活
安
全
課

係
長
、
南
足
柄
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
加
わ
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
が
、
参
加
者
に
と
っ
て
知
識
が
知
恵
に
な
る
体

験
研
修
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
一
般
的
に
は
、
こ
の
形
態
が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
34
） 

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
は
、『
電
話
帳
を
利
用
し
た
振
り
込
め
詐
欺
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て
』
と
い
う
新
聞
広
告
を
二
〇
一
〇
年
（
平
成

二
二
年
）
九
月
二
二
日
に
掲
載
し
、「
振
り
込
め
詐
欺
の
犯
行
に
電
話
帳
（
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
個
人
名
編
）
が
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。」
と
し
て
、
掲
載
し
て
い
る
者
に
対
し
て
、
任
意
で
の
掲
載
中
止
を
促
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
警
察
官
や
銀
行
協
会
職
員
ら
を

か
た
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
行
く
手
口
の
詐
欺
で
、
被
害
者
の
九
割
以
上
が
電
話
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
警
察
当
局
の
調

一
三
〇



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
四
一
七
）

べ
で
判
明
。
ま
た
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
も
同
年
一
一
月
一
六
日
に
警
察
庁
の
要
請
を
受
け
、
新
聞
広
告
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
35
） 

前
掲
、
拙
稿
「
安
全
・
安
心
な
街
作
り
に
向
け
た
三
者
連
携
に
つ
い
て
」
一
〇
〇
頁

（
36
） 
こ
れ
ら
に
関
与
し
た
少
年
達
の
罪
の
意
識
が
対
面
犯
罪
と
は
異
な
っ
て
い
る
た
め
希
薄
な
状
況
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ル
バ
イ
ト
感
覚
で
加

わ
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の
教
育
・
啓
発
活
動
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
37
） 

最
近
の
振
り
込
め
詐
欺
を
巡
る
犯
行
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て
は
、
田
崎
仁
一
「
振
り
込
め
詐
欺
対
策
に
お
け
る
「
犯
罪
イ
ン
フ
ラ
対
策
」」『
警
察

学
論
集
六
四
巻
六
号
』
六
四
頁
以
降
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

【
作
成
・
引
用
し
た
統
計
資
料
の
出
典
】

文
中
の
表
（
1
）（
2
）（
3
）（
4
）（
5
）（
6
）（
12
）（
13
）（
15
）（
16
）（
21
）（
22
）（
23
）（
24
）
は
、『
平
成
二
二
年
の
犯
罪
情
勢
』
及

び
『
特
殊
詐
欺
の
認
知
・
検
挙
状
況
等
に
つ
い
て
（
平
成
二
三
年
六
月
）』
を
利
用
し
、
筆
者
が
作
成
し
た
。
表
（
7
）（
8
）（
9
）（
10
）

（
11
）（
14
）（
17
）（
18
）（
19
）（
20
）
は
、
神
奈
川
県
警
調
査
の
表
を
引
用
し
て
い
る
。

一
三
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
一
八
）

ポスターＡ

一
三
二



振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
（
尾
田
）

（
四
一
九
）

ポスターＢ

一
三
三





倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
二
一
）

倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望

│
商
取
引
債
権
を
含
め
た
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
の
構
築
を
ふ
ま
え
て

│

杉　
　

本　
　

純　
　

子

1
、
は
じ
め
に

2
、
各
手
続
に
お
け
る
各
種
債
権
の
改
正
経
緯
と
現
状

3
、
現
代
に
お
け
る
理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系

4
、
倒
産
法
改
正
案
提
言
試
論

5
、
お
わ
り
に

1
、
は
じ
め
に

倒
産
手
続
は
、
債
権
者
平
等
の
原
則
が
尊
重
さ
れ
る
手
続
だ
と
い
わ
れ
る
。
債
権
者
平
等
の
原
則
と
は
、
す
な
わ
ち
、
同
質
の
債
権
に

一
三
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
二
二
）

つ
い
て
は
平
等
の
効
力
を
も
っ
て
並
存
し
、
互
い
に
他
の
債
権
に
優
越
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
（
1
）

。
倒
産
手
続
に
お
い
て
は
、

倒
産
手
続
開
始
前
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
じ
た
債
権
は
原
則
的
に
倒
産
債
権
と
な
り
、
倒
産
債
権
は
各
手
続
の
中
で
平
等
に
配
当
な
い
し

弁
済
を
受
け
る
。
厳
格
に
債
権
者
平
等
の
原
則
を
貫
く
の
で
あ
れ
ば
、
同
質
の
債
権
間
に
優
劣
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
倒
産
法
上
の
別

除
権
や
倒
産
手
続
開
始
決
定
後
の
手
続
費
用
等
の
請
求
権
等
（
共
益
性
あ
る
財
団
債
権
）
を
除
く
そ
の
他
の
倒
産
債
権
は
、
す
べ
て
債
務
者

財
産
か
ら
平
等
に
按
分
し
て
配
当
な
い
し
弁
済
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
が
国
の
倒
産
手
続
は
、
形
式
的
債
権

者
平
等
原
則
を
貫
徹
す
る
の
で
は
な
く
、
債
権
者
間
の
公
正
・
衡
平
の
観
点
か
ら
、
一
定
の
倒
産
債
権
に
優
先
権
を
与
え
、
倒
産
債
権
に

優
先
順
位
（
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
）
を
設
け
て
実
質
的
な
債
権
者
平
等
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
正
・
衡
平
の
観
点
と
は
異
な
る

も
の
の
、
租
税
債
権
や
労
働
債
権
に
は
、
政
策
的
観
点
か
ら
優
先
権
が
与
え
ら
れ
、
優
先
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
優
先
権
が
与
え
ら

れ
る
倒
産
債
権
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
他
の
倒
産
債
権
へ
の
配
当
・
弁
済
は
減
少
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
優
先
権
は
一
般
の
倒

産
債
権
者
の
負
担
の
下
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
倒
産
手
続
に
お
け
る
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
問
題
は
、
形

式
的
債
権
者
平
等
原
則
と
実
質
的
債
権
者
平
等
原
則
の
要
請
を
い
か
に
調
和
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
言
え
よ
う
（
2
）

。

倒
産
手
続
に
お
け
る
理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
構
築
は
、
倒
産
法
の
立
法
論
上
、
解
釈
論
上
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
、
ま
た
倒
産
手
続
の
種
類
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
各
手
続
は
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
的

に
従
っ
て
独
自
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
持
ち
、
こ
れ
ら
は
時
代
と
社
会
の
変
遷
と
と
も
に
常
に
修
正
を
加
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
体
系
へ

と
改
変
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
3
）

。

平
成
一
六
年
破
産
法
改
正
か
ら
七
年
経
っ
た
現
在
、
各
手
続
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
は
、
改
変
検
討
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
特
に
、
昨
今
、
会
社
更
生
手
続
等
に
お
い
て
多
額
の
優
先
弁
済
が
な
さ
れ
て
い
る
商
取
引
債
権
（
4
）

に
つ
い
て
、
そ
の
プ
ラ
イ
オ
リ

一
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倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
二
三
）

テ
ィ
体
系
に
お
け
る
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
新
破
産
法
で
大
き
く
改
正
さ
れ
た
租
税
債
権
や
労
働

債
権
に
つ
い
て
も
、
改
正
後
の
現
状
を
確
認
し
、
問
題
点
の
抽
出
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
稿
で
は
、
主
に
租
税
債
権
・
労
働
債
権
・
商
取
引
債
権
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
改
正
の
経
緯
と
現
状

を
整
理
し
た
う
え
で
、
現
在
社
会
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
債
権
の
理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、

そ
の
体
系
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
立
法
措
置
に
つ
い
て
若
干
の
試
論
を
行
い
た
い
。

2
、
各
手
続
に
お
け
る
各
種
債
権
の
改
正
経
緯
と
現
状

⑴
租
税
債
権

①
破
産
手
続

旧
破
産
法
に
お
い
て
、
破
産
手
続
開
始
前
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
じ
た
租
税
等
の
請
求
権
（
5
）

は
全
て
財
団
債
権
と
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成

一
六
年
破
産
法
改
正
に
お
い
て
、
そ
の
財
団
債
権
の
範
囲
が
、
破
産
手
続
開
始
当
時
ま
だ
納
期
限
の
到
来
し
て
い
な
い
も
の
、
あ
る
い
は

納
期
限
か
ら
一
年
（
6
）

を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
他
の
租
税
等
の
請
求
権
は
優
先
的
破
産
債
権
と
さ
れ
た
（
破
一
四
八
条

一
項
三
号
）。
破
産
手
続
に
お
け
る
租
税
債
権
の
優
先
的
取
扱
い
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
批
判
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
7
）

、
こ
の
改
正

に
よ
っ
て
、
破
産
手
続
に
お
い
て
は
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
一
部
下
げ
ら
れ
た
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
優
先
的
破
産
債
権

間
の
優
先
順
位
は
、
実
体
法
の
順
序
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
租
税
債
権
は
そ
の
他
の
優
先
的
破
産
債
権
に
優
先
す
る
と
さ
れ
る

（
破
九
八
条
二
項
（
8
）

、
国
税
徴
収
法
八
条
、
地
方
税
法
一
四
条
、
民
三
〇
八
条
）。
ま
た
、
破
産
手
続
開
始
前
に
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
に
対
し
て

一
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
二
四
）

既
に
開
始
し
て
い
た
滞
納
処
分
に
つ
い
て
は
、
手
続
開
始
決
定
後
も
続
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
破
四
三
条
二
項
）。

加
え
て
、
租
税
債
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
徴
収
権
限
を
有
す
る
者
に
対
し
て
し
た
担
保
供
与
、
債
務
消
滅
に
関
す
る
行
為
に
対
し
て
否

認
権
の
行
使
が
排
除
さ
れ
て
い
る
（
破
一
六
三
条
三
項
）。
そ
の
た
め
、
優
先
的
破
産
債
権
と
な
る
租
税
等
の
請
求
権
に
つ
い
て
、
破
産
手

続
開
始
決
定
直
前
に
多
額
の
回
収
や
担
保
提
供
が
な
さ
れ
た
場
合
等
で
も
否
認
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、

他
の
破
産
債
権
よ
り
も
租
税
債
権
が
優
先
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

破
産
手
続
に
お
け
る
租
税
債
権
は
、
確
か
に
平
成
一
六
年
改
正
後
の
新
破
産
法
に
お
い
て
、
一
部
が
優
先
的
破
産
債
権
と
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
下
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
取
扱
い
を
鑑
み
る
と
、
実
体
法
上
の
要
請
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
質

的
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
ま
だ
非
常
に
高
く
、
優
先
的
な
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

②
民
事
再
生
手
続

再
生
手
続
に
お
い
て
は
、
租
税
債
権
に
関
す
る
特
別
の
規
定
は
な
く
一
般
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
租
税
債
権
は
、
共
益

債
権
と
な
る
も
の
を
除
い
て
、
一
般
優
先
債
権
と
し
て
再
生
手
続
に
よ
ら
ず
随
時
弁
済
さ
れ
る
（
民
再
一
二
二
条
一
項
、
二
項
）。
ま
た
、

再
生
手
続
申
立
て
後
も
、
滞
納
処
分
は
中
止
命
令
や
包
括
的
禁
止
命
令
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
滞
納
処
分
を
停
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
民
再
二
六
条
、
二
七
条
）。
再
生
手
続
開
始
後
の
租
税
債
権
は
、
再
生
債
務
者
の
業
務
、
生
活
、
財
産
の
管
理
・
処
分
に
関
す
る
費
用
（
民

再
一
一
九
条
二
号
）
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
共
益
債
権
と
な
る
（
9
）

。
さ
ら
に
、
租
税
債
権
は
、
再
生
計
画
に
お
い
て
権
利
変
更

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
再
生
手
続
に
お
け
る
租
税
債
権
は
、
再
生
手
続
開
始
決
定
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
な
く
、
手
続
開
始
前
と
変

一
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倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
二
五
）

わ
ら
ず
、
弁
済
を
受
け
、
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
再
生
計
画
に
よ
る
権
利
変
更
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
た
め
、
債
権
額
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
手
続
開
始
の
影
響
を
受
け
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
再
生
手
続
に
お
け
る
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
は
非
常
に
高
い
と
言
え
よ
う
。

③
会
社
更
生
手
続

更
生
手
続
に
お
け
る
租
税
債
権
に
つ
い
て
は
、
他
の
倒
産
手
続
と
比
較
す
る
と
条
文
上
の
規
定
は
多
い
。
原
則
的
に
、
更
生
手
続
開
始

決
定
前
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
じ
た
租
税
債
権
は
更
生
債
権
と
な
る
が
、
手
続
開
始
決
定
前
の
原
因
に
生
じ
た
源
泉
徴
収
に
係
る
所
得
税
、

消
費
税
、
酒
税
、
た
ば
こ
税
、
揮
発
油
税
、
地
方
道
路
税
、
石
油
ガ
ス
税
、
石
油
石
炭
税
、
地
方
消
費
税
、
申
告
納
付
の
方
法
に
よ
り
徴

収
す
る
道
府
県
た
ば
こ
税
（
都
た
ば
こ
税
を
含
む
。）
及
び
市
町
村
た
ば
こ
税
（
特
別
区
た
ば
こ
税
を
含
む
。）
並
び
に
特
別
徴
収
義
務
者
が
徴

収
し
て
納
入
す
べ
き
地
方
税
の
請
求
権
で
、
更
生
手
続
開
始
当
時
ま
だ
納
期
限
の
到
来
し
て
い
な
い
も
の
は
、
共
益
債
権
と
な
る
（
会
更

一
二
九
条
）。
ま
た
、
更
生
手
続
開
始
申
立
後
、
開
始
前
会
社
の
財
産
に
対
し
て
既
に
さ
れ
て
い
た
滞
納
処
分
を
中
止
命
令
に
よ
っ
て
中
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
更
二
四
条
二
項
（
10
）

）。
裁
判
所
が
、
開
始
前
会
社
の
事
業
の
継
続
の
た
め
に
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

中
止
し
た
滞
納
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
も
で
き
る
（
同
条
五
項
）。
た
だ
し
、
滞
納
処
分
の
中
止
・
取
消
を
行
う
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
徴

収
の
権
限
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
二
項
但
し
書
、
五
項
但
し
書
）。
更
生
手
続
開
始
決
定
後
も
、
開
始
決
定

日
か
ら
一
年
間
（
一
年
経
過
前
に
更
生
計
画
が
認
可
さ
れ
る
こ
と
な
く
更
生
手
続
が
終
了
し
、
又
は
更
生
計
画
が
認
可
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
終
了
又

は
当
該
認
可
の
時
ま
で
の
間
）
は
、
会
更
二
四
条
二
項
に
規
定
す
る
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
更
生
会
社
の
財
産
に
対
し
て
既
に

さ
れ
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
滞
納
処
分
も
中
止
す
る
（
会
更
五
〇
条
二
項
）。
こ
の
一
年
間
と
い
う
期
間
は
、
裁
判
所
が
必
要
が
あ
る
と

一
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
二
六
）

認
め
る
と
き
は
、
伸
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
徴
収
の
権
限
を
有
す
る
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
同
条
三
項
）。
ま
た
、
裁
判
所
が
更
生
に
支
障
を
来
さ
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
管
財
人
も
し
く
は
租
税
等
の
請
求
権
に
つ
き
徴
収
の

権
限
を
有
す
る
者
の
申
立
て
等
に
よ
り
、
会
更
五
〇
条
二
項
に
基
づ
い
て
中
止
し
た
滞
納
処
分
の
続
行
を
命
じ
る
こ
と
も
で
き
る
（
同
条

五
項
二
号
）。
さ
ら
に
、
破
産
手
続
と
同
様
に
、
更
生
会
社
が
更
生
手
続
開
始
決
定
前
の
租
税
債
権
に
つ
い
て
、
そ
の
徴
収
の
権
限
を
有
す

る
者
に
対
し
て
し
た
担
保
の
供
与
又
は
債
務
の
消
滅
に
関
す
る
行
為
に
対
し
て
は
、
否
認
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
会
更
八
七

条
三
項
）。
更
生
計
画
に
お
い
て
は
、
租
税
債
権
に
つ
い
て
、
そ
の
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
定
め
を
す
る
に
は
、
徴
収
の
権
限
を
有
す
る

者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
更
一
六
九
条
一
項
本
文
（
11
）

）。

以
上
の
よ
う
に
、
更
生
手
続
に
お
け
る
租
税
債
権
は
、
原
則
的
に
更
生
債
権
と
し
て
扱
わ
れ
、
中
止
命
令
の
対
象
に
も
な
り
、
更
生
手

続
開
始
決
定
後
も
一
年
間
は
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
他
の
手
続
き
に
お
け
る
租
税
債
権
よ
り
も
比
較
的
そ
の
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
下
げ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
一
方
で
、
否
認
権
の
行
使
は
排
除
さ
れ
、
徴
収
権
限
を
有

す
る
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
、
更
生
計
画
に
お
い
て
一
定
の
免
除
等
を
内
容
と
す
る
権
利
変
更
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
更
生
手
続
開

始
決
定
後
一
年
間
は
滞
納
処
分
が
中
止
さ
れ
る
も
の
の
、
一
年
を
超
え
れ
ば
、
例
え
そ
の
時
に
更
生
計
画
が
ま
だ
認
可
等
さ
れ
て
い
な
く

と
も
、
過
去
に
租
税
を
滞
納
し
て
い
る
更
生
会
社
で
は
、
他
の
更
生
債
権
者
等
が
執
行
を
禁
止
さ
れ
る
状
況
下
で
（
会
更
四
七
条
一
項
）、

滞
納
処
分
が
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
滞
納
処
分
も
中
止
命
令
の
対
象
と
は
な
る
も
の
の
、
中
止
を
命
ず
る
際
に
は
、
他
の
更
生

債
権
者
と
は
異
な
り
、
あ
ら
か
じ
め
徴
収
の
権
限
を
有
す
る
者
の
意
見
聴
取
が
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
条
文
上
の
制
約
は
あ
る
も

の
の
、
更
生
手
続
に
お
け
る
実
質
的
な
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
も
他
の
更
生
債
権
に
比
し
て
高
く
、
優
先
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。

一
四
〇



倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
二
七
）

⑵
労
働
債
権

①
破
産
手
続

破
産
手
続
に
お
け
る
労
働
債
権
は
、
旧
破
産
法
に
お
い
て
す
べ
て
優
先
的
破
産
債
権
と
さ
れ
て
い
た
が
（
旧
破
産
法
三
九
条
、
民
三
〇
八

条
）、
労
働
者
の
生
活
保
障
の
観
点
か
ら
、
平
成
一
六
年
破
産
法
改
正
に
お
い
て
、
①
破
産
手
続
開
始
前
三
月
間
の
破
産
者
の
使
用
人
の

給
料
の
請
求
権
、
及
び
、
②
破
産
手
続
の
終
了
前
に
退
職
し
た
破
産
者
の
使
用
人
の
退
職
手
当
の
請
求
権
（
12
）

の
う
ち
、
退
職
前
三
月
間
の
給

料
の
総
額
（
13
）

に
相
当
す
る
額
を
財
団
債
権
と
し
て
優
先
的
に
弁
済
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
破
一
四
九
条
）。
ま
た
、
同
改
正
に
お
い
て
、
労

働
債
権
の
う
ち
財
団
債
権
部
分
を
弁
済
さ
れ
る
だ
け
で
は
、
生
活
の
維
持
を
図
る
の
に
困
難
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判

所
の
許
可
を
得
て
優
先
的
破
産
債
権
と
な
る
も
の
に
つ
き
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
弁
済
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
も
用
意
さ
れ
た

（
破
一
〇
一
条
）。
さ
ら
に
同
じ
く
同
改
正
に
お
い
て
、
牽
連
破
産
の
場
合
に
お
い
て
、
破
産
手
続
開
始
決
定
よ
り
前
に
再
生
手
続
開
始
決

定
が
あ
る
と
き
は
、
再
生
手
続
に
お
け
る
共
益
債
権
が
破
産
手
続
に
お
い
て
も
財
団
債
権
と
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、
再
生
手
続
開
始
決

定
前
三
月
間
の
給
料
に
つ
い
て
も
財
団
債
権
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
14
）（

民
再
二
五
二
条
五
項
）。

破
産
手
続
に
お
け
る
労
働
債
権
は
、
平
成
一
六
年
破
産
法
改
正
に
お
い
て
従
来
よ
り
も
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
高
く
な
っ
た
。
条
文
上
に

お
い
て
労
働
債
権
の
一
部
が
財
団
債
権
化
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
原
則
的
に
配
当
段
階
で
得
ら
れ
る
優
先
的
破
産
債
権
部
分
の
労
働
債

権
に
つ
い
て
も
、
配
当
を
前
倒
し
し
て
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
点
か
ら
も
、
労
働
債
権
の
取
扱
い
は
、
労
働
者
保
護
の
観
点
が
非

常
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

一
四
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
二
八
）

②
民
事
再
生
手
続

再
生
手
続
に
お
け
る
労
働
債
権
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
、
租
税
債
権
と
同
様
に
特
別
の
規
定
が
な
く
、
一
般
の
規
律
が
適
用
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
労
働
債
権
の
取
扱
い
は
、
そ
の
全
額
が
一
般
先
取
特
権
の
被
担
保
債
権
と
な
る
限
り
に
お
い
て
（
民
三
〇
六
条
二
号
、
三
〇
八
条
）、

租
税
債
権
の
取
扱
い
と
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
再
生
手
続
開
始
前
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
じ
た
労
働
債
権
は
、
共
益
債

権
に
該
当
し
う
る
も
の
を
除
い
て
、
一
般
優
先
債
権
と
な
る
（
民
再
一
二
二
条
一
項
）。
再
生
手
続
開
始
後
の
労
働
債
権
は
、
再
生
債
務
者

の
業
務
に
関
す
る
費
用
で
あ
り
、
共
益
債
権
と
な
る
（
民
再
一
一
九
条
二
号
）。

租
税
債
権
の
取
扱
い
と
異
な
る
点
は
、
破
産
手
続
に
お
け
る
労
働
債
権
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
牽
連
破
産
の
場
合
の
処
理
で
あ
る
。
労

働
者
の
生
活
保
障
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
再
生
手
続
に
お
い
て
共
益
債
権
で
あ
っ
た
も
の
は
移
行
し
た
破
産
手
続
で
も
財
団
債
権
と

な
り
（
民
再
二
五
二
条
六
項
）、
一
般
優
先
債
権
に
つ
い
て
も
そ
の
一
部
が
財
団
債
権
と
し
て
優
先
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
（
民
再
二
五
二
条
五
項
）。

再
生
手
続
で
は
、
原
則
と
し
て
手
続
開
始
後
も
事
業
の
継
続
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
た
め
、
雇
用
契
約
も
継
続
す
る
こ
と
が
多
く
、
労

働
債
権
も
再
生
手
続
開
始
後
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
再
生
手
続
開
始
前
の
労
働
債
権
も
一
般
先
取
特
権
の
被
担
保
債
権
と
な
る
範
囲
で
保

護
さ
れ
て
お
り
、
優
先
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
民
再
生
法
上
に
労
働
債
権
に
関
す
る
特
別
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
牽
連
破
産
に

至
っ
た
場
合
も
想
定
し
て
労
働
債
権
の
保
護
が
図
ら
れ
て
お
り
、
再
生
手
続
に
お
い
て
も
労
働
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
高
い
。

③
会
社
更
生
手
続

更
生
手
続
に
お
け
る
労
働
債
権
に
つ
い
て
も
、
そ
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
高
い
。
更
生
手
続
開
始
前
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
じ
た
労
働

一
四
二



倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
二
九
）

債
権
は
、
更
生
担
保
権
ま
た
は
共
益
債
権
と
な
る
も
の
を
除
い
て
、
優
先
的
更
生
債
権
と
な
る
（
会
更
二
条
八
項
、
一
六
八
条
一
項
二
号
・
三

項
、
民
三
〇
六
条
二
号
、
三
〇
八
条
）。
ま
た
、
共
益
債
権
と
な
る
労
働
債
権
の
範
囲
に
つ
い
て
も
特
別
の
規
定
が
あ
り
、
①
更
生
手
続
開
始

前
六
月
間
の
給
料
の
請
求
権
、
②
更
生
手
続
開
始
前
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
じ
た
使
用
人
の
身
元
保
証
金
の
返
還
請
求
権
、
③
更
生
計
画

認
可
決
定
前
に
退
職
し
た
使
用
人
の
退
職
手
当
の
請
求
権
（
退
職
前
六
月
間
の
給
料
の
総
額
に
相
当
す
る
額
ま
た
は
退
職
手
当
の
額
の
三
分
の
一

に
相
当
す
る
額
の
い
ず
れ
か
多
い
額
（
15
）

）、
④
更
生
手
続
開
始
前
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
じ
た
使
用
人
の
預
り
金
の
返
還
請
求
権
（
更
生
手
続
開

始
前
六
月
間
の
給
料
の
総
額
に
相
当
す
る
額
か
当
該
預
り
金
の
額
の
三
分
の
一
に
相
当
額
の
い
ず
れ
か
多
い
額
）
が
共
益
債
権
と
な
る
（
会
更
一
三
〇

条
）。
注
意
す
べ
き
は
、
給
料
債
権
と
退
職
金
債
権
に
つ
き
、
破
産
手
続
で
は
財
団
債
権
の
範
囲
が
三
ヶ
月
分
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
更

生
手
続
で
は
六
ヶ
月
分
が
共
益
債
権
と
な
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
退
職
金
債
権
に
つ
い
て
は
そ
の
総
額
を
基
準
と
し
た
上
限
が
設
け
ら

れ
、
退
職
前
六
ヶ
月
間
の
給
料
債
権
の
い
ず
れ
か
多
い
方
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
更
生
手
続
で
は
給
料
債
権
・
退
職
金
債
権
以
外

の
労
働
債
権
も
共
益
債
権
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
破
産
手
続
と
は
異
な
る
。
更
生
手
続
開
始
後
の
労
働
債
権
は
、
基
本
的
に

共
益
債
権
と
な
る
（
会
更
一
二
七
条
二
号
（
16
）

）。
共
益
債
権
・
更
生
担
保
権
・
優
先
的
更
生
債
権
と
な
る
労
働
債
権
の
取
扱
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
般
の
共
益
債
権
、
更
生
担
保
権
、
優
先
的
更
生
債
権
の
取
扱
い
と
同
様
で
あ
り
、
租
税
債
権
に
関
す
る
よ
う
な
特
別
規
定
は
設
け
ら
れ

て
い
な
い
。

更
生
手
続
に
お
い
て
も
事
業
の
継
続
が
念
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、
更
生
会
社
と
な
る
会
社
は
規
模
が
大
き
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

労
働
債
権
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
条
文
に
お
い
て
細
か
く
分
類
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
共
益
債
権
と
な
る
労
働
債
権
の
範
囲
に
つ
い
て

は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
破
産
手
続
に
比
し
て
そ
の
保
護
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
生
手
続
に
お
け
る
労
働
債
権
の
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
他
の
倒
産
手
続
よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
四
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
三
〇
）

④
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
に
よ
る
未
払
賃
金
立
替
払
制
度

以
上
の
よ
う
に
、
各
手
続
に
お
け
る
労
働
債
権
の
取
扱
い
は
、
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
い
ず
れ
の
手
続
に
お
い
て
も
そ
の
プ
ラ
イ
オ

リ
テ
ィ
は
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
労
働
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
、
各
手
続
に
共

通
し
て
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
が
、
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
に
よ
る
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
で
あ
る
。

未
払
賃
金
立
替
払
制
度
と
は
、
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
企
業
が
倒
産
し
た
た
め
に
、
賃
金
が
支
払
わ
れ
な

い
ま
ま
退
職
し
た
労
働
者
に
対
し
て
、
そ
の
生
活
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
未
払
賃
金
の
一
定
範
囲
に
つ
い
て
、
公

的
機
関
（
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
）
が
事
業
主
に
代
わ
っ
て
支
払
う
制
度
（
17
）

で
あ
る
。
立
替
払
い
を
受
け
る
た
め
に
は
様
々
な
要
件
（
18
）

が
必
要
で

あ
る
が
、
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
が
立
替
払
い
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
労
働
者
の
事
業
主
に
対
す
る
賃
金
請
求
権
を

取
得
し
、
各
倒
産
手
続
上
も
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
が
代
位
取
得
し
た
当
該
請
求
権
は
優
先
権
を
有
す
る
債
権
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
と

さ
れ
て
い
る
（
19
）

。

し
か
し
、
何
ら
明
文
の
根
拠
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
代
位
取
得
し
た
労
働
債
権
の
優
先
権
を
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
は
当
然

に
行
使
で
き
る
の
か
。
未
払
賃
金
請
求
権
、
す
な
わ
ち
倒
産
手
続
開
始
前
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
じ
た
労
働
債
権
は
、
本
来
は
一
般
の
倒

産
債
権
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
、
労
働
者
保
護
と
い
う
政
策
的
観
点
か
ら
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
高
く
し
て
優
先
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
点
に

つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
に
よ
る
未
払
賃
金
の
立
替
払
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
労
働
者
保

護
の
目
的
は
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
は
代
位
取
得
し
た
労
働
債
権
の
優
先
権
を
行
使
で

き
、
限
り
あ
る
配
当
原
資
か
ら
そ
の
他
の
一
般
倒
産
債
権
者
に
優
先
し
て
、
立
替
払
代
金
を
回
収
し
て
い
く
。
こ
れ
は
妥
当
な
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
（
20
）

、
近
年
こ
の
点
を
争
っ
た
裁
判
例
が
出
て
き
て
い
る
（
21
）

。
通
常
、
多
く
の
倒
産
事
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件
に
お
い
て
、
労
働
債
権
は
こ
の
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
を
用
い
て
倒
産
手
続
開
始
後
早
期
に
弁
済
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
倒
産

手
続
開
始
前
の
原
因
に
基
づ
く
労
働
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
検
討
す
る
際
に
は
、
労
働
債
権
に
関
す
る
実
際
の
利
害
関
係
人
を
、
労

働
者
本
人
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
で
あ
る
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

⑶
商
取
引
債
権

①
破
産
手
続

破
産
手
続
に
お
け
る
商
取
引
債
権
は
、
破
産
手
続
開
始
前
の
原
因
に
基
づ
い
て
生
じ
た
財
産
上
の
請
求
権
と
し
て
破
産
債
権
と
な
る

（
破
二
条
五
項
）。
通
常
、
破
産
手
続
開
始
決
定
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
商
取
引
は
全
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
商
取
引
債
権
者
は
破
産
債

権
者
と
し
て
破
産
手
続
に
参
加
し
て
配
当
を
得
る
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
破
産
手
続
に
お
け
る
商
取
引
債
権
の
プ
ラ
イ

オ
リ
テ
ィ
は
、
一
般
の
破
産
債
権
と
同
一
で
あ
る
。

②
民
事
再
生
手
続

再
生
手
続
に
お
い
て
は
、
手
続
開
始
後
い
か
に
事
業
価
値
を
毀
損
す
る
こ
と
な
く
事
業
を
継
続
し
て
い
け
る
か
が
最
重
要
課
題
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
取
引
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
取
引
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
商
取
引
債
権

を
手
続
開
始
後
迅
速
に
保
護
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
本
来
、
商
取
引
債
権
は
一
般
の
再
生
債
権
で
あ
り
、
再
生
手
続
開
始
後
は
原
則
と
し

て
弁
済
が
禁
止
さ
れ
る
（
民
再
八
五
条
一
項
）。
し
か
し
、
再
生
手
続
に
お
い
て
も
、
前
述
の
よ
う
に
事
業
価
値
の
維
持
を
図
る
べ
く
、
商

取
引
債
権
を
保
護
し
優
先
的
に
取
り
扱
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
（
22
）

、
昨
今
実
務
的
に

一
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活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
商
取
引
債
権
を
「
早
期
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
再
生
債
務
者
の
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
少
額
債
権

と
し
て
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
優
先
弁
済
す
る
方
法
で
あ
る
（
民
再
八
五
条
五
項
後
半
）。
民
再
八
五
条
五
項
後
半
は
、
後
述
の
よ
う
に
、

平
成
一
四
年
会
社
更
生
法
改
正
の
際
に
会
更
四
七
条
五
項
後
半
と
同
じ
く
し
て
新
設
さ
れ
た
条
文
で
あ
る
。
こ
の
改
正
ま
で
は
、「
早
期

に
弁
済
す
る
こ
と
に
よ
り
再
生
手
続
を
円
滑
に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
少
額
債
権
（
民
再
八
五
条
五
項
前
半
）
の
規
定
を
類
推
適
用
し

て
商
取
引
債
権
の
弁
済
を
認
め
て
い
た
と
こ
ろ
（
23
）

、
改
正
に
よ
り
事
業
の
継
続
に
必
要
不
可
欠
な
倒
産
債
権
を
弁
済
す
る
運
用
に
明
文
の
根

拠
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
い
か
な
る
場
合
を
「
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
と
解
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
解
釈
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
（
24
）

。
ま
た
、
い
か
な
る
範
囲
の
債
権
を
「
少
額
」
と
い
う
の
か
も
解
釈
に
拠
る
所
が
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
更

生
手
続
で
も
同
様
の
議
論
が
あ
る
た
め
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
に
委
ね
る
点
が
多
い
た
め
に
、
そ
の
運
用
が
裁
判
所
に

よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
の
が
実
情
と
な
っ
て
い
る
（
25
）

。
た
だ
、
後
述
す
る
更
生
手
続
に
比
べ
る
と
、
再
生
手
続
に
お
け
る
再
生
債
務
者
の
規

模
は
比
較
的
小
さ
い
た
め
、
資
産
の
余
剰
も
少
な
く
、
商
取
引
債
権
を
優
先
弁
済
で
き
る
状
況
に
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
商
取

引
債
権
保
護
の
要
請
は
非
常
に
高
く
と
も
、
優
先
弁
済
で
き
な
い
の
が
現
実
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
同
様
の
議
論
が
あ
る
更
生

手
続
と
は
若
干
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
条
文
上
認
め
ら
れ
て
い
る
商
取
引
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
、
原
則
的
に
は
、
一
般
の
再
生
債
権
と
同
様
で
あ
る
。

民
再
八
五
条
五
項
後
半
が
認
め
て
い
る
優
先
的
取
扱
い
は
、
一
般
の
再
生
債
権
を
例
外
的
に
優
先
弁
済
す
る
と
い
う
形
で
の
取
扱
い
で
あ

り
、
条
文
上
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
租
税
債
権
や
労
働
債
権
に
は
劣
後
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
商
取
引
債
権
は
事
業
継
続

の
た
め
に
最
も
優
先
的
に
弁
済
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
債
権
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
ま
ず
商
取
引
債
権
を
優
先
的
に
取
り
扱
う

こ
と
に
よ
っ
て
取
引
関
係
を
維
持
し
、
手
続
開
始
直
後
の
混
乱
を
乗
り
切
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
は
租
税
債
権
や
労
働
債
権
、
ひ
い
て
は
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一
般
の
再
生
債
権
へ
の
迅
速
な
弁
済
を
促
す
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
現
再
生
法
上
の
商
取
引
債
権
の
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
、
実
際
の
要
請
に
対
応
仕
切
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

③
会
社
更
生
手
続

更
生
手
続
に
お
い
て
も
、
事
業
継
続
の
た
め
に
商
取
引
債
権
保
護
が
必
要
と
な
る
の
は
再
生
手
続
と
同
様
で
あ
る
。
商
取
引
債
権
保
護

の
方
法
も
、
再
生
手
続
と
同
様
に
い
く
つ
か
用
意
さ
れ
て
お
り
（
会
更
二
八
条
一
項
・
二
項
、
会
更
四
七
条
二
項
等
）、
昨
今
で
は
、
平
成
一
四

年
会
社
更
生
法
改
正
の
際
に
新
設
さ
れ
た
会
更
四
七
条
五
項
後
半
の
「
早
期
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
更
生
会
社
の
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支

障
を
来
す
」
少
額
債
権
と
し
て
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
商
取
引
債
権
を
優
先
弁
済
す
る
方
法
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
同
項
に
お
け
る

「
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
な
い
し
「
少
額
」
に
つ
い
て
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
点
も
再
生
手
続
と
同
様
で
あ
る
。

た
だ
、
同
項
に
よ
る
商
取
取
引
債
権
保
護
は
、
現
在
、
特
に
更
生
手
続
に
お
い
て
、
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
再
生
手

続
よ
り
も
債
務
者
の
規
模
が
大
き
い
場
合
が
多
い
更
生
手
続
で
は
、
手
続
開
始
決
定
後
も
比
較
的
資
産
に
余
力
が
あ
り
、「
事
業
の
継
続

に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
商
取
引
債
権
を
選
別
せ
ず
と
も
、
全
て
の
商
取
引
債
権
を
弁
済
す
る
こ
と
も
可
能
な
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

本
来
、
更
生
手
続
で
は
手
続
開
始
決
定
が
な
さ
れ
る
と
、
原
則
的
に
更
生
債
権
は
更
生
計
画
に
よ
ら
な
け
れ
ば
弁
済
を
受
け
る
こ
と
等
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
（
会
更
四
七
条
一
項
）、
事
業
の
継
続
に
必
要
不
可
欠
な
少
額
債
権
の
み
例
外
的
に
優
先
弁
済
が
許
さ
れ
る
の
が
会
更

四
七
条
五
項
後
半
の
趣
旨
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
事
業
の
規
模
か
ら
取
引
先
数
が
膨
大
で
事
業
継
続
に
必
要
不
可
欠
な
商
取
引

債
権
者
を
選
択
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
、
資
産
に
ま
だ
余
力
が
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
手
続
開
始
前
に
既
に
発
生

し
て
い
た
更
生
債
権
と
な
る
べ
き
商
取
引
債
権
を
全
て
弁
済
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
、
近
年
で
は
、
日
本
航
空
や

一
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ウ
ィ
ル
コ
ム
、
林
原
の
更
生
事
件
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（
26
）

。

商
取
引
債
権
を
一
〇
〇
％
保
護
で
き
れ
ば
、
従
来
の
取
引
先
と
取
引
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
価
値
を
毀
損
す
る
こ
と
な

く
迅
速
に
事
業
継
続
ひ
い
て
は
事
業
再
生
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
商
取
引
債
権
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的

に
は
優
先
弁
済
さ
れ
な
い
そ
の
他
の
更
生
債
権
者
へ
の
弁
済
率
も
向
上
す
る
。
こ
れ
ら
が
、
昨
今
更
生
手
続
に
お
い
て
、
債
権
者
平
等
の

原
則
を
修
正
し
て
商
取
引
債
権
を
一
〇
〇
％
保
護
す
る
正
当
化
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
（
27
）

。
た
だ
、
商
取
引
債
権
を
一
〇
〇
％
保
護
す
る
場
合

で
も
、
更
生
法
上
の
保
護
の
方
法
は
、
条
文
で
規
定
さ
れ
て
い
る
方
法
に
拠
る
し
か
な
い
た
め
、
商
取
引
債
権
全
て
を
「
早
期
に
弁
済
し

な
け
れ
ば
更
生
会
社
の
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
少
額
債
権
に
該
当
す
る
と
し
て
全
額
優
先
弁
済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
が
原
状
で
あ
る
。
例
外
的
に
特
定
の
更
生
債
権
を
優
先
的
に
取
り
扱
う
べ
き
規
定
が
、
全
更
生
債
権
の
大
半
に
適
用
さ
れ

て
し
ま
う
た
め
、
会
更
四
七
条
五
項
後
半
の
本
来
の
趣
旨
と
矛
盾
が
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
何
を
も
っ
て
「
少

額
」
と
い
う
の
か
、
あ
る
い
は
最
終
的
な
「
弁
済
率
の
向
上
」
は
ど
の
よ
う
に
認
定
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
や
は
り
明
確
な
基
準
等
は
な

く
、
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
28
）

。

更
生
手
続
に
お
け
る
商
取
引
債
権
も
、
条
文
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
一
般
の
更
生
債
権
で
あ
り
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
手
続
開
始
決

定
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
な
く
迅
速
に
優
先
弁
済
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
再
生
手
続
よ
り
も
資
金
的
に
は
余
力
が
あ
る
債

務
者
が
多
い
更
生
手
続
に
お
い
て
、
事
業
継
続
を
目
的
と
す
る
商
取
引
債
権
保
護
の
要
請
は
よ
り
高
い
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
そ
の
要
請

を
実
現
す
る
こ
と
が
資
金
的
に
可
能
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
更
生
法
上
も
商
取
引
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
高
く
し
、
商
取
引
債
権
保

護
の
要
請
と
方
法
を
更
生
手
続
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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3
、
現
代
に
お
け
る
理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系

こ
れ
ま
で
、
各
倒
産
手
続
に
お
け
る
租
税
債
権
、
労
働
債
権
、
商
取
引
債
権
の
現
在
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
と
現
状
を
確
認
し
て
き
た
。

各
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
、
改
正
を
経
て
変
遷
し
て
き
て
は
い
る
が
、
い
ま
だ
そ
の
現
状
に
は
問
題
点
も
生
じ
て
い
る
。
は
じ
め
に

述
べ
た
と
お
り
、
倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
、
時
代
と
社
会
の
変
遷
と
と
も
に
、
常
に
修
正
を
加
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い

体
系
へ
と
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
現
代
社
会
に
お
け
る
各
倒
産
手
続
の
理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
と
は

い
か
な
る
も
の
な
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
租
税
債
権
、
労
働
債
権
、
そ
し
て
昨
今
特
に
再
建
型
倒
産
手
続
に
お
い
て
そ
の
保
護
の
要

請
が
高
い
商
取
引
債
権
を
ふ
ま
え
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
債
権
は
、
本
来
は
一
般
の
倒
産
債
権
と
な
る
べ
き
も
の
と
い
う
点

で
共
通
し
て
い
る
。
租
税
債
権
と
労
働
債
権
は
、
政
策
的
観
点
か
ら
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
格
上
げ
さ
れ
て
お
り
、
商
取
引
債
権
は
事
業
継

続
の
実
現
の
た
め
に
優
先
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
債
権
は
皆
そ
の
他
の
一
般
の
倒
産
債
権
の
犠
牲
の
下
に
優
先
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

限
り
あ
る
債
務
者
の
弁
済
原
資
の
中
で
、
ど
の
債
権
を
よ
り
優
先
的
に
取
り
扱
う
べ
き
な
の
か
、
債
権
者
平
等
の
修
正
を
正
当
化
で
き

る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
倒
産
法
上
の
財
団
債
権
な
い
し
共
益
債
権
と

し
て
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
だ
け
で
は
な
く
、
前
で
確
認
し
た
そ
の
他
各
倒
産
手
続
で
認
め
ら
れ
て
い
る
優
先
的
措
置
や
制
度
も
あ
わ
せ
た

上
で
、
各
倒
産
手
続
全
体
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
四
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
三
六
）

⑴
租
税
債
権

租
税
債
権
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
破
産
手
続
に
お
い
て
一
部
が
優
先
的
破
産
債
権
と
な
っ
た
も
の
の
（
破
九
八
条
一

項
）
手
続
開
始
決
定
前
に
既
に
滞
納
処
分
が
開
始
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
続
行
が
認
め
ら
れ
（
破
四
三
条
二
項
）、
否
認
権
の
適
用

も
排
除
さ
れ
て
い
る
（
破
一
六
三
条
三
項
）。
再
生
手
続
で
は
ほ
と
ん
ど
手
続
開
始
決
定
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
、
更
生
手
続
に
お

い
て
も
滞
納
処
分
を
中
止
し
う
る
期
間
が
一
年
に
限
定
さ
れ
る
（
会
更
五
〇
条
二
項
）
な
ど
、
依
然
と
し
て
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

は
各
倒
産
手
続
に
お
い
て
非
常
に
高
い
。
租
税
債
権
の
優
先
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
批
判
が
あ
り
（
29
）

、
平
成
一
六
年
破
産
法

改
正
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
批
判
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
財
団
債
権
と
な
る
租
税
債
権
の
範
囲
を
「
納
期
限
か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
な

い
も
の
」
に
限
定
し
た
（
破
一
四
八
条
一
項
三
号
）。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
租
税
債
権
に
は
優
先
的
措
置
が
多
く
設
け
ら
れ
て
お
り
、

租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
は
実
質
的
に
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
特
に
、
再
生
手
続
に
お
い
て
は
中
止

命
令
等
の
対
象
に
も
な
る
こ
と
な
く
、
基
本
的
に
は
す
べ
て
が
手
続
外
で
優
先
的
に
弁
済
を
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
取
扱
い
は
妥
当
で
あ
ろ

う
か
。

租
税
債
権
に
優
先
権
が
与
え
ら
れ
る
の
は
、
実
体
法
上
の
優
先
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
滞
納
処
分
に
お
い

て
、
租
税
債
権
と
他
の
私
債
権
と
が
競
合
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
租
税
債
権
は
他
の
債
権
に
優
先
し
て
徴
収
さ
れ
る
（
税
徴
八
条
、

地
税
一
四
条
）。
加
え
て
、
租
税
債
権
は
法
定
納
期
限
と
担
保
権
の
設
定
日
の
先
後
に
よ
っ
て
は
、
特
定
財
産
に
対
す
る
担
保
権
に
も
優
先

す
る
場
合
が
あ
る
（
税
徴
一
五
条
以
下
）。
で
は
、
現
在
の
租
税
債
権
の
優
先
権
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
付
与
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
倒
産
手
続
に
お
け
る
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
検
討
す
る
前
に
、
そ
の
根
拠
た
る
実
体
法
上
の
租
税
債
権
の
優
先

権
の
沿
革
と
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
五
〇



倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
三
七
）

租
税
債
権
の
優
先
権
は
、
す
で
に
明
治
初
年
に
お
い
て
、
行
政
的
取
扱
い
に
お
い
て
は
意
識
さ
れ
て
い
た
が
（
30
）

、
そ
れ
が
法
令
上
に
具
体

化
さ
れ
た
の
は
、
明
治
一
〇
年
の
租
税
不
納
規
則
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
令
に
よ
り
は
じ
め
て
滞
納
処
分
を
行
政
処
分
と
し
て
自
力

執
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
こ
の
法
令
で
は
租
税
債
権
は
一
般
の
私
債
権
は
も
と
よ
り
、
担
保
権
付
債
権
に
も
無
条
件
に
優
先

す
る
と
さ
れ
て
い
た
（
31
）

。
そ
の
後
、
明
治
二
二
年
に
制
定
さ
れ
た
国
税
徴
収
法
お
よ
び
国
税
滞
納
処
分
法
に
お
い
て
、
明
文
に
て
実
体
法
上

の
租
税
債
権
の
優
先
権
を
宣
言
し
、
同
時
に
担
保
権
付
債
権
（
但
し
、
質
権
及
び
抵
当
権
。）
に
対
し
て
租
税
債
権
の
優
先
権
を
制
限
し
た

（
国
税
滞
納
処
分
法
六
条
（
32
）

）。
つ
ま
り
、
現
在
の
租
税
債
権
の
優
先
権
は
、
明
治
中
期
か
ら
実
体
法
上
で
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
同
時
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
ま
で
無
条
件
に
優
先
し
て
い
た
租
税
債
権
が
、
一
定
の
担
保
権
付
債
権
に
対
し
て
制
限
さ

れ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
規
定
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
が
、
日
本
の
経
済
的
基
盤
が
前
近
代
的
な
農
業
経
済
か
ら
資
本
主
義

に
推
移
す
る
に
伴
っ
て
、
近
代
的
な
取
引
安
全
の
要
請
か
ら
私
債
権
者
を
保
護
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
（
33
）

。
こ
の
明
治
二
二
年
制
定
の
国
税
徴
収
法
・
国
税
滞
納
処
分
法
に
お
け
る
租
税
債
権
の
優
先
権
が
、
現
国
税
徴
収
法
の
基
礎
と
な
る
明

治
三
〇
年
国
税
徴
収
法
二
条
・
三
条
に
承
継
さ
れ
、
当
該
国
税
徴
収
法
を
昭
和
三
四
年
に
全
文
改
正
し
た
も
の
が
現
行
の
国
税
徴
収
法
で

あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
三
四
年
改
正
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、「
租
税
債
権
の
優
先
権
の
見
直
し
」
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
四
年
改
正
以
前
に
も
一
定
の
担
保
権
付
債
権
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
租
税
債
権
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
依
然
と
し
て

租
税
は
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
の
私
債
権
と
は
全
く
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
租
税
債
権
の
優
先
は
当
然
に
容
認
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
（
34
）

。
一
方
、
民
法
学
の
分
野
で
は
、
既
に
古
く
か
ら
、
租
税
債
権
に
つ
い
て
も
私
債

権
と
同
じ
土
俵
で
優
劣
を
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
有
力
に
展
開
さ
れ
て
お
り
（
35
）

、
租
税
債
権
の
優
先
権
の
問
題
に
係
る
改
正
作
業

は
、
こ
う
し
た
民
法
学
の
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
出
発
し
た
。
た
だ
、
調
査
会
審
議
で
は
激
し
く
意
見
が
対
立
し
た
も
の
の
（
36
）

、
調
査

一
五
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
三
八
）

会
全
体
と
し
て
は
租
税
債
権
の
優
先
権
を
端
的
に
否
定
す
る
立
場
で
は
な
く
、
民
法
学
側
も
租
税
債
権
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
は
認
め
た

う
え
で
、「
租
税
債
権
の
優
先
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
債
権
者
が
被
る
こ
と
に
な
る
不
利
益
を
考
慮
し
た
場
合
、
ど
こ
ま
で
そ
の
優

先
を
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
審
議
は
進
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
、
主
に
担
保
権
付
債
権
と
租
税
債
権
と
の
優

劣
の
調
整
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
法
定
納
期
限
等
を
基
準
と
し
た
現
行
国
税
徴
収
法
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
（
税
徴
一
五
条
以
下
参

照
）。
こ
の
昭
和
三
四
年
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
租
税
債
権
の
優
先
が
認
め
ら
れ
て
い
た
多
く
の
場
面
で
、
私
債
権
と
租
税
債
権
の

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
逆
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
37
）

。

こ
の
よ
う
に
、
租
税
債
権
は
、
当
初
は
す
べ
て
の
私
債
権
に
無
条
件
に
優
先
し
て
い
た
が
、
社
会
情
勢
や
金
融
取
引
の
発
展
か
ら
私
債

権
を
保
護
す
る
必
要
性
が
高
く
な
り
、
徐
々
に
租
税
債
権
の
優
先
権
が
制
限
さ
れ
て
い
っ
た
。
租
税
債
権
に
優
先
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
明
治
期
か
ら
変
わ
り
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
は
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
修
正
が
加
え
ら
れ
、
現
国
税
徴
収
法
に
至
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
倒
産
手
続
に
お
け
る
租
税
債
権
の
優
先
的
取
扱
い
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
に
修
正
を
加
え
て
い
く
こ
と
は
認

め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
実
際
、
平
成
一
六
年
改
正
に
お
い
て
租
税
債
権
は
一
部
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
格
下
げ
さ
れ
て
は
い
る
が
、
依
然
と

し
て
倒
産
手
続
全
体
に
お
け
る
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
高
く
設
定
さ
れ
過
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
代
社
会
に
お
け
る
倒

産
手
続
の
目
的
や
社
会
的
要
請
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
再
度
租
税
債
権
の
優
先
的
取
扱
い
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
他
の
労
働
債
権

や
商
取
引
債
権
を
保
護
す
る
た
め
に
租
税
債
権
の
優
先
権
を
制
限
す
る
場
面
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
。
た
だ
、
や
は
り
租
税
債
権
の

特
殊
性
ゆ
え
に
実
体
法
上
の
優
先
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
点
は
尊
重
す
る
必
要
が
あ
り
、
た
だ
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
全
て
一

般
の
倒
産
債
権
に
下
げ
る
と
い
う
取
扱
い
に
修
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
租
税
債
権
の
実
体
法
上
の
優
先
権
を
尊
重
し
な

が
ら
、
労
働
債
権
や
商
取
引
債
権
等
の
私
債
権
と
の
優
劣
を
調
整
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
、
検
討
の
際
に
は
、
国
税
徴
収
法

一
五
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倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
三
九
）

の
改
正
作
業
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
「
租
税
債
権
の
優
先
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
債
権
者
が
被
る
こ
と
に
な
る
不
利
益
を
考
慮
し
た

場
合
、
ど
こ
ま
で
そ
の
優
先
を
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
観
点
が
参
考
に
な
る
と
考
え
る
。

⑵
労
働
債
権

労
働
債
権
は
、
平
成
一
六
年
破
産
法
改
正
に
お
い
て
そ
の
一
部
が
財
団
債
権
に
格
上
げ
さ
れ
、
再
生
手
続
や
更
生
手
続
で
も
随
時
弁
済

さ
れ
る
優
先
債
権
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
各
倒
産
手
続
に
お
い
て
労
働
債
権
の
条
文
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
高
い
。
加
え
て
、
実
際

に
は
各
手
続
に
お
い
て
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
に
よ
る
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
倒
産
手
続
に
お
け
る
労
働

債
権
の
保
護
は
実
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
倒
産
手
続
に
お
け
る
労
働
債
権
の
条
文
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
現
代

に
お
い
て
も
修
正
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
、
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
に
よ
る
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
が
利
用
さ
れ
る
こ

と
が
大
半
で
あ
る
現
状
に
お
い
て
は
、
労
働
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
検
討
す
る
に
は
、
条
文
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
妥
当
性
だ
け

で
は
な
く
、
労
働
債
権
の
優
先
弁
済
が
実
現
さ
れ
る
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
を
含
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
未

払
賃
金
立
替
払
制
度
が
利
用
さ
れ
た
場
合
、
倒
産
手
続
に
お
い
て
実
際
に
労
働
債
権
を
行
使
す
る
の
は
立
替
払
い
に
よ
っ
て
労
働
債
権
を

代
位
取
得
し
た
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
と
な
り
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
現
在
、
当
機
構
は
代
位
取
得
し
た
労
働
債
権
の
優
先
権
を
明

文
の
根
拠
な
く
行
使
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
未
払
賃
金
の
立
替
払
い
に
よ
っ
て
労
働
者
保
護
の
目
的
は
実
現
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
限
り
あ
る
弁
済
原
資
か
ら
そ
の
他
の
一
般
倒
産
債
権
者
に
優
先
し
て
、
機
構
が
立
替
払
金
を
回
収
し
て
い
く
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

の
か
、
こ
の
検
討
が
労
働
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
再
考
に
は
不
可
欠
と
な
ろ
う
。

未
払
賃
金
立
替
払
制
度
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
二
九
条
一
項
三
号
に
掲
げ
る
「
賃
金
の
支
払
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事

一
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業
」
と
し
て
行
わ
れ
（
賃
確
法
九
条
）、
事
業
に
要
す
る
費
用
は
、
全
額
事
業
主
負
担
と
さ
れ
て
い
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
以
下
、「
労

災
保
険
」
と
い
う
）
に
係
る
労
災
保
険
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
事
業
の
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
が
労
働
者
健
康
福

祉
機
構
で
あ
る
（
38
）

。
未
払
賃
金
の
立
替
払
い
は
、
労
働
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
業
主
の
賃
金
の
支
払
義
務
を
緩
和
す
る

た
め
の
も
の
で
は
な
い
（
39
）

。
賃
金
の
支
払
義
務
は
事
業
主
の
基
本
的
義
務
で
あ
る
の
で
、
事
業
主
が
倒
産
し
て
国
が
未
払
賃
金
を
弁
済
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
事
業
主
は
そ
の
義
務
を
免
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
の
が
賃
確
法
の
根
本
的
思
考
で
あ
る
（
40
）

。
労
働
者
が
機
構

か
ら
未
払
賃
金
の
弁
済
を
受
け
る
に
は
、
事
業
主
の
倒
産
手
続
開
始
後
に
請
求
す
れ
ば
足
り
、
倒
産
手
続
開
始
前
に
機
構
と
保
証
契
約
を

締
結
す
る
必
要
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
機
構
は
、
事
業
主
に
立
替
払
い
を
受
け
る
た
め
の
要
件
さ
え
満
た
さ
れ
れ
ば
、
常
に
労
働
者
か

ら
の
請
求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
既
述
の
と
お
り
、
機
構
の
立
替
払
い
は
労
災
保
険
料
を
原
資
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
事
業
主
に
よ
る
労
災
保
険
料
の
負
担
は
立
替
払
い
を
受
け
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
事
業
主
が
労
働
保
険
料
を
負
担
し
、

機
構
は
事
業
主
か
ら
徴
収
し
た
労
災
保
険
料
を
原
資
と
し
て
、
労
働
者
の
未
払
賃
金
を
事
業
主
に
代
わ
っ
て
弁
済
し
、
弁
済
に
要
し
た
費

用
を
事
業
主
か
ら
回
収
す
る
と
い
う
の
が
賃
確
法
の
想
定
す
る
機
構
と
事
業
主
と
の
関
係
で
あ
る
が
（
41
）

、
事
業
主
か
ら
徴
収
し
た
労
災
保
険

料
の
範
囲
内
と
い
う
限
定
は
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
事
業
主
の
未
払
賃
金
の
弁
済
が
他
の
健
全
な
企
業
の
負
担
し
た
労
災
保
険
料
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
（
42
）

。

こ
の
よ
う
な
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
に
お
い
て
、
機
構
の
倒
産
手
続
に
お
け
る
労
働
債
権
の
優
先
権
の
承
継
と
行
使
の
可
否
に
つ
い
て

の
見
解
は
、
肯
定
説
と
否
定
説
に
分
か
れ
て
い
る
。
肯
定
説
は
、
財
団
債
権
等
の
趣
旨
か
ら
優
先
権
の
承
継
を
否
定
す
る
の
は
、
財
団
債

権
等
の
趣
旨
と
財
団
債
権
等
の
地
位
と
を
区
別
し
な
い
た
め
に
生
ず
る
結
果
で
あ
る
と
し
、
仮
に
原
債
権
の
財
団
債
権
性
等
を
否
定
し
た

場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
他
の
一
般
の
倒
産
債
権
者
等
の
利
益
と
な
る
が
、
そ
の
他
の
倒
産
債
権
者
等
と
し
て
は
、

一
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原
債
権
を
本
来
通
り
原
債
権
者
が
行
使
し
た
場
合
に
は
財
団
債
権
等
と
し
て
の
負
担
を
受
忍
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
を
、
代
位
弁
済

が
な
さ
れ
た
と
い
う
偶
然
の
事
実
に
基
づ
い
て
「
棚
ぼ
た
」
的
に
自
分
た
ち
の
配
当
原
資
と
す
る
べ
き
利
益
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
す

る
（
43
）

。
一
方
、
否
定
説
は
、
労
働
債
権
は
労
働
者
保
護
と
い
う
政
策
的
理
由
か
ら
財
団
債
権
等
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
こ
の
種
の
財

団
債
権
等
は
、
債
権
自
体
の
性
質
の
み
な
ら
ず
、
債
権
者
の
性
質
か
ら
特
別
の
保
護
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
（
44
）

」
り
、
そ
れ
ゆ
え
当
該
債

権
が
譲
渡
等
に
よ
り
移
転
し
て
、
異
な
る
債
権
者
に
帰
属
し
た
場
合
に
は
、
債
権
と
し
て
の
同
一
性
は
維
持
さ
れ
て
い
て
も
、
前
記
の
よ

う
な
特
別
の
要
保
護
性
は
も
は
や
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
場
合
に
は
、
倒
産
手
続
上
、
財
団
債
権
等
と
い
う
特
別
扱
い
を
例
外
的
に
認
め
る

根
拠
は
失
わ
れ
、
本
来
の
性
質
た
る
破
産
債
権
等
と
し
て
取
扱
い
が
な
さ
れ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
（
45
）

。

確
か
に
、
機
構
に
よ
る
未
払
賃
金
立
替
払
い
に
よ
っ
て
、
労
働
者
保
護
は
実
現
さ
れ
、
労
働
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
高
く
設
定
さ

れ
て
い
る
趣
旨
は
果
た
さ
れ
て
い
る
た
め
、
も
は
や
労
働
債
権
を
代
位
取
得
し
た
機
構
に
は
優
先
権
行
使
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
も
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、
機
構
に
よ
る
立
替
払
い
は
事
前
に
事
業
主
の
委
託
等
の
行
為
は
必
要
と
さ
れ
ず
、
要
件
さ
え
満
た
せ
ば
立
替
払
い
の

請
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
の
目
的
は
決
し
て
事
業
主
の
賃
金
の
支
払
義
務
を
緩
和
す
る
こ
と
で
は

な
い
と
こ
ろ
、
機
構
の
優
先
権
行
使
を
否
定
し
て
し
ま
う
と
、
立
替
払
い
し
た
金
額
分
だ
け
債
務
者
た
る
事
業
主
の
財
団
が
増
殖
す
る
た

め
（
一
般
の
倒
産
債
権
と
し
て
配
当
等
さ
れ
る
金
額
は
除
く
）、
倒
産
手
続
開
始
時
に
未
払
賃
金
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
財
団
が
増
殖
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
事
業
主
の
賃
金
未
払
い
を
促
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
優
先
権
の
行
使
の
可
否
に
つ
い
て
現
時
点
で
結
論
を
出
す

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
賃
確
法
に
何
ら
か
の
明
文
の
根
拠
を
設
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
労
働

債
権
の
倒
産
手
続
全
体
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
修
正
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
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⑶
商
取
引
債
権

商
取
引
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
主
に
再
生
手
続
と
更
生
手
続
で
問
題
と
な
る
。
破
産
手
続
で
は
、
も
は
や
事
業
の
継

続
は
見
込
ま
れ
な
い
た
め
、
商
取
引
債
権
は
一
般
の
倒
産
債
権
と
し
て
配
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
再
建
型
倒
産
手

続
に
お
け
る
商
取
引
債
権
の
優
先
的
取
扱
い
は
、
昨
今
非
常
に
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
（
46
）

。
特
に
、
大
型
の
更
生
事
件
で
は
、
商
取

引
債
権
を
一
〇
〇
％
保
護
し
て
優
先
的
に
取
り
扱
う
実
務
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
商
取
引
債
権
の
条
文
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
、
一
般

の
倒
産
債
権
と
同
様
で
あ
る
た
め
（
47
）

、
原
則
的
に
は
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
る
と
弁
済
禁
止
の
対
象
と
な
る
（
民
再
八
五
条
一
項
、
会
更
四
七

条
一
項
）。
と
こ
ろ
が
、
昨
今
の
実
務
的
傾
向
に
よ
り
、
商
取
引
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
徐
々
に
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
高
い
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
要
請
が
あ
る
一
方
で
、
再
生
手
続
・
更
生
手
続
と
も
に
商
取
引
債
権
保
護
の
法
的
措
置
は
、

民
再
八
五
条
五
項
後
半
や
会
更
四
七
条
五
項
後
半
等
で
認
め
ら
れ
る
裁
判
所
の
許
可
に
よ
る
優
先
弁
済
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

も
、
既
述
の
と
お
り
、
民
再
八
五
条
五
項
後
半
な
い
し
会
更
四
七
条
五
項
後
半
に
規
定
さ
れ
る
「
早
期
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
事
業
の
継
続

に
著
し
い
支
障
を
来
す
少
額
債
権
」
の
解
釈
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
り
、
逆
に
曖
昧
ゆ
え
に
同
項
を
用
い
て
商
取
引
債
権
を
一
〇
〇
％
保
護

し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
迅
速
な
事
業
再
生
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
商
取
引
債
権
保
護
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
異

論
は
な
い
。
た
だ
、
や
は
り
特
定
の
あ
る
い
は
全
て
の
商
取
引
債
権
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
債
権
者
平
等
の
原
則
を
修
正
し
て
い
る
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
他
の
倒
産
債
権
者
に
と
っ
て
も
債
権
者
平
等
の
修
正
が
許
容
で
き
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
商
取
引

債
権
保
護
の
法
的
措
置
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
行
い
、
現
在
の
商
取
引
債
権
に
求
め
ら
れ
て
い
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
再
生
手
続
・
更

生
手
続
に
し
っ
か
り
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
、
商
取
引
債
権
を
保
護
す
る
場
合
に
は
、
保
全
段
階
に
お
い
て
も
、
手
続
開
始
後
に
お
い
て
も
、
実
務
上
は
、
一
般
的
に
以
下
の
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基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
48
）

。
す
な
わ
ち
、
①
商
取
引
債
権
を
弁
済
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
価
値
の
毀
損
が
防
止

さ
れ
、
商
取
引
債
権
の
弁
済
を
行
わ
な
い
場
合
に
比
べ
て
商
取
引
債
権
者
以
外
の
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
率
も
向
上
す
る
と
合
理
的
に
見

込
ま
れ
る
こ
と
、
②
商
取
引
債
権
者
が
従
来
ど
お
り
の
約
定
お
よ
び
支
払
条
件
で
の
取
引
を
承
諾
す
る
こ
と
、
③
商
取
引
債
権
を
弁
済
す

る
こ
と
に
つ
き
特
段
の
支
障
が
な
い
こ
と
（
当
該
債
権
を
弁
済
す
る
こ
と
に
つ
き
資
金
繰
り
上
問
題
な
い
と
相
当
程
度
見
込
め
る
こ
と
、
ま
た
、
将

来
の
更
生
計
画
等
の
作
成
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ
と
が
相
当
程
度
見
込
め
る
こ
と
等
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
要
件
は
、
厳
密
に
は
「
早
期
に

弁
済
し
な
け
れ
ば
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
の
文
言
解
釈
か
ら
設
け
ら
れ
た
要
件
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
民
再
八
五
条
五
項
後
半
な
い
し
会
更
四
七
条
五
項
後
半
に
よ
る
裁
判
所
の
弁
済
許
可
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上
記
文
言
と
の
関
係
で
は
、「
商
取
引
の
継
続
が
事
業
価
値
の
維
持
ま
た
は
そ
の
毀
損
を
避
け
る
た
め
に
不
可
欠

で
あ
り
、
仮
に
更
生
債
権
等
で
あ
る
相
手
方
の
商
取
引
債
権
に
対
す
る
弁
済
を
更
生
計
画
（
等
）
の
定
め
に
よ
ら
せ
る
こ
と
と
す
れ
ば
、

必
然
的
に
、
相
手
方
は
本
来
の
弁
済
期
に
お
け
る
入
金
が
期
待
で
き
ず
、
ま
た
、
さ
ら
に
更
生
計
画
（
等
）
に
よ
っ
て
弁
済
期
が
繰
り
延

べ
ら
れ
、
あ
る
い
は
債
権
額
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
著
し
い
経
済
的
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
、
そ
の
結
果
と
し
て
相
手

方
は
、
将
来
の
取
引
の
継
続
を
拒
絶
す
る
こ
と
と
な
り
、
事
業
継
続
に
必
要
な
資
材
や
役
務
が
納
入
さ
れ
な
く
な
る
た
め
に
、
事
業
価
値

が
毀
損
す
る
（
49
）

」
こ
と
が
商
取
引
債
権
保
護
の
実
質
的
根
拠
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
少
額
」
に
つ
い
て
は
、
総
負
債
額
の
中

で
の
当
該
債
権
の
割
合
、
事
業
継
続
の
上
で
の
弁
済
の
必
要
性
、
資
金
繰
り
の
状
況
、
将
来
の
更
生
計
画
に
よ
る
弁
済
の
見
込
み
等
の
要

素
を
考
慮
し
て
決
す
る
と
さ
れ
る
（
50
）

。
従
来
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
考
慮
し
て
も
数
百
万
円
の
レ
ベ
ル
が
「
少
額
」
と
し
て
許
可
さ
れ
て
い

た
が
、
昨
今
で
は
数
億
円
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
の
額
が
「
少
額
債
権
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
弁
済
許
可
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（
51
）

。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
実
務
で
行
わ
れ
て
い
る
商
取
引
債
権
保
護
と
条
文
上
予
定
さ
れ
て
い
た
保
護
の
措
置
が
乖
離
し
て
き
て
し
ま
っ
て

一
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
四
四
）

い
る
た
め
、
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
状
態
を
回
避
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
る
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
、
商
取
引
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
を
格
上
げ
し
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
、
共
益
債
権
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
優
先
弁
済
す
る
条
文
上
の
根

拠
が
与
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
共
益
債
権
化
し
て
し
ま
う
と
手
続
開
始
後
も
随
時
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
商
取
引
債
権
を
保
護

す
る
余
力
の
な
い
企
業
等
に
は
逆
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
、
手
続
の
進
行
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
生
じ
る
。
特
に
再
生
手
続

を
利
用
す
る
企
業
等
に
は
負
担
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
、
現
在
と
同
じ
裁
判
所
の
許
可
に
よ
る
優
先
弁
済
を
維
持
し
、
条
文

上
の
文
言
を
よ
り
明
確
に
す
る
、
あ
る
い
は
明
確
な
要
件
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
文
言
の
明
確
化
、
要
件
定
立
が
非
常
に
困
難

で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
（
52
）

。
い
ず
れ
も
容
易
な
修
正
で
は
な
い
が
、
商
取
引
債
権
保
護
の
要
請
を
明
確
に
手
続
に
反
映
し
、
現
状
の
矛
盾

を
改
善
す
る
た
め
に
も
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

⑷
現
代
に
お
け
る
理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
社
会
に
お
け
る
倒
産
手
続
、
特
に
再
建
型
倒
産
手
続
に
お
い
て
は
、
商
取
引
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
を
高
く
す
る
要
請
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
手
続
開
始
後
迅
速
に
商
取
引
債
権
を
保
護
す
る
こ
と
で
事

業
継
続
を
図
り
、
最
終
的
な
弁
済
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
手
続
開
始
直
後
の
優
先
弁
済
の
順
序
と
し
て
は
、
租
税
債
権
や
労
働
債
権

に
も
優
先
し
て
商
取
引
債
権
を
弁
済
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
現
代
に
お
い
て
事
業
再
生
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
共
益
費

用
等
を
除
い
た
倒
産
手
続
に
お
け
る
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
、
も
は
や
、
租
税
債
権
・
労
働
債
権
だ
け
で
な
く
、
商
取
引
債
権
を
踏

ま
え
て
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
既
述
の
と
お
り
、
現
行
倒
産
法
上
の
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
は
、
商
取
引
債
権
を
原
則
的
に
一
般
の
倒
産
債
権
と
し
て
扱
っ
て
い
る
た
め
、
条
文
上
の
商
取
引
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
低
い
。

一
五
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倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
四
五
）

で
は
、
ど
の
よ
う
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
修
正
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
単
純
に
商
取
引
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
れ
ば
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
部
の
大
型
更
生
事
件
を
除
い
て
は
、
債
務

者
の
弁
済
原
資
に
は
限
り
が
あ
り
、
租
税
債
権
・
労
働
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
現
行
法
通
り
維
持
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
商
取
引
債

権
も
優
先
的
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
資
金
繰
り
が
瞬
く
間
に
悪
化
し
、
事
業
再
生
ど
こ
ろ
か
牽
連
破
産
の
お
そ
れ

も
生
じ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
商
取
引
債
権
を
保
護
し
た
う
え
で
迅
速
な
事
業
再
生
を
図
る
た
め
に
は
、
現
在
条
文
上
も
実

質
的
な
取
扱
い
も
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
労
働
者
健
康

福
祉
機
構
の
優
先
権
行
使
の
根
拠
と
範
囲
を
明
確
化
し
、
労
働
債
権
の
機
構
へ
の
配
当
限
度
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
商
取
引
債
権
保
護

の
制
度
や
要
件
を
明
確
化
し
て
倒
産
法
上
の
商
取
引
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
高
く
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
現
代
社
会
に
お
け
る

理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
だ
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
破
産
手
続
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
に
商
取
引
債
権
を
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
破
産
手
続
の
債
務
者
が
再

建
型
倒
産
手
続
よ
り
も
さ
ら
に
配
当
原
資
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
租
税
債
権
と
労
働
債
権
の
プ
ラ
イ
オ

リ
テ
ィ
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
上
記
と
同
様
に
考
え
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

4
、
倒
産
法
改
正
案
提
言
試
論

現
代
社
会
に
お
け
る
理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
を
打
ち
立
て
て
は
み
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
抽
象
的
な
空
論
に
過
ぎ
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
以
下
で
は
、
こ
の
理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
現
行
倒
産
法
の
改
正
案
を
若
干
提
案
し
て
み
た

一
五
九
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（
四
四
六
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い
と
思
う
。

⑴
租
税
債
権

租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
見
直
す
の
で
あ
れ
ば
、
租
税
債
権
を
全
て
一
律
優
先
的
破
産
債
権
や
一
般
優
先
債
権
等
に
格
下
げ
す

る
こ
と
が
最
も
明
確
な
見
直
し
に
な
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
租
税
債
権
に
は
実
体
法
上
の
優

先
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
見
直
す
際
に
も
、
実
体
法
上
の
優
先
権
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
租
税
債
権
に
つ
い
て
倒
産
法
を
改
正
す
る
余
地
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
条
文
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
で
は
な
く
、
実
質
的
に

は
非
常
に
高
い
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
そ
の
他
の
優
先
的
措
置
を
見
直
す
こ
と
だ
と
考
え
る
。

①
破
産
法

ま
ず
、
破
産
手
続
開
始
決
定
前
に
開
始
し
た
滞
納
処
分
は
手
続
開
始
決
定
後
も
続
行
す
る
と
さ
れ
（
破
四
十
三
条
二
項
）、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
滞
納
処
分
が
開
始
決
定
に
先
行
し
て
い
る
場
合
に
は
「
別
所
権
的
地
位
」
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
（
53
）

、
こ
れ
は
破
産
手
続
開

始
決
定
後
に
は
新
た
な
滞
納
処
分
を
な
し
え
な
い
こ
と
（
同
条
一
項
）
と
の
均
衡
を
欠
く
。
破
産
手
続
開
始
の
情
報
が
漏
れ
る
や
、
手
続

開
始
前
に
至
急
に
滞
納
処
分
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
破
産
財
団
が
大
幅
に
毀
損
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
手
続
開
始
決
定
前
に

滞
納
処
分
が
な
さ
れ
た
租
税
債
権
を
そ
こ
ま
で
保
護
す
る
必
要
は
な
く
、
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
に
対
し
て
既
に
な
さ
れ
て
い
た
他
の

強
制
執
行
等
と
同
様
に
（
破
四
二
条
二
項
）、
滞
納
処
分
を
失
効
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
現
行
法
下
で
は
租
税
債
権
に
つ
い
て
は
否

認
権
の
適
用
が
削
除
さ
れ
る
が
（
破
一
六
三
条
三
項
）、
優
先
的
破
産
債
権
と
な
る
租
税
債
権
に
つ
い
て
、
破
産
手
続
開
始
決
定
直
前
に
多

一
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倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
四
七
）

額
の
回
収
や
担
保
提
供
が
な
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
等
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
租
税
債
権
に
つ
い
て
も
否
認
権
の
適
用
の
可
能
性
を
残
し
て

お
く
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
（
54
）

。

②
民
事
再
生
法

再
生
手
続
で
は
租
税
債
権
は
ほ
ぼ
手
続
開
始
決
定
の
影
響
を
受
け
ず
、
平
時
と
同
様
に
租
税
債
権
を
徴
収
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

し
か
し
、
再
生
手
続
の
債
務
者
は
資
金
的
に
余
裕
が
な
い
場
合
も
多
く
、
事
業
再
生
の
た
め
に
も
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
制
限

す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
改
正
案
と
し
て
は
、
滞
納
処
分
に
対
す
る
中
止
命
令
等
の
適
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
行
法
で
は
、
再
生

手
続
に
お
け
る
中
止
命
令
や
包
括
的
禁
止
命
令
は
滞
納
処
分
を
停
止
す
る
効
力
を
有
し
な
い
が
（
民
再
二
六
条
、
二
七
条
）、
事
業
再
生
の

た
め
に
一
時
的
に
滞
納
処
分
を
停
止
し
て
協
議
す
る
こ
と
も
必
要
な
場
合
が
あ
る
た
め
、
中
止
命
令
や
包
括
的
禁
止
命
令
に
よ
っ
て
滞
納

処
分
を
禁
止
、
停
止
、
取
消
し
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
現
行
法
で
は
再
生
計
画
に
お

い
て
租
税
債
権
を
権
利
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
再
生
手
続
に
お
い
て
も
租
税
債
権
者
の
同
意
を
得
る
な
ど
し
て
、
租
税

債
権
の
権
利
変
更
を
す
る
旨
の
再
生
計
画
を
定
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
事
業
再
生
に
も
資
す
る
で
あ
ろ
う
。
会
更
一
六
九
条
の
よ
う
に
、
重

要
な
権
利
変
更
に
つ
い
て
は
徴
税
の
権
限
を
有
す
る
者
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
と
す
れ
ば
、
租
税
債
権
回
収
の
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ

も
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

③
会
社
更
生
法

更
生
手
続
に
お
い
て
は
再
生
手
続
と
比
較
す
る
と
、
租
税
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
面
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に

一
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法
学　

第
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七
巻
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号
（
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〇
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年
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月
）

（
四
四
八
）

つ
い
て
も
若
干
の
改
正
を
提
言
し
た
い
。
ま
ず
は
、
更
生
手
続
開
始
決
定
に
よ
り
滞
納
処
分
が
中
止
等
さ
れ
る
期
間
の
延
長
で
あ
る
。
現

行
法
で
は
、
更
生
手
続
開
始
決
定
の
日
か
ら
原
則
一
年
間
は
新
た
な
滞
納
処
分
は
許
さ
れ
ず
、
ま
た
既
に
な
さ
れ
て
い
る
滞
納
処
分
も
中

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
会
更
五
〇
条
二
項
）。
し
か
し
、
更
生
手
続
の
進
行
は
現
在
迅
速
に
な
っ
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
更
生

手
続
開
始
決
定
か
ら
更
生
計
画
認
可
決
定
ま
で
一
年
を
経
過
す
る
事
案
は
少
な
く
な
い
。
過
去
に
租
税
を
滞
納
し
た
会
社
の
更
生
手
続
が

一
年
を
超
え
る
場
合
に
、
滞
納
処
分
の
禁
止
期
間
を
延
長
す
る
に
は
、
裁
判
所
が
徴
収
権
限
を
有
す
る
者
か
ら
事
前
に
同
意
を
得
て
期
間

の
伸
長
決
定
を
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
が
（
会
更
五
〇
条
三
項
）、
徴
収
権
限
を
有
す
る
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
は
実
際
に
は
非
常
に
困

難
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
更
生
手
続
中
に
滞
納
処
分
が
可
能
と
な
り
事
業
の
更
生
に
支
障
を
来
す
ば
か
り
か
、
他
の
更
生
債
権
者
等
が

執
行
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
（
会
更
四
七
条
一
項
）、
偏
頗
的
な
滞
納
処
分
が
な
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
相
当
で
は
な
い
（
55
）

。
ま

た
、
現
行
法
下
で
は
更
生
手
続
開
始
決
定
の
取
消
し
、
更
生
手
続
廃
止
、
更
生
計
画
不
認
可
の
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
確
定

ま
で
の
間
、
破
産
手
続
の
た
め
の
保
全
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
会
更
二
五
三
条
一
項
二
号
・
三
号
）。
そ
れ
ゆ
え
、
滞
納
処
分
禁
止

期
間
の
一
年
を
経
過
し
た
更
生
会
社
に
つ
い
て
更
生
手
続
廃
止
や
更
生
計
画
の
不
認
可
決
定
が
な
さ
れ
て
確
定
す
る
ま
で
の
間
に
滞
納
処

分
が
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
牽
連
破
産
（
会
更
二
五
二
条
等
参
照
）
に
お
け
る
破
産
財
団
を
大
き
く
毀
損
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
租
税
債
権
に
基
づ
く
滞
納
処
分
は
、
更
生
手
続
開
始
決
定
後
二
年
あ
る
い
は
更
生
計
画
認
可
決
定
ま
で
の
期
間
は
中

止
等
の
効
力
が
存
続
す
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
更
生
手
続
に
お
い
て
も
租
税
債
権
に
は
否
認
権
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め

（
会
更
八
七
条
三
項
）、
こ
の
点
も
破
産
法
と
同
様
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
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倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
四
九
）

⑵
労
働
債
権

労
働
債
権
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
倒
産
法
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
修
正
と
い
う
よ
り
は
、
ま
ず
は
労
働
者
健
康
福
祉

機
構
に
よ
る
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
の
見
直
し
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
見
直
す
べ
き
点
は
、
機
構
が
立
替
払
い
を
し
た
際

に
労
働
者
か
ら
代
位
取
得
し
た
労
働
債
権
の
優
先
権
行
使
の
可
否
を
明
確
に
条
文
に
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
、
明
文
の
根
拠
は

な
い
が
当
然
に
優
先
権
を
行
使
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
有
力
な
否
定
説
も
あ
る
が
、

裁
判
例
も
こ
れ
を
認
め
て
い
る
（
56
）

。
優
先
権
行
使
の
可
否
を
明
文
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
も
影
響
を
受
け
る
の
が
そ
の
他
の
一
般
の
倒

産
債
権
者
で
あ
る
。
機
構
の
優
先
権
行
使
を
否
定
す
る
と
、
機
構
が
優
先
的
に
回
収
で
き
な
く
な
っ
た
立
替
払
金
は
、
財
団
に
組
み
込
ま

れ
て
そ
の
他
の
一
般
の
倒
産
債
権
者
へ
の
弁
済
原
資
と
な
る
。
逆
に
、
現
在
の
よ
う
に
優
先
権
行
使
を
肯
定
す
る
と
、
立
替
払
金
は
機
構

が
回
収
し
、
そ
の
他
の
一
般
の
倒
産
債
権
者
へ
は
分
配
さ
れ
な
い
。
こ
の
代
位
弁
済
が
な
さ
れ
た
と
い
う
偶
然
の
事
実
に
基
づ
い
て
「
棚

ぼ
た
」
的
に
自
分
た
ち
の
弁
済
原
資
と
す
る
点
は
優
先
権
行
使
の
否
定
説
に
対
す
る
批
判
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、「
棚
ぼ
た
」

的
弁
済
原
資
は
、
私
見
と
し
て
は
厳
格
に
否
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
原
則
的
に
債
権
者
平
等
原
則
が
貫

徹
さ
れ
る
手
続
開
始
決
定
時
に
お
い
て
、
立
替
払
者
（
代
位
弁
済
者
）
が
有
し
て
い
た
の
は
一
般
の
倒
産
債
権
た
る
求
償
権
だ
っ
た
の
で

あ
り
（
57
）

、
倒
産
債
権
者
で
あ
る
以
上
、
他
の
倒
産
債
権
者
と
同
様
に
、
そ
の
時
点
で
の
債
務
者
財
産
に
基
づ
い
て
、
そ
の
時
点
で
の
債
権
の

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
に
従
っ
た
弁
済
が
受
け
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
立
替
払
者
（
代
位
弁
済
者
）
は
後
に
財
団
債
権
等
を

代
位
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
倒
産
手
続
開
始
決
定
時
に
は
ま
だ
予
測
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
倒
産
手
続

開
始
決
定
前
か
ら
既
に
優
先
弁
済
を
受
け
ら
れ
る
地
位
が
明
確
に
付
与
さ
れ
て
い
る
別
除
権
と
は
大
き
く
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
優
先
権
行
使
を
否
定
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
他
の
一
般
の
倒
産
債
権
者
へ
の
弁
済
原
資
が
増
殖
す
る
こ
と
か
ら
、

一
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（
四
五
〇
）

倒
産
手
続
開
始
前
の
事
業
主
に
よ
る
賃
金
未
払
い
を
助
長
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
、
加
え
て
、
事
前
に
自
ら
の
意
思
で

保
証
契
約
を
締
結
し
将
来
の
代
位
弁
済
を
覚
悟
し
て
い
た
保
証
人
と
は
異
な
り
、
機
構
に
よ
る
未
払
賃
金
の
立
替
え
は
、
事
前
の
保
証
契

約
も
要
せ
ず
要
件
さ
え
満
た
せ
ば
労
働
者
の
請
求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
立
替
払
い
が
必
ず
し
も
事
業
主
が
事
前
に
負
担
し

て
い
た
労
災
保
険
料
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
等
を
鑑
み
る
と
、
機
構
に
よ
る
優
先
権
行
使
は
肯
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
（
58
）

。
し
た
が
っ
て
、
結
果
と
し
て
は
現
在
の
運
用
に
修
正
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
旨
を
明
確
に
規
定
す
る
対
応
が
早

急
に
望
ま
れ
る
（
59
）

。

次
に
、
こ
れ
は
破
産
法
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
優
先
的
破
産
債
権
部
分
の
労
働
債
権
と
租
税
債
権
の
優
劣
関
係
に
つ
い
て

提
案
を
行
い
た
い
。
労
働
債
権
は
、
財
団
債
権
相
互
間
の
順
位
は
手
続
費
用
等
に
次
ぐ
と
さ
れ
る
が
（
破
一
五
二
条
二
項
）、
優
先
的
破
産

債
権
相
互
間
の
順
位
は
実
体
法
の
順
序
に
よ
る
た
め
、
租
税
債
権
に
劣
後
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
破
九
八
条
二
項
、
税
徴
八
条
、
民

三
〇
八
条
）。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
倒
産
手
続
に
お
け
る
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
、
実
体
法
上
の
優
先
権
を
尊
重
し
な
が
ら

も
、
各
倒
産
手
続
の
目
的
や
要
請
に
応
じ
て
修
正
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
財
団
債
権
内
部
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
単
純
化
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
破
一
五
二
条
二
項
）、
優
先
的
破
産
債
権
内
部
の
み
労
働
者
保
護
の
観
点
を
考
慮
せ
ず
、
実
体
法
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
合
理
性
が
乏
し
い
よ
う
に
思
え
る
。
現
に
、
更
生
手
続
で
は
、
優
先
的
更
生
債
権
内

部
で
の
順
位
分
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
（
会
更
一
六
八
条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
優
先
的
破
産
債
権
内
部
に
お
い
て
も
、
現
代
に
お
け
る

倒
産
手
続
の
目
的
や
要
請
に
従
っ
た
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
定
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
慮
す
る
と
、
優
先
的
破
産
債

権
に
お
い
て
労
働
債
権
を
租
税
債
権
に
劣
後
さ
せ
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
く
、
実
体
法
上
の
順
序
に
従
う
と
の
現
行
法
を
改
正
し
、
優
先

的
破
産
債
権
に
含
ま
れ
る
各
債
権
は
す
べ
て
同
順
位
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

一
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倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
五
一
）

⑶
商
取
引
債
権

商
取
引
債
権
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
早
急
に
民
再
八
五
条
五
項
後
半
・
会
更
四
七
条
五
項
後
半
の
文
言
と
運
用
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
現
行
法
の
「
早
期
に
弁
済
を
し
な
け
れ
ば
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
の
文
言
を
修
正
し
た
と
し
て
も
、
文
言
自
体
が

抽
象
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
や
は
り
文
言
解
釈
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
少
額
」
に
つ
い
て

も
、
債
務
者
企
業
の
規
模
に
相
違
が
あ
る
以
上
、
あ
る
金
額
を
上
限
と
し
て
「
少
額
」
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
も
合
理
的
で
は
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
た
だ
、
や
は
り
現
行
法
に
「
少
額
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
な
が
ら
、
数
億
円
な
い
し
そ
れ
以
上
の
金
額
の
商
取
引
債
権
の
弁

済
が
許
可
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
妥
当
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
、
民
再
八
五
条
五
項
後
半
・
会
更
四
七
条
五
項
後
半
が
本
来
予
定
し
て
い
る
の
は
、「
早
期
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
事
業
の
継

続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
債
権
を
優
先
弁
済
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
該
当
す
る
債
権
の
み
を
弁
済
す
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
同
項

は
、
決
し
て
商
取
引
債
権
を
一
〇
〇
％
優
先
弁
済
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
日
本
航
空
な
ど
大
型
の
更
生
事
件
に
お
い
て
は
、
商
取
引
債
権
者
の
数
が
膨
大
な
こ
と
か
ら
、「
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を

来
す
」
の
判
断
に
つ
い
て
、
個
別
の
債
権
者
ご
と
に
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
商
取
引
債
権
者
を
包
括
的
に
弁
済
許
可
の
対
象
と
す
る
こ

と
も
検
討
さ
れ
て
よ
い
と
の
見
解
も
あ
る
（
60
）

。
確
か
に
、
大
型
の
更
生
事
件
に
お
い
て
手
続
開
始
直
後
の
混
乱
期
に
、
膨
大
な
商
取
引
債
権

者
に
つ
き
個
別
に
判
断
し
て
い
く
こ
と
は
実
質
不
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
事
業
価
値
の
毀
損
も
招
い
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て

も
、
や
は
り
そ
の
よ
う
な
包
括
的
な
弁
済
許
可
を
民
再
八
五
条
五
項
後
半
や
会
更
四
七
条
五
項
後
半
に
求
め
る
の
は
現
行
法
で
は
難
し
く
、

包
括
許
可
を
認
め
る
新
た
な
法
的
措
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

包
括
許
可
の
是
非
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
稿
に
て
検
討
を
行
う
と
し
、
以
下
で
は
、
現
行
法
の
「
早
期
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
事
業
の
継

一
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日
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法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
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十
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月
）

（
四
五
二
）

続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
少
額
債
権
の
弁
済
許
可
制
度
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
優
先
弁
済
の
範
囲
を
よ
り
明
確
化
で
き
る
よ
う
な
改

正
案
を
い
く
つ
か
検
討
し
て
み
た
い
。

①
期
間
で
区
切
る
方
法

ま
ず
は
、
優
先
弁
済
の
範
囲
を
期
間
で
区
切
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
〇
五
年
ア
メ
リ
カ
連
邦
倒
産
法
改
正
で
新
設
さ
れ
た
五
〇
三

条
⒝
⑼
に
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
（
61
）

。
同
条
で
は
、
倒
産
手
続
申
立
て
日
よ
り
二
〇
日
前
ま
で
に
納
入
さ
れ
た
物
品
に
対
す
る
代
金
請

求
権
を
一
律
共
益
債
権
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
手
続
申
立
て
日
よ
り
二
〇
日
前
ま
で
に
物
品
が
債
務
者
に
納
入
さ
れ
て
さ
え
い
れ
ば
、

当
該
商
取
引
債
権
は
共
益
債
権
と
し
て
優
先
弁
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
、
債
務
者
は

当
該
期
間
に
生
じ
た
商
取
引
債
権
に
つ
い
て
は
、「
早
期
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
こ
と
を
示
す
必
要

が
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
期
間
内
に
生
じ
た
商
取
引
債
権
を
機
械
的
に
優
先
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
非
常
に
明
確
で
あ
り
、
か

つ
債
権
者
側
に
と
っ
て
も
予
測
可
能
性
を
担
保
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
で
は
わ
が
国
で
は
ど
の
程
度
の
期
間
で
区
切
る
の
か
を

決
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
日
本
に
お
け
る
商
取
引
の
支
払
猶
予
期
間
は
、
ア
メ
リ
カ
に
比
し
て
長
期
に
及
ぶ
こ
と
が
多

く
、
ま
た
業
種
に
よ
っ
て
も
異
な
る
た
め
、
す
べ
て
の
業
種
に
妥
当
す
る
期
間
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
62
）

。

し
か
し
、
期
間
で
区
切
る
こ
と
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
直
近
の
取
引
一
回
分
の
商
取
引
債
権
を
優
先
弁
済
す
る
な
ど
と
回
数
で
決

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
共
益
債
権
化
す
る
と
い
う
点
も
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
点
で
あ
る
。
確
か
に
、

共
益
債
権
と
し
て
条
文
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
最
も
明
確
に
商
取
引
債
権
保
護
に
つ
な
が
る
方
法
で
あ
る
が
、

共
益
債
権
と
な
れ
ば
、
必
ず
当
該
商
取
引
債
権
を
優
先
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
特
に
再
生
手
続
を
用
い
る
債
務
者

一
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倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
五
三
）

等
に
は
、
商
取
引
債
権
を
優
先
弁
済
す
る
資
産
的
余
力
が
な
い
も
の
も
多
い
た
め
、
一
部
と
は
い
え
商
取
引
債
権
を
共
益
債
権
化
し
て
し

ま
う
と
、
そ
の
弁
済
で
逆
に
事
業
が
継
続
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
生
じ
て
し
ま
う
（
63
）

。

②
債
務
の
種
類
を
明
確
に
す
る
方
法

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
優
先
弁
済
す
る
債
務
の
種
類
を
明
示
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
一
〇
年
に
更
生
手
続
が
開
始
さ
れ
た

日
本
航
空
に
お
い
て
活
用
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。
日
本
航
空
で
は
、
更
生
手
続
開
始
直
後
に
、
全
額
優
先
弁
済
す
る
一
四
種
類
の
取
引
債

務
を
明
示
し
て
公
開
し
た
（
64
）

。
た
だ
、
日
本
航
空
は
非
常
に
社
会
に
影
響
力
の
大
き
な
更
生
事
件
で
あ
り
、
更
生
手
続
開
始
に
伴
う
取
引
先

の
混
乱
や
連
鎖
倒
産
等
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
四
種
類
の
債
務
は
、
結
果
的
に
は
日
本
航
空
に
お
け
る
商
取
引

債
権
全
て
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
四
種
類
の
債
務
の
全
額
弁
済
は
、
日
本
航
空
に
お
け
る
商
取
引
債
権
一
〇
〇
％

保
護
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
り
、
実
際
に
弁
済
さ
れ
た
商
取
引
債
権
の
総
額
は
更
生
計
画
に
よ
れ
ば
約
二
四
五
三
億
円
と
な
っ
た
（
65
）

。
し
た

が
っ
て
、
日
本
航
空
の
事
例
は
特
異
な
ケ
ー
ス
と
な
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
に
優
先
弁
済
す
る
商
取
引
債
権
の
種
類
を
具
体
的
に
列
挙
し
て

公
開
す
る
こ
と
で
、
債
務
者
に
と
っ
て
「
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
債
権
の
詳
細
が
明
示
さ
れ
、
債
権
者
側
の
予
測
可
能
性

が
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

③
負
債
総
額
と
の
比
率
で
区
切
る
方
法

さ
ら
に
、
負
債
総
額
と
の
比
率
で
区
切
る
方
法
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
上
記
日
本
航
空
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
優
先
弁
済
さ
れ
た
商
取
引
債

権
約
二
四
五
三
億
円
は
、
結
果
的
に
は
負
債
総
額
の
約
九
・
二
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
優
先
弁
済
の
許
可
が
出
さ
れ
た
更
生
手
続
開
始
決

一
六
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
五
四
）

定
時
点
で
想
定
さ
れ
て
い
た
負
債
総
額
に
対
す
る
弁
済
許
可
の
対
象
と
な
っ
た
商
取
引
債
権
総
額
は
約
三
〇
％
、
最
大
商
取
引
債
権
者
の

債
権
額
は
約
二
％
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
66
）

。
こ
の
よ
う
に
、
例
え
ば
、「
優
先
弁
済
す
る
各
商
取
引
債
権
の
債
権
額
は
負
債
総
額
の
一
〜

二
％
以
内
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
、
優
先
弁
済
す
る
商
取
引
債
権
の
総
額
が
負
債
総
額
の
三
〇
％
以
内
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
と
基
準
を
設
け

て
優
先
弁
済
の
範
囲
を
機
械
的
に
区
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
方
法
が
最
も
明
快
な
基
準
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た

だ
、
や
は
り
そ
の
具
体
的
基
準
の
数
値
を
決
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

④
「
早
期
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来
す
」
の
要
件
を
設
定
す
る
方
法

最
後
は
、
や
は
り
現
行
法
を
維
持
し
た
う
え
で
、
現
在
解
釈
が
曖
昧
で
あ
る
「
早
期
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障

を
来
す
」
場
合
の
要
件
を
具
体
的
に
設
け
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
商
取
引
債
権
保
護
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年

以
降
か
ら
裁
判
例
に
お
い
て
商
取
引
債
権
を
保
護
す
る
た
め
の
要
件
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
債
務
者
が
裁
判
所
に
弁
済
許
可
を
求

め
る
際
に
は
、
そ
れ
ら
の
要
件
の
提
示
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
67
）

。
こ
の
要
件
の
検
討
は
こ
れ
ま
で
に
も
試
み
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
（
68
）

、
明
確
な
要
件
を
定
立
し
、
か
つ
そ
れ
を
実
際
に
示
す
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。
特
に
、「
商
取
引
債
権
を
弁
済
す
る
こ
と
に
よ
り
、

結
果
的
に
商
取
引
債
権
者
以
外
の
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
率
が
向
上
す
る
合
理
的
な
見
込
み
」（
弁
済
率
の
向
上
）
を
手
続
開
始
時
点
で
数

値
的
に
厳
密
に
示
す
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
（
69
）

。
し
た
が
っ
て
、「
早
期
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
を
来

す
」
の
要
件
を
定
立
し
て
も
、
結
局
は
裁
判
所
に
よ
る
運
用
に
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。

以
上
、
い
く
つ
か
の
方
法
を
提
案
し
て
み
た
が
、
最
善
策
は
い
ま
だ
見
出
せ
て
い
な
い
状
態
で
は
あ
る
。
優
先
弁
済
の
要
件
定
立
や
範

一
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倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
五
五
）

囲
の
明
確
化
を
厳
格
に
行
い
過
ぎ
る
と
、
今
度
は
そ
れ
ら
に
束
縛
さ
れ
て
か
え
っ
て
事
業
再
生
に
支
障
を
来
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
商
取
引
債
権
を
保
護
す
る
こ
と
で
よ
り
迅
速
な
事
業
再
生
を
実
現
す
る
と
い
う
社
会
の
要
請
が
生
じ
て
い
る

以
上
、
そ
の
要
請
に
対
応
し
き
れ
な
い
現
行
制
度
の
修
正
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

5
、
お
わ
り
に

倒
産
は
時
代
と
社
会
経
済
の
変
遷
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
最
近
で
い
え
ば
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端

を
発
し
た
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
・
世
界
同
時
恐
慌
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
倒
産
手
続
も
時
代
と
社
会
の

変
遷
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
常
に
時
代
や
社
会
の
要
請
に
即
し
た
手
続
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で

は
、
倒
産
手
続
の
中
で
も
、
特
に
債
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
に
焦
点
を
あ
て
、
現
代
社
会
に
お
け
る
理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
を

検
討
し
て
み
た
。
原
則
的
に
は
債
権
者
平
等
原
則
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
一
般
の
倒
産
債
権
た
る
租
税
債
権
、
労
働
債
権
、
そ
し
て
昨
今
迅

速
な
事
業
再
生
の
た
め
に
非
常
に
重
視
さ
れ
て
き
た
商
取
引
債
権
、
こ
の
三
種
の
債
権
を
他
の
倒
産
債
権
よ
り
も
優
先
的
に
扱
う
場
合
、

そ
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
い
か
に
調
整
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
各
々
の
債
権
に
は
倒
産
手
続
に
お
い
て
高
い
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
要
請
さ
れ

る
目
的
や
根
拠
が
あ
り
、
そ
れ
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
債
務
者
の
財
団
や
弁
済
原
資
に
も
限
り
が
あ
り
、
す
べ
て
を

同
等
に
優
先
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
っ
た
た
め
、
検
討
を
行
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
自
ら
が
考
え
る
理
想
的
な
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
と
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
現
行
倒
産
法
の
改
正
案
を
若
干
提
案
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
、
さ

ら
な
る
研
鑽
を
積
み
、
各
倒
産
手
続
に
お
け
る
理
想
的
な
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
模
索
に
励
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
う
。一
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
五
六
）

（
1
） 

中
田
裕
康
「
債
権
者
平
等
の
原
則
の
意
義
―
債
権
者
の
平
等
と
債
権
の
平
等
性
―
」
法
曹
時
報
五
四
巻
五
号
一
二
八
三
頁
（
二
〇
〇
二
年
）。

（
2
） 

中
西
正
「
債
権
の
優
先
順
位
」
ジ
ュ
リ
一
二
七
三
号
七
三
頁
（
二
〇
〇
四
年
）。

（
3
） 
谷
口
安
平
『
倒
産
処
理
法
〈
第
二
版
〉』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
一
一
頁
。

（
4
） 
本
稿
で
対
象
と
す
る
商
取
引
債
権
と
し
て
は
、
ま
ず
、
商
人
間
の
売
買
に
基
づ
く
取
引
債
権
が
挙
げ
ら
れ
る
。
商
人
間
の
売
買
と
は
、「
原
材

料
が
製
品
化
さ
れ
、
そ
れ
が
小
売
業
者
ま
た
は
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
商
人
の
手
に
渡
る
ま
で
の
間
、
加
工
を
加
え
る
製
造
業
者
ま
た
は
加
工
を
加
え
ず

転
売
す
る
卸
売
業
者
等
の
間
で
連
鎖
的
に
行
わ
れ
る
売
買
で
あ
る
」（
江
頭
憲
治
郎
『
商
取
引
法
第
六
版
』（
弘
文
堂
二
〇
一
〇
年
）
一
頁
）。
加
え
て
、

事
業
者
間
の
売
買
に
基
づ
く
取
引
債
権
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
基
づ
く
取
引
債
権
等
も
本
稿
に
お
け
る
商
取
引
債
権
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
5
） 

破
九
七
条
五
項
に
掲
げ
る
請
求
権
を
除
く
（
破
一
四
八
条
一
項
三
号
第
一
か
っ
こ
書
）。

（
6
） 

そ
の
期
間
中
に
包
括
的
禁
止
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
国
税
滞
納
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
期
間

を
除
く
（
破
一
四
八
条
一
項
三
号
第
二
か
っ
こ
書
）。

　
　

さ
ら
に
、
更
生
手
続
か
ら
破
産
手
続
へ
の
移
行
に
際
し
て
租
税
等
の
請
求
権
に
つ
い
て
更
生
手
続
上
の
包
括
的
禁
止
命
令
や
更
生
手
続
開
始
の
効

力
と
し
て
滞
納
処
分
を
な
し
え
な
い
期
間
は
、
財
団
債
権
と
な
る
一
年
間
の
算
定
か
ら
除
外
（
会
更
二
五
四
条
五
項
、
破
一
四
八
条
一
項
三
号
）
さ

れ
る
（
小
川
秀
樹
編
著
『
一
問
一
答
新
し
い
破
産
法
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
四
年
）
四
二
七
頁
）。

（
7
） 

中
西
正
「
租
税
債
権
の
取
扱
い
」
ジ
ュ
リ
一
一
一
一
号
一
五
〇
頁
（
一
九
九
七
年
）。

（
8
） 

破
九
八
条
二
項
に
相
当
す
る
条
文
は
旧
破
産
法
に
は
な
か
っ
た
が
、
旧
破
産
法
下
の
解
釈
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
（
小

川
・
前
掲
注（
6
）一
四
五
頁
）。

（
9
） 

山
本
和
彦
ほ
か
『
倒
産
法
概
説
』
第
二
版
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
二
頁
。

（
10
） 

共
益
債
権
を
徴
収
す
る
た
め
の
滞
納
処
分
は
除
く
（
会
更
二
四
条
二
項
か
っ
こ
書
き
）。

（
11
） 

租
税
債
権
つ
い
て
、
三
年
以
下
の
期
間
の
納
税
の
猶
予
若
し
く
は
滞
納
処
分
に
よ
る
財
産
の
換
価
の
猶
予
の
定
め
を
す
る
場
合
ま
た
は
一
定
の

滞
納
税
お
よ
び
延
滞
金
の
請
求
権
に
つ
い
て
そ
の
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
定
め
を
す
る
場
合
に
は
、
徴
収
の
権
限
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
け
ば
足

り
る
（
会
更
一
六
九
条
一
項
但
し
書
。）

一
七
〇



倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
五
七
）

（
12
） 

当
該
請
求
権
の
全
額
が
破
産
債
権
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
劣
後
的
破
産
債
権
と
な
る
べ
き
部
分
を
除
く
（
破
一
四
九
条
二
項
第
一
か
っ
こ
書
）。

（
13
） 

そ
の
総
額
が
破
産
手
続
開
始
前
三
月
間
の
給
料
の
総
額
よ
り
少
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
破
産
手
続
開
始
前
三
月
間
の
給
料
の
総
額
（
破
一
四
九

条
二
項
第
二
か
っ
こ
書
）。

（
14
） 
更
生
手
続
か
ら
破
産
手
続
へ
の
移
行
の
場
合
に
は
、
更
生
手
続
上
労
働
債
権
は
会
更
一
三
〇
条
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
段
の

手
当
て
は
さ
れ
て
い
な
い
（
小
川
・
前
掲
注（
6
）四
一
八
頁
）。

（
15
） 

定
期
金
の
場
合
は
、
各
期
に
お
け
る
定
期
金
に
つ
き
、
そ
の
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
が
共
益
債
権
と
な
る
（
会
更
一
三
〇
条
三
項
）。

（
16
） 

退
職
手
当
の
請
求
権
の
う
ち
、
更
生
手
続
開
始
後
の
労
働
対
価
の
後
払
い
の
性
格
を
有
す
る
も
の
、
更
生
手
続
開
始
決
定
後
更
生
計
画
認
可
決

定
前
に
会
社
都
合
で
退
職
し
た
場
合
の
請
求
権
、
更
生
手
続
開
始
後
に
新
規
に
雇
用
さ
れ
更
生
計
画
認
可
決
定
前
に
退
職
し
た
場
合
の
請
求
権
は
、

い
ず
れ
も
会
更
一
二
七
条
二
号
に
よ
り
相
応
す
る
全
額
が
共
益
債
権
と
な
り
、
会
更
一
三
〇
条
の
対
象
か
ら
は
除
外
さ
れ
る
（
会
更
一
三
〇
条
四

項
）（
山
本
ほ
か
・
前
掲
注（
9
）一
〇
七
頁
参
照
）。

（
17
） 

全
国
労
働
基
準
関
係
団
体
連
合
会
「
諸
外
国
に
お
け
る
未
払
賃
金
救
済
措
置
及
び
労
働
債
権
の
優
先
順
位
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
一
九
九
九

年
）
一
二
頁
。

（
18
） 

立
替
払
い
を
受
け
る
た
め
の
要
件
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
以
下
、
全
国
労
働
基
準
関
係
団
体
連
合
会
・
前
掲
注（
17
）四
頁
参
照
）。

　

⑴
対
象
企
業
：
労
災
保
険
の
適
用
対
象
企
業
で
、
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
事
業
活
動
を
行
っ
て
き
た
企
業
。

　

⑵
事
業
主
の
倒
産
：
①
法
律
上
の
倒
産
に
該
当
す
る
場
合
。
あ
る
い
は
、
②
事
実
上
の
倒
産
（
事
業
活
動
が
停
止
し
、
再
開
す
る
見
込
み
が
な
く
、

か
つ
、
賃
金
支
払
能
力
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
労
働
基
準
監
督
署
長
の
認
定
を
受
け
た
場
合
。）
に
該
当
し
た
場
合
。
た
だ
し
、
事
実
上
の
倒

産
は
中
小
企
業
事
業
主
（
資
本
金
の
額
一
億
円
以
下
又
は
労
働
者
数
が
三
〇
〇
人
以
下
な
ど
）
に
限
ら
れ
る
。

　

⑶
立
替
払
の
対
象
と
な
る
労
働
者
：
⑴
の
対
象
企
業
に
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
き
て
、
企
業
の
倒
産
に
伴
い
、
裁
判
所
に
対
す
る
破
産
等
の
申

立
日
（
法
律
上
の
倒
産
の
場
合
）
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
長
に
対
す
る
倒
産
の
事
実
に
つ
い
て
の
認
定
申
請
日
（
事
実
上
の
倒
産
の
場
合
）
の

六
ヶ
月
前
の
日
か
ら
二
年
の
間
に
当
該
企
業
を
退
職
し
、
未
払
賃
金
が
残
っ
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
未
払
賃
金
の
総
額
が
二
万
円
未
満
の
場
合
を

除
く
）。
ま
た
、
家
内
労
働
者
は
該
当
し
な
い
。

一
七
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
五
八
）

　

⑷
立
替
払
の
対
象
と
な
る
賃
金
：
退
職
日
の
六
ヶ
月
前
か
ら
立
替
払
請
求
日
の
前
日
ま
で
に
支
払
期
日
が
到
来
し
て
い
る
、
未
払
の
定
期
給
与
と
退

職
金
（
ボ
ー
ナ
ス
は
含
ま
れ
な
い
）。

　

⑸
立
替
払
の
上
限
額
：
未
払
賃
金
の
八
割
を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
人
の
退
職
日
の
年
齢
に
応
じ
て
、
未
払
賃
金
の
限
度
額
が
決
ま
っ
て
お
り
、

四
五
歳
以
上
は
一
七
〇
万
円
、
三
〇
歳
以
上
四
五
歳
未
満
は
一
三
〇
万
円
、
三
〇
歳
未
満
は
七
〇
万
円
が
限
度
で
あ
る
。

（
19
） 

労
働
者
健
康
福
祉
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
未
払
賃
金
立
替
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
も
、
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
が
代
位
取
得

し
た
賃
金
請
求
権
と
労
働
者
の
賃
金
請
求
権
は
、
そ
の
性
質
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（http://w

w
w
.rofuku.go.jp/

kinrosyashien/m
iharai.htm

l

、
平
成
二
三
年
一
二
月
一
二
日
確
認
）。
全
国
労
働
基
準
関
係
団
体
連
合
会
・
前
掲
注（
17
）六
頁
。

（
20
） 

特
に
池
田
辰
夫
教
授
は
、
労
働
債
権
の
生
活
保
障
機
能
を
重
視
す
れ
ば
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
個
別
の
労
働
者
に
一
身
専
属
的
に
帰
属
す
る
と

考
え
て
こ
そ
う
ま
く
調
和
す
る
と
述
べ
ら
れ
、
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
の
財
政
基
盤
の
確
立
は
、
雇
用
保
険
を
含
む
幅
広
い
公
的
資
金
に
よ
っ
て
裏

付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
現
行
法
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
る
、
個
別
案
件
の
一
般
債
権
者
の
犠
牲
に
お
い
て
労
働
者
健
康
福
祉

機
構
等
が
満
足
を
受
け
る
と
い
う
現
在
の
構
図
は
、
速
や
か
に
解
消
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。」
と
し
て
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
の
優
先
権
の
承

継
を
否
定
し
て
い
る
。（
池
田
辰
夫
「
労
働
倒
産
法
の
成
立
と
具
体
化
」
原
井
古
稀
『
改
革
期
の
民
事
手
続
法
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
一

頁
、
山
本
和
彦
「
倒
産
企
業
従
業
員
の
生
活
保
障
」
林
屋
古
稀
『
倒
産
法
大
系
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
一
年
）
九
五
頁
等
）。
ま
た
、
伊
藤
眞
ほ
か

「
新
破
産
法
の
基
本
構
造
と
実
務　

第
一
三
回
各
種
債
権
の
優
先
順
位
」
ジ
ュ
リ
一
三
一
二
号
一
〇
七
頁
（
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
も
、
山
本
和

彦
教
授
は
租
税
債
権
・
労
働
債
権
の
財
団
債
権
性
は
、
そ
れ
を
請
求
し
て
い
る
人
の
性
質
な
い
し
公
益
性
、
あ
る
い
は
社
会
的
な
要
保
護
性
に
着
目

し
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
未
払
賃
金
の
立
替
払
い
に
基
づ
く
求
償
権
が
財
団
債
権
に
な
る
こ
と
に
対
し
て
疑
問
を
呈
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
山
本
教
授
が
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
、
山
本
和
彦
「
労
働
債
権
の
立
替
払
い
と
財
団
債
権
」
判
タ

一
三
一
四
号
五
頁
（
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。

（
21
） 

横
浜
地
川
崎
支
判
平
成
二
二
年
四
月
二
三
日
（
金
判
一
三
四
二
号
一
四
頁
）。
第
三
者
た
る
私
人
が
破
産
会
社
の
従
業
員
の
給
料
を
立
替
払
い

し
た
場
合
に
、
当
該
私
人
が
代
位
取
得
し
た
財
団
債
権
た
る
労
働
債
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
た
判
例
と
し
て
、
最
三
小
判
平
成
二
三
年
一
一
月

二
二
日
。

一
七
二



倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
五
九
）

（
22
） 

本
稿
で
主
に
検
討
す
る
少
額
債
権
の
弁
済
規
定
の
活
用
（
民
再
四
七
条
五
項
）
の
他
に
、
①
中
小
企
業
者
に
対
す
る
弁
済
（
民
再
四
七
条
二

項
）、
③
弁
済
禁
止
の
保
全
処
分
の
一
部
解
除
（
民
再
三
〇
条
一
項
・
二
項
）、
③
和
解
契
約
に
よ
る
弁
済
、
④
再
生
計
画
に
お
け
る
弁
済
等
が
考
え

ら
れ
る
。

（
23
） 
園
尾
隆
司
＝
小
林
秀
之
編
『
条
解
民
事
再
生
法
第
二
版
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）〔
山
本
弘
・
山
田
明
美
〕
三
六
二
頁
。

（
24
） 

具
体
的
に
は
、
債
権
者
平
等
を
原
則
と
す
る
倒
産
手
続
の
公
正
さ
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
、
要
件
の
解
釈
は
厳
格
に
な
さ
れ
る
べ
き
と
の
見
解

（
園
尾
隆
司
＝
小
林
秀
之
・
前
掲
注（
23
）三
六
三
頁
）
と
、
要
件
に
つ
い
て
は
比
較
的
緩
や
か
に
解
し
、「
少
額
債
権
を
弁
済
し
な
け
れ
ば
、
事
業
継

続
に
著
し
い
支
障
を
生
じ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
弁
済
す
る
こ
と
に
よ
り
か
か
る
支
障
を
除
去
で
き
、
債
務
者
の
継
続
企
業
価
値
が
維
持
で
き
る
か
、

も
し
く
は
、
毀
損
の
程
度
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
維
持
で
き
た
事
業
価
値
が
少
額
債
権
の
弁
済
に
よ
る
負
担
額
よ
り
大
き
く
、
弁
済
を
受

け
な
か
っ
た
債
権
者
も
結
果
と
し
て
恩
恵
を
受
け
う
る
と
い
う
経
済
合
理
性
」（
山
本
和
彦
ほ
か
『
Ｑ
＆
Ａ
民
事
再
生
法
第
二
版
』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
六
年
）〔
中
井
康
之
〕
一
九
一
頁
）
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
規
定
に
よ
る
弁
済
を
許
可
す
べ
き
と
い
う
見
解
が
あ
る
。

（
25
） 

上
田
裕
康
＝
杉
本
純
子
「
再
建
型
倒
産
手
続
に
お
け
る
商
取
引
債
権
の
優
先
的
取
扱
い
」（
銀
法
七
一
一
号
四
三
頁
（
二
〇
一
〇
年
）
参
照
）。

（
26
） 

腰
塚
和
男
ほ
か
「
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
か
ら
会
社
更
生
へ
の
手
続
移
行
に
際
し
て
の
問
題
点
と
課
題
⑴
〜
⑶
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
五
三
号
一
一
頁
、
同

九
五
四
号
五
二
頁
、
同
九
五
五
条
六
八
頁
（
二
〇
一
一
年
）。

（
27
） 

事
業
再
生
迅
速
化
研
究
会
第
三
Ｐ
Ｔ
「
商
取
引
債
権
の
保
護
と
事
業
再
生
の
迅
速
化
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
二
三
号
一
四
頁
（
二
〇
一
〇
年
）。

（
28
） 

事
業
再
生
迅
速
化
研
究
会
第
三
Ｐ
Ｔ
・
前
掲
注（
27
）一
六
頁
。

（
29
） 

近
藤
隆
司
「
各
倒
産
手
続
と
租
税
債
権
の
処
遇
」『
倒
産
処
理
法
制
の
理
論
と
実
務
〔
別
冊
金
融
・
商
事
判
例
〕』（
経
済
法
令
研
究
会
、

二
〇
〇
六
年
）
一
四
六
頁
、
中
西
・
前
掲
注（
7
）一
四
九
頁
、
佐
藤
英
明
「
倒
産
手
続
に
お
け
る
租
税
債
権
の
扱
い
」
ジ
ュ
リ
一
二
二
二
号
一
九
一

頁
（
二
〇
〇
二
年
）、
中
西
・
前
掲
注（
2
）六
八
頁
等
。

（
30
） 

明
治
六
年
九
月
岐
阜
県
か
ら
の
「
金
穀
貸
借
滞
ノ
末
身
代
限
裁
許
申
付
候
者
、
地
租
又
は
諸
税
之
節
、
右
租
税
ハ
格
別
ノ
儀
ニ
付
完
納
為
致
、

余
リ
ア
ラ
ハ
債
主
一
同
ヘ
割
賦
可
致
候
哉
、
又
ハ
租
税
ト
雖
ト
モ
債
主
一
般
ノ
割
賦
ニ
相
加
、
公
私
ニ
拘
不
儀
ニ
候
哉
」
と
の
照
会
に
対
し
、
司
法

省
は
、「
租
税
ノ
未
納
ハ
完
納
致
サ
ス
ヘ
キ
事
」
と
指
示
し
て
い
る
（
東
京
裁
判
所
編
『
民
事
要
録
乙
篇
』（
一
八
七
五
年
）
四
八
一
頁
〜
四
八
二
頁
）。

一
七
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
六
〇
）

文
献
的
に
は
、
租
税
債
権
の
優
先
権
を
示
唆
し
た
最
初
の
資
料
と
さ
れ
て
い
る
（
佐
上
武
弘
「
租
税
優
先
権
の
沿
革
と
外
国
制
度
」
法
時
三
二
八
号

（
一
九
五
七
年
）
四
五
頁
脚
注
一
参
照
）。

（
31
） 
こ
の
法
令
で
は
、
租
税
優
先
権
を
正
面
か
ら
規
定
し
て
は
い
な
い
が
、
徴
収
期
限
か
ら
三
〇
日
を
経
過
し
て
も
、
な
お
国
税
を
納
付
し
な
い
場

合
に
は
、
財
産
を
公
売
す
る
と
し
、
公
売
代
金
の
配
当
に
あ
た
っ
て
は
、
手
続
費
用
を
除
い
て
ま
ず
国
税
府
県
税
民
費
の
徴
収
に
充
て
る
と
さ
れ
て

お
り
（
租
税
不
納
処
分
規
則
四
条
）、
こ
れ
を
実
体
法
と
し
て
再
構
成
す
れ
ば
、
現
国
税
徴
収
法
八
条
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
（
但
し
こ
の

当
時
は
明
治
三
〇
年
制
定
の
旧
国
税
徴
収
法
二
条
一
項
）。
ま
た
、
当
時
の
担
保
物
権
と
し
て
、
現
在
の
質
権
ま
た
は
抵
当
権
に
相
当
す
る
質
入
権

ま
た
は
書
入
権
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
規
則
で
は
「
質
入
書
入
ノ
財
産
ニ
未
納
税
ア
ル
ト
キ
其
ノ
債
主
ニ
於
テ
弁
済
ス
ヘ
シ
ト
申
立
テ
ル
者
ハ
、
其
ノ

意
ニ
任
セ
公
売
ヲ
行
ハ
ス
」（
同
規
則
一
条
）
と
し
、
あ
た
か
も
特
定
の
担
保
権
付
債
権
に
譲
歩
す
る
か
に
み
え
て
、
実
は
「
債
主
ニ
其
ノ
未
納
税

ア
ル
旨
ヲ
通
知
シ
、
之
ヲ
弁
納
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
公
売
ヲ
行
フ
儀
」
で
あ
る
た
め
、
租
税
債
権
は
、
質
入
書
入
の
時
期
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
常
に
特

定
担
保
権
に
も
優
先
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
佐
上
・
前
掲
注（
30
）四
三
頁
）。

（
32
） 

明
治
二
二
年
国
税
滞
納
処
分
法
六
条
「
滞
納
処
分
費
国
税
ニ
付
テ
ハ
、
他
ノ
債
主
ニ
対
シ
先
取
権
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
滞
納
シ
タ
ル
税
金
ノ

納
期
限
ヨ
リ
一
箇
年
前
ニ
質
入
書
入
ヲ
為
シ
タ
ル
財
産
ニ
付
テ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス
」。

（
33
） 

佐
上
・
前
掲
注（
30
）四
四
頁
。

（
34
） 

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
公
法
学
的
に
は
、
租
税
法
律
関
係
を
公
法
上
の
権
力
関
係
、
す
な
わ
ち
、
国
民
が
国
家
の
行
使
す
る
課
税
権
に
服
従

す
る
関
係
で
あ
る
と
い
う
「
租
税
権
力
関
係
説
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
（
金
子
宏
『
租
税
法
〔
第
一
六
版
〕』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
二
六
頁
）。

（
35
） 

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
我
妻
栄
『
民
法
研
究
Ⅳ
│
2
担
保
物
権
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
）
一
一
頁
以
下
。

（
36
） 

調
査
会
審
議
の
中
で
は
、
徴
税
当
局
で
あ
る
大
蔵
省
と
法
務
省
民
事
局
と
の
見
解
の
対
立
が
あ
っ
た
。
大
蔵
省
側
は
、
租
税
債
権
の
特
質
に
つ

い
て
、
①
共
益
費
用
性
②
優
先
控
除
性
③
無
選
択
性
④
無
対
価
性
⑤
公
示
性
⑥
特
異
性
を
主
張
し
た
。
一
方
で
、
民
事
局
は
調
査
会
審
議
の
当
初
か

ら
担
保
付
私
債
権
者
に
対
す
る
租
税
債
権
の
優
先
そ
の
も
の
を
激
し
く
批
判
し
、
担
保
権
の
設
定
時
期
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
租
税
債
権
の
追
及
が

担
保
目
的
物
に
及
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
全
面
的
に
否
定
す
る
立
場
を
と
っ
た
（
調
査
会
審
議
過
程
を
詳
し
く
記
し
た
も
の
と
し
て
、
廣
木
華
代
「
債
権

者
間
の
競
合
に
関
す
る
一
考
察
│
租
税
債
権
と
譲
渡
担
保
と
の
競
合
を
素
材
と
し
て
│
」http://m

itizane.ll.chiba-u.jp/m
etadb/up/irw

q10/

一
七
四



倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
六
一
）

Jinshaken-04Q
D
1010.pdf

（
平
成
二
三
年
一
二
月
一
二
日
確
認
）
一
六
頁
以
下
）。

（
37
） 

一
連
の
改
正
経
緯
に
つ
い
て
は
、
廣
木
・
前
掲
注（
36
）二
〇
頁
以
下
参
照
。

（
38
） 
以
前
は
労
働
福
祉
事
業
団
が
実
施
し
て
い
た
が
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
（
平
成
一
四
年
法
律
第
一
七
一
号
）
に
基
づ
い
て

労
働
者
健
康
福
祉
機
構
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
は
、
機
構
が
主
体
と
な
っ
て
未
払
賃
金
と
こ
れ
に
要
し
た
費
用
の
回
収
を
行
っ
て
い
る
（
同
法
一
二
条

一
項
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
二
九
条
三
項
）。

（
39
） 

菊
地
好
司
「『
賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
案
』
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
六
一
一
号
一
〇
三
頁
（
一
九
七
六
年
）。

（
40
） 

長
谷
部
由
紀
子
「
弁
済
に
よ
る
代
位
（
民
法
五
〇
一
条
）
と
倒
産
手
続
」
学
習
院
四
六
巻
二
号
二
四
〇
頁
（
二
〇
一
一
年
）。

（
41
） 

長
谷
部
・
前
掲
注（
40
）二
四
一
頁
。

（
42
） 

大
山
和
寿
「
各
倒
産
手
続
と
労
働
債
権
の
処
理
」『
倒
産
処
理
法
制
の
理
論
と
実
務
〔
別
冊
金
融
・
商
事
判
例
〕』（
経
済
法
令
研
究
会
、

二
〇
〇
六
年
）
一
四
二
頁
。

（
43
） 

伊
藤
眞
「
財
団
債
権
（
共
益
債
権
）
の
地
位
再
考
」
金
法
一
八
九
七
号
二
四
頁
（
二
〇
一
〇
年
）。

（
44
） 

山
本
・
前
掲
注（
20
）七
頁
。

（
45
） 

山
本
・
前
掲
注（
20
）八
頁
。

（
46
） 

伊
藤
眞
「
新
倒
産
法
制
一
〇
年
の
成
果
と
課
題
〜
商
取
引
債
権
保
護
の
光
と
陰
〜
」『
新
倒
産
法
制
一
〇
年
を
検
証
す
る
事
業
再
生
実
務
の
深

化
と
課
題
』（
き
ん
ざ
い
、
二
〇
一
一
年
）
二
頁
以
下
参
照
。
杉
本
和
士
「
再
生
手
続
に
お
け
る
少
額
債
権
弁
済
許
可
制
度
に
関
す
る
試
論
」
事
業

再
生
研
究
機
構
編
『
民
事
再
生
の
実
務
と
理
論
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
年
）
三
八
九
頁
以
下
参
照
。

（
47
） 

動
産
先
取
特
権
で
保
護
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
再
生
手
続
で
は
別
除
権
、
更
生
手
続
で
は
更
生
担
保
権
と
な
る
が
、
実
際
に
は
動
産
先
取

特
権
に
よ
る
債
権
回
収
は
民
事
執
行
法
上
の
制
約
等
か
ら
困
難
を
伴
う
こ
と
が
多
い
（
木
村
真
也
「
更
生
手
続
下
に
お
け
る
動
産
先
取
特
権
の
取
扱

い
に
つ
い
て
」
銀
法
六
七
〇
号
五
頁
（
二
〇
〇
七
年
）
参
照
）。

（
48
） 

難
波
幸
一
ほ
か
「
会
社
更
生
手
続
に
お
け
る
調
査
命
令
を
活
用
し
た
商
取
引
債
権
保
護
モ
デ
ル
（
調
査
命
令
活
用
型
）
の
提
言
に
対
す
る
東
京

地
裁
民
事
第
八
部
（
商
事
部
）
の
検
討
結
果
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
九
〇
号
四
九
頁
（
二
〇
〇
八
年
）。

一
七
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
六
二
）

（
49
） 

伊
藤
・
前
掲
注（
46
）一
八
│
一
九
頁
。

（
50
） 

東
京
地
裁
会
社
更
生
実
務
研
究
会
編
『
会
社
更
生
の
実
務
（
上
）』（
き
ん
ざ
い
、
二
〇
〇
五
年
）
一
七
八
頁
〔
鹿
子
木
康
〕。

（
51
） 
小
畑
英
一
「
再
生
債
権
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
事
業
再
生
研
究
機
構
編
『
民
事
再
生
の
実
務
と
理
論
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
年
）
一
二
〇
頁

以
下
、
菅
野
博
之
ほ
か
「
東
京
地
裁
に
お
け
る
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
手
続
の
運
用
」
事
業
再
生
と
債
権
管
理
一
二
七
号
二
九
頁
（
二
〇
一
〇
年
）
参

照
。

（
52
） 

要
件
定
立
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
事
業
再
生
と
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
修
正
の
試
み
│C

ritical V
endor O

rders

に
み
る
商
取
引
債
権
優
先
化
プ

ロ
セ
ス
の
透
明
性
│
」
同
法
三
二
九
号
一
五
一
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
に
て
検
討
を
試
み
て
い
る
。
さ
ら
に
、
事
業
再
生
迅
速
化
研
究
会
第
三
Ｐ
Ｔ
・

前
掲
注（
27
）一
四
頁
も
参
照
。

（
53
） 

小
川
・
前
掲
注（
6
）一
九
一
頁
。

（
54
） 

同
様
に
、
否
認
権
適
用
の
可
能
性
を
立
法
論
的
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
伊
藤
眞
ほ
か
『
条
解
破
産
法
』（
弘
文
堂
、

二
〇
一
〇
年
）
一
〇
五
〇
頁
参
照
。

（
55
） 

現
行
法
下
で
は
、
更
生
手
続
下
で
の
滞
納
処
分
よ
り
租
税
債
権
の
偏
頗
的
な
回
収
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
更
生
手
続
が
廃
止
さ
れ
て
破
産
手
続
に

移
行
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
破
産
手
続
下
で
は
租
税
債
権
の
執
行
に
否
認
権
は
適
用
さ
れ
な
い
た
め
（
破
一
六
三
条
三
項
）、
偏
頗
的
な
回
収
を

否
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
さ
ら
に
問
題
が
大
き
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
56
） 

横
浜
地
川
崎
支
判
平
成
二
二
年
四
月
二
三
日
金
判
一
三
四
二
号
一
四
頁
。
こ
れ
は
、
破
産
手
続
開
始
決
定
後
に
、
賃
確
法
七
条
に
基
づ
い
て
労

働
者
健
康
福
祉
機
構
が
未
払
賃
料
を
立
替
払
い
し
た
場
合
に
、
当
機
構
は
財
団
債
権
た
る
労
働
債
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
か
が
争
わ

れ
た
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
弁
済
に
よ
る
代
位
に
お
い
て
「
原
債
権
は
そ
の
性
質
を
保
っ
た
ま
ま
代
位
弁
済
者
に
移
転
す
る
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、（
略
）
本
件
代
位
債
権
も
労
働
者
の
未
払
給
料
債
権
と
い
う
性
質
は
失
わ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
労

働
健
康
福
祉
機
構
に
よ
る
賃
金
の
立
替
え
払
い
は
、
法
律
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
事
業
者
の
信
用
不
安
に
関
す
る
リ
ス
ク

回
避
を
講
じ
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
」、
未
払
賃
金
を
早
期
に
支
払
う
と
い
う
意
味
で
労
働
者
保
護
の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
も
の
と
い
え

る
と
し
た
。
ま
た
、
当
機
構
が
立
替
払
い
に
よ
り
取
得
す
る
求
償
権
は
、
破
産
法
一
四
八
条
一
項
五
号
に
よ
る
倒
産
手
続
開
始
後
の
事
務
管
理
又
は

一
七
六



倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望
（
杉
本
）

（
四
六
三
）

不
当
利
得
に
基
づ
く
請
求
権
と
し
て
財
団
債
権
と
い
え
、
代
位
債
権
た
る
労
働
債
権
の
行
使
が
求
償
権
の
性
質
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
こ
と
は
な
い

と
述
べ
た
。

（
57
） 
事
業
主
は
、
倒
産
手
続
開
始
前
か
ら
機
構
に
対
し
て
労
災
保
険
料
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
労
働
保
険
徴
収
法
三
一
条
四
項
）、
倒
産
手

続
開
始
前
に
機
構
と
労
働
者
が
保
証
契
約
を
締
結
し
て
い
な
く
と
も
、
機
構
と
事
業
主
と
の
間
に
は
、
将
来
の
も
の
と
し
て
の
求
償
関
係
が
存
在
す

る
と
さ
れ
て
い
る
（
長
谷
部
・
前
掲
注（
40
）二
四
一
頁
。）。

（
58
） 

拙
稿
「
優
先
権
の
代
位
と
倒
産
手
続
│
日
米
の
比
較
に
よ
る
一
考
察
│
」
同
法
三
二
〇
号
二
二
四
頁
（
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
59
） 

イ
ギ
リ
ス
の
未
払
賃
金
立
替
払
制
度
に
お
い
て
は
、
国
（
通
算
大
臣
）
が
立
替
払
い
を
行
っ
た
限
度
に
お
い
て
、
被
用
者
の
使
用
者
に
対
す
る

賃
金
債
権
に
つ
い
て
求
償
権
を
取
得
し
、
そ
の
際
に
は
、
当
該
被
用
者
の
賃
金
債
権
に
与
え
ら
れ
る
弁
済
の
優
先
権
も
当
然
に
通
算
大
臣
に
移
る
こ

と
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
（
雇
用
権
法
一
八
九
条
二
項
⒜
号
）（
全
国
労
働
基
準
関
係
団
体
連
合
会
・
前
掲
注（
17
）六
一
頁
。）。

（
60
） 

腰
塚
和
男
ほ
か
「
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
か
ら
会
社
更
生
へ
の
手
続
移
行
に
際
し
て
の
問
題
点
と
課
題
⑵
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
五
四
号
五
三
頁
（
二
〇
一
一

年
）。

（
61
） 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
商
取
引
債
権
保
護
の
経
緯
と
二
〇
〇
五
年
改
正
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
52
）一
五
一
頁
参
照
。

（
62
） 

通
常
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
支
払
猶
予
期
間
は
一
五
〜
三
〇
日
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
日
本
で
は
二
〜
三
ヶ
月
に
及
ぶ
場
合
が
あ
る
。

（
63
） 

現
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
五
〇
六
条
⒝
⑼
の
新
設
に
伴
い
、
倒
産
手
続
開
始
直
後
に
本
条
に
該
当
す
る
商
取
引
債
権
を
弁
済
す
る
た
め
の
費
用
が

莫
大
に
要
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
64
） 

内
容
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w
.jal.com

/ja/other/info2010_0119.htm
l

（
二
〇
一
一
年
九
月
二
六
日
確
認
）
を
参
照
。

（
65
） 

腰
塚
ほ
か
・
前
掲
注（
60
）五
四
頁
。

（
66
） 

山
本
和
彦
「
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
事
前
調
整
型
会
社
更
生
手
続
の
幕
開
き
へ
」
事
業
再
生
と
債
権
管
理
一
二
八
号
六
頁
（
二
〇
一
〇
年
）。

（
67
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
52
）一
六
八
頁
以
下
（
二
〇
〇
八
年
）。

（
68
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
52
）一
九
七
頁
以
下
（
二
〇
〇
八
年
）、
事
業
再
生
迅
速
化
研
究
会
第
三
Ｐ
Ｔ
・
前
掲
注（
27
）一
六
頁
以
下
参
照
。

（
69
） 

事
業
再
生
迅
速
化
研
究
会
第
三
Ｐ
Ｔ
・
前
掲
注（
27
）一
六
頁
。

一
七
七





国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
（
小
田
）

（
四
六
五
）

国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約

ペ
ー
タ
ー
・
フ
ー
バ
ー

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア
ン
ト
モ

小　

田　
　
　

司　
　

訳

Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅱ　

ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
の
適
用
範
囲

　

1　

国
際
的
事
案

　

2　

民
事
及
び
商
事
事
件

　

3　

一
つ
の
締
約
国
の
裁
判
所
を
選
択
す
る
専
属
的
管
轄
合
意

　

4　

時
的
適
用
範
囲

Ⅲ　

管
轄
合
意
の
有
効
性

　

1　

方
式

翻　

訳

一
七
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
六
六
）

　

2　

実
質
的
有
効
性

Ⅳ　

管
轄
合
意
の
実
行

　

1　

選
択
さ
れ
た
裁
判
所
の
判
決

　
　
（
1
）
管
轄
合
意
の
効
力

　
　
（
2
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
法
理
の
不
適
用

　
　
（
3
）
他
の
裁
判
所
に
係
属
す
る
訴
訟
優
先
原
則
の
不
適
用

　

2　

締
約
国
に
お
け
る
他
の
裁
判
所
の
判
決
│
管
轄
裁
判
所
の
管
轄
を
排
除
す
る
効
力

Ⅴ　

判
決
の
承
認
及
び
執
行

　

1　

選
択
さ
れ
た
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
の
承
認

　

2　

他
の
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
の
承
認

Ⅵ　

お
わ
り
に

Ⅰ　

は
じ
め
に

二
〇
〇
五
年
六
月
三
〇
日
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
は
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
を
採
択
し
た
（
1
）

。
こ
の
条
約
は
、
国
際
裁
判
管
轄
合
意
の

有
効
性
と
実
効
性
、
並
び
に
判
決
の
執
行
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

管
轄
合
意
条
約
は
、
間
も
な
く
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
管
轄
合
意
条
約
三
一
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
約
は
二
番
目
の

締
約
国
に
よ
る
条
約
の
批
准
な
い
し
条
約
へ
の
加
入
後
三
ヶ
月
の
期
間
の
満
了
に
よ
り
発
効
す
る
（
2
）

。
二
〇
〇
七
年
九
月
二
六
日
に
、
メ
キ

シ
コ
が
最
初
の
国
家
と
し
て
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
に
加
入
し
た
（
3
）

。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
二
〇
〇
九
年
一
月
一
九
日
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連

一
八
〇



国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
（
小
田
）

（
四
六
七
）

合
は
二
〇
〇
九
年
四
月
一
日
に
条
約
に
署
名
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
に
よ
る
条
約
の
署
名
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
除
く
す
べ
て
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
連
合
締
約
国
に
対
し
て
効
力
を
有
す
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
は
、
ま
だ
条
約
を
批
准
し
て
い
な

い
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
に
よ
る
条
約
の
批
准
は
、
管
轄
合
意
条
約
に
と
っ
て
一
挙
に
大
き
な
政
治
的
・
経
済
的
な

意
義
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
批
准
さ
れ
た
時
に
は
、
地
球
上
の
巨
大
な
経
済
圏
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
が
管
轄
合
意
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

管
轄
合
意
条
約
の
こ
の
よ
う
な
成
果
は
、
条
約
採
択
に
至
る
ま
で
の
過
去
の
経
緯
か
ら
は
と
て
も
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

実
際
に
は
、
二
〇
〇
五
年
の
管
轄
合
意
条
約
は
妥
協
し
得
た
最
小
限
の
解
決
策
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
長
い
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
に
は
大
西
洋
横
断
的
な
司
法
摩
擦
を
残
す
衝
突
が
存
在
す
る
た
め
（
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
法
の
寛
容
な
管
轄
原
因
、
な

い
し
プ
レ
・
ト
ラ
イ
ヤ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
ー
）、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
（
4
）

を
手
本
と
し
て
管
轄
及
び
判
決
の
執
行
に
関
し
全
世
界
に
及
ぶ

一
般
的
条
約
を
作
成
す
る
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
妥
協
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
5
）

。

日
本
は
条
約
交
渉
の
際
に
と
り
わ
け
積
極
的
、
か
つ
重
要
な
役
割
を
演
じ
（
6
）

、
管
轄
合
意
条
約
に
関
す
る
「
報
告
書
」
が
ト
レ

ヴ
ァ
ー
・
ハ
ー
ト
レ
イ
教
授
と
共
に
道
垣
内
正
人
教
授
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
視
点
か
ら
も
管
轄
合
意
条
約
は
と
り

わ
け
興
味
深
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ⅱ　

ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
の
適
用
範
囲

ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
は
、
国
際
的
な
事
案
の
場
合
に
、
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
専
属
的
管
轄
合
意
に
適
用
さ
れ
る
。

一
八
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
六
八
）

1　

国
際
的
事
案

管
轄
合
意
条
約
一
条
一
項
は
、
国
際
的
な
事
案
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。
い
か
な
る
場
合
が
国
際
的
事
案
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
、
管
轄
の
領
域
と
判
決
の
承
認
・
執
行
の
領
域
に
関
し
、
異
な
っ
た
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。

管
轄
合
意
条
約
一
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
が
同
一
の
締
約
国
に
居
住
し
、
か
つ
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
決
定
的
要
素
が
そ
の
国
に

の
み
関
連
し
て
い
る
場
合
を
除
き
（
た
だ
し
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
の
所
在
地
は
問
わ
な
い
）、
裁
判
管
轄
の
問
題
の
場
合
に
は
、
事
案
は
原
則

と
し
て
国
際
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
7
）

。

外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
承
認
ま
た
は
執
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、
管
轄
合
意
条
約
一
条
三
項
に
よ

り
事
案
は
国
際
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
判
決
の
承
認
・
執
行
の
際
に
は
、
管
轄
合
意
条
約
八
条
一
項
に
よ
り
他
の
締
約
国
の
裁

判
所
が
下
し
た
判
決
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
8
）

。

2　

民
事
及
び
商
事
事
件

管
轄
合
意
条
約
は
、
原
則
と
し
て
民
事
及
び
商
事
事
件
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
9
）

。
し
か
し
、
消
費
者
が
契
約
当
事
者
で
あ
る
場
合

に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
管
轄
合
意
条
約
二
条
一
項
ａ
）。
す
な
わ
ち
、
純
粋
な
企
業
間
取
引
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
企
業
対

企
業
の
ケ
ー
ス
（
10
）

）。

一
定
の
契
約
類
型
は
、
管
轄
合
意
条
約
二
条
二
項
に
よ
っ
て
条
約
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
管
轄
合
意
条
約
二
条
四
項
は
、
仲

裁
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
例
外
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
他
、
締
約
国
は
管
轄
合
意
条
約
二
一
条
に
基
づ
い
て
宣
言
を
す
る

可
能
性
を
有
し
、
こ
の
宣
言
に
よ
り
特
定
の
法
領
域
を
条
約
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
管
轄
合
意
条
約

一
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国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
（
小
田
）

（
四
六
九
）

二
条
三
項
は
、
本
条
約
二
条
二
項
あ
る
い
は
二
一
条
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
た
事
項
が
先
決
問
題
と
し
て
、
あ
る
い
は
異
議
に
基
づ
い
て
の

み
生
じ
、
訴
訟
の
目
的
で
は
な
い
場
合
に
、
こ
の
条
約
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。
そ
の
際
、
管
轄
合
意
条
約

一
〇
条
一
項
に
よ
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
は
承
認
及
び
執
行
さ
れ
な
い
。

3　

一
つ
の
締
約
国
の
裁
判
所
を
選
択
す
る
専
属
的
管
轄
合
意

管
轄
合
意
条
約
一
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
約
は
専
属
的
管
轄
合
意
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
11
）

。
し
か
し
、
管
轄
合

意
条
約
三
条
ｂ
は
、
専
属
性
を
認
め
る
た
め
の
推
定
規
定
を
置
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
が
明
示
的
に
別
段
の
定
め
を
し
な
い
限

り
、
管
轄
合
意
は
専
属
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
12
）

。
こ
の
推
定
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
（
二
三
条
一
項
二
文
）
に
基
づ
く
法
状
況
に
対

応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
法
状
況
に
応
じ
る
も
の
で
は
な
い
（
13
）

。

管
轄
合
意
は
、
一
つ
の
締
約
国
に
所
在
す
る
裁
判
所
（
14
）

を
管
轄
裁
判
所
と
宣
言
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
管
轄
合
意
条
約
三
条
）。

こ
の
要
件
は
、
必
要
な
締
約
国
間
の
関
係
を
確
立
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
我
々
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
当
事
者
が
一
つ
の
締
約

国
に
住
所
あ
る
い
は
営
業
所
を
有
し
て
い
る
か
否
か
は
重
要
で
な
い
。

4　

時
的
適
用
範
囲

管
轄
合
意
条
約
は
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
の
所
属
国
に
つ
い
て
そ
の
効
力
が
生
じ
た
時
よ
り
後
に
締
結
さ
れ
た
専
属
的
管
轄
合
意
に
適

用
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
訴
訟
は
受
訴
裁
判
所
所
属
国
に
つ
い
て
管
轄
合
意
条
約
の
効
力
が
生
じ
た
時
よ
り
後
に
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
管
轄
合
意
条
約
一
六
条
）。

一
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三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
七
〇
）

Ⅲ　

管
轄
合
意
の
有
効
性

1　

方
式

管
轄
合
意
の
方
式
は
、
管
轄
合
意
条
約
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
管
轄
合
意
条
約
三
条
ｃ
は
、
合
意
が
書
面
ま
た
は
後
に
参
照
し

得
る
情
報
を
残
す
他
の
通
信
手
段
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
後
に
参
照
可
能
な
手
段
と
は
、
例
え
ば

E
-M
ail

、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
並
び
に
い
わ
ゆ
るclick w

rap agreem
ents （15

）
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
同
意
等
を
意
味
す
る
（
16
）

。

2　

実
質
的
有
効
性

実
質
的
有
効
性
に
関
し
て
、
管
轄
合
意
条
約
三
条
ｄ
は
、
管
轄
合
意
が
他
の
契
約
上
の
条
項
と
は
独
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
管
轄
合
意

の
有
効
性
は
主
た
る
契
約
が
有
効
で
は
な
い
と
い
う
理
由
の
み
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

国
際
売
買
契
約
が
管
轄
合
意
を
含
む
場
合
に
、
売
買
契
約
の
有
効
性
と
管
轄
合
意
の
有
効
性
は
、
原
則
上
、
互
い
に
独
立
し
て
審
査
さ
れ

る
。
他
の
言
葉
で
表
現
す
れ
ば
、
売
買
契
約
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
管
轄
合
意
は
有
効
で
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
法
上
の
独
立
性
原
則
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
二
三
条
に
基
づ
く
法
状
況
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ

る
（
17
）

。し
か
し
、
こ
の
主
た
る
契
約
と
管
轄
合
意
を
分
離
す
る
原
則
は
、
管
轄
合
意
の
有
効
性
が
売
買
契
約
と
分
離
し
て
審
査
さ
れ
る
こ
と
の

み
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
審
査
が
い
か
な
る
法
律
に
よ
り
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
答
え
る
も
の

で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
と
り
わ
け
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
管
轄
合
意
が
有
効
に
締
結
さ
れ
た
か
否
か
、
あ
る
い

一
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国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
（
小
田
）

（
四
七
一
）

は
意
思
の
瑕
疵
が
存
在
す
る
か
否
か
に
つ
き
、
い
か
な
る
契
約
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
内
国
の
法
秩
序
に

お
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
つ
き
頻
繁
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
二
つ
の
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
。
第
一
に
、
主
た
る

契
約
の
規
律
に
付
随
的
に
連
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
管
轄
合
意
の
有
効
性
は
主
た
る
契
約
の
有
効
性
と
同
様
に
、

同
一
の
契
約
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
（
18
）

。
第
二
に
、
管
轄
合
意
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
契
約
と
は
独
立
し
て
最
も
密
接
な
連
結
点
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
通
常
、
管
轄
合
意
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
裁
判
所
の
所
属
国
の
契
約
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。ハ

ー
グ
管
轄
合
意
条
約
は
、
た
と
え
複
雑
な
方
法
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
管
轄
合
意
の
取
扱
い
に
関

す
る
諸
規
定
か
ら
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
締
約
国
の
関
係
す
る
す
べ
て
の
裁
判
所
は
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
の
所
在
地
に

お
い
て
基
準
と
な
る
法
律
に
よ
り
管
轄
合
意
の
有
効
性
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
管
轄
合
意
条
約
五
条
一
項
、
六
条
ａ
及
び
九
条
ａ
参

照
（
19
）

）。
支
配
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
抵
触
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
受
訴
裁
判
所
の
所
属
国
の
契
約
法
が
直

接
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
受
訴
裁
判
所
の
所
属
国
の
抵
触
法
に
よ
っ
て
管
轄
合
意
の
有
効
性
に
適
用
可
能
な
契
約
法
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
（
20
）

。

例
え
ば
、
東
京
地
裁
（
日
本
は
条
約
締
約
国
で
あ
る
）
を
管
轄
裁
判
所
と
す
る
専
属
的
管
轄
合
意
が
締
結
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
他
の

締
約
国
の
す
べ
て
の
裁
判
所
は
日
本
の
国
際
私
法
（
抵
触
法
）
に
よ
っ
て
管
轄
合
意
の
有
効
性
を
規
定
す
る
法
律
に
よ
り
そ
の
有
効
性
を

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
日
本
の
契
約
法
で
あ
り
得
る
が
、
必
ず
し
も
日
本
の
契
約
法
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
日
本
の
抵
触
法
が
管
轄
合
意
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
法
律
を
適
用
す
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
ド
イ
ツ
の
抵
触
法
に
お
い
て
は
、
お

も
に
主
た
る
契
約
（
例
え
ば
、
管
轄
合
意
を
含
む
売
買
契
約
）
を
規
律
す
る
法
律
に
付
随
的
に
連
結
さ
せ
る
（
21
）

。
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
七
二
）

我
々
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
と
も
か
く
管
轄
合
意
条
約
が
実
質
的
有
効
性
の
問
題
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
歓
迎
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
22
）

。
少
な
く
と
も
、
ま
ず
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
の
所
属
国
の
法
律
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
し
か

し
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
の
所
属
国
の
抵
触
法
を
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
直
接
的
に
準
拠
実
質
法
、
す
な
わ
ち
合
意
さ
れ
た
裁
判
所

の
所
属
国
の
契
約
法
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
、
よ
り
適
切
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
管
轄
合
意
条
約
が
選
択

し
た
抵
触
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
条
約
の
中
に
管
轄
合
意
の
準
拠
法
に
関
す
る
内
国
の
抵
触
法
上
の
問
題
点
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
管
轄
合
意
が
主
た
る
契
約
と
同
様
に
、
同
一
の
法
律
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
べ
き
か
、
同
一
の
法
律
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
べ
き
で

な
い
と
す
れ
ば
、
管
轄
合
意
は
い
か
な
る
国
と
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。

Ⅳ　

管
轄
合
意
の
実
行

実
務
に
お
い
て
、
管
轄
合
意
を
可
能
な
限
り
効
果
的
に
実
行
す
る
た
め
に
、
管
轄
合
意
条
約
は
様
々
な
裁
判
所
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る

三
つ
の
鍵
と
な
る
規
定
を
置
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
次
の
こ
と
が
妥
当
す
る
。
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
は
、
自
己
に
管

轄
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
管
轄
合
意
条
約
五
条
）。
他
の
締
約
国
の
す
べ
て
の
裁
判
所
は
、
自
己
に
管
轄
が
な
い
こ
と

を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
管
轄
合
意
条
約
六
条
）、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
は
、
他
の
す
べ
て
の
締
約
国
に
お
い
て
承

認
・
執
行
さ
れ
る
（
管
轄
合
意
条
約
八
条
）。
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国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
（
小
田
）

（
四
七
三
）

1　

選
択
さ
れ
た
裁
判
所
の
判
決

（
1
）
管
轄
合
意
の
効
力

選
択
さ
れ
た
裁
判
所
は
、
管
轄
合
意
条
約
五
条
一
項
に
よ
り
、
管
轄
合
意
が
無
効
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
自
己
の
管
轄
を
肯
定
し
、
事

件
に
つ
き
裁
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
轄
合
意
が
有
効
か
否
か
の
問
題
は
、
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
の
所
属

国
の
抵
触
法
に
よ
り
基
準
と
さ
れ
る
法
律
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
（
23
）

。
さ
ら
に
、
受
訴
裁
判
所
が
当
然
に
管
轄
合
意
条
約
三
条
ｃ
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
方
式
の
遵
守
に
つ
い
て
審
査
す
る
。
そ
の
他
、
管
轄
合
意
条
約
五
条
三
項
ａ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
選
択
さ
れ
た
裁
判
所

所
属
国
の
事
物
管
轄
に
関
す
る
規
定
に
よ
っ
て
管
轄
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
裁
判
所
は
裁
判
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
法
理
の
不
適
用

管
轄
合
意
条
約
五
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
は
、
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
が
事
件
に
つ
い
て
裁
判
す
べ
き
で
あ
る
と
の

理
由
に
よ
り
管
轄
権
の
行
使
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
英
米
法
上
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
理
論
の

意
味
で
の
裁
量
的
余
地
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（
24
）

。

け
れ
ど
も
、
管
轄
合
意
条
約
一
九
条
に
の
み
、
補
足
的
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
国
も
、「
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
が
所
在
す
る
と
い
う
点
を
除
き
、
自
国
と
当
事
者
あ
る
い
は
紛
争
と
の
間
に
関

連
性
が
な
い
場
合
に
は
」、
自
国
の
裁
判
所
が
紛
争
に
つ
き
裁
判
す
る
必
要
が
な
い
旨
の
宣
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
は
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
す
る
譲
歩
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ヴ
ィ
ニ
エ
ン
ス
の
留
保
を
完
全
に
禁
止
し
た
場
合
に
は
、
管
轄
合
意
条
約
が
批
准
さ
れ
な
い
こ
と
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
七
四
）

を
恐
れ
た
た
め
で
あ
る
（
25
）

。

さ
ら
な
る
例
外
は
、
管
轄
合
意
条
約
五
条
三
項
ｂ
か
ら
生
じ
得
る
。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
管
轄
合
意
条
約
五
条
一
項
及
び
二
項
は
、

締
約
国
内
の
裁
判
所
の
間
で
の
裁
判
管
轄
の
分
配
に
関
す
る
規
定
に
影
響
を
与
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
選
択
さ
れ
た
裁
判
所
所
属
国
の
法
律
が
そ
の
よ
う
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
選
択
さ
れ
た
裁
判
所
は
自
国
の
他
の
裁

判
所
に
事
件
を
移
送
す
る
可
能
性
を
有
す
る
（
26
）

。

（
3
）
他
の
裁
判
所
に
係
属
す
る
訴
訟
優
先
原
則
の
不
適
用

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
に
お
け
る
の
と
は
異
な
り
、
管
轄
合
意
条
約
に
よ
れ
ば
、
ど
の
裁
判
所
に
最
初
に
訴
訟
が
係
属
し
た
か
、
と
い

う
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
（
27
）

。
た
と
え
、
他
の
裁
判
所
に
お
い
て
同
一
事
件
に
つ
き
訴
訟
が
係
属
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
合
意
さ
れ

た
裁
判
所
が
管
轄
を
有
し
、
管
轄
合
意
条
約
五
条
一
項
に
よ
り
訴
訟
手
続
を
追
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
管
轄
合
意
条
約

は
、
先
に
開
始
さ
れ
た
訴
訟
手
続
が
優
先
さ
れ
る
と
す
る
厳
格
な
優
先
原
則
に
基
づ
く
先
に
係
属
す
る
訴
訟
優
先
の
原
則
を
認
め
て
い
な

い
（
28
）

。こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
管
轄
合
意
条
約
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
重
要
な
問
題
点
の
一
つ
を
回
避
し
て

い
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
は
そ
の
二
七
条
に
お
い
て
、
非
常
に
厳
格
、
か
つ
形
式
的
な
優
先
原
則
を
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
最
初

に
開
始
さ
れ
た
訴
訟
手
続
が
、
│
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
専
属
管
轄
の
場
合
を
除
き
│
、
常
に
優
先
す
る
。“G

asser ”

事
件
に
お
け

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
最
初
に
係
属
し
た
事
件
が
専
属
的
管
轄
合
意
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
専
属
的
管
轄
合
意
に

基
づ
き
後
訴
裁
判
所
に
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
二
七
条
の
優
先
原
則
が
妥
当
す
る
と
さ
れ
て
い
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国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
（
小
田
）

（
四
七
五
）

る
（
29
）

。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
の
枠
組
に
お
い
て
は
、
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
に
お
い
て
提
訴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
専
属
的
管
轄
合
意
の
定

め
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
最
初
に
提
訴
さ
れ
た
締
約
国
の
裁
判
所
が
自
己
の
管
轄
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
、
合
意
さ
れ
た

締
約
国
の
裁
判
所
は
訴
訟
手
続
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
初
に
提
訴
さ
れ
た
締
約
国
の
裁
判
所
が
、
例
え
ば
専
属
的
管
轄
合
意

を
無
効
と
み
な
す
こ
と
に
よ
り
、
自
己
に
管
轄
が
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
場
合
に
は
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
は
訴
え
を
不
適
法
と
し
て
却

下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
当
事
者
が
し
ば

し
ば
専
属
的
管
轄
合
意
に
反
し
て
、
訴
訟
係
属
期
間
の
長
い
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
に
お
け
る
提
訴
を
試
み
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
30
）

。
こ

の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
で
の
訴
訟
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
の
局

面
で
は
、
目
下
、
厳
格
な
優
先
原
則
に
つ
い
て
の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
（
31
）

。
管
轄
合
意
条
約
の
下
で
は
、
最
初
に
開
始
さ
れ
た
訴
訟
が

優
先
さ
れ
る
と
す
る
厳
格
な
優
先
原
則
が
存
在
し
な
い
た
め
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
に
お
け
る
問
題
を
広
い
範
囲
で
回
避
し
て
い
る
（
32
）

。

2　

締
約
国
に
お
け
る
他
の
裁
判
所
の
判
決
―
管
轄
裁
判
所
の
管
轄
を
排
除
す
る
効
力

管
轄
合
意
条
約
は
、
締
約
国
の
裁
判
所
に
対
し
て
専
属
的
管
轄
合
意
に
基
づ
く
厳
格
な
管
轄
の
排
除
効
を
定
め
て
い
る
。
合
意
さ
れ
た

裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
本
案
に
つ
き
裁
判
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
訴
訟
手
続
を
停
止
す
る
か
、
訴
え
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
管
轄
合
意
条
約
六
条
）。
管
轄
合
意
条
約
六
条
に
お
い
て
列
挙
さ

れ
て
い
る
例
外
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み
、
他
の
裁
判
所
を
専
属
と
す
る
管
轄
合
意
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訴
訟
手
続
を
行
う

こ
と
が
許
さ
れ
る
（
33
）

。
そ
の
よ
う
な
例
外
と
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

第
一
に
、
管
轄
合
意
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
は
、
管
轄
裁
判
所
の
管
轄
を
排
除
す
る
効
力
は
認
め
ら
れ
な
い
（
34
）

。
管
轄
合
意
が
無
効
か
否

一
八
九
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か
は
、
選
択
さ
れ
た
裁
判
所
の
所
属
国
の
抵
触
法
に
よ
り
適
用
し
得
る
法
律
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
選
択

さ
れ
た
裁
判
所
と
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判
所
が
管
轄
合
意
の
有
効
性
を
同
一
の
法
律
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
が
確
保
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
通
常
、
積
極
的
な
い
し
消
極
的
な
管
轄
に
関
す
る
争
い
が
回
避
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
35
）

。

第
二
に
、
当
事
者
が
管
轄
合
意
を
締
結
す
る
能
力
、
例
え
ば
行
為
能
力
を
欠
く
場
合
に
も
、
管
轄
裁
判
所
の
管
轄
を
排
除
す
る
効
力
は

認
め
ら
れ
な
い
（
管
轄
合
意
条
約
六
条
ｂ
）。
管
轄
合
意
条
約
六
条
ｂ
が
明
示
す
る
よ
う
に
、
行
為
能
力
の
問
題
は
他
の
場
合
と
異
な
り
、

選
択
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判
所
（
受
訴
裁
判
所
）
の
所
属
国
の
法
律
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
抵
触
法
が
顧
慮
さ
れ
る
が
、
そ
の

結
果
、
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判
所
の
所
属
国
の
抵
触
法
に
よ
り
適
用
し
得
る
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
36
）

。
こ
の
こ
と
は
、
結
果

と
し
て
当
事
者
が
行
為
能
力
を
欠
く
こ
と
の
危
険
か
ら
二
重
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判

所
は
当
事
者
が
選
択
さ
れ
た
裁
判
所
の
所
属
国
の
法
律
に
よ
り
適
用
し
得
る
法
律
、
あ
る
い
は
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判
所
の
所
属
国
の

法
律
に
よ
り
適
用
し
得
る
法
律
に
よ
り
行
為
能
力
を
欠
く
場
合
に
、
裁
判
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（
37
）

。

第
三
に
、
管
轄
合
意
を
実
行
す
る
こ
と
が
受
訴
裁
判
所
所
属
国
の
公
序
に
反
す
る
か
、
あ
る
い
は
明
ら
か
な
不
正
義
（
38
）

を
も
た
ら
す
場
合

に
、
管
轄
裁
判
所
の
管
轄
を
排
除
す
る
効
力
は
認
め
ら
れ
な
い
。
実
務
上
、
こ
の
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
は
稀
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

第
四
に
、
訴
訟
手
続
が
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
に
お
い
て
追
行
し
得
な
い
ケ
ー
ス
に
つ
き
、
次
の
二
つ
の
例
外
事
由
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
が
訴
訟
手
続
の
実
施
を
拒
否
す
る
場
合
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
訴
訟
手
続
の
実
施
が
妨
げ
ら
れ
る
場
合

（
例
え
ば
、
内
乱
等
）
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
裁
判
の
拒
絶
を
予
防
す
る
の
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
（
39
）

。

一
九
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国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
（
小
田
）

（
四
七
七
）

Ⅴ　

判
決
の
承
認
及
び
執
行

管
轄
合
意
条
約
は
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
判
決
の
承
認
及
び
執
行
に
関
し
て
寛
容
な
規
定
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
以
外
の
他
の
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
の
承
認
及
び
執
行
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

1　

選
択
さ
れ
た
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
の
承
認

管
轄
合
意
条
約
に
基
づ
き
専
属
的
管
轄
合
意
（
40
）

に
よ
り
選
択
さ
れ
た
締
約
国
の
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
は
、
原
則
と
し
て
他
の
締
約
国
に

お
い
て
承
認
さ
れ
、
執
行
さ
れ
る
（
管
轄
合
意
条
約
八
条
一
項
）。
判
決
の
承
認
・
執
行
は
、
条
約
に
お
い
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
事
由
に

よ
っ
て
の
み
拒
否
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（
41
）

。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
に
お
け
る
の
と
は
異
な
り
、
こ
れ
は
拒
否
事
由
の
構
成
要
件
を
満
た

す
場
合
に
、
裁
判
所
が
判
決
の
承
認
・
執
行
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
裁
量
規
定
で
あ
り
、
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
（
42
）

。

管
轄
合
意
条
約
に
お
い
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
拒
否
事
由
は
、
次
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
承
認
国
の
裁
判
所
が
、
管
轄
合
意
の
有
効
性
に
つ
い
て
審
査
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
適
用
し
得
る
法
律
（
準
拠
法
）
に
関

し
、
こ
こ
で
は
判
決
手
続
に
お
け
る
の
と
同
一
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
受
訴
裁
判
所
の
所
属
国
の
抵
触
法
に

よ
り
適
用
し
得
る
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
承
認
国
の
裁
判
所
が
、
当
事
者
の
行
為
能
力
に
つ
い
て
承
認
国
の
抵
触
法
に
よ
っ
て

適
用
し
得
る
法
律
に
よ
り
審
査
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（
管
轄
合
意
条
約
九
条
ａ
及
び
ｂ
）。

第
二
に
、
訴
訟
手
続
を
開
始
す
る
際
の
法
的
審
問
請
求
権
に
対
す
る
侵
害
が
判
決
承
認
の
拒
否
事
由
と
さ
れ
て
い
る
（
管
轄
合
意
条
約

一
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九
条
ｃ
）。

第
三
に
、
公
序
違
反
、
並
び
に
こ
れ
に
類
似
す
る
二
つ
の
事
由
、
す
な
わ
ち
訴
訟
詐
欺
（
管
轄
合
意
条
約
九
条
ｄ
）
と
懲
罰
的
損
害
賠
償

請
求
に
対
す
る
防
御
（
管
轄
合
意
条
約
一
一
条
）
が
判
決
承
認
の
拒
否
事
由
と
さ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
判
決
の
承
認
は
、
判
決
の
抵
触
が
生
じ
る
場
合
に
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
外
国
判
決
が
内
国
判
決
と
抵
触
す

る
場
合
（
管
轄
合
意
条
約
九
条
ｆ
）、
さ
ら
に
外
国
判
決
が
先
に
下
さ
れ
た
他
の
外
国
判
決
と
抵
触
す
る
場
合
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
の

場
合
に
は
、
承
認
国
に
お
け
る
承
認
要
件
を
具
備
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
管
轄
合
意
条
約
九
条
ｇ
）。

こ
れ
に
対
し
、
判
決
の
本
案
に
関
す
る
審
査
は
許
さ
れ
な
い
（
実
質
的
再
審
査
の
禁
止
）（
管
轄
合
意
条
約
八
条
二
項
）。

2　

他
の
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
の
承
認

管
轄
合
意
条
約
八
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
寛
容
な
判
決
の
承
認
規
定
は
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
判
決
に
つ
い
て
の

み
適
用
さ
れ
る
。
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
は
、
他
の
締
約
国
の
承
認
規
定
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
国
に
お
い
て
承
認
・

執
行
さ
れ
る
（
43
）

。
こ
の
こ
と
は
、
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判
所
が
管
轄
合
意
条
約
六
条
に
違
反
す
る
場
合
に
も
妥
当
す
る
（
44
）

。

こ
の
よ
う
な
法
状
況
で
は
、
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判
所
の
判
決
が
同
一
の
請
求
原
因
に
つ
き
先
に
下
さ
れ
、
承
認
国
の
内
国
法
に
よ

り
承
認
要
件
を
具
備
す
る
場
合
に
は
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
の
判
決
の
承
認
を
管
轄
合
意
条
約
九
条
ｇ
に
よ
り
拒
否
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
専
属
的
管
轄
合
意
の
保
護
が
実
務
的
帰
結
に
お
い
て
弱
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
判

決
が
下
さ
れ
た
時
期
と
は
関
係
な
し
に
、
合
意
さ
れ
た
裁
判
所
の
判
決
を
優
先
す
る
の
が
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

一
九
二



国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
（
小
田
）

（
四
七
九
）

Ⅵ　

お
わ
り
に

ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
は
、
国
際
的
管
轄
合
意
に
関
し
て
現
代
的
で
よ
く
機
能
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
と

の
比
較
で
は
、
管
轄
を
有
し
な
い
裁
判
所
に
お
い
て
先
に
提
訴
す
る
こ
と
に
よ
る
専
属
的
管
轄
合
意
の
回
避
を
明
確
に
阻
止
し
て
い
る
こ

と
が
、
特
に
歓
迎
す
べ
き
点
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
判
決
承
認
の
場
面
で
専
属
的
管

轄
合
意
の
保
護
を
よ
り
効
果
的
に
構
成
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
き
、
批
判
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

我
々
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
多
く
の
国
が
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
国

際
的
経
済
活
動
の
中
心
領
域
に
法
的
安
定
性
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
1
） 

管
轄
合
意
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
。
こ
れ
は
、http://w

w
w
.hcch.net

で
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
参
照
し
た
の
は
、
二
〇
〇
九

年
六
月
一
八
日
（
以
下
、H

G
Ü

と
す
る
）。

（
2
） 

あ
る
い
は
、
受
諾
ま
た
は
承
諾
。
管
轄
合
意
条
約
二
七
条
二
項
及
び
四
項
参
照
。

（
3
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、G

on
záles d

e C
astilla d

el V
alle in 13 S

w
. J. L

. &
 T
rade A

m
. 

（S
outhw

estern Journal of L
aw
 and 

T
rade in the A

m
ericas

） （2006

）, 37

の
論
文
を
参
照
。

（
4
） 

民
事
及
び
商
事
事
件
に
関
す
る
裁
判
管
轄
並
び
に
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
の
理
事
会
規
則
（
以
下
、

E
uG
V
O

と
す
る
）。

（
5
） 

ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
概
要
、
二
〇
〇
八
年
九
月
（
以
下
、O

utline

と
す
る
）, S

. 1; H
eß IP

R
ax 

（P
raxis des Internationalen P

rivat- 

一
九
三
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und V
erfahrensrechts

） 2000, 342 

（343

）; v. M
eh

ren IP
R
ax 2000, 465 

（466 ff .

）.
（
6
） 

W
agn

er R
abelsZ

 

（R
abels Z

eitschrift für ausländisches und internationales P
rivatrecht

） 73 

（2009

）, 100 

（105

）
参
照
。

（
7
） 
居
住
は
、
管
轄
合
意
条
約
四
条
二
項
に
お
い
て
定
義
さ
れ
、
管
轄
合
意
条
約
四
条
二
項
ａ
か
ら
ｄ
に
お
い
て
選
択
的
に
次
の
四
つ
の
要
素
、
す

な
わ
ち
所
在
地
、
設
立
準
拠
法
、
中
央
統
括
地
、
業
務
の
中
心
地
に
関
連
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
企
業
の
所
在
地
に
関
す
る
英
米
法
と
大

陸
法
に
よ
る
定
義
の
相
違
は
一
つ
の
規
律
に
統
一
さ
れ
た
。E

ich
el R
IW
 

（R
echt der Internationalen W

irtschaft

） 2009, 289 

（293 F
n 

71

）; H
artley/

D
ogau

ch
i, E
xplanatory R

eport on the 2005 H
ague C

hoice of C
ourt A

greem
ent, R

n 119 

参
照
。

（
8
） 

W
agn

er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（112

）.

（
9
） 

「
民
事
及
び
商
事
事
件
」
の
概
念
は
、
自
主
的
に
解
釈
さ
れ
る
。H

artley/
D

ogau
ch

i R
n 49; 

批
判
的
な
の
は
、B

erlin 3 B
.Y
.U
. Int ’l L

. 

&
 M
gm
t. R
ev. 

（B
righam

 Y
oung U

niversity International L
aw
 &
 M
anagem

ent R
eview

） （2006

）, 43.

（
10
） 

そ
れ
と
対
照
的
に
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
二
三
条
は
、
企
業
と
消
費
者
を
区
別
し
て
い
な
い
。 S

ch
ack, Internationales 

Z
ivilverfahrensrecht, 5. A

ufl . 2010, R
n 470 

参
照
。

（
11
） 

管
轄
合
意
条
約
三
条
ａ
に
よ
れ
ば
、
一
つ
の
締
約
国
の
裁
判
所
ま
た
は
一
つ
の
締
約
国
の
一
つ
も
し
く
は
複
数
の
特
定
の
裁
判
所
を
選
択
し
、

他
の
す
べ
て
の
裁
判
所
の
裁
判
管
轄
権
を
排
除
す
る
二
当
事
者
間
あ
る
い
は
複
数
当
事
者
間
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
12
） 

H
artley/

D
ogau

ch
i R
n 104; E

ich
el R
IW
 2009, 289

（294

）
参
照
。

（
13
） 

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、E

ich
el R
IW
 2009, 289 

（292 f.

）; d
ers., A

G
B
-G
erichtsstandsklauseln im

 deutsch-am
erikanischen 

H
andelsverkehr, 2007, S

. 139 ‒ 220 und 229 f.; Yackee 53 D
uke L

.J. 

（D
uke L

aw
 Journal

） （2003

）, 1179 

（1194

） 

参
照
。

（
14
） 

あ
る
い
は
、
複
数
の
裁
判
所
。

（
15
） „ C
lick w

raps“ 

と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
上
に
現
れ
、
相
手
方
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
る
か
、
あ
る
い
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
あ
る
製

品
を
購
入
す
る
前
に
、
一
般
取
引
約
款
に
同
意
さ
せ
る
た
め
、
相
手
方
に
対
し
て
「
同
意
」
ボ
タ
ン
の
ク
リ
ッ
ク
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

B
ru

ce 32 B
rook. J. Int ’l L

. 

（B
rooklyn Journal of International L

aw
） （2007

）, 1103 

（1105 F
n 14

）
参
照
。

（
16
） 

H
artley/

D
ogau

ch
i R
n 112; W

agn
er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（118

）; R
ü

h
l IP
R
ax 2005, 410 

（411

）.

一
九
四



国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
（
小
田
）

（
四
八
一
）

（
17
） 

W
agn

er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（117

）; K
roph

oller, E
uropäisches Z

ivilprozessrecht, 8. A
ufl . 2005, A

rt. 23 E
uG
V
O
 R
n 28; 

E
uG
H
 3.7.1997, R

s. C
-269/95 

（B
enincasa/D

entalkit

）, S
lg. 1997, I-3767, 3789

参
照
。

（
18
） 
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
圧
倒
的
多
数
の
見
解
で
あ
る
。
例
え
ば
、B
G
H
 24.11.1998 N

JW
 

（N
eue Juristische W

ochenschrift

） 

1989, 1431; M
üK
o/ P

atzin
a 

（M
ünchener K

om
m
entar zur Z

ivilprozessordnung, B
and 1, 3. A

ufl . 2008

） 

§ 38 R
n 27 f. 

参
照
。

（
19
） 

W
agn

er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（117

）.

（
20
） 

H
artley/

D
ogau

ch
i, R
n 125, 146; W

agn
er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（119, 122

）
参
照
。

（
21
） 

例
え
ば
、B

G
H
 24.11.1998 N

JW
 1989, 1431; M

üK
o/ P

atzin
a 

§ 38 R
n 27 f. 

参
照
。

（
22
） 

そ
の
よ
う
な
観
点
、
例
え
ば
合
意
、
行
為
能
力
、
悪
意
欺
罔
あ
る
い
は
不
法
な
脅
迫
な
ど
に
関
す
る
真
の
実
体
法
上
の
調
和
は
、
と
り
わ
け

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
そ
の
利
益
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
達
成
し
得
な
い
。W

agn
er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（117

）.

（
23
） 

H
artley/

D
ogau

ch
i R
n 125. 

管
轄
合
意
の
無
効
は
、
と
り
わ
け
悪
意
欺
罔
、
錯
誤
、
公
序
良
俗
違
反
、
行
為
能
力
の
欠
缺
に
よ
り
生
じ
得

る
。R

ü
h

l IP
R
ax 2005, 410 

（413
）; T

alpis 13 S
w
. J. L

. &
 T
rade A

m
. 

（2006

）, 1 

（19

）
参
照
。

（
24
） 

例
え
ば
、O

utline, S
. 2; S

ch
u

lz 7 Y
b.P
IL
 

（Y
earbook of P

rivate International L
aw

） （2005

）, 1 

（9

）; W
agn

er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（110

）; E
ich

el R
IW
 2009, 289 

（292, 295

）; F
ricke V

ersR
 

（V
ersicherungsrecht

） 2006, 476 

（480

）; H
artley E

.L
.. R
ev. 

（E
uopean L

aw
 R
eview

） 2006, 31 

（3

）, 414 

（416
）
参
照
。

（
25
） 

S
ch

u
lz 7 Y

b.P
IL
 

（2005

）, 1 

（13

）; W
agn

er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（119

）
参
照; 

管
轄
合
意
条
約
一
九
条
の
存
在
に
批
判
的
な
の

は
、T

alpis 13 S
w
. J. L

. &
 T
rade A

m
. 

（2006

）, 1 

（20
）. 
管
轄
合
意
条
約
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
管
轄
合
意
条
約
一
条
二
項
に
よ
り
国
際
的
な

事
案
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
の
で
、
管
轄
合
意
条
約
一
九
条
の
留
保
の
意
味
を
過
大
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、W

agn
er 

R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（120

） 

参
照
。

（
26
） 

B
ru

ce  32 B
rook. J. Int ’l L

. 

（2007

）, 1103 

（1111 F
n 36

） ; T
ate 69 U

. P
itt. L

. R
ev. 

（U
niversity of P

ittsburgh L
aw
 R
eview

） 

（2007

）, 165 

（176

）.

（
27
） 

例
え
ば
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則
三
〇
条
に
お
け
る
の
と
同
様
に
、
管
轄
合
意
条
約
に
お
い
て
訴
訟
係
属
の
時
期
は
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ

一
九
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
八
二
）

れ
は
法
廷
地
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
28
） 

W
agn

er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（110, 119

）; H
artley/

D
ogau

ch
i R
n 3; v. M

eh
ren, A

dj. A
uth. in P

riv. Int ’l. L
. 

（A
djucatory 

A
uthority in P

rivate International L
aw
: A
 C
om
parative S

tudy; T
he H

ague A
cadem

y of International L
aw
 M
onographs, V

ol. 5, 

2007
）, S

. 363 f., 373; H
artley E

.L
.. R
ev. 2006, 31 

（3

）, 414 

（416

）.

（
29
） E

uG
H
 9.12.2003 

（G
asser/M

IS
A
T

） IP
R
ax 2004, 243 

及
び v. M

eh
ren, A

dj. A
uth. in P

riv. Int ’l L
., S
. 301 ff .

の
解
説; 

S
ch

ü
tze, A

usgew
ählte P

roblem
e des internationalen Z

ivilprozessrechts, 2006, S
. 192 f. 

参
照
。

（
30
） 

そ
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
、E

uG
H
 IP
R
ax 2004, 243. 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、K

roph
oller A

rt. 27 E
uG
V
O
 R
n 21

参
照
。

M
an

kow
ski IP

R
ax 2009, 23 

（24

）
は
、
そ
の
よ
う
な
法
状
況
に
批
判
的
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
立
法
技
術
的
に
正
当
で
あ
る
と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

（
31
） D

as G
reen

 P
aper on

 th
e R

eview
 of C

ou
n

cil R
egu

lation
 

（E
C

） N
o44/

2001 on
 J

u
risd

iction
 an

d
 th

e R
ecogn

ition
 an

d
 

E
n

forcem
en

t of Ju
d

gem
en

ts in
 C

ivil an
d

 C
om

m
ercial M

atters der K
om
m
ission 

（21.4.2009

）, C
O
M
2009 175 fi nal, S

. 6 f.

参
照
。

（
32
） 

し
か
し
、
優
先
原
則
は
間
接
的
に
管
轄
合
意
条
約
に
お
い
て
も
あ
る
一
定
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
判
決
の
承
認
の
場
面
に

お
い
て
で
あ
る
。
管
轄
合
意
条
約
九
条
ｇ
に
よ
れ
ば
、
判
決
の
承
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
要
件
を
具
備
す

る
判
決
が
同
一
の
当
事
者
間
で
同
一
の
訴
訟
原
因
に
関
し
て
先
に
下
さ
れ
た
場
合
に
は
、
判
決
の
承
認
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
33
） O

utline, S
. 2.

（
34
） 

我
々
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
裁
判
所
も
管
轄
合
意
の
方
式
の
要
件
（
管
轄
合
意
条
約
三
条
ｃ
）
を
具
備
す
る
か
否
か
に
つ
き

審
査
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

（
35
） 

S
ch

u
lz 7 Y

b.P
IL
 

（2005

）, 1 

（10

）; W
agn

er R
abelsZ

 73 

（2009
）, 100 

（122

）.

（
36
） 

H
artley/

D
ogau

ch
i R
n 150. 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
あ
る
。W

agn
er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（122, F
n 120

）
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
文
献
を
参
照
。

（
37
） 

こ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
好
ま
し
か
ら
ざ
る
二
重
の
裁
判
管
轄
権
を
生
じ
さ
せ
得
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
一
方
で
選
択
さ
れ
た
裁
判

一
九
六



国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
（
小
田
）

（
四
八
三
）

所
が
管
轄
合
意
条
約
五
条
一
項
に
基
づ
き
そ
の
所
属
国
の
法
律
に
従
い
両
当
事
者
に
行
為
能
力
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
合
意
を
有
効

と
判
断
し
、
他
方
で
他
の
裁
判
所
が
管
轄
合
意
条
約
六
条
ｂ
に
基
づ
き
そ
の
所
属
国
の
法
律
に
従
い
当
事
者
の
一
方
に
行
為
能
力
が
欠
け
て
い
る
と

判
断
し
た
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
両
裁
判
所
は
自
己
に
管
轄
が
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。R

ü
h

l IP
R
ax 2005, 410 

（413 F
n 60

）
参
照
。

（
38
） 

こ
れ
は
、
第
一
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
す
る
譲
歩
で
あ
る
。W

agn
er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（122

）
参
照
。

（
39
） 

S
ch

u
lz 7 Y

b.P
IL
 

（2005

）, 1 

（10

）; W
agn

er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 

（123

）
も
参
照
。

（
40
） 

締
約
国
は
、
専
属
的
管
轄
合
意
に
基
づ
か
な
い
判
決
で
あ
っ
て
も
、
管
轄
合
意
条
約
二
二
条
に
よ
り
互
い
に
こ
の
判
決
を
承
認
及
び
執
行
す
る

旨
の
宣
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
41
） O

utline, S
. 2.

（
42
） 

H
artley/

D
ogau

ch
i R
n 182 F

n 218

参
照
。

（
43
） 

W
agn

er R
abelsZ

 73 

（2009

）, 100 
（124 f.

）
参
照
。

（
44
） 

E
ich

el R
IW
 2009, 289 

（295

）; T
eitz 53 A

m
. J. C

om
p. L
. 

（A
m
erican Journal of C

om
parative L

aw

） （2005

）, 543 

（554

）.

【
付
記
】

本
稿
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
（
マ
イ
ン
ツ
）
大
学
教
授
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ー
バ
ー
博
士
が
、
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
日
に
日

本
大
学
法
学
部
に
お
い
て
行
っ
た
特
別
講
演
の
内
容
に
加
筆
・
修
正
し
た
論
文
の
邦
訳
で
あ
る
。
こ
の
論
文
（Internationale 

G
erichtsstandsvereinbarungen und das neue H

aager Ü
bereinkom

m
en

）
は
、
フ
ー
バ
ー
教
授
と
ア
ン
ト
モ
助
手
の
共
著
と
し
て
、
日
本

大
学
法
学
部
欧
文
機
関
誌C

om
parative L

aw
 2010, V

ol. 27, S
. 123 ff . 

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
の
翻
訳
を
快
諾
し
て
下
さ
っ

た
フ
ー
バ
ー
教
授
、
ア
ン
ト
モ
助
手
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
九
七





ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
八
五
）

は
じ
め
に

第
一
節
：
判
旨

第
二
節
：
判
決
理
由

Ａ
．
異
議
申
立
人

Ⅰ
．
連
邦
閉
店
法
と
ラ
ン
ト
開
店
法

　

1
．
連
邦
閉
店
法
か
ら
ラ
ン
ト
開
店
法
へ

　
　

a)　

連
邦
閉
店
法

　
　

b)　

ラ
ン
ト
開
店
〈
閉
店
〉
法

　

2
．
ベ
ル
リ
ン
開
店
法

　
　

a)　

一
般
規
定

　
　

b)　

個
別
規
定

　
　

c)　

ベ
ル
リ
ン
州
政
府
の
法
案
説
明

Ⅱ
．
憲
法
異
議
申
立

　

1
．
申
立
の
理
由

　
　

a)　

申
立
の
権
限

　
　

b)　

裁
判
の
道
と
補
完
原
則

　

2
．
申
立
の
根
拠

　
　

a)　

宗
教
の
自
由
と
日
曜
・
祭
日
の
保
護

　
　

b) 　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
及
び
第
四
条
第
一
項
と
第
二
項
の
侵
害

　
　
　

aa)　

経
済
的
根
拠
に
基
づ
く
日
曜
・
祭
日
保
護
の
例
外
規
定

　
　
　

bb)　
 

傷
ま
な
い
食
糧
の
買
い
置
き
の
必
要
な
し

ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：

二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）

小　
　

林　
　

宏　
　

晨

研
究
ノ
ー
ト

一
九
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
八
六
）

　

12
．
ド
イ
ツ
雇
用
者
団
体
連
合
会

　

13
．
ド
イ
ツ
商
工
会
議

　

14
．
ド
イ
ツ
小
売
業
中
央
会

　

15
．
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
連
合

　

16
．
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
連
合
及
び
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟

　

17
．
専
門
鑑
別
員
ク
ナ
イ
ト
教
授
と
ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
教
授

Ⅳ
．
口
頭
弁
論

Ｂ
．
判
定

Ⅰ
．
異
議
申
立
の
許
容

　

1
．
異
議
申
立
能
力

　
　

a)　

先
決
事
項
無
し

　
　

b)　

異
議
申
立
人
の
十
分
説
明

　
　

c)　

異
議
申
立
人
は
利
害
関
係
者

　

2
．「
法
（
裁
判
）
の
道
」
完
全
利
用

　
　

a)　

憲
法
異
議
申
立
手
続
以
外
に
権
利
保
護
方
法
無
し

　
　

b)　

専
門
裁
判
所
の
有
効
保
護
無
し

　
　

c)　

販
売
を
目
的
と
す
る
四
日
曜
・
祭
日
の
開
放

Ⅱ
．
異
議
申
立
の
部
分
的
根
拠
付
け

　

1
．
信
教
の
自
由
た
る
基
本
権
の
保
護
義
務

　

2
．
信
教
の
自
由
の
具
体
化

　
　

a)　

基
本
法
第
四
条

　
　

b) 　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
世
俗
的
・
社
会
的
意
味

と
宗
教
的
意
味

　
　

c) 　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
両
キ
リ
ス
ト
教
会
の
公

　
　
　

cc) 　

日
曜
・
祭
日
に
「
容
易
に
傷
み
易
い
食
糧
」
買
い
置
き

の
必
要
な
し

　
　
　

dd) 　

公
共
利
益
を
理
由
と
す
る
例
外
規
定
は
宗
教
の
自
由
と

相
容
れ
な
い

　
　
　

ee)　

日
曜
・
祭
日
閉
店
原
則
の
放
棄 

　
　
　

ff )　

個
別
諸
規
定
の
集
積
は
憲
法
違
反

　
　
　

gg)　

社
会
国
家
原
理
の
適
用
も
不
可

　
　
　

hh)　

効
果
的
制
裁
規
定
の
欠
落

　
　
　

ii)　

全
て
の
日
曜
の
開
店
を
許
す
規
定
は
憲
法
違
反

Ⅲ
．
関
連
諸
機
関
の
見
解

　

1
．
ベ
ル
リ
ン
州
議
会
及
び
州
政
府

　
　

a) 　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
制
度
的
保
障
で
公
権
を

創
設
し
な
い

　
　

b)　

憲
法
異
議
申
立
は
根
拠
付
け
ら
れ
な
い

　

2
．
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
政
府

　

3
．
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
政
府

　

4
．
連
邦
行
政
裁
判
所

　

5
．
ド
イ
ツ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
司
教
会
議

　

6
．
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
福
音
教
会

　

7
．
ド
イ
ツ
自
由
宗
教
団
体
連
合
及
び
自
由
世
界
観
共
同
体
連
合

　

8
．
ド
イ
ツ
統
一
宗
教
共
同
体

　

9
．
ジ
ョ
ル
ダ
ノ
・
ブ
ル
ノ
基
金

　

10
．
ド
イ
ツ
人
文
主
義
連
盟

　

11
．
中
・
大
規
模
小
売
業
連
邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

二
〇
〇



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
八
七
）

は
じ
め
に

周
知
の
如
く
ド
イ
ツ
で
は
、
一
方
で
国
家
の
諸
宗
教
・
諸
宗
派

に
対
す
る
中
立
・
非
一
体
化
義
務
が
憲
法
的
に
前
提
と
さ
れ
て
い

る
が
、
他
方
で
、
基
本
法
〈
憲
法
〉
の
中
に
取
入
れ
ら
れ
て
い
る

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
見
ら
れ
る
様
に
、
欧
州
キ
リ
ス

ト
教
的
伝
統
の
強
い
影
響
も
見
ら
れ
る
。

今
般
紹
介
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
の
判
例
（
1
）
は
、
国
家

と
諸
宗
教
共
同
体
の
分
離
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
相
互
補
完
関
係
を

提
示
す
る
典
型
的
用
例
と
看
做
さ
れ
る
。

本
稿
は
、
一
般
的
に
被
用
者
の
保
護
と
市
民
の
信
教
の
自
由
の

保
護
を
目
的
と
す
る
ド
イ
ツ
諸
ラ
ン
ト
（
州
）
の
法
律
（
開
店

法
）
の
中
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
基
本
法
（
憲
法
）
適
合
性
に
関

わ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
通
し
て
国
家
の
宗
教
共
同
体
の

関
係
を
吟
味
す
る
。

二
〇
〇
六
年
の
い
わ
ゆ
る
連
邦
主
義
改
革
に
基
づ
い
て
、
閉
店

に
関
わ
る
法
に
対
す
る
立
法
権
限
が
連
邦
か
ら
諸
ラ
ン
ト
（
州
）

に
移
転
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
州
議
会
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、

二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
七
日
付
発
効
の
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
を
決
議

教
要
理

　
　

d) 　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
社
会
国
家
原
理
を
具
体

化

　
　

e)　

立
法
者
に
対
す
る
保
護
課
題

　
　

f) 　

日
曜
・
祭
日
保
護
は
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
と

矛
盾
せ
ず

　
　

g)　

日
曜
・
祭
日
保
障
を
根
拠
と
す
る
客
観
法
的
保
護
課
題

　

3
．
立
法
者
の
基
本
権
侵
害

　
　

a)　

日
曜
・
祭
日
の
憲
法
的
保
護

　
　

b)　

日
曜
・
祭
日
の
立
法
者
に
よ
る
保
護
と
そ
の
例
外

　
　

c)　

原
則
と
例
外
の
関
係

　

4
．
ベ
ル
リ
ン
開
店
法

　
　

a)　

基
本
権
的
保
護
義
務
の
名
宛
人
と
し
て
の
ラ
ン
ト
立
法
者

　
　

b) 　

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
諸
規
定
は
、
異
議
申
立
人
の
基
本
権
に

正
当
に
対
応
し
て
い
な
い

　
　

c)　

四
降
臨
節
日
曜
日
の
一
括
開
店
は
最
低
保
護
基
準
以
下

　

5
．
そ
の
他
の
規
定

　
　

a)　

時
限
が
付
さ
れ
た
特
別
開
店
は
問
題
と
な
ら
な
い

　
　

b)　

例
外
規
定
は
憲
法
的
問
題
と
な
ら
な
い

　
　

c)　

信
教
の
自
由
の
保
護
義
務
違
反
に
は
導
か
な
い

Ⅲ
．
結
論

第
三
節
：
判
決
の
要
点

第
四
節
：
判
決
の
評
価

お
わ
り
に

二
〇
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
八
八
）

別
保
護
を
行
っ
て
い
な
い
。

尚
見
だ
し
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
の
そ
れ
で
は
な
く
、
筆

者
が
判
例
内
容
を
勘
案
し
た
結
果
で
あ
る
事
を
付
言
す
る
。
註
に

基
づ
い
て
判
例
の
原
文
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
い
。

第
一
節
：
判
旨

二
〇
〇
七
年
一
月
一
六
日
付
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
一
改
正
法
（
2
）
第

三
条
第
一
項
は
、
基
本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
家
憲
法

第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
と
相
容

れ
な
い
。

前
記
規
定
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
適
用
可
能
で

あ
る
。

そ
の
他
の
憲
法
異
議
諸
申
立
て
は
、
却
下
さ
れ
る
。

ベ
ル
リ
ン
州
は
、
訴
訟
費
用
の
半
分
を
異
議
申
立
て
人
に
支
払

う
も
の
と
す
る
（
3
）
。

第
二
節
：
判
決
理
由

Ａ
．
異
議
申
立
人

異
議
申
立
人
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
七
条
第
五
項
（
4
）
と
結

ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
（
5
）
の
意
味
に
於
け
る
公
法
的
に
組
織
さ
れ
た

し
た
。

こ
の
法
律
は
、
無
条
件
に
﹇
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
﹈
四
降
臨
節

日
曜
日
（A

dventssonntag

）
の
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
の
七

時
間
を
開
店
の
為
に
解
放
し
た
。
更
に
、
年
間
四
日
曜
・
祭
日
が

ベ
ル
リ
ン
行
政
府
の
一
般
命
令
に
よ
っ
て
、「
公
的
利
益
の
為
に
」

開
店
さ
れ
得
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
、
二
日
曜
・
祭
日
が
特
別
事

態
、
と
り
わ
け
会
社
記
念
日
及
び
路
上
祭
に
際
し
て
、
一
三
時
か

ら
二
〇
時
ま
で
開
店
が
許
さ
れ
た
。﹇
土
曜
日
を
含
む
﹈
ウ
イ
ー

ク
デ
イ
に
於
け
る
開
店
は
無
限
定
（
二
四
時
間
営
業
）
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
バ
イ
エ
ル
ン
州
を
除
く
全
て
の
諸
ラ
ン
ト
が
ラ
ン
ト
法

に
よ
る
閉
店
規
定
を
行
っ
た
。
原
則
的
に
、
全
て
の
ラ
ン
ト
法
が

日
曜
・
祭
日
に
は
開
店
さ
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
例
外
規
定

と
し
て
大
抵
の
他
の
諸
ラ
ン
ト
は
、
四
日
曜
・
祭
日
を
、
バ
ー
デ

ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
は
三
日
曜
・
祭
日
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ

ル
グ
州
は
六
日
曜
・
祭
日
を
解
放
し
て
い
る
。
大
抵
の
州
で
は
、

降
臨
節
日
曜
日
が
排
除
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
一
回
の
み
解

放
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
と
並
ん
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
、

ザ
ク
セ
ン
及
び
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
が
降
臨
節
日
曜
日
の
特

二
〇
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
八
九
）

連
邦
閉
店
法
効
力
下
に
於
け
る
開
店
時
間
の
再
三
に
わ
た
る
拡

大
の
後
、
土
曜
日
を
含
む
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
閉
店
時
間
は
、
最
終

的
に
二
〇
時
か
ら
六
時
と
さ
れ
た
（
13
）
。
こ
の
〈
連
邦
〉
法
律
は
、
原

則
的
に
、
日
曜
・
祭
日
の
開
店
を
禁
じ
て
い
る
（
14
）
。
こ
の
例
外
と
し

て
、
閉
店
法
第
一
四
条
第
一
項
は
、
四
日
曜
・
祭
日
ま
で
の
開
店

を
市
、
見
本
市
あ
る
い
は
こ
れ
に
類
す
る
催
し
を
理
由
と
し
て
、

ラ
ン
ト
政
府
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
政
府
指
定
機
関
の
法
令
を
通
し
て

許
し
た
。
開
店
は
、
一
括
五
時
間
を
越
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、

遅
く
と
も
一
八
時
に
は
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
主
要
礼
拝
時
外

で
あ
る
べ
き
と
さ
れ
た
（
15
）
。
一
二
月
の
日
曜
・
祭
日
は
、
全
て
例
外

な
く
禁
じ
ら
れ
た
（
16
）
。

こ
れ
と
並
ん
で
連
邦
閉
店
法
は
、
駅
も
し
く
は
地
方
に
於
け
る

店
の
如
き
一
定
の
販
売
所
な
ら
び
に
一
定
の
商
品
グ
ル
ー
プ
の
為

の
特
別
規
定
を
有
し
た
。
と
り
わ
け
閉
店
法
第
一
〇
条
は
、
ラ
ン

ト
政
府
に
法
令
を
通
し
て
、
如
何
な
る
諸
前
提
及
び
諸
条
件
下
に

取
分
け
大
量
の
観
光
客
を
伴
っ
た
療
養
地
及
び
個
別
に
指
定
さ
れ

る
ピ
ク
ニ
ッ
ク
地
、
保
養
地
及
び
巡
礼
地
で
年
間
四
〇
日
曜
・
祭

日
を
越
え
な
い
販
売
所
の
開
設
が
許
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
決
定
す

る
権
限
を
与
え
た
。
開
店
時
間
は
八
時
間
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ

宗
教
共
同
体
で
あ
り
、
そ
の
異
議
申
立
て
を
以
っ
て
直
接
ベ
ル
リ

ン
州
に
於
け
る
開
店
を
可
能
に
す
る
規
定
に
対
決
す
る
（
6
）
。

Ⅰ
．
連
邦
閉
店
法
と
ラ
ン
ト
開
店
法

1
．
連
邦
閉
店
法
か
ら
ラ
ン
ト
開
店
法
へ

二
〇
〇
六
年
の
い
わ
ゆ
る
連
邦
主
義
改
革
一
の
途
上
で
、
連
邦

閉
店
法
は
、
経
済
法
〈
基
本
法
第
七
四
条
第
一
項
〉
一
一
号
）
の

為
の
競
合
立
法
対
象
カ
タ
ロ
グ
か
ら
削
除
さ
れ
、
立
法
権
限
が
諸

ラ
ン
ト
〈
州
〉
に
移
転
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
ベ
ル
リ
ン
議
会

は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
四
日
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
（
7
）
を
決
議
し

た
。
こ
の
法
律
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
七
日
に
発
効
し
た
。

一
年
後
の
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
六
日
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
一
改

正
法
（
8
）
が
発
効
し
た
。
そ
の
後
バ
イ
エ
ル
ン
州
を
除
く
全
て
の
諸
ラ

ン
ト
〈
州
〉
が
、
ラ
ン
ト
方
に
よ
る
閉
店
を
規
定
し
た
（
9
）
。

a)　

連
邦
閉
店
法

そ
れ
以
前
、
開
店
時
間
は
、
一
九
五
六
年
一
一
月
二
八
日
付
閉

店
法
（
10
）
で
規
定
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
二
〇
〇
三
年
六
月
二
日
付

法
（
11
）
が
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
三
一
日
付
法
令
第
二
二
八
条
（
12
）
に

よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
。

二
〇
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
九
〇
）

開
店
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
は
三
日
曜
・
祭
日
、

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
は
六
日
曜
・
祭
日
の
開
店
を
示
し
て
い
る
。

大
抵
の
ラ
ン
ト
〈
州
〉
で
は
、
降
臨
節
日
曜
日
の
開
店
が
排
除
さ

れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
年
間
一
降
臨
節
日
曜
日
の
開
店
の
み
が

許
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
と
並
ん
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
、

ザ
ッ
ク
セ
ン
州
及
び
ザ
ッ
ク
セ
ン･

ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
開
店
法
の

み
が
降
臨
節
日
曜
日
の
特
別
保
護
を
規
定
し
て
い
な
い
。
ラ
ン
ト

法
は
、
ザ
ッ
ク
セ
ン
州
及
び
ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
を
例
外
と
し
て
、

連
邦
閉
店
法
第
二
三
条
の
連
邦
法
的
一
般
的
例
外
規
定
に
見
合
う

規
定
を
含
ん
で
い
る
（
18
）
。

2
．
ベ
ル
リ
ン
開
店
法

a)　

一
般
規
定

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
は
、
他
の
諸
ラ
ン
ト
の
諸
規
定
を
上
回
っ
て
、

一
〇
日
曜･

祭
日
ま
で
の
開
店
を
規
定
し
て
い
る
。
日
数
は
限
定

し
な
い
が
、
連
邦
閉
店
法
第
二
三
条
に
対
応
し
、
限
定
適
所
前
提

を
伴
っ
た
個
別
ケ
ー
ス
に
関
わ
る
一
般
的
例
外
規
定
を
ベ
ル
リ
ン

開
店
法
は
規
定
し
て
い
な
い
。
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
開
店
は
、
完
全

の
開
か
れ
て
い
る
〈
二
四
時
間
開
店
（
19
）
〉。

に
加
え
、
例
外
が
「
公
益
」
の
為
に
不
可
欠
で
あ
る
場
合
に
、
ラ

ン
ト
最
高
機
関
が
閉
店
法
第
二
三
条
に
よ
り
、
閉
店
法
規
定
の
個

別
的
に
時
期
を
限
定
さ
れ
た
例
外
を
許
可
す
る
事
が
で
き
た
（
17
）
。

b)　

ラ
ン
ト
開
店
〈
閉
店
〉
法

立
法
権
限
変
更
後
に
、
こ
れ
ま
で
制
定
さ
れ
た
他
の
諸
ラ
ン
ト

の
閉
店
法
あ
る
い
は
開
店
法
は
、
基
本
的
様
相
に
於
い
て
連
邦
閉

店
法
の
規
定
構
想
を
堅
持
し
た
。
原
則
的
に
全
て
の
ラ
ン
ト
法
は
、

日
曜
・
祭
日
に
は
開
店
さ
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
一
定
の
売

り
場
、
一
定
の
商
品
な
ら
び
に
一
定
の
場
所
、
例
え
ば
駅
に
対
し

て
、
部
分
的
に
は
連
邦
閉
店
法
規
定
を
超
え
る
例
外
が
存
在
し
て

い
る
。
取
分
け
若
干
の
ラ
ン
ト
法
に
於
い
て
療
養
及
び
行
楽
地
の

為
の
規
定
は
、
連
邦
閉
店
法
第
一
〇
条
を
上
回
る
開
店
を
可
能
に

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

州
及
び
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
・
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
の
法
律
に
於

け
る
い
わ
ゆ
る
温
泉
規
定
は
、
如
何
な
る
種
別
制
限
も
し
て
い
な

い
。
こ
れ
に
加
え
全
て
の
ラ
ン
ト
法
は
、
法
的
に
一
定
の
売
り
場
、

商
品
あ
る
い
は
場
所
に
限
定
せ
ず
、
し
か
し
し
ば
し
ば
機
会
に
掛

か
ら
し
め
た
限
定
さ
れ
た
数
の
日
曜
・
祭
日
の
開
店
を
可
能
に
し

て
い
る
。
取
分
け
大
抵
の
他
の
諸
ラ
ン
ト
は
、
四
日
曜
・
祭
日
の

二
〇
四



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
九
一
）

こ
の
よ
う
に
全
て
の
売
り
場
、
つ
ま
り
全
小
売
業
に
該
当
す
る

日
曜･

祭
日
規
定
と
並
ん
で
、
こ
れ
ま
で
通
常
で
あ
っ
た
更
な
る

例
外
要
件
、
つ
ま
り
商
品
グ
ル
ー
プ
、
提
供
者
及
び
一
定
地
域
に

従
っ
て
分
野
別
に
特
化
し
て
日
曜･

祭
日
閉
店
の
例
外
を
法
律
は
、

な
か
ん
ず
く
、
催
し
物
訪
問
者
へ
の
供
給
（
25
）
、
花
卉
、
新
聞
雑
誌
、

パ
ン
、
ケ
ー
キ
、
乳
製
品
販
売
（
26
）
、
美
術
品
及
び
日
用
雑
貨
（
27
）
、
薬

局
、
給
油
所
、
駅
、
飛
行
場
及
び
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
28
）
に
許
し
て
い

る
。
保
養
地
、
行
楽
地
及
び
巡
礼
地
に
対
す
る
連
邦
閉
店
法
第
一

〇
条
に
見
合
う
規
定
を
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
は
有
し
て
い
な
い
。
そ

の
代
わ
り
に
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
一
号
は
、
旅
行

者
の
必
要
の
為
に
専
ら
法
律
に
規
定
さ
れ
る
商
品
を
提
供
す
る
売

り
場
の
開
店
を
一
定
地
域
も
し
く
は
行
楽
目
標
に
限
定
す
る
事
無

し
に
全
て
の
日
曜･

祭
日
の
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
許
し
て
い

る
（
29
）
。b)　

個
別
規
定

販
売
場
所
及
び
商
品
類
に
関
わ
り
無
く
全
て
の
小
売
業
に
該
当

す
る
日
曜･

祭
日
の
開
店
時
間
及
び
例
外
規
定
は
、
二
〇
〇
七
年

十
一
月
一
六
日
付
法
律
で
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
で
は
、
日
曜･

祭
日
に
於
け
る
開
店
が
以
下

の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

法
律
で
、
如
何
な
る
前
提
も
無
く
、
全
て
の
四
降
臨
節
日
曜
日

の
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
売
り
場
の
開
店
が
許
さ
れ
る
（
20
）
。
年
間

更
な
る
四
日
曜･
祭
日
が
「
公
益
」
目
的
で
ベ
ル
リ
ン
州
行
政
府

の
一
般
命
令
を
通
し
て
開
放
さ
れ
得
る
。
こ
の
規
定
は
時
間
的
制

約
を
予
定
し
て
い
な
い
（
21
）
。
こ
れ
に
加
え
更
に
二
日
曜･

祭
日
が
特

別
事
象
、
取
分
け
企
業
記
念
日
及
び
路
上
祭
り
を
理
由
と
し
て
管

轄
局
へ
の
事
前
届
け
に
よ
り
、
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
開
店
が

許
さ
れ
る
（
22
）
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
開

店
可
能
性
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
日
々
は
、
元
日
、
五
月
一
日
、
聖

金
曜
日
、
復
活
日
曜
日
、
聖
霊
降
臨
祭
日
曜
日
、
国
民
哀
悼
の
日
、

死
者
慰
霊
日
及
び
一
二
月
祝
祭
日
で
あ
る
（
23
）
。

二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
間
に
ベ
ル
リ
ン
州
政
府
は
、

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
の
可
能
性
を
全
面
的
に
利
用
し
、

一
般
命
令
を
通
し
て
四
日
曜･

祭
日
に
於
け
る
売
り
場
の
開
店
を

許
可
し
た
。
公
布
さ
れ
た
全
て
の
一
般
命
令
で
は
、
開
店
時
間
が

一
三
時
か
ら
二
〇
時
に
限
定
さ
れ
た
（
24
）
。

二
〇
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
九
二
）

売
り
場
の
開
店
を
許
す
事
が
出
来
る
。
元
日
、
五
月
一
日
、

聖
金
曜
日
、
復
活
祭
日
曜
日
、
聖
霊
降
臨
祭
日
曜
日
、
国
民

哀
悼
の
日
、
死
者
慰
霊
日
及
び
一
二
月
祝
祭
日
は
、
こ
れ
か

ら
外
さ
れ
る
。

② 　

売
り
場
は
、
特
別
の
事
象
、
取
分
け
、
企
業
記
念
日
及
び

路
上
祭
り
に
ち
な
ん
で
、
更
な
る
二
日
曜･

祭
日
に
限
定
し

て
、
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
開
店
が
許
さ
れ
る
。

売
り
場
は
、
管
轄
地
区
所
に
開
店
六
日
前
に
届
け
出
る
。

第
一
項
二
が
該
当
す
る
。

特
別
商
品
グ
ル
ー
プ
、
提
供
者
及
び
特
定
場
所
に
於
け
る
売
り

場
に
対
す
る
日
曜･

祭
日
閉
店
の
更
な
る
例
外
は
、
ベ
ル
リ
ン
開

店
法
第
四
条
及
び
第
五
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
（
31
）
。

第
四
条

日
曜･

祭
日
に
於
け
る
一
定
商
品
の
販
売

①　

日
曜･

祭
日
に
は
以
下
の
売
り
場
の
開
店
が
許
さ
れ
る
、

　

1 
．
専
ら
記
念
目
的
で
ツ
ー
リ
ス
ト
の
必
要
の
為
に
、
街
路

第
三
条

一
般
的
開
店
時
間

① 　

売
り
場
は
〇
時
か
ら
二
四
時
ま
で
、
降
臨
節
日
曜
日
に
は
、

一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
開
店
が
許
さ
れ
る
。

② 　

売
り
場
は
、
第
四
条
か
ら
第
六
条
で
別
に
規
定
さ
れ
な
い

限
り
、
閉
店
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

1 

．
こ
の
日
が
降
臨
節
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
の
日
曜･

祭

日
及
び
一
二
月
二
四
日
。

　

2 

．
こ
の
日
が
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
に
該
当
す
る
一
二
月
二
四
日

に
は
一
四
時
以
降
。

③ 　

第
一
項
及
び
第
二
項
は
、
美
術
品
及
び
日
用
雑
貨
品
市
場

に
も
該
当
す
る
。

④　

閉
店
時
に
居
る
客
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
許
さ
れ
る
（
30
）
。

第
六
条

更
な
る
例
外

① 　

開
店
時
間
に
管
轄
を
有
す
る
行
政
部
門
は
、
公
益
の
為
に

例
外
的
に
一
般
命
令
を
以
っ
て
四
日
曜･

祭
日
に
限
定
し
て

二
〇
六



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
九
三
）

る
場
合
に
は
、
七
時
か
ら
一
四
時
ま
で
。

　

2 

．
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
降
臨
節
日
曜
に
七
時
か
ら
二
〇

時
ま
で
、
一
二
月
二
四
日
が
降
臨
節
日
曜
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
七
時
か
ら
一
四
時
ま
で
。

③ 　

復
活
祭
日
曜
、
聖
霊
降
臨
祭
日
曜
及
び
第
二
ク
リ
ス
マ
ス

祭
日
に
は
、
第
一
項
三
号
に
よ
る
商
品
と
し
て
は
、
新
聞
と

雑
誌
の
み
、
第
二
条
第
一
項
三
号
に
よ
る
売
り
場
で
は
、
鮮

度
が
下
が
り
や
す
い
果
実
及
び
野
菜
が
生
産
者
に
よ
っ
て
提

供
す
る
事
が
許
さ
れ
る
。
聖
金
曜
日
、
国
民
哀
悼
の
日
、
死

者
慰
霊
日
に
は
、
美
術
品
及
び
日
用
雑
貨
市
が
開
か
れ
て
は

な
ら
な
い
（
32
）
。

第
五
条

特
定
販
売
所

日
曜･

祭
日
及
び
一
二
月
二
四
日
に
開
店
が
許
さ
れ
る
も
の
は
、

1
．
薬
品
提
供
及
び
薬
局
で
通
常
の
商
品
の
提
供
の
為
の
薬
局
。

2 
．
運
転
準
備
の
維
持
あ
る
い
は
回
復
に
不
可
欠
な
限
り
、
自

動
車
部
品
の
提
供
及
び
燃
料
な
ら
び
に
旅
行
用
品
提
供
の
為

地
図
、
地
図
、
観
光
案
内
、
タ
バ
コ
、
フ
ィ
ル
ム･

写
真

消
耗
品
、
消
耗
雑
貨
、
軽
食･

嗜
好
品
を
提
供
す
る
売
り

場
。
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
。
一
二
月
二
四
日
が
降
臨

節
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま

で
。

　

2 

．
開
催
中
に
食
料
及
び
嗜
好
品
を
以
っ
て
催
し
場
及
び
博

物
館
の
来
場
者
へ
の
供
給
を
目
的
と
す
る
売
り
場
。

　

3 

．
花
卉
、
植
物
、
新
聞
及
び
雑
誌
、
パ
ン
類
、
菓
子
、
乳

製
品
を
提
供
す
る
売
り
場
。
七
時
か
ら
一
六
時
ま
で
。
降

臨
節
日
曜
に
は
七
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
。
一
二
月
二
四
日

が
降
臨
節
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
に
は
七
時
か
ら
一
四
時

ま
で
。

　

4 

．
主
に
食
料･

嗜
好
品
の
販
売
所
。
一
二
月
二
四
日
が
降

臨
節
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
に
は
七
時
か
ら
一
四
時
ま
で
。

　

5 

．
美
術
品
及
び
日
用
雑
貨
市
場
。
七
時
か
ら
一
八
時
ま
で
。

降
臨
節
日
曜
に
は
七
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
。

②　

第
二
条
第
一
項
三
号
に
よ
る
売
り
場
で
は
、

　

1 

．
鮮
度
の
下
が
り
や
す
い
果
実
及
び
野
菜
は
、
生
産
者
に

よ
っ
て
、
日
曜･

祭
日
、
降
臨
節
日
曜
に
は
、
七
時
か
ら

二
〇
時
ま
で
、
一
二
月
二
四
日
が
降
臨
節
日
曜
に
該
当
す

二
〇
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
四
九
四
）

違
反
と
し
て
罰
金
を
規
定
す
る
。
罰
金
高
も
規
定
す
る
命
令
違
反

要
件
は
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

第
九
条

命
令
違
反

⑴ 　

販
売
所
の
所
有
者
が
故
意
も
し
く
は
過
失
に
以
下
の
行
為

を
行
う
場
合
に
、
命
令
違
反
と
な
る
。

　

1 

．
第
三
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
三
項
に
反
し
て
、
販

売
所
を
開
き
も
し
く
は
商
品
を
提
供
す
る
場
合
。

　

2 

．
第
四
条
及
び
第
五
条
に
反
し
て
、
許
容
さ
れ
る
開
店
時

間
を
超
え
て
、
商
品
も
し
く
は
表
示
さ
れ
た
商
品
グ
ル
ー

プ
以
外
の
商
品
を
提
供
す
る
場
合
。

　

3 

．
第
六
条
に
反
し
、
許
さ
れ
た
日
曜
・
祭
日
の
数
を
超
え
、

あ
る
い
は
許
さ
れ
た
開
店
時
間
を
超
え
て
販
売
所
を
開
き
、

商
品
を
提
供
し
、
あ
る
い
は
、
管
轄
官
庁
へ
の
適
時
の
通

知
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
。

　

4
．．．
6
．

　

7 

．
第
七
条
第
六
項
に
反
し
、
年
間
二
回
以
上
降
臨
節
日
曜

に
被
用
者
働
か
せ
る
場
合
。

　

8
．．．．

の
給
油
所
。

3 
．
旅
行
用
品
提
供
を
目
的
と
す
る
駅
、
飛
行
場
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
販
売
所
。
ベ
ル
リ
ン･

テ
ー
ゲ
ル
飛
行
場
で
は
、

こ
れ
に
加
え
、
日
用
品
、
繊
維
製
品
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
及
び

贈
答
用
品
の
提
供
が
許
さ
れ
る
（
33
）
。

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
七
条
は
、
被
用
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る

労
働
時
間
法
的
諸
規
定
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
被
用

者
は
、
日
曜･

祭
日
に
、
許
さ
れ
た
開
店
時
間
内
に
、
販
売
所
に

お
け
る
販
売
活
動
に
限
定
さ
れ
、
準
備
及
び
終
結
活
動
の
遂
行
を

含
め
、
不
可
欠
の
際
に
は
労
働
時
間
を
三
〇
分
延
長
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
。
被
用
者
は
、
要
求
す
る
場
合
、
月
一
回
土
曜
休
み
を

獲
得
で
き
る
。
少
な
く
と
も
一
二
才
以
下
の
子
供
を
持
つ
か
、
あ

る
い
は
、
承
認
さ
れ
た
介
護
必
要
者
を
持
つ
被
用
者
は
、
要
求
す

る
場
合
、
販
売
の
為
に
開
か
れ
た
日
曜･

祭
日
に
、
家
庭
内
に
居

る
他
の
者
に
よ
っ
て
ケ
ア
が
確
保
さ
れ
な
い
限
り
、
解
放
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
被
用
者
は
、
年
間
二
降
臨
節
日
曜
の
み
働
く
事

が
許
さ
れ
る
（
34
）
。

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
九
条
は
、
詳
細
規
定
違
反
に
対
し
、
命
令

二
〇
八



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
九
五
）

顧
客
の
利
益
の
被
用
者
保
護
に
利
益
と
の
価
値
考
量
下
に
例
外
的

に
の
み
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
法
律
は
、
競
争
の
平
等
の

諸
理
由
か
ら
、
所
有
者
の
み
の
、
あ
る
い
は
、
専
ら
雇
わ
れ
な
い

家
族
員
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
販
売
所
に
対
す
る
特
別
規
定
を
設

定
し
て
い
な
い
。
顧
客
が
関
心
を
有
す
る
販
売
時
間
の
大
幅
な
柔

軟
化
の
為
に
、
新
た
な
立
法
管
轄
が
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
観
光
の
首
都
と
し
て
の
ベ
ル
リ
ン
の
立
地

が
考
慮
さ
れ
た
。
特
別
の
新
規
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
べ
き
事
項
は
、

こ
の
法
律
が
最
早
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
開
店
時
間
に
対
し
て
は
如
何

な
る
制
約
も
付
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
法
律
の
理
由
づ
け
は
、

同
時
に
か
つ
て
制
限
し
て
い
た
開
店
時
間
が
特
別
に
長
い
労
働
時

間
か
ら
販
売
人
員
を
保
護
す
べ
き
と
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

そ
の
事
は
、
今
や
、
労
働
時
間
保
護
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
（
37
）
。

降
臨
節
日
曜
日
に
於
け
る
時
間
的
に
限
定
さ
れ
た
開
店
の
自
由

化
は
、
小
売
店
及
び
顧
客
の
利
益
と
被
雇
用
者
の
保
護
利
益
間
の

価
値
考
量
の
結
果
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
政
府
が
一
般
命
令
を
通
し

て
年
間
四
日
曜
・
祭
日
ま
で
販
売
を
可
能
に
す
る
権
限
を
与
え
る

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
は
、
連
邦
閉
店
法
第
一
四
条
及

び
二
三
条
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
開
店
は
、
ベ
ル
リ
ン

⑵⑶ 　

命
令
違
反
は
、
二
、五
〇
〇
ユ
ー
ロ
以
下
の
罰
金
、
第
一

項
第
四
号
及
び
第
二
項
の
場
合
に
、
一
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。

一
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
る
罰
金
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法

第
三
条
及
び
第
四
条
に
反
す
る
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
美
術
品
及

び
日
用
雑
貨
品
の
販
売
及
び
第
七
条
第
一
項
違
反
に
該
当
す
る
（
35
）
。

c)　

ベ
ル
リ
ン
州
政
府
の
法
案
説
明

二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
四
日
付
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
案
の
根
拠
づ

け
（
36
）
の
中
で
、
ベ
ル
リ
ン
州
政
府
は
、
日
曜
に
、
と
り
わ
け
勤
勉
を

旨
と
す
る
我
々
の
社
会
に
於
い
て
、
肉
体
的
・
精
神
的
力
の
再
生

の
為
の
時
間
と
し
て
多
大
な
意
義
が
帰
属
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

曰
く
、
労
働
世
界
か
ら
の
不
断
に
増
大
す
る
要
求
、
と
り
わ
け
被

用
者
流
動
性
と
柔
軟
性
へ
の
調
整
と
し
て
、
日
曜
は
、
家
族
の
利

益
と
現
代
社
会
の
社
会
関
係
の
促
進
の
た
め
に
、
放
棄
で
き
な
い
。

日
曜
は
、
休
養
、
家
庭
生
活
の
形
成
、
社
会
的
、
ス
ポ
ー
ツ
的
、

文
化
的
、
と
り
わ
け
宗
教
的
活
動
の
育
成
の
為
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
日
曜
・
祭
日
休
養
の
原
則
か
ら
は
、
従
っ
て
、
小
売
業
と

二
〇
九
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主
に
食
糧
・
嗜
好
品
を
提
供
す
る
販
売
所
の
為
に
日
曜
・
祭
日
定

点
命
令
の
突
破
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
住
民
が
ク

リ
ス
マ
ス
以
降
の
日
々
に
新
鮮
な
食
糧
を
以
て
充
足
さ
れ
る
こ
と

が
保
障
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
二

項
第
一
文
規
定
は
、
住
民
の
必
要
充
足
を
目
的
と
し
て
、
生
産
者

及
び
そ
の
受
託
者
に
よ
っ
て
日
曜
・
祭
日
に
も
、
容
易
に
劣
化
す

る
摘
み
た
て
の
果
実
及
び
野
菜
の
販
売
を
許
可
し
て
い
る
。
こ
の

規
定
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
と
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
何
故

な
ら
、
地
理
的
接
近
故
に
、
主
に
こ
の
地
域
か
ら
の
提
供
者
が
果

実
と
野
菜
を
ベ
ル
リ
ン
の
街
頭
で
販
売
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
39
）
。

Ⅱ
．
憲
法
異
議
申
立

憲
法
抗
告
を
以
て
異
議
申
立
人
は
、
ベ
ル
リ
ン
政
府
が
命
令
違

反
ケ
ー
ス
の
為
に
二
、五
〇
〇
ユ
ー
ロ
以
下
の
課
徴
金
の
み
を
規

定
す
る
限
り
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
一
項
二
、
第
四
条
第

一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
第
一
号
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項

及
び
第
九
条
第
二
項
の
諸
規
定
並
び
に
諸
規
定
の
集
積
か
ら
生
ず

る
効
果
に
よ
る
基
本
法
第
一
三
九
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
四
〇
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
侵
害
を

抗
弁
し
た
。
異
議
申
立
人
達
は
、
そ
の
憲
法
抗
告
を
概
ね
一
致
し

市
を
超
え
た
意
味
を
持
ち
、
し
か
も
多
く
の
観
光
客
を
ベ
ル
リ
ン

に
引
き
込
む
催
し
の
際
に
可
能
に
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
更

に
二
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
の

売
り
場
を
特
化
し
た
開
店
の
可
能
性
は
、
か
つ
て
法
令
で
決
定
さ

れ
た
四
日
曜
・
祭
日
の
為
の
ベ
ル
リ
ン
政
府
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

機
会
が
必
ず
し
も
ベ
ル
リ
ン
の
全
て
の
売
り
場
に
経
済
的
成
功
を

も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
す
る
批
判
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
38
）
。

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
一
文
に
於
け
る
日
曜
毎
に
販

売
可
能
な
商
品
の
観
光
必
要
雑
貨
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
、
ベ
ル
リ

ン
政
府
は
、
こ
の
規
定
が
閉
店
法
第
一
〇
条
に
従
っ
て
制
定
さ
れ

た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
及
び
保
養
地
域
に
於
け
る
閉
店
命
令
に
代
わ
り
、

三
月
第
一
日
曜
か
ら
一
〇
月
第
三
日
曜
ま
で
の
間
に
、
非
常
に
限

定
さ
れ
た
商
品
が
一
一
時
か
ら
一
九
時
ま
で
の
間
に
厳
格
に
限
定

さ
れ
た
地
域
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
と
説
明
し
た
。
こ

れ
と
結
び
つ
い
た
深
刻
な
地
域
限
定
問
題
を
回
避
す
る
目
的
で
、

将
来
ベ
ル
リ
ン
全
市
に
於
け
る
限
定
商
品
の
販
売
が
年
間
全
日

曜
・
祭
日
に
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
、
一
二
月
二
四
日
に
は

一
七
時
ま
で
許
可
さ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
四

文
は
、
一
二
月
二
四
日
が
日
曜
に
該
当
す
る
特
別
ケ
ー
ス
の
為
に
、

二
一
〇



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
四
九
七
）

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、「
精
神
的
高
揚
」
の
目
的
設
定
を

以
て
宗
教
奨
励
的
諸
要
素
を
も
内
包
し
て
い
る
。
事
物
か
ら
し
て
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
は
、

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
保
障
内
容
、
と
り
わ
け
基

本
権
か
ら
帰
結
さ
れ
る
国
家
の
保
護
義
務
を
具
体
化
し
て
い
る
。

憲
法
が
「
精
神
的
高
揚
」
を
目
的
と
す
る
制
度
的
保
障
の
意
味
で

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
基
準

の
従
い
、
日
曜
の
保
護
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
教
会
や
諸

宗
教
共
同
体
に
対
し
、
宗
教
の
自
由
の
基
本
権
の
枠
内
で
、
阻
止

さ
れ
る
こ
と
無
き
宗
教
実
践
の
客
観
的
に
設
定
さ
れ
た
特
別
の
保

護
に
効
果
的
に
参
与
し
、
し
か
も
州
法
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な
い

請
求
権
が
生
ず
る
（
42
）
。

異
議
申
立
人
は
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
に
よ
っ
て
直
接

影
響
を
受
け
、
し
か
も
そ
れ
が
日
曜
の
憲
法
的
保
護
の
空
洞
化
に

作
用
す
る
諸
規
定
の
集
積
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
曰
く
、
ベ

ル
リ
ン
開
店
法
第
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
第
四
号
及
び

第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
よ
る
日
曜
保
護
へ
の
介
入
に
際
し
て
は

如
何
な
る
付
加
的
執
行
行
為
も
必
要
と
し
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
開
店

法
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
確
か
に
そ

て
根
拠
づ
け
て
い
る
（
40
）
。

1
．
申
立
の
理
由

a)　

申
立
の
権
限

異
議
申
立
人
は
、
自
ら
が
異
議
申
立
の
権
限
有
り
と
看
做
す
（
41
）
。

異
議
申
立
人
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項

に
基
づ
く
抗
告
は
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
範
の
憲
法
適
合
性

の
判
断
に
際
し
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本

法
第
一
四
〇
条
に
よ
る
日
曜
・
祭
日
休
息
の
保
護
保
障
が
決
定
的

比
重
を
展
開
し
て
い
る
事
実
と
矛
盾
し
な
い
。
曰
く
、
確
か
に
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
は
、

従
前
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
あ
る
い
は

基
本
法
に
類
す
る
権
利
で
は
な
く
、
制
度
的
保
障
を
内
包
し
て
い

る
。
更
に
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
よ
っ
て
保
護

さ
れ
る
宗
教
の
自
由
な
実
践
の
可
能
性
は
、
そ
の
実
際
の
諸
条
件

の
中
で
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
、
形
成
さ
れ
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
教
会

条
項
の
保
障
が
機
能
的
に
宗
教
の
自
由
の
基
本
権
の
要
求
と
実
現

を
指
向
し
て
い
る
こ
と
は
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。
ワ
イ

二
一
一
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権
の
立
場
は
、
こ
れ
ら
の
諸
規
定
と
密
接
な
関
係
下
に
あ
る
。
こ

の
密
接
な
関
係
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本

法
第
一
四
〇
条
と
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
と
の
結
び

付
か
ら
帰
結
さ
れ
る
。
そ
の
礼
拝
及
び
宗
教
行
事
は
、
多
く
の
日

曜
に
阻
害
さ
れ
る
。
諸
日
曜
は
、
売
り
場
の
開
店
を
通
し
て
保
護

さ
れ
た
平
穏
な
性
格
を
は
く
奪
さ
れ
る
。
し
か
し
憲
法
は
明
示
的

に
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
従
っ
た
日
曜
保
護
を
告
白
し
て
い
る
。

憲
法
の
中
で
、
日
曜
が
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
会
及
び
諸
宗
教
共
同
体

に
と
っ
て
週
の
卓
越
し
た
日
で
あ
る
こ
と
が
明
示
的
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
は
、
日
曜
全
体
を
精
神
的
高
揚
を
目
的
と
し
て
保
護
し
、
し
か

も
、
主
要
礼
拝
時
と
そ
れ
以
外
の
時
を
区
別
し
て
い
な
い
。
そ
の

事
は
、
事
物
に
も
合
致
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
宗
教
の
実
践
並

び
に
こ
れ
に
よ
る
精
神
的
高
揚
は
、
礼
拝
以
外
の
他
の
形
式
に
お

い
て
も
実
効
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
44
）
。

b)　

裁
判
の
道
と
補
完
原
則

更
に
、
異
議
申
立
人
に
よ
れ
ば
、
裁
判
の
道
は
汲
み
つ
く
さ
れ
、

し
か
も
補
完
原
則
は
維
持
さ
れ
た
（
45
）
。

れ
ぞ
れ
一
定
の
移
転
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ル
リ

ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
で
は
、
実
質
既
に
直
接
法
律
に
よ
る
基

本
権
侵
害
に
至
る
。
何
故
な
ら
、
異
議
申
立
人
は
、
六
日
の
短
期

公
示
期
間
と
ベ
ル
リ
ン
の
全
て
の
地
区
へ
の
申
請
の
配
分
に
鑑
み

て
、
通
常
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
に
よ
る
開
店
の
適

時
の
確
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
そ
れ
故
に
、
地
区
行

政
の
不
作
為
に
対
す
る
法
的
手
段
も
取
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

継
続
確
認
訴
訟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
て
い
る
販
売
所
に
於
け
る

異
な
っ
た
所
与
及
び
大
抵
は
欠
落
し
て
い
る
再
開
の
危
険
に
鑑
み

て
、
許
さ
れ
な
い
と
し
て
失
敗
す
る
こ
と
に
な
る
。
ベ
ル
リ
ン
開

店
法
第
六
条
第
一
項
で
は
、
行
政
裁
判
所
で
攻
撃
対
象
と
な
り
得

る
ベ
ル
リ
ン
行
政
の
一
般
命
令
を
必
要
と
す
る
。
彼
等
は
異
議
申

立
人
と
し
て
、
一
般
命
令
の
制
定
へ
の
授
権
を
通
し
て
直
接
影
響

を
受
け
て
い
る
。
何
故
な
ら
こ
の
授
権
は
、
攻
撃
対
象
と
な
っ
て

い
る
他
の
諸
規
定
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
自
己
執

行
的
」
諸
規
定
の
集
積
を
通
し
て
、
宗
教
の
自
由
な
実
践
の
侵
害

に
至
る
こ
と
に
な
る
（
43
）
。

最
後
に
異
議
申
立
人
自
身
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
等
は
確

か
に
開
店
諸
規
定
の
名
宛
て
人
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
等
の
基
本

二
一
二



ベ
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）（
小
林
）

（
四
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九
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裁
判
所
は
、
未
だ
回
答
を
与
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
日
曜
・
祭

日
休
息
の
中
核
領
域
が
不
可
侵
で
あ
り
、
し
か
も
日
曜
・
祭
日
保

護
の
充
分
な
水
準
が
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
け
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
開
店
を
可
能
に
す
る

諸
規
定
が
何
時
憲
法
的
要
請
を
充
足
し
て
い
な
い
か
は
未
だ
解
明

さ
れ
て
い
な
い
（
47
）
。
提
示
さ
れ
た
問
題
は
、
専
門
文
献
に
於
い
て
も

対
立
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
明
は
他
の
諸
州
に
と
っ
て

も
重
要
で
あ
る
（
48
）
。

2
．
申
立
の
根
拠

異
議
申
立
人
に
よ
れ
ば
、
憲
法
抗
告
は
根
拠
付
け
ら
れ
る
（
49
）
。

a)　

宗
教
の
自
由
と
日
曜
・
祭
日
の
保
護

異
議
申
し
立
人
に
よ
れ
ば
、
自
ら
の
宗
教
的
自
己
理
解
の
基
準

に
従
っ
て
日
曜
を
過
ご
す
願
望
は
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び

第
二
項
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
：
こ
の
保
護
は
、
礼

拝
及
び
そ
の
他
の
宗
教
的
行
事
を
国
家
の
命
令
や
禁
止
に
よ
っ
て

阻
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
執
り
行
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
基
本
法

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
基
本
権
は
、
寧
ろ
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
と
結
び
つ

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
及
び
第
四
条
は
、
形
式
法
の
諸
規
定

と
し
て
行
政
裁
判
規
定
第
四
七
条
に
よ
る
行
政
裁
判
的
規
範
審
査

手
続
き
で
攻
撃
さ
れ
得
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項

の
規
定
は
、
届
け
出
留
保
を
伴
っ
た
許
可
で
あ
る
。
あ
る
行
政
行

為
は
、
官
庁
が
届
け
出
に
基
づ
き
例
外
を
拒
否
す
る
場
合
に
の
み

行
わ
れ
る
。
権
利
保
護
は
、
行
政
訴
訟
の
形
態
で
考
察
さ
れ
る
。

届
け
出
は
し
か
し
、
多
様
な
地
区
に
向
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
確
認

す
る
こ
と
を
異
議
申
立
人
は
、
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
従
っ
て
、

異
議
申
立
人
に
対
し
、
実
践
不
可
能
な
裁
判
の
道
を
指
示
す
る
こ

と
は
期
待
で
き
な
い
（
46
）
。

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
に
よ
る
一
般
命
令
に
対
し
て

は
、
確
か
に
裁
判
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
連
邦
憲

法
裁
判
所
法
第
九
〇
条
第
二
項
第
二
文
が
適
用
可
能
で
あ
り
、

従
っ
て
、
裁
判
の
道
を
汲
み
尽
く
す
こ
と
無
し
に
、
憲
法
抗
告
の

許
容
性
を
肯
定
で
き
る
。
如
何
な
る
限
定
が
開
店
法
に
対
し
、
基

本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基

本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
問
題
の
解
明
は
、
一
般
的
意
義
を
持
つ
。
日
曜
に
於
け
る

開
店
に
対
す
る
立
法
者
の
形
成
の
自
由
の
制
限
問
題
に
連
邦
憲
法

二
一
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
〇
〇
）

要
礼
拝
外
の
祭
及
び
「
静
か
な
瞑
想
」
を
保
護
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
諸
教
会
の
宗
教
の
自
由
と
日
曜
保
護
間
の
直
接

的
相
互
依
存
が
存
在
す
る
（
50
）
。

b)　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
及
び
第
四
条
第
一
項
と
第
二
項
の
侵
害

攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
及
び
そ
の
集
積
に

お
い
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
を
侵
害
し
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
基
本
法
第
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
を
侵
害
す
る
（
51
）
。

aa)　

経
済
的
根
拠
に
基
づ
く
日
曜
・
祭
日
保
護
の
例
外
規
定

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
一
項
は
、
異
議
申
立
人
の
基
本
権

を
侵
害
す
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
全
て
の
降
臨

節
日
曜
日
の
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
の
開
店
が
許
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
降
臨
節
時
に
於
け
る
日
曜
は
、
教
会
年
に
お
い
て

卓
越
し
た
地
位
を
有
し
、
し
か
も
諸
教
会
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
に

こ
れ
に
見
合
う
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
前
時
期
に
対
し
憲
法
的
保
護
を
奪
っ
て
い
る
。
降
臨
節

日
曜
日
の
特
別
の
刻
印
に
基
づ
き
、
こ
の
関
連
規
定
に
よ
り
、
憲

い
て
い
る
。
憲
法
は
日
曜
の
保
護
を
「
精
神
的
高
揚
」
を
目
的
と

す
る
制
度
的
保
障
の
意
味
で
、
い
わ
ば
労
働
休
息
の
社
会
政
策
的

目
的
設
定
と
並
ん
で
、
宗
教
奨
励
的
目
的
設
定
を
伴
っ
て
保
障
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
日
曜
・
祭
日
の
憲
法
的
保
護
は
、
そ
の
宗
教

奨
励
的
次
元
の
枠
内
で
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
2
項

か
ら
す
る
基
本
権
の
保
障
内
容
に
流
入
し
て
い
る
。
こ
の
結
び
つ

き
を
通
し
て
、
礼
拝
及
び
他
の
宗
教
諸
行
事
外
的
枠
条
件
も
保
護

さ
れ
て
い
る
。
諸
教
会
及
び
他
の
宗
教
共
同
体
に
は
、
こ
の
阻
止

さ
れ
る
こ
と
無
き
宗
教
行
為
の
特
別
保
護
に
効
果
的
に
参
加
す
る

請
求
権
が
生
ず
る
。
そ
の
限
り
で
宗
教
の
自
由
の
基
本
権
は
、
部

分
的
に
参
与
権
を
内
包
し
て
い
る
。
諸
教
会
及
び
他
の
宗
教
共
同

体
に
は
、
正
に
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
と
異
な
る
日
曜
を
自
ら
の
自
己
理

解
の
基
準
に
従
っ
て
過
ご
し
、
し
か
も
そ
の
際
に
実
際
に
そ
の
信

者
達
に
到
達
す
る
可
能
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
日
曜
保
護
は
、

第
一
に
礼
拝
及
び
他
の
宗
教
行
事
の
阻
止
さ
れ
な
い
遂
行
を
指
向

し
て
い
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
諸
教
会
に
は
、
自
ら
の
自
己
理
解

か
ら
し
て
同
様
に
自
ら
の
課
題
に
所
属
す
る
教
会
的
及
び
家
族
奨

励
的
作
業
の
支
援
が
大
切
で
あ
る
。
日
曜
保
護
は
、
一
日
全
部
に

及
ぶ
。
何
故
な
ら
、
こ
の
保
護
は
、
礼
拝
を
超
え
、
教
会
が
保
護

す
る
他
の
全
て
の
法
益
、
つ
ま
り
家
族
、
教
会
団
体
の
活
動
、
主

二
一
四
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ル
リ
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れ
に
加
え
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
四
号
は
、
一
般
的

に
、「
主
に
食
糧
品
及
び
嗜
好
品
の
提
供
を
伴
っ
た
売
店
」
に
関

連
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
規
定
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
期
間
中
の
為
の

買
い
置
き
の
意
味
で
は
必
要
性
が
な
い
（
53
）
。

cc) 　

日
曜
・
祭
日
に
「
容
易
に
傷
み
易
い
食
糧
」
買
い
置
き
の

必
要
な
し

同
様
に
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
は
、
比
例

不
適
合
で
あ
る
。
自
家
製
果
実
及
び
野
菜
の
販
売
所
の
特
権
化
を

以
て
、
経
済
促
進
目
的
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
的
は
、
憲

法
的
地
位
を
享
有
し
て
は
い
な
い
。
更
に
そ
の
限
り
で
、
今
日
の

冷
蔵
可
能
性
に
鑑
み
て
、
何
故
に
、「
容
易
に
傷
み
易
い
果
実
及

び
野
菜
を
伴
っ
た
」
商
売
が
日
曜
・
祭
日
に
必
要
で
あ
る
か
が
説

得
的
で
は
な
い
（
54
）
。

dd) 　

公
共
利
益
を
理
由
と
す
る
例
外
規
定
は
宗
教
の
自
由
と
相

容
れ
な
い

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
に
よ
る
公
共
利
益
を
理
由
と

す
る
四
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
一
般
命
令
に
よ
る
開
店
自
由
化
規

定
は
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
と
相
容
れ
な
い
。
確
か

法
的
日
曜
保
護
の
構
想
及
び
形
体
規
定
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
宗
教

奨
励
的
部
分
が
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
。
し
か
も
ベ
ル
リ
ン
開
店

法
第
三
条
第
一
項
が
年
間
四
つ
に
分
け
た
日
曜
に
そ
の
特
別
保
護

を
奪
う
の
で
は
な
く
、
四
つ
の
一
括
し
た
日
曜
に
対
す
る
保
護
を

奪
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
四
週
間
に
わ
た
っ
て
保

護
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
規
定
の
憲
法
違
反
は
、
法

案
の
中
で
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
専
ら
経
済
的
観
点

に
基
づ
い
て
い
る
事
実
か
ら
生
じ
て
い
る
。
専
ら
経
済
的
諸
根
拠

に
基
づ
く
日
曜
・
祭
日
保
護
の
例
外
規
定
は
、
存
在
し
て
は
な
ら

な
い
（
52
）
。

bb)　

 

傷
ま
な
い
食
糧
の
買
い
置
き
の
必
要
な
し

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
四
号
も
日
曜
の
憲
法
的
保
護

を
侵
害
す
る
。
こ
の
規
定
は
、
法
案
に
よ
れ
ば
、
一
二
月
二
四
日

が
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
、
住
民
に
対
し
ク
リ
ス
マ
ス
期
間
中
に

二
祭
日
の
為
に
新
鮮
な
食
糧
の
買
い
置
き
を
可
能
に
す
る
こ
と
に

供
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
あ
ら
ゆ
る
客

観
的
正
当
性
が
欠
け
て
い
る
。
傷
ま
な
い
食
糧
の
購
買
は
、
一
二

月
二
四
日
以
前
に
も
行
わ
れ
得
る
。
今
日
的
冷
蔵
の
可
能
性
に
鑑

み
て
、
そ
の
事
は
、
傷
み
の
発
生
す
る
食
糧
に
も
該
当
す
る
。
こ

二
一
五
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年
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月
）

（
五
〇
二
）

ee) 　

日
曜
・
祭
日
閉
店
原
則
の
放
棄 

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
に
よ
る
特
別
の
出
来
事
を

切
っ
掛
け
と
す
る
開
店
規
定
も
、
同
様
に
専
ら
経
済
利
益
を
基
盤

と
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
比
例
不
適
合
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、

こ
の
規
定
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
於
け
る
膨
大
な
数
の
商
店
、「
企
業

記
念
日
」、「
道
路
祭
り
」
の
如
き
開
店
に
対
す
る
低
い
要
求
な
ら

び
に
、
一
店
舗
に
年
間
二
開
店
を
可
能
に
す
る
事
実
に
鑑
み
て
、

相
当
な
分
散
効
果
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
曜
・
祭
日

に
於
け
る
売
り
場
閉
店
の
原
則
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン

で
は
、
現
実
に
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
放
棄
さ
れ
て
い
る
（
56
）
。

ff ) 　

個
別
諸
規
定
の
集
積
は
憲
法
違
反

増
し
て
や
攻
撃
対
象
を
さ
れ
る
個
別
諸
規
定
は
、
そ
の
集
積
に

お
い
て
、
憲
法
違
反
で
あ
る
。
憲
法
的
日
曜
・
祭
日
保
護
の
例
外

は
、
そ
の
集
積
が
日
曜
労
働
の
禁
止
と
許
可
の
原
則
・
例
外
関
係

に
反
す
る
場
合
、
い
ず
れ
に
せ
よ
憲
法
違
反
と
な
る
。
可
能
な
開

店
の
量
的
次
元
に
鑑
み
て　

│
年
間
一
〇
日
曜
・
祭
日
で
全
日
曜

ほ
ぼ
五
分
の
一
│　

最
早
こ
の
関
係
は
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
に
加
え
最
早
ベ
ル
リ
ン
で
は
ど
の
日
曜
も
相
当
数
の
商
店
が
開

店
し
て
い
な
い
日
が
な
い
事
実
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
開

に
こ
の
例
外
規
定
は
、
連
邦
閉
店
法
第
一
四
条
及
び
第
二
三
条
の

か
つ
て
連
邦
統
一
的
諸
規
定
を
範
に
と
っ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、

標
準
と
な
る
点
に
於
い
て
こ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
。
連
邦
閉
店
法

に
よ
れ
ば
、
例
外
は
、
公
共
利
益
に
お
け
る
個
別
ケ
ー
ス
に
於
い

て
緊
急
に
必
要
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、

緊
急
事
態
及
び
大
災
害
時
に
於
け
る
生
活
必
需
品
に
よ
る
住
民
へ

の
供
給
に
場
合
が
対
象
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ベ
ル
リ
ン
開
店

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
最
早
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
要
求
は

内
包
さ
れ
て
い
な
い
。
開
店
許
可
に
と
っ
て
既
に
多
少
重
要
性
の

あ
る
も
催
も
の
、
も
し
く
は
何
ら
か
の
方
法
で
ベ
ル
リ
ン
住
民
も

し
く
は
観
光
客
の
関
心
を
呼
び
起
す
出
来
事
で
十
分
と
さ
れ
て
い

る
。「
公
共
の
利
益
」
及
び
「
例
外
」
の
構
成
要
件
メ
ル
ク
マ
ー

ル
か
ら
は
、
現
実
に
統
制
効
果
は
発
し
て
い
な
い
の
だ
。
そ
の
事

は
、
二
〇
〇
七
年
の
諸
日
曜
の
開
店
許
可
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
発

せ
ら
れ
た
一
般
命
令
の
き
っ
か
け
が
グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ー
ク
、
演
劇

会
合
、
ド
イ
ツ
レ
ン
ト
ゲ
ン
大
会
、
国
際
通
信
見
本
市
、
音
楽
祭

二
〇
〇
七
、
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
ベ
ル
リ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
秋
の
芸

術
祭
で
あ
っ
た
事
で
証
明
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六

条
第
一
項
に
於
け
る
授
権
は
、
不
適
切
に
少
な
い
例
外
要
求
を
規

定
し
、
し
か
も
専
ら
経
済
目
的
を
追
求
し
て
い
る
（
55
）
。

二
一
六



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
〇
三
）

ユ
ー
ロ
ま
で
の
罰
金
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
額
か
ら
し

て
、
│
と
り
わ
け
大
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
や
百
貨
店
に
鑑
み
て
│　

抑
止
効
果
や
法
遵
守
効
果
か
ら
出
発
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
（
59
）
。

ii) 　

全
て
の
日
曜
の
開
店
を
許
す
規
定
は
憲
法
違
反

2
へ
の
異
議
申
立
人
は
、
更
に
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第

一
項
四
号
が
食
料
・
及
び
嗜
好
品
販
売
所
が
全
て
の
日
曜
・
祭
日

に
開
店
が
許
さ
れ
る
と
理
解
で
き
る
と
説
明
し
て
い
る
。
何
故
な

ら
、「
日
曜
・
祭
日
」
に
開
店
で
き
る
と
す
る
第
一
項
導
入
部
分

に
、
文
書
構
成
で
、
一
二
月
二
四
日
が
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
、

例
外
的
に
七
時
か
ら
一
四
時
ま
で
開
店
で
き
る
と
す
る
第
四
号
も

結
び
つ
く
か
ら
で
あ
る
。
全
て
の
日
曜
・
祭
日
を
内
包
す
る
広
い

解
釈
の
中
で
、
こ
の
規
定
は
、
憲
法
違
反
と
な
る
。
連
邦
憲
法
裁

判
所
が
、
狭
義
な
解
釈
を
基
盤
と
し
て
、
憲
法
違
反
と
看
做
す
な

ら
ば
、
こ
の
事
を
、
判
決
の
中
で
明
示
的
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
60
）
。

Ⅲ
．
関
連
諸
機
関
の
見
解

こ
の
憲
法
異
議
申
立
に
対
し
、
以
下
の
諸
団
体
が
文
書
に
よ
る

見
解
表
明
を
行
っ
た
：
ベ
ル
リ
ン
州
議
会
及
び
州
政
府
、
ブ
ラ
ン

店
可
能
性
の
総
合
効
果
は
、
法
規
定
技
術
が
多
様
な
諸
規
定
へ
の

配
分
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
通
し
て
低
下
し
て
い
な
い
（
57
）
。

gg) 　

社
会
国
家
原
理
の
適
用
も
不
可

こ
れ
ら
の
介
入
は
、
全
体
と
し
て
憲
法
的
に
正
当
化
さ
れ
な
い
。

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
無
限
定
保
障
故
に
、
抵
触

す
る
憲
法
に
よ
る
正
当
化
の
み
が
対
象
と
な
る
。
基
本
法
第
一
二

条
及
び
第
一
四
条
の
経
済
関
係
基
本
権
は
、
日
曜
・
祭
日
へ
の
介

入
を
支
え
き
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
経
済
目

的
設
定
は
、
憲
法
的
序
列
を
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
社
会
国
家

原
理
及
び
国
家
的
保
護
義
務
に
鑑
み
て
、
憲
法
的
序
列
が
付
与
さ

れ
得
る
住
民
へ
の
供
給
利
益
も
適
用
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
対

立
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
基
本
的
供
給
に
奉
仕
し
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
（
58
）
。

hh) 　

効
果
的
制
裁
規
定
の
欠
落

日
曜
・
祭
日
の
憲
法
的
保
障
の
空
洞
化
は
、
こ
の
法
律
が
現
行

の
原
始
的
制
限
違
反
に
対
す
る
効
果
的
制
裁
さ
え
規
定
し
て
い
な

い
事
実
に
よ
っ
て
更
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第

九
条
第
二
項
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
違
反
行
為
は
、
高
々
二
、五
〇
〇

二
一
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
〇
四
）

根
拠
が
無
い
と
看
做
し
た
（
62
）
。

a) 　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
制
度
的
保
障
で
公
権
を

創
設
し
な
い

異
議
申
立
人
は
、
異
議
申
立
権
限
が
無
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
は
、
憲
法
異
議
申
立
手
続
き
の
中
で
咎
め
ら
れ
得
な

い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
既
に
基
本
法
第
一
四
〇
条
か
ら
公
権

を
引
出
す
事
が
出
来
な
い
と
決
定
し
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
は
、
日
曜･

祭
日
の
保
護
を
目
的
と
し
て
法
律
規
定
の

最
小
限
を
用
意
す
る
立
法
者
に
客
観
法
的
に
義
務
付
け
た
制
度
的

保
障
で
あ
る
。
日
曜
に
対
す
る
今
日
の
危
険
状
況
を
理
由
と
す
る

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
主
観
化
の
テ
ー
ゼ
は
、
維
持
さ

れ
得
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
基
本
法
第
四
条
第

一
項
及
び
第
二
項
へ
の
特
別
緊
密
関
係
の
構
成
を
通
し
て
も
、
こ

の
テ
ー
ゼ
は
根
拠
付
け
ら
れ
得
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九

条
の
文
言
は
、
憲
法
的
日
曜
保
護
が
特
別
に
教
会
に
向
け
ら
れ
た

事
項
で
は
な
く
、
世
俗
的
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を

認
識
さ
せ
る
。
こ
れ
の
異
な
る
観
点
は
、
基
本
法
第
四
条
の
世
界

観
的
中
立
を
指
向
す
る
基
本
構
想
と
相
容
れ
な
い
。
基
本
法
第
四

条
と
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
テ
ー
マ
的
関
連
は
、
ワ
イ

デ
ン
ブ
ル
グ
州
政
府
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
政
府
、
連
邦
行
政
裁

判
所
、
ド
イ
ツ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
司
教
会
議
、
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
）
福
音
教
会
（
Ｅ
Ｋ
Ｄ
）、
ド
イ
ツ
自
由
宗
教
団
体
連

合
及
び
自
由
世
界
観
共
同
体
連
合
、
ド
イ
ツ
統
一
宗
教
共
同
体
、

ジ
ョ
ル
ダ
ノ
・
ブ
ル
ノ
基
金
、
ド
イ
ツ
人
文
主
義
連
盟
、
中
・
大

規
模
小
売
業
連
邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
Ｂ
Ａ
Ｇ
）、

ド
イ
ツ
雇
用
者
団
体
連
合
会
、
連
邦
ド
イ
ツ
雇
用
者
連
盟
（
Ｂ
Ｄ

Ａ
）
ド
イ
ツ
商
工
会
議
、
ド
イ
ツ
小
売
業
中
央
会
（
Ｈ
Ｄ
Ｅ
）、

キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
連
合
（
Ｃ
Ｇ
Ｂ
）、
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟

（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
連
合
及
び
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟

（ver.di.

）。

こ
れ
に
加
え
ベ
ル
リ
ン
政
府
は
、
専
門
鑑
別
員
ク
ナ
イ
ト
教
授

と
ナ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
教
授
の
文
書
見
解
を
提
出
し
た
。
更
に
連
邦
議

会
、
連
邦
参
議
院
、
連
邦
政
府
、
そ
の
他
の
諸
ラ
ン
ト
政
府
及
び

議
会
及
び
専
門
知
識
を
有
す
る
第
三
者
に
見
解
表
明
の
機
会
が
提

供
さ
れ
た
が
、
見
解
表
明
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
（
61
）
。

1
．
ベ
ル
リ
ン
州
議
会
及
び
州
政
府

ベ
ル
リ
ン
の
議
会
及
び
政
府
は
、
共
同
の
見
解
を
表
明
し
た
。

両
者
は
、
憲
法
異
議
申
立
て
は
許
可
さ
れ
な
い
、
い
ず
れ
に
せ
よ

二
一
八



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
〇
五
）

曜
休
養
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
許
可
さ
れ
た
も
の
と
本
質
的

一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、

「
保
護
さ
れ
続
け
る
」
と
の
言
い
回
し
を
通
し
て
当
時
既
に
許
可

さ
れ
た
構
成
要
件
に
関
連
付
け
て
い
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
も
そ

の
後
も
、
一
九
五
六
年
に
於
け
る
閉
店
法
の
発
効
に
至
る
ま
で
、

降
臨
節
日
曜
日
の
開
店
は
、
原
則
的
に
許
可
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
こ
れ
ら
の
日
曜
日
は
、
特
別
に
重
要
な
販
売
日
と
さ
れ

て
い
た
。
攻
撃
対
象
と
さ
れ
て
い
る
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
は
、

一
九
一
九
年
の
法
令
よ
り
控
え
め
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
法

律
は
、
降
臨
節
日
曜
日
の
開
店
が
時
間
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
（
64
）
。

最
後
に
異
議
申
立
人
は
、
裁
判
の
道
を
使
い
切
っ
て
い
な
い
が

故
に
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
対
象
と

す
る
限
り
、
許
さ
れ
な
い
〈
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
第
九
〇
条
第
二

項
〉。
何
故
な
ら
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
議
申
立
人

が
行
政
裁
判
所
で
反
対
可
能
な
開
店
の
前
地
に
於
け
る
行
政
執
行

行
為
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
何
故
に
異
議
申
立
人
に

充
分
に
有
効
な
権
利
保
護
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
、

異
議
申
立
て
人
は
、
説
得
的
に
説
明
し
な
か
っ
た
（
65
）
。

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
主
観
的
効
果
の
欠
落
を
変
え
る
も
の

で
は
な
い
。
社
会
政
策
的
及
び
宗
教
的
動
機
付
け
の
並
存
は
、
日

曜･

祭
日
遵
守
を
請
求
で
き
る
個
人
的
担
い
手
へ
の
組
み
込
み
を

許
さ
な
い
。
そ
の
他
の
全
て
は
、
大
衆
の
異
議
申
立
て
の
許
容
に

導
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
基
本
法
第
四
条
は
、
確
か
に
宗
教
的
に
動

機
付
け
ら
れ
た
行
動
も
、
し
か
も
当
に
諸
日
曜
も
保
護
す
る
。
ワ

イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
み
を
対
象
と
し
た
一
般
的
に
日
曜

に
対
す
る
枠
組
み
公
権
の
形
成
は
、
宗
教
の
自
由
に
よ
っ
て
把
握

さ
れ
な
い
（
63
）
。

基
本
法
第
四
条
を
教
会
の
日
曜
利
益
に
対
し
、
よ
り
開
か
れ
た

も
の
と
看
做
す
場
合
、
異
議
申
立
人
に
は
異
議
申
立
権
限
が
欠
落

し
て
い
る
。
異
議
申
立
人
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
に
よ
っ
て
、
自

ら
も
直
接
影
響
を
受
け
な
い
。
こ
れ
に
加
え
異
議
申
立
人
は
、
既

に
基
本
権
侵
害
の
可
能
性
を
指
摘
し
な
か
っ
た
。
攻
撃
対
象
と
さ

れ
る
諸
規
定
を
通
し
て
異
議
申
立
人
の
宗
教
実
行
の
為
の
枠
組
条

件
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
に
対
す
る
違
反
の
下
に
、
期
待
不
可
能
に
悪
化
し
な
か
っ
た
。

何
故
な
ら
、
売
り
場
の
為
に
今
や
日
曜･

祭
日
に
許
可
さ
れ
た
開

店
時
間
が
一
九
一
九
年
二
月
五
日
付
商
店
及
び
薬
局
に
於
け
る
日

二
一
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
〇
六
）

改
善
す
る
努
力
の
如
き
他
の
説
得
的
立
法
意
図
も
日
曜
保
護
の
制

限
を
正
当
化
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
に
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る

諸
規
定
が
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
は
、
こ
の
制
度
が
無
価
値
な
殻
に
空
洞
化
す
る
こ
と

か
ら
保
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
空
洞
化
は
さ
れ
て
い

な
い
の
だ
（
66
）
。

立
法
者
の
形
成
の
自
由
は
、
更
に
、
日
曜
・
祭
日
の
不
可
侵
の

中
核
部
分
を
通
し
て
の
み
制
約
せ
て
い
る
。
そ
の
事
は
、
一
方
で
、

保
護
さ
れ
て
い
る
日
曜
・
祭
日
の
数
及
び
七
日
の
リ
ズ
ム
に
、
他

方
で
、
労
働
休
息
の
原
則
・
例
外
関
係
及
び
日
曜
労
働
に
対
す
る

ウ
イ
ー
ク
デ
イ
労
働
の
閑
却
に
該
当
す
る
。
異
議
申
立
人
が
全
て

の
日
曜
の
ほ
ぼ
五
分
の
一
の
開
店
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
対
し
て
、

礼
拝
及
び
そ
の
他
の
宗
教
行
事
の
遂
行
が
期
待
不
可
能
に
困
難
に

さ
れ
て
い
る
と
非
難
す
る
限
り
、
そ
れ
は
説
得
的
で
は
な
い
。
開

店
規
定
は
、
販
売
所
を
訪
問
し
、
礼
拝
を
行
わ
な
い
事
を
命
令
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
変
化
し
て
社
会
的
現
実
を
考
慮
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
開
店
規
定
が
市
民
に
対
し
て
日
曜
・

祭
日
に
販
売
所
を
訪
問
す
る
可
能
性
を
付
与
す
る
事
に
よ
っ
て
、

市
民
の
変
化
し
た
休
暇
の
望
み
を
考
慮
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

b) 　

憲
法
異
議
申
立
は
根
拠
付
け
ら
れ
な
い

憲
法
異
議
申
立
は
、
許
容
さ
れ
る
と
し
て
も
、
根
拠
付
け
ら
れ

な
い
。
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
客
観
的
に
も
憲
法
適
合

性
が
あ
り
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
制
度
的
保
障
に
正

当
に
対
応
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
日
曜･

祭

日
休
息
の
不
可
侵
の
中
核
に
触
れ
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
は
、
法
規
定
を
通
し
て
日
曜･

祭
日
が
労
働
休
息
及
び

精
神
的
高
揚
の
日
と
し
て
供
せ
ら
れ
る
事
を
保
障
す
る
こ
と
を
立

法
者
に
義
務
付
け
て
い
る
。
そ
の
際
に
立
法
者
は
、
形
成
の
余
地

を
有
し
て
い
る
。
取
分
け
、
日
曜･
祭
日
た
る
制
度
の
正
式
存
在

が
保
護
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
二
項
一
号
は
、

通
常
日
曜･

祭
日
に
は
販
売
所
が
閉
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
命
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
慮
し
て
い
る
。
例
外
諸
規
定
は
、

こ
の
原
則
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
制
度
的
保
障

は
、
日
曜･

祭
日
保
護
の
全
て
の
緩
和
的
変
更
を
禁
じ
て
は
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
必
要
性
、
取
分
け
休
息
の
必
要
性
は
、
変
遷
し
、

今
日
で
は
他
の
必
要
と
競
合
し
て
い
る
。
日
曜
の
宗
教
的
目
的
規

定
は
、
後
ろ
に
後
退
し
て
い
る
。
制
度
的
保
障
の
制
限
は
、
従
っ

て
よ
り
容
易
に
根
拠
付
け
ら
れ
え
る
。
絶
対
に
必
要
な
放
棄
で
き

な
い
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
休
暇
の
提
供
あ
る
い
は
経
済
状
況
を

二
二
〇



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
〇
七
）

本
法
第
一
二
条
第
一
項
で
保
護
さ
れ
る
売
店
所
有
者
の
職
業
遂
行

の
自
由
間
の
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
立
法

者
に
は
広
い
裁
量
の
余
地
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
承
認
さ
れ
て
い

る
事
項
は
、
原
則
的
に
、
社
会
的
及
び
技
術
的
諸
根
拠
か
ら
し
て

不
可
欠
な
労
働
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
休
暇

時
の
必
要
に
も
供
せ
ら
れ
る
労
働
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
様
な
「
日
曜
の
た
め
の
労
働
」
に
際
し
て
は
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、「
日
曜
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
働
」

よ
り
も
開
店
に
有
利
な
価
値
考
量
が
該
当
し
て
い
る
。
確
か
に
絶

対
的
禁
止
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
日
曜
・
祭
日
へ
の
介
入
が
公
共
の
福

祉
の
説
得
的
諸
根
拠
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
な
い
か
、
も
し
く
は

比
例
不
適
合
で
あ
る
が
故
に
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
事
を
立
法
者
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九

条
に
違
反
す
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
事
は
前
提
と
さ
れ
て
い
な

い
。
消
費
者
の
行
動
の
自
由
と
売
店
所
有
者
の
職
業
遂
行
の
自
由

は
、
個
別
的
に
も
そ
し
て
全
体
と
し
て
も
、
例
外
規
定
を
正
当
化

す
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
こ
の
法
益
の
保
護
に
適
合
し
、
必
要

で
あ
り
、
し
か
も
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
よ
っ
て
予
め

与
え
ら
れ
て
い
る
原
則
・
例
外
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、
適
切
で
も

こ
の
可
能
性
は
、
一
〇
日
曜
・
祭
日
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
こ
れ

ら
の
六
日
は
、
時
間
的
に
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。
瞑
せ
ら
れ
て
い

る
原
則
・
例
外
関
係
は
、
開
店
が
許
さ
れ
る
日
曜
・
祭
日
の
少
な

い
数
と
開
店
の
時
間
的
制
限
に
鑑
み
て
、
侵
害
さ
れ
な
い
。
四
日

曜
の
み
が
一
日
中
の
開
店
が
許
さ
れ
る
事
を
以
っ
て
、
日
曜
が
ウ

イ
ー
ク
デ
イ
的
正
確
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ウ
イ
ー
ク

デ
イ
的
刻
印
の
増
加
の
み
で
は
、
日
曜
・
祭
日
休
息
の
中
核
部
分

に
対
す
る
違
反
を
根
拠
付
け
な
い
（
67
）
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
要
素
に

立
法
者
は
、
日
曜
・
祭
日
の
開
店
を
原
則
的
に
禁
じ
、
し
か
も
、

開
店
の
為
に
開
か
れ
て
い
る
一
〇
日
の
中
の
六
日
を
時
間
的
に
制

限
し
、
し
か
も
当
に
主
要
礼
拝
時
に
開
店
か
ら
外
す
事
に
よ
っ
て
、

考
慮
を
払
っ
て
い
る
（
68
）
。

ベ
ル
リ
ン
州
立
法
者
の
決
定
は
、
自
ら
の
形
成
の
自
由
の
枠
内

に
留
ま
っ
て
い
る
。
日
曜
・
祭
日
保
護
の
形
成
に
際
し
て
立
法
者

は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
て
い
る

原
則
・
例
外
関
係
の
考
慮
の
下
に
、
な
か
ん
ず
く
、
基
本
法
第
二

条
第
一
項
で
保
護
さ
れ
る
消
費
者
の
買
い
物
に
対
す
る
利
益
と
基

二
二
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
〇
八
）

を
目
標
と
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
故
に
、
開
店
に
特
別
の
関
心

を
有
し
て
お
り
、
更
に
こ
れ
に
、
降
臨
節
日
曜
で
の
買
い
物
に
住

民
の
家
族
レ
ベ
ル
で
の
特
別
の
関
心
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ

に
加
え
ベ
ル
リ
ン
立
法
者
は
、
主
要
礼
拝
時
を
開
店
時
か
ら
外
し

て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
で
規
定
さ
れ

て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
に
お
け
る
開
店
は
、
一
二
月
二
四
日
が
降
臨

祭
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
で
も
反
対
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
販

売
に
指
定
さ
れ
る
商
品
の
み
が
許
可
さ
れ
、
し
か
も
開
店
時
間
が

意
義
申
立
人
の
利
益
に
対
応
し
て
、
七
時
か
ら
一
四
時
に
限
定
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
鮮
度
が
落
ち
易
い
果
実
や
野
菜
の
生
産

者
に
よ
る
販
売
規
定
〔
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
二
項
第
一

号
〕
は
、
降
臨
節
日
曜
に
と
っ
て
特
別
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な

い
（
70
）
。更

な
る
開
店
規
定
に
付
い
て
は
、
個
別
的
考
察
を
必
要
と
し
な

い
。
例
外
諸
規
定
は
、
こ
れ
に
加
え
、「
公
共
利
益
」
も
し
く
は

「
特
別
の
事
象
」
諸
前
提
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

見
合
う
先
行
規
程
は
、
連
邦
閉
店
法
第
一
四
条
及
び
第
二
三
条
に

見
ら
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
回
転
法
の
法
的
状
況
は
、
連
邦
法
に
対
し

て
、
よ
り
狭
め
ら
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
日
曜
・
祭
日
の
販
売

あ
る
。
そ
の
事
は
、
住
民
の
変
化
し
た
買
い
物
慣
習
を
考
慮
す
る

場
合
に
特
に
該
当
す
る
。
住
民
の
多
く
の
部
分
に
と
っ
て
、
日

曜
・
祭
日
、
と
り
わ
け
降
臨
節
日
曜
の
買
い
物
は
、
ウ
イ
ー
ク
デ

イ
の
性
格
を
失
い
、
回
復
に
供
せ
ら
れ
る
休
暇
活
動
と
な
り
、

従
っ
て
、
開
店
は
、「
日
曜
の
為
の
労
働
」
へ
の
傾
向
を
有
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
見
な
い
と
し
て
も
、
変
化
す
る
買

い
物
慣
習
に
、
立
法
者
の
追
及
す
る
経
済
奨
励
目
標
と
相
俟
っ
て
、

日
曜
・
祭
日
保
護
の
制
限
が
限
定
的
で
あ
る
事
を
正
当
化
す
る
ほ

ど
の
比
重
が
付
与
さ
れ
て
い
る
（
69
）
。

そ
の
事
は
、
個
別
規
定
に
も
該
当
す
る
。
す
べ
て
の
降
臨
節
日

曜
に
お
け
る
開
店
は
、
反
対
で
き
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
か
ら
は
、
時
間
的
制
限
の
あ
る
開
店
が
許
可
さ
れ
て
い

る
日
曜
毎
に
販
売
か
ら
解
放
さ
れ
る
日
曜
が
続
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
は
導
か
れ
得
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
が
追

求
す
る
小
売
点
に
お
け
る
被
用
者
の
為
の
労
働
休
息
の
目
標
に
立

法
者
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
七
条
第
五
項
に
従
っ
て
、
被
用
者
を

年
間
二
つ
の
降
臨
節
日
曜
の
み
に
働
か
せ
る
事
が
許
さ
れ
る
事
を

以
っ
て
、
考
慮
を
払
っ
て
い
る
。
確
か
に
教
会
暦
に
お
い
て
降
臨

節
日
曜
は
、
卓
越
し
た
地
位
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
商
売
に
お
け
る
小
売
店
が
販
売
の
特
別
部
分

二
二
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
〇
九
）

及
び
第
二
項
の
諸
規
定
は
、
基
本
法
第
一
九
条
第
四
項
に
即
し
た

有
効
な
権
利
保
護
の
保
障
へ
の
異
議
申
立
人
の
基
本
権
に
違
反
し

て
い
る
。
何
故
な
ら
、
異
議
申
立
人
が
販
売
店
所
有
者
の
管
轄
官

庁
へ
の
申
請
を
感
知
し
、
し
か
も
場
合
に
よ
っ
て
、
官
庁
の
不
作

為
を
裁
判
で
審
査
さ
せ
る
事
が
出
来
る
か
否
か
は
、
偶
然
に
依
存

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
73
）
。

4
．
連
邦
行
政
裁
判
所

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
こ
れ
ま
で
度
々
連
邦
閉
店
用
法
に
つ
い

て
扱
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
を
表
明
す
る

事
を
差
し
控
え
る
事
と
し
た
（
74
）
。

5
．
ド
イ
ツ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
司
教
会
議

ド
イ
ツ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
司
教
会
議
は
、
憲
法
異
議
申
立
て
が

許
さ
れ
、
か
つ
根
拠
付
け
ら
れ
る
と
看
做
し
、
異
議
申
立
書
を
指

摘
し
、
補
足
的
に
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
法
律
が
日
曜
・
祭
日
の

保
護
を
、
憲
法
的
に
最
早
忍
従
さ
れ
え
な
い
ほ
ど
に
抑
制
し
て
い

る
と
強
調
し
た
（
75
）
。

日
数
が
連
邦
閉
店
法
第
二
三
条
と
は
異
な
り
、
限
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
（
71
）
。

2
．
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
政
府

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
政
府
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第

一
項
第
四
号
に
つ
い
て
の
み
見
解
を
述
べ
た
。
何
故
な
ら
、
こ
の

規
定
の
み
が
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
法
に
類
似
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
曰
く
、
こ
の
規
定
は
憲
法
的
基
準
に
合
致
し
て
い
る
。
こ

の
規
定
に
よ
っ
て
、
日
曜
・
祭
日
保
護
の
中
核
領
域
も
、
日
曜
・

祭
日
の
開
店
に
関
す
る
憲
法
的
に
保
障
さ
れ
た
原
則
・
例
外
関
係

も
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
（
72
）
。

3
．
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
政
府

チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
政
府
は
、
憲
法
異
議
申
立
が
許
さ
れ
、
活

根
拠
付
け
ら
れ
る
と
看
做
す
。

曰
く
、
異
議
申
立
人
は
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
法
規
定
に
よ
っ

て
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
宗
教
遂
行
の
自

由
の
基
本
権
を
侵
害
さ
れ
た
。
日
曜
・
祭
日
保
護
の
形
成
は
、
日

曜
・
祭
日
休
息
の
絶
対
的
中
核
を
保
護
す
る
立
法
者
へ
の
命
令
を

最
早
充
足
し
て
い
な
い
。
更
に
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項

二
二
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
一
〇
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
会
の
伝
統
的
祭
日
の
保
護
は
、
国
家
の
世

界
観
的
中
立
へ
の
義
務
に
鑑
み
て
、
国
家
の
義
務
で
は
な
い
（
78
）
。

9
．
ジ
ョ
ル
ダ
ノ
・
ブ
ル
ノ
基
金

ジ
ョ
ル
ダ
ノ
・
ブ
ル
ノ
基
金
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
憲
法
異
議
申

し
立
は
、
成
功
し
得
な
い
。

曰
く
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
立
法
者
の
広
い
裁

量
の
余
地
を
伴
っ
た
客
観
法
的
日
曜
保
護
の
み
を
内
容
と
し
て
い

る
。
そ
の
中
核
領
域
の
保
障
で
あ
っ
て
も
、
い
か
な
る
公
権
的
請

求
権
も
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
憲
法
異
議
申
立
は
許
さ
れ
な
い
。

更
に
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
法
律
の
包
括
的
客
観
法
的
検
証
に
於

い
て
も
、
い
か
な
る
憲
法
違
反
も
確
認
さ
れ
な
い
。
年
間
五
二
の

日
曜
の
中
、
少
な
く
と
も
四
四
日
が
深
刻
な
「
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
的

労
働
」
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
。
四
降
臨
節
日
曜
に
、
販
売
所
は
、

一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
の
み
開
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
制
度
的
保
障
の
絶
対
的
に
保
護
さ
れ

て
い
る
中
核
領
域
は
、
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
（
79
）
。

10
．
ド
イ
ツ
人
文
主
義
連
盟

ド
イ
ツ
人
文
主
義
連
盟
に
よ
れ
ば
、
憲
法
異
議
申
立
が
許
さ
れ

6
．
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
福
音
教
会
（
Ｅ
Ｋ
Ｄ
）

ド
イ
ツ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
福
音
教
会
（
Ｅ
Ｋ
Ｄ
）
は
、
ベ

ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
福
音
教
会
の
異
議
申
立
書
に
全
面

的
に
賛
同
し
、
ベ
ル
リ
ン
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
大
司
教
区
の
異
議
申

立
書
に
於
け
る
思
考
に
も
賛
同
し
た
（
76
）
。

7 

．
ド
イ
ツ
自
由
宗
教
団
体
連
合
及
び
自
由
世
界
観
共
同
体
連
合

ド
イ
ツ
自
由
宗
教
団
体
連
合
及
び
自
由
世
界
観
共
同
体
連
合
は
、

同
一
の
発
し
を
発
し
、
異
議
申
立
は
、
異
議
申
立
人
の
権
利
が
侵

害
さ
れ
て
い
な
い
が
故
に
、
棄
却
さ
れ
る
べ
き
と
の
見
解
を
と
る
。

曰
く
、
日
曜
・
祭
日
の
教
会
に
よ
る
意
味
決
定
権
限
は
、
世
界
観

的
に
中
立
な
国
家
に
於
い
て
は
拒
否
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
77
）
。

8
．
ド
イ
ツ
統
一
宗
教
共
同
体

ド
イ
ツ
統
一
宗
教
共
同
体
は
、
個
人
に
休
息
と
省
察
、
宗
教
的

体
験
の
時
間
、
あ
る
い
は
、
共
同
体
に
於
け
る
体
験
を
許
す
、
再

三
に
わ
た
る
時
間
が
国
家
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
表
明
し
た
。
曰
く
、
し
か
し
こ
れ
は
、
多
様
な
形
態
で
行
わ

れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
日
曜
休
息
あ
る
い
は
祭
日
保
護
に
限
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
際
に
、
社
会
的
変
遷
が
考
慮
さ
れ
な

二
二
四



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
一
一
）

利
益
対
応
的
調
整
を
設
定
し
、
そ
の
際
に
、
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
的
労

働
と
日
曜
の
労
働
停
止
間
の
原
則
・
例
外
関
係
に
触
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
加
え
、
閉
店
時
の
新
形
成
は
、
店
舗
保
有
者
、
被
用
者
な

ら
び
に
第
三
者
の
基
本
権
行
使
に
も
、
公
の
包
括
的
か
つ
憲
法
的

に
正
当
化
さ
れ
た
社
会
的
及
び
経
済
的
利
益
の
考
慮
に
奉
仕
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
権
利
と
利
益
へ
の
考
慮
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

異
議
申
立
人
の
基
本
権
へ
の
介
入
を
正
当
化
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
（
81
）
。連

邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
〈
Ｂ
Ａ
Ｇ
〉
は
更
に
、

ベ
ル
リ
ン
中
小
小
売
業
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
質
問
さ
れ

た
経
営
者
の
一
四
％
が
開
店
時
間
の
拡
大
に
よ
っ
て
新
た
な
被
用

者
を
雇
い
入
れ
た
と
宣
言
し
て
い
る
結
果
を
得
て
い
る
。
更
に
経

営
者
は
、
開
店
時
間
の
新
形
成
を
以
っ
て
、
タ
バ
コ
売
り
場
、
給

油
所
、
空
港
及
び
停
車
場
売
店
の
如
き
特
権
立
地
に
於
け
る
不
平

等
と
考
え
ら
れ
た
優
遇
及
び
ネ
ッ
ト
販
売
の
優
遇
明
ら
か
に
緩
和

さ
れ
た
事
を
強
調
し
て
い
る
（
82
）
。

12
．
ド
イ
ツ
雇
用
者
団
体
連
合
会
（
Ｂ
Ｄ
Ａ
）

ド
イ
ツ
雇
用
者
団
体
連
合
会
は
、
開
店
時
間
の
形
成
が
日
曜
休

な
い
ほ
ど
に
日
曜
保
護
を
キ
リ
ス
ト
教
的
・
宗
教
的
保
護
規
定
に

限
定
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
既
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九

条
の
文
言
と
矛
盾
し
て
い
る
。
曰
く
、
日
曜
は
、
特
別
に
キ
リ
ス

ト
教
的
祭
日
で
は
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
公

権
的
権
利
の
無
い
客
観
法
的
制
度
保
障
に
過
ぎ
な
い
。
攻
撃
対
象

と
さ
れ
る
法
律
は
、
教
会
訪
問
へ
の
可
能
性
を
奪
っ
て
は
い
な
い
。

更
に
、
ベ
ル
リ
ン
州
に
於
け
る
社
会
学
的
決
定
要
素
が
考
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
諸
教
会
は
、
ベ
ル
リ
ン
住
民
の

多
数
を
制
し
て
は
い
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
諸
規
定
は
、
憲

法
適
合
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
宗
教
行
為
の
実
行
権
は
、
信
仰
の

持
つ
全
て
の
少
数
派
に
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
80
）
。

11 
．
中
・
大
規
模
小
売
業
連
邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ

ト
（
Ｂ
Ａ
Ｇ
）

中
・
大
規
模
小
売
業
連
邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

〈
Ｂ
Ａ
Ｇ
〉
の
見
解
に
よ
れ
ば
異
議
申
立
人
に
は
、
既
に
自
己
の

請
求
権
の
適
用
を
目
的
と
す
る
公
権
が
欠
け
て
い
る
。、
し
か
も
、

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
攻
撃
対
象
規
定
は
、
日
曜
・
祭
日
休
息
の
中

核
部
分
を
侵
害
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
住
民

の
休
暇
及
び
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
と
労
働
休
息
の
原
則
間
の

二
二
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
一
二
）

に
わ
た
る
禁
止
は
、
ド
イ
ツ
の
立
地
、
そ
の
経
済
及
び
そ
の
市
民

の
害
に
な
る
と
の
見
解
と
採
る
。
労
働
時
間
法
は
、
充
分
な
ほ
ど

の
可
能
性
を
提
供
し
て
い
る
（
86
）
。

ケ
ル
ン
商
工
会
議
所
は
、
小
売
業
と
都
市
部
の
活
性
化
に
対
す

る
開
店
の
重
要
な
機
能
を
指
摘
し
た
。
曰
く
、
都
市
中
心
部
の
小

売
業
に
と
っ
て
開
店
さ
れ
る
日
曜
は
、
国
内
的
及
び
国
際
的
と
し

競
争
で
自
己
貫
徹
す
る
為
に
、
ま
さ
に
不
可
欠
で
あ
る
（
87
）
。

14
．
ド
イ
ツ
小
売
業
中
央
会
（
Ｈ
Ｄ
Ｅ
）

ド
イ
ツ
小
売
業
中
央
会
（
Ｈ
Ｄ
Ｅ
）
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
規

定
が
憲
法
適
合
を
有
す
る
と
の
見
解
を
採
る
。
曰
く
、
憲
法
異
議

申
立
は
許
さ
れ
な
い
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
根
拠
が
な
い
。
異
議
申

立
人
に
は
、
異
議
申
立
権
限
が
な
い
。
何
故
な
ら
、
申
立
人
は
、

自
ら
、
し
か
も
少
な
く
と
も
部
分
的
に
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
規
範

に
よ
っ
て
直
接
影
響
を
受
け
な
い
。
基
本
権
の
可
能
な
侵
害
に
つ

い
て
は
説
明
が
な
い
。
更
に
、
憲
法
異
議
申
立
は
、
部
分
的
に
許

さ
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
異
議
申
立
人
は
先
ず
、
専
門
裁
判
所
へ

の
裁
判
の
道
を
経
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
関
わ
り

な
く
、
異
議
申
立
人
は
、
そ
の
基
本
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
（
88
）
。

息
を
目
的
と
す
る
基
本
法
第
一
四
〇
条
と
結
ぶ
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
か
ら
帰
結
さ
れ
る
国
家
の
義
務
違
反
を
提
示
し
な
い

と
の
見
解
を
採
っ
て
い
る
。
曰
く
、
ベ
ル
リ
ン
立
法
者
は
、
そ
の

形
成
余
地
の
枠
内
で
動
い
て
い
る
。
諸
規
定
は
、
個
別
的
に
も
又

全
体
と
し
て
も
、
憲
法
違
反
で
は
な
い
（
83
）
。

13
．
ド
イ
ツ
商
工
会
議

ド
イ
ツ
商
工
会
議
は
、
自
ら
の
見
解
表
明
は
行
わ
な
い
事
と
し

た
。
何
故
な
ら
、
具
体
的
ケ
ー
ス
に
於
け
る
個
々
の
商
工
会
議
所

が
表
明
し
た
経
済
関
連
の
立
場
が
、
余
り
に
も
相
違
し
て
い
る
の

で
、
明
確
な
傾
向
が
確
認
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
（
84
）
。

こ
の
よ
う
に
ベ
ル
リ
ン
商
工
会
議
所
は
、
開
店
が
休
暇
の
充
足

に
奉
仕
し
、
従
っ
て｢

日
曜
の
為
の
労
働｣

と
し
て
労
働
急
速
命

令
の
特
別
の
例
外
を
提
示
し
て
い
る
と
の
見
解
を
採
る
。
考
慮
す

べ
き
は
、
首
都
及
び
観
光
中
心
地
と
し
て
も
ベ
ル
リ
ン
の
特
別
の

役
割
で
あ
る
。
日
曜
・
祭
日
保
護
の
中
核
部
分
は
、
小
売
業
の
控

え
目
な
解
放
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な
い
（
85
）
。

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
商
工
会
議
所
は
、
日
曜
・
祭
日
の
広
範
囲

二
二
六



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
一
三
）

ト
）
が
閉
店
の
労
働
保
護
的
側
面
の
規
定
へ
の
権
限
を
持
た
な
い

が
故
に
、
憲
法
に
適
合
し
な
い
。
更
に
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸

規
定
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇

条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
日
曜
・
祭
日
休
息
の
保
護
へ
の
正
当
化

さ
れ
な
い
介
入
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
立
法
者

に
よ
っ
て
追
及
さ
れ
る
諸
目
標
に
到
達
す
る
為
に
は
適
し
て
も
い

な
い
し
、
必
要
で
も
な
い
。
こ
れ
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、

深
刻
な
帰
結
か
ら
し
て
適
切
で
も
な
い
。
更
に
、
家
族
の
保
護

（
基
本
法
第
六
条
第
一
項
）
及
び
被
用
者
の
肉
体
的
無
傷
（
基
本

法
第
二
条
第
一
項
）
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
90
）
。

更
に
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
（ver.di

）
及
び
ド
イ
ツ
労
働
総

同
盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
は
、
追
及
さ
れ
た
目
標
到
達
、
つ
ま
り
付
加
的

に
職
場
を
創
設
し
、
し
か
も
経
済
発
展
に
肯
定
的
に
影
響
を
与
え

る
、
ラ
ン
ト
立
法
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
規
定
の
適
正
は
、
相
当

な
疑
義
に
遭
遇
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
目
標
は
、

既
に
か
つ
て
の
開
店
時
間
の
拡
大
時
の
際
に
挙
げ
ら
れ
た
が
、
失

敗
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
七

ま
で
に
土
曜
日
二
〇
時
ま
で
の
開
店
時
間
延
長
は
、
〇
・
二
％
の

売
上
げ
増
に
導
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
同
時
に
被
用
者
の
数
は
、

15
．
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
連
合
（
Ｃ
Ｇ
Ｂ
）

キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
連
合
（
Ｃ
Ｇ
Ｂ
）
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
日
曜
・
祭
日
保
護
は
、
重
点
的

に
肉
体
的
回
復
よ
り
は
、
宗
教
的
・
共
同
体
的
側
面
、｢

精
神
的

高
揚｣

に
供
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
規
定
の
構
想
か
ら
生
ず

る
。
こ
の
状
況
を
考
慮
し
て
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、

基
本
法
第
四
条
に
表
明
さ
れ
て
い
る
宗
教
の
自
由
を
具
体
化
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
西
洋
文
化
に
お
け
る
日
曜
の
キ
リ
ス
ト
教
的
に
刻

印
さ
れ
た
意
義
を
通
し
て
強
化
さ
れ
て
い
る
。
攻
撃
対
象
法
律
は
、

日
曜
・
祭
日
の
保
護
を
廃
止
し
、
し
か
も
そ
の
中
核
領
域
を
侵
害

す
る
。
憲
法
異
議
は
、
許
可
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
89
）
。

16 
．
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
連
合
（ver.di

）
及
び
ド
イ
ツ
労
働

総
同
盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）

サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
連
合
（ver.di

）
及
び
ド
イ
ツ
労
働
総
同

盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
は
、
異
議
申
立
人
の
法
的
見
解
を
分
ち
合
い
、
か

つ
共
同
の
見
解
の
中
で
憲
法
異
議
申
立
を
支
援
し
た
。
曰
く
、
日

曜
・
祭
日
保
護
を
目
的
と
す
る
憲
法
的
課
題
の
実
現
の
為
に
、
日

曜
・
祭
日
保
護
の
効
果
的
な
実
行
の
可
能
性
を
諸
教
会
に
開
か
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
州
（
ラ
ン

二
二
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
一
四
）

る
か
に
越
え
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
も
彼
等
は
、

集
団
的
に
自
由
な
日
々
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
社
会
生
活
の
同
一

リ
ズ
ム
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
こ
の
自
由
時
間
の
時
間
的
一
致

が
家
族
、
婚
姻
、
団
体
、
公
共
体
に
於
け
る
生
活
、
従
っ
て
社
会

的
共
同
生
活
に
向
か
う
可
能
性
を
創
設
す
る
。
開
店
時
間
の
変
更

は
、
生
物
学
的
・
社
会
学
的
リ
ズ
ム
の
時
間
的
不
一
致
と
結
び
つ

い
た
労
働
と
自
由
時
間
の
リ
ズ
ム
の
変
化
に
導
く
。
通
常
か
つ
標

準
労
働
時
間
の
変
更
は
、
肉
体
的
及
び
心
理
・
社
会
的
領
域
に
於

け
る
阻
害
リ
ス
ク
の
上
昇
に
導
き
、
し
か
も
そ
れ
は
、
当
事
者
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
に
も
及
ぼ
す
（
92
）
。

小
売
業
に
お
け
る
雇
用
構
造
に
つ
い
て
、
労
働
組
合
は
、

二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日
に
、
全
ド
イ
ツ
小
売
業
二
百
万
人
の
三

分
の
二
、
つ
ま
り
一
・
四
百
万
人
が
女
性
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て

い
た
と
説
明
し
た
。
業
界
全
体
（
つ
ま
り
小
売
業
＋
卸
売
業
）
で

雇
用
さ
れ
る
女
性
の
中
、
五
〇
％
は
、
四
〇
才
前
で
、
四
分
の
三

は
、
五
〇
才
前
で
あ
っ
た
。
雇
用
さ
れ
て
い
る
五
〇
才
以
下
の
女

性
数
は
、
小
売
業
界
で
、
七
五
％
で
と
り
わ
け
多
い
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
は
、
日
曜
・
祭
日
保
護
を
以
っ
て
追
及
さ
れ
る
社
会
的
目

的
に
鑑
み
て
、
と
り
わ
け
微
妙
で
あ
る
。
こ
の
年
齢
層
に
属
す
る

三
・
二
％
減
少
し
た
。
と
り
わ
け
深
刻
な
事
は
、
正
社
員
の
展
開

で
あ
る
。
そ
の
数
は
、
二
〇
〇
三
年
以
来
、
一
〇
五
％
減
少
し
、

こ
れ
に
対
し
、
低
賃
金
労
働
者
の
割
合
は
、
四
・
九
％
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
の
割
合
は
、
五
・
九
％
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
数
は
、

開
店
時
間
の
延
長
が
望
ま
れ
る
肯
定
的
効
果
を
も
た
ら
す
結
果
と

な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
開
店
時
間
の
変
更
は
、
消

費
増
大
の
結
果
と
な
ら
ず
、
コ
ス
ト
増
大
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
通
常
人
件
費
の
節
約
を
通
し
て
相
殺
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
、
社
会
保
険
負
担
が
義
務
付
け
ら
れ
る
雇
用
の
負
担
と
な
る

低
賃
金
雇
用
の
拡
大
に
導
い
て
い
る
。
結
果
的
に
は
、
巨
大
ス
ー

パ
ー
及
び
大
都
市
の
中
心
街
に
有
利
に
、
小
小
売
店
、
中
小
都
市

の
商
店
及
び
都
市
の
郊
外
に
不
利
に
、
顧
客
の
流
れ
が
延
長
さ
れ

た
に
過
ぎ
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
目
標
は
、
当
に
、
顧
客
の

流
れ
を
周
辺
地
域
か
ら
引
き
上
げ
、
購
買
力
を
ベ
ル
リ
ン
に
転
換

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
競
争
状
況
は
、
周
辺
地
域
を
日
曜
・

祭
日
保
護
の
負
担
の
下
に
、
よ
り
自
由
な
開
店
時
間
の
為
に
競
争

さ
せ
る
こ
と
に
導
く
（
91
）
。

更
に
労
働
組
合
は
、
開
店
が
包
括
的
な
事
前
・
事
後
労
働
を
必

要
と
し
て
い
る
が
故
に
、
被
用
者
の
労
働
時
間
が
開
店
時
間
を
は

二
二
八



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
一
五
）

17
．
専
門
鑑
別
員
ク
ナ
イ
ト
教
授
と
ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
教
授

専
門
鑑
別
員
ク
ナ
イ
ト
教
授
及
び
ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
教
授
は
、

労
働
科
学
的
及
び
社
会
学
的
観
点
か
ら
、
日
曜
・
祭
日
労
働
の
被

用
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
見
解
を
提
出
し
た
（
96
）
。

Ⅳ
．
口
頭
弁
論

口
頭
弁
論
で
は
、
異
議
申
立
人
、
ベ
ル
リ
ン
州
議
会
及
び
政
府
、

ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
商
業
連
名
、
中
・
大
規
模
小
売

業
連
邦
ア
ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
〈
Ｂ
Ａ
Ｇ
〉、
ド
イ
ツ

小
売
業
連
合
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
連
合
（ver.di

）
ド
イ
ツ
司

教
会
議
及
び
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
福
音
教
会
（
Ｅ
Ｋ
Ｄ
）

な
ら
び
に
専
門
鑑
別
員
ク
ナ
イ
ト
教
授
及
び
ナ
ッ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
教

授
が
発
言
し
た
（
97
）
。

ベ
ル
リ
ン
州
議
会
及
び
政
府
代
理
人
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
が

連
邦
閉
店
法
の
法
的
状
況
に
対
し
て
、
日
曜
保
護
を
悪
化
さ
せ
て

い
た
の
で
は
な
く
、
強
化
し
た
。
何
故
な
ら
、
区
役
所
が
か
つ
て

の
法
的
状
況
に
よ
り
、
連
邦
閉
店
法
第
二
三
条
に
基
づ
き
、
日

曜
・
祭
日
に
於
け
る
開
店
禁
止
に
対
し
多
く
の
例
外
を
許
し
て
い

た
か
ら
。
と
の
見
解
を
表
明
し
た
。
曰
く
、
こ
れ
に
対
し
て
、
新

人
々
は
、
大
抵
未
だ
成
人
・
自
立
し
て
い
な
い
子
供
を
有
し
て
い

る
。
伝
統
的
に
、
子
供
の
面
倒
や
家
計
の
運
営
は
未
だ
に
女
性
に

帰
属
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
女
ら
が
と
り
わ
け
影
響
を
受
け
て

い
る
（
93
）
。

そ
し
て
労
働
組
合
は
、
日
曜
・
祭
日
開
店
の
手
の
領
域
に
対
す

る
帰
結
、
例
え
ば
下
請
け
業
者
及
び
イ
ン
フ
ラ
領
域
に
於
け
る
帰

結
を
指
摘
し
た
。
曰
く
、
と
り
わ
け
問
題
な
の
は
、
降
臨
節
日
曜

に
於
け
る
開
店
で
あ
る
。
小
売
業
に
於
け
る
被
用
者
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
時
に
お
け
る
特
別
負
担
故
に
、
当
に
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
週
末

の
休
養
を
必
要
と
し
て
い
る
（
94
）
。

攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
ラ
ン
ト
立
法
者
の
追
及
す
る

目
標
に
到
達
す
る
為
に
は
、
適
し
て
い
な
い
し
、
必
要
で
も
な
い
。

し
か
も
、
日
曜
・
祭
日
の
開
店
と
結
ぶ
帰
結
が
例
外
を
正
当
化
で

き
な
い
程
に
深
刻
で
あ
る
が
故
に
、
比
例
不
適
合
で
あ
る
。
宗
教

の
自
由
と
並
ん
で
、
同
時
に
、
基
本
法
第
六
条
第
一
項
の
意
味
に

於
け
る
家
族
の
保
護
な
ら
び
に
基
本
法
第
二
条
第
一
項
に
適
合
す

る
身
体
不
可
侵
の
保
護
が
侵
害
さ
れ
る
（
95
）
。

二
二
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
一
六
）

（
7
） B
erlL
adÖ
ff G
, G
V
B
l 2006,S

.1045

（
8
） G

V
B
l 2007,S

.580

（
9
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.2f.,A

bs.2

（
10
） B

G
B
l 1 S

.875

（
11
） B

G
B
l 1 S

.744

（
12
） B

G
B
l 1 S

.2407

（
13
） 

§3 N
r.2 L

adS
chlG

（
14
） 

§3 N
r.1 L

adS
chlG

（
15
） 

§14 A
bs.2 L

adS
chlG

（
16
） 

§14 A
bs.3 L

adS
chlG

; B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 
1.12.2009,S

.3,A
bs.3

（
17
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.3,A
bs.4

（
18
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.3,A
bs.5

（
19
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.3,A
bs.6

（
20
） 

§3 A
bs.1 A

lternative 2 B
erlL
adÖ
ff G

（
21
） 

§6 A
bs.1 B

erlL
adÖ
ff G

（
22
） 

§6 A
bs.2 B

erlL
adÖ
ff G

（
23
） 

§6 A
bs.2 S

atz 2,

§6 A
bs.2 S

atz 3 B
erlL

adÖ
ffG
; 

B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.3f.,A

bs.7

（
24
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4,A
bs.8

（
25
） 

§4 A
bs.1N

r.2 B
erlL
adÖ
ff G

（
26
） 

§4 A
bs.1N

r.3 B
erlL
adÖ
ff G

（
27
） 

§4 A
bs.1N

r.5 B
erlL
adÖ
ff G

（
28
） 

§5 B
erlL
adÖ
ff G

法
律
規
定
は
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
例
外
規
定
を
有
し
て
い
な
い
。

新
法
で
は
、
日
曜
・
祭
日
に
許
可
さ
れ
る
日
数
は
、
限
定
さ
れ
、

し
か
も
、
連
邦
閉
店
法
第
二
三
条
が
も
た
ら
す
困
難
及
び
考
量
不

能
性
が
削
除
さ
れ
た
（
98
）
。

（
1
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bsatz-N

r.

（1-197

）;P
ressem

itteilung N
r.134/2009 vom

 1.D
ezem

ber 
2009 ‒ 1 B

vR
 2857/07 und 1 B

vR
 2858/07 ‒ 

（
2
） B

erlL
adÖ
ffG
;G
esetz-und V

erordnungsblatt für 
B
erlin S

eite 580

（
3
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.2

（
4
） 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
七
条
第
五
項
：

　
　

宗
教
団
体
は
、
こ
れ
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
限
り
、
公
法
上
の
法

人
と
し
て
留
ま
る
。
他
の
宗
教
団
体
は
、
そ
の
構
成
法
及
び
そ
の

メ
ン
バ
ー
の
数
に
よ
り
、
存
続
保
障
を
提
示
す
る
場
合
、
申
請
に

基
づ
き
同
様
の
権
利
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
複
数
の
宗
教

団
体
が
一
つ
の
団
体
に
統
合
す
る
場
合
、
こ
の
団
体
も
公
法
上
の

団
体
で
あ
る
。

（
5
） 

基
本
法
第
一
四
〇
条
：

　
　

一
九
一
九
年
八
月
一
一
日
付
ド
イ
ツ
〈
ワ
イ
マ
ー
ル
〉
憲
法
第

一
三
六
条
、
第
一
三
七
条
第
一
三
八
条
、
第
一
三
九
条
及
び
一
四
一

条
の
諸
規
定
は
、
基
本
法
の
構
成
要
素
で
あ
る
。

（
6
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.2,A
bs.1

二
三
〇



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）（
小
林
）

（
五
一
七
）

（
53
） B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.71

（
54
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.72

（
55
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.73

（
56
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.74

（
57
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.75

（
58
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.76

（
59
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.77

（
60
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.78

（
61
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.79

（
62
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.80

（
63
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.81

（
64
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.82

（
65
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.83

（
66
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.84

（
67
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.85

（
68
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.86

（
69
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.87

（
70
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.88

（
71
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.89

（
72
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.90

（
73
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.91

（
74
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.92

（
75
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.93

（
76
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.94

（
29
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4,A
bs.9

（
30
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4,A
bs.10-18

（
31
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4f.,A

bs.19-23

（
32
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4f.,A

bs.24-35

（
33
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4f.,A

bs.36-41

（
34
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4f.,A

bs.42

（
35
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,S
.4f.,A

bs.43-55

（
36
） A

bgeordnetenhaus D
ruchs 16/0015

（
37
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.56

（
38
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.57

（
39
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.58

（
40
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.59

（
41
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.60

（
42
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.61

（
43
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.62

（
44
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.63

（
45
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.64

（
46
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.65

（
47
） B

V
erfG

E
 111,10

（50,52,54

）
参
照
。

（
48
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.66

（
49
） B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.67

（
50
） B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.68

（
51
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.69

（
52
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.70

二
三
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
一
八
）

（
77
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.95

（
78
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.96

（
79
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.97-

（
80
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.98-

（
81
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.99-

（
82
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.100-

（
83
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.101-

（
84
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.102-

（
85
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.103

（
86
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.104

（
87
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.105

（
88
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.106

（
89
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.107

（
90
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.108

（
91
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.109

（
92
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.110

（
93
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.111

（
94
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.112

（
95
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.113

（
96
） B

V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.114

（
97
） B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.115

（
98
） B
V
erfG

,1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009,A
bs.116

二
三
二



ク
ォ
ー
タ
制
を
巡
る
諸
考
察
（
松
島
）

（
五
一
九
）

1　

問
題
の
視
座

2　

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
諸
形
態

3　

政
治
領
域
、
経
済
領
域
に
お
け
る
ク
ォ
ー
タ
制

4　

ク
ォ
ー
タ
制
へ
の
反
論
と
正
当
化

　

⑴ 　

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
逆
差
別
で
あ
る
と
い
う
批
判

に
つ
い
て

　

⑵ 　

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
要
請
か
ら
、
一
定
の
善
の
構
想
を
支
持
で

き
な
い
こ
と
に
つ
い
て

　

⑶　

多
元
的
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

　

⑷　

一
定
の
善
の
構
想
を
国
家
が
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て

5　

ク
ォ
ー
タ
制
導
入
と
そ
の
後

1　

問
題
の
視
座

本
稿
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に
基
づ
い
た
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
（
1
）

の
可
否
、
中
で
も
と
り
わ
け
ク
ォ
ー
タ
制
導
入
を
巡
る

議
論
の
哲
学
的
考
察
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
セ
ン
シ

テ
ィ
ヴ
な
視
点
を
持
ち
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
現
在
国
際
的
な
目
標
と
も
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
視
点
を
持
つ
こ
と
は
、
ひ
と
つ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
領
域
の
み
の
問

題
意
識
に
収
斂
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
元
来
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視

ク
ォ
ー
タ
制
を
巡
る
諸
考
察

│
ド
イ
ツ
で
の
議
論
を
き
っ
か
け
と
し
て

│
松　
　

島　
　

雪　
　

江

二
三
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
二
〇
）

概
観
し
、
ク
ォ
ー
タ
制
が
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
か
を
見
て
お
く
。
次
の
3
で
は
、
そ
の
ク
ォ
ー
タ
制
で
も
、
用

い
ら
れ
る
領
域
―
そ
れ
が
公
的
な
意
思
決
定
を
行
う
政
治
領
域
に

お
け
る
も
の
か
、
私
的
な
秩
序
に
基
づ
く
経
済
的
領
域
に
お
け
る

も
の
か
―
に
よ
っ
て
異
な
る
正
当
化
事
由
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
こ
の
点
は
二
〇
一
〇
年
に
ド
イ
ツ
で
活
発
に
行
わ
れ
た
議
論

を
受
け
て
の
考
察
で
あ
る
。
続
く
4
で
は
、
ク
ォ
ー
タ
制
に
対
す

る
根
強
い
反
論
を
概
観
し
、
ま
た
同
時
に
そ
の
正
当
化
事
由
に
つ

い
て
も
検
討
を
加
え
る
。
正
と
善
と
を
分
か
つ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的

正
義
観
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
な
ん
ら
か
一
定
の
善
の
価
値
を
優
先

す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
施
行
に
は
一
定
の
善
の
構
想
と
の

結
び
つ
き
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
定
の
善
を
積
極
的
に

取
り
上
げ
る
べ
き
な
の
は
、
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
く
も
の
か
。

そ
し
て
そ
の
善
の
構
想
は
、
私
た
ち
の
基
本
的
権
利
と
な
る
も
の

だ
ろ
う
か
。
最
後
に
5
で
は
、
ク
ォ
ー
タ
制
を
導
入
し
た
場
合
に

留
意
す
べ
き
い
く
つ
か
の
事
柄
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

2　

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
諸
形
態

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
男
女
共
同

点
は
、
あ
た
か
も
そ
こ
に
は
何
も
な
い
か
の
よ
う
に
当
然
視
さ
れ

て
い
た
空
気
の
よ
う
な
あ
る
一
定
の
存
在
領
域
に
対
し
て
、
歴
史

的
、
慣
習
的
に
形
成
さ
れ
、
い
わ
ば
当
然
視
さ
れ
て
き
た
社
会
的

偏
向
の
存
在
に
目
を
向
け
さ
せ
、
そ
れ
を
直
視
す
る
必
要
性
と
重

要
性
と
を
示
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
見
え
な
い
も
の
、

あ
る
い
は
存
在
し
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
少
数
の
文
化

や
民
族
、
宗
教
な
ど
に
基
づ
く
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
（
2
）

の
存
在

に
対
し
て
、
そ
れ
が
無
視
し
え
な
い
存
在
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ

ら
を
尊
重
す
る
こ
と
こ
そ
が
個
々
の
生
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る

こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
小
論
で
そ
れ
ら
を
網

羅
す
る
べ
く
も
な
い
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
と
は
、
そ
う
し
た

見
え
な
い
存
在
を
可
視
化
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ

が
多
元
的
な
社
会
の
存
在
基
盤
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

従
来
見
え
な
か
っ
た
も
の
を
可
視
化
さ
せ
た
後
に
は
、
そ
こ
で

見
い
だ
さ
れ
た
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
是
正
す
べ
き
か
が
課
題
に

な
る
。
そ
し
て
そ
の
課
題
に
応
え
る
の
が
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
る
も
の

に
も
、
効
力
の
強
い
措
置
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
し
進
め

る
た
め
の
補
完
的
役
割
を
務
め
る
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

が
あ
る
。
本
稿
2
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
像
を

二
三
四



ク
ォ
ー
タ
制
を
巡
る
諸
考
察
（
松
島
）

（
五
二
一
）

用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に
策
定
さ
れ
た

第
三
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
今
後
取
り
組
む
べ

き
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
第
一
に
「
実
効
性
の
あ
る
積
極
的
改
善

措
置
の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）

年
に
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
の
決
定
し
た
「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
指
導
的
地
位
に
女
性
が

占
め
る
割
合
が
、
少
な
く
と
も
三
〇
％
程
度
に
な
る
よ
う
期
待
」

す
る
と
い
う
数
値
目
標
（
二
〇
二
〇
年
三
〇
％
の
目
標
）
の
み
な

ら
ず
、「
ク
ォ
ー
タ
制
（
割
当
制
）
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
、

ゴ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
方
式
な
ど
多
種
多
様
な
手

段
の
う
ち
、
分
野
や
実
施
主
体
の
特
性
に
応
じ
て
、
実
効
性
の
あ

る
積
極
的
改
善
措
置
の
推
進
」
が
不
可
欠
で
あ
る
旨
示
さ
れ
て
い

る
。男

女
雇
用
機
会
均
等
法
（
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等

な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
）
で
は
八
条
に
「
事

業
主
が
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇

の
確
保
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
女
性
労
働
者
に
関
し
て
行
う
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
」
と
あ
る
（
3
）

。

国
際
的
に
は
、
日
本
が
一
九
八
五
年
に
批
准
し
た
女
子
差
別
撤

参
画
社
会
基
本
法
に
よ
る
と
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

二
十
一
世
紀
の
我
が
国
社
会
を
決
定
す
る
最
重
要
課
題
と
位
置
付

け
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
あ
る
。
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て

男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を

享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
と
も
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会

を
形
成
す
る
こ
と
」（
二
条
一
号
）
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
機
会

に
か
か
わ
る
男
女
間
の
格
差
を
改
善
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
と

し
て
、「
男
女
の
い
ず
れ
か
一
方
に
対
し
、
当
該
機
会
を
積
極
的

に
提
供
す
る
こ
と
」
を
積
極
的
改
善
措
置
（
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
）
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
（
二
条
二
号
）。
そ
し
て
こ

の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
含
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
と
促
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
、
実
施
す
る
責
務

が
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
八
条
、

九
条
）。

こ
の
基
本
法
に
基
づ
く
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
お
い
て
も

「
積
極
的
改
善
措
置
（
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）」
の
言
葉
が

二
三
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
二
二
）

テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
部

二
一
四
条
に
は
男
女
労
働
者
の
平
等
が
示
さ
れ
て
お
り
、
同
条
パ

ラ
グ
ラ
フ
四
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

 　

労
働
生
活
に
お
け
る
男
女
の
実
際
の
完
全
な
平
等
を
確
保
す

る
た
め
に
、
平
等
待
遇
の
原
則
は
、
進
出
度
の
低
い
性
別
の
者

の
職
業
活
動
の
遂
行
ま
た
は
職
業
経
歴
上
の
不
利
の
防
止
も
し

く
は
補
償
を
よ
り
容
易
に
す
る
た
め
に
、
構
成
国
が
特
定
の
有

利
を
あ
た
え
る
措
置
を
維
持
ま
た
は
採
択
す
る
こ
と
を
妨
げ
な

い
も
の
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
国
際
的
に
も
そ

の
推
進
が
明
文
化
さ
れ
、
国
内
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
七
条
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
国
際
的
協
調
の

下
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず

は
こ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
全
体
像
を

概
観
し
、
そ
の
中
で
ク
ォ
ー
タ
制
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
か
に
つ
き
、
以
下
検
討
を
加
え
て
い
く
。

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
憲
法
適
合
性
と
の
関
連
か
ら
、

そ
の
手
法
が
い
く
つ
か
の
形
態
に
分
類
さ
れ
る
（
4
）

。
憲
法
の
平
等
原

則
と
最
も
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
厳
格
な
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

廃
条
約
（C

onvention on the E
lim
ination of A

ll F
orm
s of 

D
iscrim

ination against W
om
en

）
四
条
に
お
い
て
、
以
下
の

よ
う
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

一 　

締
約
国
が
男
女
の
事
実
上
の
平
等
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
暫
定
的
な
特
別
措
置
を
と
る
こ
と
は
、
こ
の
条
約

に
定
義
す
る
差
別
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の

結
果
と
し
て
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
不
平
等
な
又
は
別

個
の
基
準
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
と
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
措
置
は
、
機
会
及
び
待
遇
の
平
等
の
目
的
が
達
成
さ

れ
た
時
に
廃
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二 　

締
約
国
が
母
性
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
特
別
措

置
（
こ
の
条
約
に
規
定
す
る
措
置
を
含
む
。）
を
と
る
こ
と

は
、
差
別
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
暫
定
的
な
特
別
措
置
」
が
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
Ｅ
Ｕ
憲
法
条

約
を
見
て
み
る
と
、
第
二
部
基
本
権
憲
章
八
三
条
で
男
女
の
平
等

が
規
定
さ
れ
て
お
り
、「
雇
用
、
労
働
お
よ
び
報
酬
を
含
む
す
べ

て
の
領
域
に
お
い
て
」
男
女
の
平
等
が
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

「
平
等
原
則
は
、
進
出
度
の
低
い
性
別
の
た
め
に
特
定
の
有
利
を

あ
た
え
る
措
置
の
維
持
ま
た
は
採
択
を
妨
げ
な
い
」
と
し
て
ポ
ジ

二
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消
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
努
力
目
標
で
あ
る
た
め
、

憲
法
と
の
抵
触
は
問
題
に
さ
れ
に
く
い
が
、
ガ
ラ
ス
の
天
井
と
い

う
批
判
は
免
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
天
井
に
さ
え
届
か
な
い
こ

と
が
多
い
領
域
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

一
方
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
プ
ラ
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
方
式
（
同
等
の
資

格
・
能
力
を
持
っ
て
い
る
場
合
、
進
出
が
遅
れ
て
い
る
性
を
プ
ラ

ス
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
重
視
す
る
も
の
）
に
お
い
て
は
、
女
性
で

あ
る
こ
と
で
機
械
的
に
優
先
さ
れ
る
と
の
懸
念
が
あ
り
、
平
等
原

則
と
の
適
合
性
が
争
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
・
ブ
レ
ー
メ

ン
州
の
女
性
優
先
雇
用
が
、
欧
州
男
女
均
等
待
遇
指
令
に
違
反
し

無
効
と
判
示
し
た
一
九
九
五
年
の
欧
州
司
法
裁
判
所
カ
ラ
ン
ケ
判

決
（
5
）

や
、
女
性
に
無
条
件
か
つ
絶
対
的
な
優
遇
を
与
え
る
の
で
な
け

れ
ば
、
女
性
優
遇
措
置
は
指
令
に
反
し
な
い
と
し
た
一
九
九
七
年

の
マ
ー
シ
ャ
ル
判
決
（
6
）

な
ど
は
こ
う
し
た
一
連
の
議
論
の
経
過
の
証

左
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
事
実
上
の
男
女
平
等
を
推
し
進
め
る
た
め
に

周
辺
条
件
を
整
え
る
施
策
が
、
穏
健
な
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
一
定
の
地
位
に
対
す
る
応
募
の
奨

励
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
研
修
の
実
施
、
家
庭
と
仕
事
と
の
両
立

支
援
や
そ
れ
に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ

シ
ョ
ン
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
の
枠
を
法
律
で
定
め
る
タ
イ
プ

が
あ
り
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
、
性
別
や
人
種
を
基
準
に
一
定
領

域
に
対
す
る
人
数
や
比
率
を
割
り
当
て
た
ク
ォ
ー
タ
制
が
挙
げ
ら

れ
る
。
男
女
参
画
社
会
基
本
法
二
五
条
三
項
に
お
い
て
、
男
女
参

画
会
議
の
有
識
者
議
員
の
数
が
男
女
の
い
ず
れ
か
一
方
で
「
議
員

の
総
数
の
十
分
の
四
未
満
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て

い
る
の
は
、
こ
の
ク
ォ
ー
タ
制
に
該
当
す
る
。
諸
外
国
で
は
、
比

例
代
表
選
挙
制
で
男
女
交
互
名
簿
方
式
を
と
る
北
欧
や
、
韓
国
の

法
律
に
よ
る
候
補
者
名
簿
割
当
制
、
小
選
挙
区
制
に
お
い
て
一
定

の
選
挙
区
に
限
定
し
て
女
性
の
み
の
候
補
者
選
定
名
簿
を
採
用
す

る
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
単
独
名
簿
、
議
席
そ
の
も
の
を
割
り
当
て
る

イ
ン
ド
の
リ
ザ
ー
ブ
制
な
ど
が
、
こ
の
施
策
に
該
当
す
る
。

女
性
の
登
用
に
関
す
る
一
定
の
努
力
目
標
を
掲
げ
る
方
式
で
あ

れ
ば
、
中
庸
な
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
。
あ
る
時
期
ま
で
に
一
定
の
目
標
達
成
を
示
し
た
ゴ
ー
ル
・

ア
ン
ド
・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
方
式
は
、
こ
の
中
庸
な
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
例
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
男
女
共
同
参

画
推
進
本
部
の
「
二
〇
二
〇
年
三
〇
％
の
目
標
」
は
こ
れ
に
該
当

す
る
。
ゴ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
方
式
は
、
社
会
参

画
へ
の
機
会
に
関
し
て
、
必
要
な
範
囲
内
で
男
女
間
の
格
差
を
解

二
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と
に
鑑
み
、
こ
の
私
的
領
域
た
る
経
済
領
域
へ
の
事
実
上
の
男
女

平
等
を
推
し
進
め
る
た
め
に
、
こ
の
領
域
に
お
け
る
ク
ォ
ー
タ
制

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

3　

政
治
領
域
、
経
済
領
域
に
お
け
る
ク
ォ
ー
タ
制

二
〇
一
一
年
冬
、
ド
イ
ツ
で
は
何
度
目
か
の
女
性
ク
ォ
ー
タ
制

に
つ
い
て
の
議
論
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
世
論
の
注
目
が
集
め
ら
れ

た
。
女
性
の
権
利
に
敏
感
な
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
議
論

は
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
し
、
既
に
プ
ラ
ス

フ
ァ
ク
タ
ー
方
式
を
導
入
し
、
そ
の
是
非
を
欧
州
裁
判
所
で
争
っ

て
き
た
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
今
回
そ
れ
が
一
大
ト
ピ
ッ
ク
に
な
っ
た

の
は
、
こ
の
女
性
ク
ォ
ー
タ
を
経
済
領
域
に
導
入
し
て
企
業
に
お

け
る
女
性
役
員
の
割
合
を
積
極
的
に
増
や
す
べ
き
と
、
現
職
の
労

働
大
臣
（U

rsula von der L
eyen, 

Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
が
発
言
し
た
こ

と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
彼
女
は
二
〇
一
〇
年
春
に
当
時
の
連
邦

大
統
領H

orst K
öhler

が
突
然
辞
意
を
表
明
し
た
後
、
有
力
な

大
統
領
後
継
候
補
と
し
て
名
が
上
が
る
ほ
ど
著
名
な
代
々
続
く
政

治
家
家
系
の
一
員
で
あ
り
、
ま
た
七
人
の
子
供
の
母
親
で
も
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
私
企
業
の
自
由
連
合
と
い
う

形
で
こ
の
種
の
議
論
が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
そ

れ
ら
は
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
と
は
性
質
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
、
憲
法
の
平
等
原

則
と
抵
触
す
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
も
提
起
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
効
的
に
推
進
す
る
た
め

に
は
、
こ
う
し
た
穏
健
な
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
不
可
欠

で
あ
り
、
事
実
上
社
会
構
造
を
変
化
さ
せ
る
た
め
に
大
き
な
役
割

を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
ク
ォ
ー
タ
制
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
の
中
で
も
厳
格
な
措
置
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
は
憲
法
上
の
平
等
原
則
と
の
抵
触
問
題
と

絡
ん
で
賛
否
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
議
論
は

後
の
検
討
に
回
し
、
こ
こ
で
は
も
う
一
つ
の
重
要
な
特
徴
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
主
に
公
的
な
政
治
領
域
と
、

私
的
な
経
済
領
域
と
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
（
7
）

。
公
的
な
政
治

部
門
に
お
い
て
は
、
選
挙
制
度
に
お
け
る
厳
格
な
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
ク
ォ
ー
タ
制
な
ど
が
採
用
さ
れ
、
私
的
な
経

済
領
域
で
は
中
庸
な
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ゴ
ー

ル
・
ア
ン
ド
・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
方
式
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
私
的
領
域
こ
そ
が
生
活
領
域
で
あ
る
こ

二
三
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見
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
時
は
権
力
闘
争
と
し
て
の
様
相

を
帯
び
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
五
〇
代
のV

on der L
eyen

は
、
学

校
教
育
の
中
で
比
較
的
良
い
成
績
を
収
め
て
き
た
若
い
女
性
達
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
そ
の
後
の
将
来
も
順
風
と
信
じ
込
ん
で
し
ま
う
が
、

実
際
の
労
働
領
域
に
お
い
て
彼
女
た
ち
の
思
い
通
り
に
は
な
っ
て

は
い
な
い
こ
と
は
現
実
の
数
字
が
示
す
通
り
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
見
え
な
い
壁
を
超
え
る
た
め
に
ひ
と
ま
ず
ク
ォ
ー
タ
制
の
導
入

は
不
可
欠
と
主
張
し
、
賛
否
を
呼
ん
だ
（
12
）

。

こ
う
し
た
経
済
界
へ
の
意
図
的
な
テ
コ
入
れ
に
対
し
、
そ
も
そ

も
女
性
が
社
会
で
活
躍
し
う
る
社
会
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と
し

て
、
こ
の
種
の
経
済
的
介
入
を
批
判
す
る
声
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
欠
如
は
、
全
日
制
の
学
校
と
子
供
の
養
育
プ
ラ

ン
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

子
供
の
養
育
環
境
を
社
会
が
責
任
を
持
っ
て
担
う
よ
う
に
な
れ
ば
、

当
然
に
女
性
が
社
会
で
活
躍
す
る
機
会
が
増
大
す
る
と
、
こ
こ
で

は
考
え
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
核
家
族
化
が
進
ん
だ
現
代
に
お

い
て
、
教
育
を
家
庭
の
問
題
と
し
て
閉
じ
込
め
る
こ
と
な
く
、
社

会
的
責
任
と
考
え
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ

が
重
要
な
論
点
の
一
つ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
こ

の
種
の
議
論
に
は
、「
そ
も
そ
も
子
供
の
養
育
は
女
性
の
責
任
」

の
基
礎
構
築
が
失
敗
し
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
は
身
動
き
が
取
れ

な
い
状
況
に
陥
っ
た
、
とV

on der L
eyen

は
分
析
す
る
。

二
〇
一
〇
年
現
在
で
、
ド
イ
ツ
企
業
は
取
締
役
の
九
七
％
、
監
査

役
の
九
〇
％
が
男
性
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
女
性
社
長
の

割
合
は
国
際
的
水
準
に
お
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
や
ロ
シ
ア
に
も
劣
り
、

イ
ン
ド
よ
り
僅
か
に
多
い
に
過
ぎ
な
い
（
8
）

。
こ
の
時
点
で
社
会
に
劇

的
な
構
造
変
化
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
に
は
、
ド
イ
ツ
の
約
半
数
に

わ
た
る
能
力
を
無
視
す
る
こ
と
に
繋
が
る
、
よ
っ
て
そ
の
た
め
に

ク
ォ
ー
タ
制
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る

こ
と
が
重
要
と
い
う
の
が
彼
女
の
主
張
で
あ
る
（
9
）

。
よ
り
具
体
的
に

は
、
①
男
女
双
方
の
性
別
に
適
用
さ
れ
う
る
三
〇
％
ク
ォ
ー
タ
制

の
導
入
、
②
こ
れ
ら
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
制
裁
措
置
、
③

こ
の
ク
ォ
ー
タ
制
が
、
ド
イ
ツ
国
内
全
企
業
に
対
す
る
も
の
で
は

な
く
、
株
式
上
場
企
業
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
、
の
三
点
を
軸

と
し
て
、
五
年
以
内
に
そ
れ
を
実
現
化
さ
せ
る
努
力
を
す
べ
き
、

と
の
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
発
案
はV

on der L
eyen

が
以
前
か

ら
温
め
て
い
た
構
想
の
実
現
化
で
も
あ
り
、
政
府
与
党
内
の
み
な

ら
ず
経
済
界
や
広
く
一
般
の
社
会
で
も
大
き
な
波
紋
を
呼
ぶ
こ
と

と
な
っ
た
（
10
）

。
こ
れ
に
対
し
て
同
じ
与
党
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
女
性
家
族
大
臣

K
ristina S

chröder （11
）

が
こ
の
種
の
議
論
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
を

二
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の
経
済
領
域
へ
の
適
用
と
い
う
点
で
問
題
が
先
鋭
化
さ
れ
ざ
る
を

得
な
い
特
質
を
内
包
し
て
い
た
と
言
え
る
。
現
代
の
資
本
主
義
社

会
で
用
い
ら
れ
て
い
る
法
体
系
は
、
社
会
法
と
い
う
大
き
な
変
換

を
体
験
し
た
と
は
い
え
、
基
本
的
に
は
近
代
法
の
延
長
線
上
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
近
代
法
は
、
も
と
も
と
国
家
権
力
か
ら
の

自
立
を
旨
と
し
た
自
由
主
義
経
済
の
成
立
を
至
上
命
題
と
し
た
、

市
民
社
会
の
基
本
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
市
民
社
会
に
お

け
る
自
由
の
概
念
を
体
現
化
し
た
も
の
が
、
近
代
法
体
系
の
中
心

的
地
位
を
占
め
る
私
法
領
域
で
あ
る
た
め
、
こ
の
領
域
は
そ
も
そ

も
国
家
権
力
に
よ
る
介
入
に
は
馴
染
み
に
く
い
と
い
う
経
緯
を
有

し
て
い
る
。
現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
源
流
も
こ
う
し
た
市
民
社
会

の
中
か
ら
醸
成
さ
れ
て
き
た
思
想
形
態
で
あ
り
、
そ
の
中
に
さ
ま

ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
は
い
え
、「
〜
か
ら
の
自

由
」、
と
り
わ
け
「
国
家
権
力
か
ら
の
自
由
」
が
そ
れ
ら
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
通
底
し
て
い
る
。
今
回
提
起
さ
れ
た
経
済
領
域
へ

の
ク
ォ
ー
タ
制
導
入
と
い
う
議
論
は
、
私
的
領
域
に
対
す
る
公
権

力
の
介
入
と
い
う
、
ま
さ
に
近
代
私
法
の
核
心
に
踏
み
込
む
も
の

で
あ
っ
た
が
ゆ
え
の
紛
糾
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

政
治
領
域
な
ら
び
に
経
済
領
域
へ
の
介
入
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

基
準
で
判
断
す
べ
し
、
と
の
議
論
が
存
在
す
る
。
二
重
の
基
準

と
い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
女
性
が
家
庭
外

で
働
き
や
す
く
な
る
こ
と
と
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
数
が
増
え
る
こ

と
と
は
、
そ
れ
だ
け
を
も
っ
て
必
ず
し
も
直
結
す
る
も
の
で
は
な

い
。
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
数
の
少
な
さ
は
、
む
し
ろ
お
手
本
と
な
る

べ
き
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
数
が
絶
対
的
に
欠
如
し
て
い
る
こ
と
も
勘

案
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、「
卵
が
先
か
鶏
が
先
か
」
の
悪

循
環
に
あ
る
。
子
供
の
養
育
を
社
会
的
に
担
っ
て
い
く
環
境
を
整

え
る
と
い
う
穏
健
な
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
必
要
性
は
当

然
あ
る
が
、
政
治
領
域
や
社
会
領
域
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
取
り
組
み
や
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
比
べ
て
、
経
済
領
域
に
お
け

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
変
化
は
あ
ま
り
に
遅
く
、
こ
こ
数
十
年

停
滞
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
集
団
と
い

う
も
の
は
、
均
質
化
が
進
む
ほ
ど
誤
っ
た
判
断
を
犯
す
リ
ス
ク
が

高
ま
る
と
言
わ
れ
る
が
、
九
七
％
男
性
主
導
と
い
う
社
会
は
、
あ

ま
り
に
そ
の
リ
ス
ク
を
背
負
い
す
ぎ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
で
あ
ろ
う
。

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
中
で
も
憲
法
と
の
抵
触
が
論
じ

ら
れ
る
よ
う
な
厳
格
な
形
態
で
あ
る
ク
ォ
ー
タ
制
は
、
本
稿
2
で

も
取
り
上
げ
た
通
り
、
こ
れ
ま
で
政
治
領
域
で
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
殆
ど
で
あ
っ
た
。
今
回
ド
イ
ツ
で
巻
き
起
こ
っ
た
議
論
は
、
そ
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そ
が
ク
ォ
ー
タ
制
と
憲
法
と
の
適
合
性
が
争
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
言
論
の
自
由
の
確
保
と
い
う
こ
と
が
事
実
上

何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
間
接

民
主
制
が
充
分
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ

が
あ
た
か
も
「
理
想
的
発
話
状
況
」
を
形
成
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
欺
瞞
を
前
提
と
し
て
き
た
社
会
構
造
に
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視

点
は
メ
ス
を
入
れ
続
け
て
き
た
。
つ
ま
り
、
本
当
に
言
論
の
自
由

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
こ
れ
ま

で
に
形
成
さ
れ
て
き
た
社
会
的
バ
イ
ア
ス
を
矯
正
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
措
置
こ
そ
が
ク
ォ
ー
タ
制
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
、
よ
り
聖
域
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
た
政
治
領
域
に

は
、
そ
こ
に
お
け
る
精
神
的
自
由
へ
の
介
入
を
排
除
す
る
た
め
と

い
う
一
見
転
倒
し
た
か
の
よ
う
な
論
理
経
路
を
も
っ
て
、
逆
に

ク
ォ
ー
タ
制
が
必
要
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

い
経
済
領
域
に
対
し
て
は
、
過
分
な
介
入
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
き
た
、
と
見
る
方
が
現
実
に
即
し
て
い
る
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
理
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
価
値
観
が
依
拠
す
る
価
値
中

立
性
と
い
う
鎧
を
ま
と
っ
た
無
関
心
と
も
共
鳴
し
あ
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
無
関
心
は
、
従
来
的
価
値
観
の
消
極
的
是
認
と
い
う

（double standard

）
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
人
権
の
カ
タ
ロ
グ
の

中
で
、
精
神
的
自
由
は
立
憲
民
主
制
の
政
治
過
程
に
と
っ
て
不
可

欠
の
権
利
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
経
済
的
自
由
に
比
べ
て
優
越
的

地
位
を
占
め
、
人
権
規
制
を
行
う
法
律
の
違
憲
審
査
に
あ
た
っ
て

も
、
経
済
的
自
由
の
規
制
立
法
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
合
理
性
の

基
準
は
、
精
神
的
自
由
の
規
制
立
法
に
つ
い
て
は
妥
当
せ
ず
、
よ

り
厳
格
な
基
準
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し

て
い
る
（
13
）

。
つ
ま
り
、
言
論
の
自
由
を
は
じ
め
と
す
る
精
神
的
自
由

は
（
と
り
わ
け
国
家
権
力
か
ら
）
よ
り
厳
格
に
守
ら
れ
ね
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
は
民
主
主
義
的
要
請
に
基
づ
く
か
ら
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
他
方
の
経
済
的
自
由
は
、
そ
の
保
障
程
度
が
精
神
的
自
由

と
全
く
異
な
っ
た
次
元
で
設
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
も
の
の
、
仮

に
経
済
的
自
由
へ
の
侵
害
に
直
面
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
後
補

償
も
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
議
論
が
示
唆
し
て
い
る
の
は
、
言
論
の
自
由
を
体
現
す
る

政
治
領
域
の
介
入
如
何
を
よ
り
厳
格
に
吟
味
し
、
他
方
で
経
済
領

域
へ
の
介
入
は
比
較
的
容
易
に
行
わ
れ
う
る
、
と
い
う
論
理
を
導

く
も
の
で
は
実
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
言
論
の
自

由
を
確
保
し
う
る
政
治
領
域
に
対
し
て
、
ク
ォ
ー
タ
制
導
入
と
い

う
形
で
介
入
す
る
こ
と
に
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
し
、
そ
れ
こ

二
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本
で
あ
っ
て
、「
平
等
の
処
遇
」
へ
の
権
利
は
そ
こ
か
ら
派
生
す

る
も
の
と
さ
れ
る
。
も
し
「
平
等
の
処
遇
」
へ
の
権
利
の
み
で
平

等
を
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
ク
ォ
ー
タ
を
は
じ
め
と
す
る
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
が
、「
平
等
な

者
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
こ
と
」
へ
の
権
利
を
根
底
に
据
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
実
効
的
に
実
現
す
る
措
置
と
し
て
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
や
ク
ォ
ー
タ
は
積
極
的
に
正
当
化
さ
れ
る
し
、

む
し
ろ
そ
れ
な
し
に
こ
の
権
利
は
充
足
さ
れ
得
な
い
と
さ
え
言
え

る
。次

に
、
平
等
な
者
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
た
め
に
一
定
の
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
導
入
し
た
場
合
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
一
定
の
成
員
の
状
態

が
悪
化
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
は
総
体
と
し
て
向
上
す
る

場
合
、
あ
る
個
人
の
状
態
が
悪
化
し
て
も
社
会
福
祉
の
平
均
的
・

総
合
的
レ
ベ
ル
が
向
上
す
れ
ば
、
功
利
主
義
的
な
意
味
で
向
上
し

た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
16
）

。
も
う
一
つ
は
、
よ
り
理
想
的

な
議
論
で
あ
る
。
た
と
え
平
均
的
福
祉
の
増
大
と
は
無
関
係
で

あ
っ
て
も
、
社
会
が
よ
り
正
義
に
合
致
し
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の

意
味
で
理
想
的
社
会
に
よ
り
接
近
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
理

想
論
的
に
向
上
し
た
と
す
る
理
解
で
あ
る
（
17
）

。
前
者
に
お
け
る
功
利

一
定
価
値
観
の
表
明
に
他
な
ら
な
い
。

4　

ク
ォ
ー
タ
制
へ
の
反
論
と
正
当
化

⑴ 　

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
逆
差
別
で
あ
る
と
い
う
批

判
に
つ
い
て

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
フ
ラ
ン
ス
でdiscrim

ination 
positive

（
肯
定
的
・
積
極
的
差
別
）
の
語
が
充
て
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
そ
れ
が
一
種
の
「
差
別
」
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
こ
の

種
の
議
論
に
寄
せ
ら
れ
る
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形
態
で
あ
ろ

う
。
中
で
も
ク
ォ
ー
タ
制
は
そ
の
形
式
の
厳
格
さ
ゆ
え
に
、
最
も

そ
の
批
判
対
象
と
な
り
や
す
い
。
た
と
え
「
逆
差
別
」
の
謂
い
が

誤
解
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
が
い
ず
れ
か
特
定
の
性
に
対
す
る

特
別
措
置
で
あ
る
以
上
、
他
方
の
性
へ
の
権
利
侵
害
と
の
関
係
で
、

そ
の
限
界
が
問
題
に
な
り
う
る
こ
と
に
も
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な

い
（
14
）

。ま
ず
は
「
平
等
な
扱
い
」
と
い
う
視
点
か
ら
の
問
題
意
識
を
考

え
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
「
平
等
の
処
遇
（equal treatm

ent

）」

へ
の
権
利
と
、「
平
等
な
者
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
こ
と
（treatm

ent 
as an equal

）」
へ
の
権
利
と
は
別
物
で
あ
る
（
15
）

。D
w
orkin

に
よ

れ
ば
、「
平
等
な
者
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
こ
と
」
へ
の
権
利
が
基

二
四
二



ク
ォ
ー
タ
制
を
巡
る
諸
考
察
（
松
島
）

（
五
二
九
）

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
と
え
ク
ォ
ー
タ
制
をdiscrim

ination 
positive

と
文
字
通
り
解
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
特
定
の
措

置
を
取
ら
な
け
れ
ば
社
会
的
不
公
平
を
助
長
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
の
認
識
が
、
昨
今
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
必
要
悪
と
し
て
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
と
い

う
捉
え
方
で
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
必
要
悪
と
し

て
理
解
す
る
場
合
、
そ
れ
は
時
限
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
が
当
然

に
要
請
さ
れ
る
が
、
同
時
に
過
去
の
負
の
遺
産
を
な
ぜ
現
在
世
代

が
担
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
も
内
包
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
法
構
造
が
人
々
に
平
等
を
要
請
し
て
い
る
中

で
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
社
会
構
造
や
意
識
に
よ
っ
て
事

実
上
平
等
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
時
、
そ
れ
は
単
に
抑
圧
さ
れ
て

い
る
側
の
努
力
不
足
に
原
因
が
あ
る
と
見
る
の
か
、
そ
れ
と
も
別

の
取
り
除
く
べ
き
要
因
が
存
在
す
る
と
考
え
る
の
か
。
平
等
の
不

徹
底
を
個
人
の
努
力
不
足
に
帰
す
る
見
解
も
あ
ろ
う
が
、
歪
ん
だ

構
造
や
意
識
の
上
に
い
く
ら
新
し
い
も
の
を
積
み
上
げ
よ
う
と
し

て
も
、
従
来
秩
序
を
容
易
に
打
ち
破
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
、

こ
れ
ま
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
は
示
唆
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

従
来
秩
序
の
再
構
築
を
目
的
と
し
た
何
ら
か
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
が
必
要
と
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
措
置
が
適
用
さ
れ

主
義
的
意
味
で
の
社
会
の
向
上
と
い
う
の
は
い
さ
さ
か
危
険
な
見

解
で
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、「
社
会
が
総
体
と
し
て
向
上
」
し

た
か
否
か
を
判
断
し
う
る
の
は
社
会
の
多
数
派
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
少
数
者
の
権
利
擁
護
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
覚
束
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、「
個
人
の
状
態
が
悪
化
」
に
関
し
て
は
、
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
他
方
の
性
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
て

い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
状
態
に
な
っ
た
こ
と
、
も
し
く
は
そ
の

状
態
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
悪
化
と
は
せ
ず
、
異
な
る
視
点
と

し
て
そ
れ
を
積
極
的
に
把
握
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

後
者
に
お
け
る
理
想
論
的
意
味
で
の
向
上
に
あ
っ
て
も
、
一
定
の

善
の
構
想
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
正
と
善
と
を
区
別
し
、
一
定
の
善
の
構
想
か
ら
離

れ
て
普
遍
的
な
正
の
追
及
を
旨
と
し
て
い
る
が
、
何
が
正
か
を
巡

る
議
論
か
ら
、
善
の
構
想
を
完
全
に
切
り
離
す
こ
と
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
（
18
）

。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
社
会
構
築
に
あ
た
っ
て
一
定
の
善
の

構
想
か
ら
中
立
で
あ
る
こ
と
を
目
指
す
が
、
そ
の
試
み
が
必
ず
し

も
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
何
が
理
想
論

的
社
会
で
あ
る
か
を
明
確
に
で
き
な
い
以
上
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
が
理
想
に
接
近
す
る
た
め
の
手
法
か
ど
う
か
も
定
か
に

は
な
ら
な
い
。

二
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断
停
止
し
、
正
の
善
に
対
す
る
優
先
を
旨
と
す
る
こ
と
で
、
国
家

は
多
元
的
な
価
値
観
が
重
な
り
合
う
社
会
に
あ
っ
て
も
特
定
の
普

遍
的
正
を
実
現
す
る
正
当
化
事
由
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

一
定
の
善
の
構
想
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
個
人
を
設
定
し
、
そ
れ

ら
個
人
を
平
等
な
者
と
し
て
処
遇
す
る
と
い
う
こ
の
思
想
は
、
フ

ラ
ン
ス
で
男
女
の
平
等
原
則
が
導
入
さ
れ
る
際
に
呼
ん
だ
議
論
と

同
じ
構
造
を
持
っ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
憲
法
が
改
正
さ
れ
て
パ
リ
テ
が
導
入

さ
れ
る
際
、
平
等
な
人
間
の
理
解
を
巡
り
、
そ
れ
ま
で
当
然
に
想

定
さ
れ
て
い
た
「
抽
象
的
人
間
像
」
が
変
革
を
迫
ら
れ
た
。
市
民

社
会
に
お
け
る
人
間
は
歴
史
的
に
、「
固
有
名
詞
・
確
定
記
述
、

時
空
座
標
な
ど
、
特
定
の
対
象
や
領
域
の
み
を
支
持
す
る
表
現
を

使
用
し
な
い
で
記
述
で
き
る
（
20
）

」
普
遍
的
特
徴
を
持
っ
た
共
通
属
性

を
持
つ
存
在
と
前
提
さ
れ
る
。
こ
の
人
間
像
に
依
拠
し
た
近
代
の

人
権
概
念
は
、「
人
間
が
た
だ
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
に

基
づ
い
て
当
然
に
持
っ
て
い
る
権
利
（
21
）

」
で
あ
り
、「
具
体
的
な
諸

事
情
の
違
い
は
捨
象
さ
れ
、『
同
じ
状
況
』
に
あ
る
と
さ
れ
る
（
22
）

」

抽
象
的
な
個
人
で
あ
る
。
こ
の
抽
象
的
な
個
人
像
は
、
当
然
一
定

の
善
の
構
想
か
ら
も
離
れ
て
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
個
人
か
ら

構
成
さ
れ
る
社
会
に
は
「
個
人
を
超
越
す
る
権
威
な
ど
な
く
、
各

て
い
る
間
、
そ
れ
に
よ
っ
て
逆
に
不
平
等
な
扱
い
を
被
っ
た
と
い

う
申
し
立
て
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
（
19
）

。
た
と
え
過
去
に
何
ら
か
の

社
会
的
不
公
正
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
是
正
に
よ
っ
て

直
接
影
響
を
被
る
の
が
、
な
ぜ
「
今
、
こ
こ
に
い
る
自
分
」
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。「
負
荷
な
き
個

人
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
社
会
に
お
い
て
、
前
世
代

の
負
の
遺
産
を
課
さ
れ
る
こ
と
へ
の
説
明
は
導
き
に
く
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
「
位
置
あ
る
個
人
」
と
し
て
社
会
の
連
続
性
の
中
に

個
人
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
問
い
に
対
し
て
積
極
的

な
解
答
を
提
示
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑵ 　

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
要
請
か
ら
、
一
定
の
善
の
構
想
を
支
持

で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
自
己
の
意
思
に
反
し
て

一
定
の
位
置
に
留
め
置
か
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
悪
化
と
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
異
な
る
視
点
の
獲
得
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
、
積
極
的
に
評
価
し
う
る
こ
と
を
先
に
示
唆
し
た
。
し
か
し

こ
の
異
な
る
視
点
な
る
も
の
が
評
価
に
値
す
る
か
ど
う
か
、
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
は
積
極
的
に
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ど
の
よ

う
な
善
の
構
想
が
望
ま
し
い
の
か
に
つ
い
て
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
判
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と
に
な
る
。
民
主
主
義
の
基
本
と
な
る
理
想
的
発
話
状
況
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
正
確
な
情
報
を
等
し
く
得
る
こ
と
も
重
要
な
前

提
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
現
実
に
ど
の
よ
う
な
実
態
が
あ
る
の

か
を
認
知
す
る
必
要
が
あ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
が
仮
定
し
た
「
無
知
の

ヴ
ェ
ー
ル
」
が
、
真
実
か
ら
目
を
背
け
る
た
め
の
謂
い
に
な
っ
て

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑶　

多
元
的
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

多
元
的
社
会
へ
の
要
請
は
昨
今
当
然
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

実
の
と
こ
ろ
そ
の
根
拠
は
あ
ま
り
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
む
ろ
んheterogeneous

で
あ
る
こ
と
が
民
主
主

義
社
会
の
基
盤
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
民
族
主
義
や
宗
教
的
原

理
主
義
な
ど
が
依
然
と
し
て
人
々
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
よ

う
に
、
人
々
や
社
会
が
一
定
の
同
質
化
を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と

も
ま
た
事
実
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
社
会
的
寛
容
を
口
に
し
な
が
ら
、

他
方
で
不
寛
容
に
も
寛
容
で
あ
る
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
、

ク
ォ
ー
タ
制
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
に
構
築
さ
れ
て
い
た
社
会
的
偏
差
を
是
正
す
る
た
め

の
措
置
と
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
中
で
も
ク
ォ
ー
タ
制
は
よ
り
実
効
力
の
強
い
措
置
と

人
の
善
き
生
を
各
人
が
構
想
（
23
）

」
し
た
上
で
、「
諸
個
人
ひ
と
り
ひ

と
り
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
発
揮
を
可
能
に
す
る
（
24
）

」
こ
と
が
肝

要
と
考
え
る
。
し
か
し
普
遍
主
義
的
市
民
概
念
に
基
づ
い
て
作
り

出
さ
れ
た
「
人
一
般
」
は
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
。
確
か
に
こ

の
普
遍
主
義
は
近
代
法
の
支
柱
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
よ
う
に
抽
象
化
さ
れ
た
個
人
は
、
実
際
の
生
を
営
む
主
体
な
ど

で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
近
代
法
の
普
遍
主
義
的
要
請
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の

構
想
と
は
、
互
い
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
抽
象
性
を

前
提
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
普
遍
的
正
の
追
及
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
で
き
る
と
考
え
る
わ
け
だ
が
、
そ
も
そ
も
善
と

正
と
は
切
り
離
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ

ア
ン
の
よ
う
に
語
る
の
で
あ
れ
ば
、「
善
を
カ
ッ
コ
に
入
れ
て
正

を
構
成
す
る
こ
と
は
可
能
か
（
25
）

」
と
い
う
問
い
と
し
て
収
斂
さ
れ
よ

う
。人

間
は
、
自
分
に
関
心
の
な
い
事
柄
に
関
し
て
、
そ
れ
を
カ
ッ

コ
に
入
れ
て
お
く
こ
と
は
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る

事
柄
を
公
的
な
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
る
か
否
か
の
決
定
権
を
持

つ
者
が
当
該
事
項
に
関
心
を
持
た
な
い
人
々
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

の
事
項
は
常
に
カ
ッ
コ
に
入
れ
ら
れ
た
ま
ま
日
の
目
を
見
な
い
こ

二
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⑷　

一
定
の
善
の
構
想
を
国
家
が
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て

ク
ォ
ー
タ
制
が
逆
差
別
で
は
な
く
、
ま
た
一
定
の
善
の
構
想
を

前
提
と
し
て
い
る
に
し
て
も
そ
れ
が
民
主
主
義
社
会
の
要
請
で
あ

る
と
し
て
、
更
に
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
多
元
性
が
確
保
さ
れ
る

と
仮
定
し
た
場
合
、
最
後
に
残
る
の
は
、
そ
こ
に
国
家
的
な
権
力

を
介
在
さ
せ
る
こ
と
へ
の
疑
義
で
あ
ろ
う
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
一

定
の
善
の
構
想
を
支
持
し
な
い
の
は
、
そ
の
善
の
構
想
が
国
家
権

力
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
る
弊
害
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
各
個
人

が
何
ら
か
の
価
値
観
を
持
つ
こ
と
に
は
、
そ
の
価
値
観
が
他
の
価

値
観
を
絶
対
的
に
否
定
・
抑
圧
す
る
の
で
は
な
い
限
り
に
お
い
て

自
由
で
あ
る
が
、
国
家
と
い
う
巨
大
権
力
組
織
が
一
定
価
値
観
を

推
奨
す
る
と
な
る
と
、
価
値
中
立
性
の
侵
犯
と
し
て
国
家
の
存
在

や
行
動
の
正
当
性
が
疑
問
視
さ
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ど
ん
な

に
価
値
中
立
的
で
あ
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
し
て
た
と
え
消
極
的
な

形
で
し
か
価
値
判
断
に
関
与
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
こ
で
は

常
に
何
ら
か
の
形
で
の
価
値
の
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
。
中
立
的

で
あ
ろ
う
と
す
る
態
度
は
、
従
来
的
価
値
観
の
消
極
的
是
認
と
い

う
一
定
価
値
観
の
表
明
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
形
態
で
あ
れ
、
国
家
が
一
定
の
価
値
観
、
善
の
構

想
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ク
ォ
ー
タ
は
一
種
の
権
利
と

し
て
多
元
的
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ

もheterogeneous

な
社
会
が
担
保
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ロ
ー
ル
ズ
が
無

知
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
仮
定
し
た
の
は
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
属
性
で

い
か
な
る
状
況
に
あ
る
の
か
不
明
な
時
、
い
か
な
る
属
性
・
状
況

で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
尊
重
す
る
社
会
の
構
築
を
可
能
に
さ
せ
る
べ

し
と
の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
（
26
）

。
私
た
ち
は
、
性
別
や
人
種
な
ど
、

自
分
が
ど
の
よ
う
な
属
性
・
状
況
に
あ
る
か
を
選
択
で
き
ず
に
生

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
偶
然
性
に
対
し
、
同
様
の
無
知
の

ヴ
ェ
ー
ル
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
最
大
限
の
尊
重
が
引
き
出
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
。
多
元
的
社
会
を
目
指
す
と
い
う
構
想
は
、
こ
の

偶
然
性
に
対
す
る
一
つ
の
回
答
に
な
る
。
こ
れ
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
が
推
奨
す
る
個
人
単
位
で
の
社
会
的
責
任
遂
行
の
た
め
に
も
、

不
可
欠
の
要
因
と
な
る
。
つ
ま
り
、
一
定
の
役
割
や
集
団
に
属
さ

ず
と
も
、
個
人
と
し
て
社
会
の
成
員
で
あ
り
社
会
的
責
任
を
果
た

す
と
い
う
事
実
は
、
必
然
的
に
多
様
な
生
の
あ
り
方
を
受
容
す
る

こ
と
に
繋
が
る
。
そ
の
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、

ク
ォ
ー
タ
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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5　

ク
ォ
ー
タ
制
導
入
と
そ
の
後

以
上
、
ク
ォ
ー
タ
を
は
じ
め
と
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
を
巡
る
い
く
つ
か
の
議
論
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。

ク
ォ
ー
タ
は
機
会
の
平
等
で
は
な
く
、
一
足
飛
び
に
結
果
の
平
等

を
目
指
す
も
の
と
の
批
判
が
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
機
会
の
平
等
を

担
保
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
。

最
後
に
、
ク
ォ
ー
タ
が
実
際
に
導
入
さ
れ
た
際
の
留
意
点
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
き
た
い
。

最
も
重
要
な
の
は
、
ク
ォ
ー
タ
を
導
入
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う

な
社
会
を
私
た
ち
が
望
む
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
経
済

的
ク
ォ
ー
タ
を
導
入
し
て
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
数
を
増
や
し
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
女
性
が
男
性
並
み
に
働
く
社
会
を
目
指
し
て
い
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ

ろ
う
。
ク
ォ
ー
タ
に
よ
っ
て
目
指
す
べ
き
は
、
男
性
中
心
的
で
は

な
い
生
き
方
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
も
生
の
遂

行
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
誰
も
が
一
個
人
と
し
て

認
識
し
、
か
つ
そ
れ
を
実
行
に
移
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
構
築

す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
公
的
領
域
へ
の
女
性
の
参
画
が
少
な

い
こ
と
に
よ
る
弊
害
を
取
り
除
こ
う
と
し
て
ク
ォ
ー
タ
を
採
用
す

し
て
数
え
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
ク
ォ
ー
タ
は
、D

w
orkin

の

言
う
「
切
り
札
と
し
て
の
権
利
」
に
該
当
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
相
応
す
る
義
務
―
た
と

え
ば
国
家
に
よ
る
政
策
形
成
義
務
―
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
切
り
札
と
し
て
の
権
利
」
を
さ
ら
に
進
め
た
形
で
「
権
利
の
優

位
性
」
を
語
るK

um
m

は
、
反
パ
ー
フ
ェ
ク
シ
ョ
ニ
ズ
ム

（antiperfectionism

）、
反
集
合
主
義
（anticollectivism

）、
反

帰
結
主
義
（anticonsequentialism

）
を
意
図
し
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
る
と
何
が
個
人
の
善
き
生
き
方
か
を
国
家
が
決
定
し
て
個

人
に
強
制
し
て
は
な
ら
ず
、
個
人
の
権
利
は
集
合
的
善
に
優
先
し
、

集
合
的
な
利
益
達
成
の
た
め
に
安
易
に
個
人
が
犠
牲
に
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
27
）

。
し
か
し
国
家
が
一
定
の
善
を
消
極
的
な

形
で
も
是
認
し
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
以

上
、
そ
れ
を
よ
り
中
立
的
な
形
に
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る

こ
と
も
、
国
家
に
よ
っ
て
こ
そ
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
家
こ
そ
が
ク
ォ
ー
タ
を
は
じ

め
と
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
主
体
た
り
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
四
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
三
四
）

用
い
ら
れ
て
き
た
用
語
で
あ
る
。A

ffi  rm
ative A

ction

も
同
様
の

文
脈
で
理
解
さ
れ
、
主
に
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
使
用
さ
れ
、
大

学
入
学
に
お
け
る
人
種
的
偏
向
を
是
正
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て

想
起
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
双
方
の
指
し
示
す
内
容
に
相
違
は
な

い
が
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
文
脈

で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
、
本
稿
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
語
で
統
一
す
る
こ

と
と
す
る
。

（
2
） 

社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
際
、
そ
こ

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
め
る
の
は
、
あ
る
い
は
適
切
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
確
か
に
人
口
比
に
み
る
男
女
の
関
係
は
、
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
ー
／
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
分
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か

し
政
治
や
企
業
に
お
け
る
労
働
と
い
っ
た
領
域
へ
の
参
画
と
な
る

と
、
そ
こ
に
は
参
画
へ
の
入
口
、
当
該
領
域
に
お
け
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
や
意
思
決
定
な
ど
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
女
性
の
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
性
が
見
て
取
れ
る
。

（
3
） 

こ
こ
で
は
特
定
措
置
が
女
性
労
働
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
双
方
の
性
に
対
し
て
で
は
な
く
、
一

方
の
性
に
対
し
て
の
み
ク
ォ
ー
タ
が
課
さ
れ
る
と
、
事
実
上
の
頭

打
ち
を
容
認
す
る
ガ
ラ
ス
の
天
井
問
題
も
考
慮
す
る
必
要
が
生
じ

る
。

（
4
） 

こ
の
点
の
分
類
整
理
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
辻
村
み

よ
子
「
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
手
法
と
課
題
―
諸
国
の
法

改
革
と
ク
ォ
ー
タ
制
の
合
憲
性
―
」
法
学
第
六
七
巻
第
五
号
、

る
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
に
、
男
性
の
家
事
参
画
を
実
現
す
る

ク
ォ
ー
タ
導
入
も
あ
っ
て
良
い
は
ず
で
あ
ろ
う
（
28
）

。
そ
の
よ
う
に
し

て
機
会
均
等
原
理
を
実
質
化
す
る
こ
と
で
、
社
会
の
中
で
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
な
労
働
がP

aid w
ork

の
み
で
は
な
く
、

U
npaid w

ork
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
可
視
化
さ
せ
て
く
れ
る
で

あ
ろ
う
。
個
人
主
義
を
前
提
と
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
家
族

単
位
で
法
制
度
を
組
ん
で
き
た
従
来
の
あ
り
方
に
疑
問
を
投
げ
か

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
個
人
単
位
で
社
会
的
責
任
を
検
討
す

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
。
こ
う
し
た
思
考
の
変
換
は
、
家
事
責
任

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
行
の
年
金
制
度
に
も
敷
衍
さ
れ
る
論
点

に
な
ろ
う
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
強
力
な
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
の
ク
ォ
ー
タ
が
、
法
化
社
会
へ
と
変
換
す
る
危
険
性
を
内
包
し

て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
結
果
の
平
等
で
は
な
く

あ
く
ま
で
機
会
の
平
等
を
担
保
す
る
と
き
に
の
み
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
） P

ositive A
ction

は
積
極
的
改
善
措
置
、
も
し
く
は
積
極
的

格
差
是
正
措
置
と
訳
さ
れ
る
も
の
で
、
元
来
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
多
く

二
四
八



ク
ォ
ー
タ
制
を
巡
る
諸
考
察
（
松
島
）

（
五
三
五
）

U
niv, P

ress, 1977.

『
権
利
論
（
増
補
版
）』
木
鐸
社
、
二
〇
〇
三

年
、
三
〇
五
頁
。

（
16
） O

p. cit., 

前
掲
書
三
一
一
頁
。

（
17
） O

p. cit., 

前
掲
書
三
一
二
頁
。

（
18
） 

こ
の
種
の
議
論
は
、
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
論
争

で
展
開
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
た
と
え
ばM

ichael J. 
S
andel, L

iberalism
 and the lim

its of justice, C
am
bridge 

U
niv. P

ress, 1982.

（
19
） 

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
や
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
一

連
のaffi  rm

ative action

に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
訴
訟
は
、
人

種
を
理
由
と
す
る
も
の
の
、
同
じ
議
論
構
造
を
持
つ
。
注
5
カ
ラ

ン
ケ
判
決
、
注
6
の
マ
ー
シ
ャ
ル
判
決
は
性
を
理
由
と
し
た
も
の

で
、
ま
さ
に
こ
の
事
例
と
し
て
該
当
す
る
。

（
20
） 

井
上
達
夫
『
共
生
の
作
法
―
会
話
と
し
て
の
正
義
―
』
創
文

社
、
一
九
八
六
年
、
一
〇
九
頁
。

（
21
） 

糠
塚
康
江
『
パ
リ
テ
の
論
理
―
男
女
共
同
参
画
の
技
法
―
』

信
山
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
九
頁
。

（
22
） 

高
橋
和
之
『
立
憲
主
義
と
日
本
国
憲
法
』
日
本
放
送
出
版
協

会
、
二
〇
〇
一
年
、
七
九
頁
。

（
23
） 

糠
塚
前
掲
書
、
一
四
九
頁
。

（
24
） 

樋
口
陽
一
『
憲
法
』
創
文
社
、
一
九
九
八
年
、
二
〇
一
頁
。

（
25
） S

andel, op. cit.
（
26
） John R

aw
ls, A

 theory of justice, H
arvard U

niv. 
P
ress, 1971. 

『
正
義
論
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
七
一
年
。

二
〇
〇
三
年
。
同
「
選
挙
制
度
と
ク
ォ
ー
タ
制
」
法
律
論
叢
第

七
九
巻
第
四
・
五
合
併
号
、
二
〇
〇
七
年
。
同
『
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
―
「
法
に
よ
る
平
等
」
の
技
法
』
岩
波
新
書
、

二
〇
一
一
年
。

（
5
） E

ckhard K
alanke gegen F

reie H
ansestadt B

rem
en, 

E
uG
H
 C
450/93, 1995.

（
6
） H

ellm
ut M

arschall gegen L
and N

ordrhein-W
estfalen, 

E
uG
H
 C
409/95, 1997.

（
7
） 

む
ろ
ん
行
政
部
門
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
も

推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

施
行
が
正
当
化
さ
れ
る
理
由
に
鑑
み
て
、
政
治
領
域
と
経
済
領
域

と
を
対
比
さ
せ
る
。

（
8
） D

er S
piegel, 20011.1.31, N

r.5, S
.64.

（
9
） E

bd., S
.65.

（
10
） E

bd., S
.58ff .

（
12
） K

ristina S
chröder

は
三
二
歳
と
い
う
若
さ
で
家
族
相
と
し

て
入
閣
し
て
い
る
。
彼
女
の
前
任
者
はV

on der L
eyen

で
あ
る
。

（
13
） D

er S
piegel, 20011.1.31, N

r.5, S
.58ff , S

.64ff .

（
13
） 

芦
部
信
喜
『
憲
法
』
第
三
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、

一
〇
〇
頁
以
下
。

（
14
） 

辻
村
み
よ
子
「
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
手
法
と
課
題

―
諸
国
の
法
改
革
と
ク
ォ
ー
タ
制
の
合
憲
性
―
」
法
学
第
六
七
巻

第
5
号
、
二
〇
〇
三
年
、
一
七
七
頁
。

（
15
） R

onald D
w
orkin, T

aking rights seriously, H
arvard 

二
四
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
三
号
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

（
五
三
六
）

（
27
） M

attias K
um
m
, D
em
ocracy is not enough: R

ights, 
P
roportionality and the P

oint of Judicial R
eview

, N
ew
 

Y
ork U

niversity, S
chool of L

aw
, P
ublic L

aw
 &
 L
egal 

T
heory R

esearch P
aper S

eries, W
orking P

aper no. 09-
10, 2009.

（
28
） 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
実
施
さ
れ
て
い
る
パ
パ
・
ク
ォ
ー
タ
制
は

こ
の
一
種
で
あ
る
。

二
五
〇



日
本
法
学
第
七
十
七
巻
第
三
号

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
五
日　
印
刷

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日　
発
行　
非
売
品

発
行
者　

日
本
大
学
法
学
研
究
所

編
集
発
行
責
任
者

杉　
　
本　
　
　
　

稔

日
本
大
学
法
学
会

東
京
都
千
代
田
区
猿
楽
町
二
|

一
|

一
四　
Ａ
＆
Ｘ
ビ
ル

印
刷
所　

株

式

会

社

メ

デ

ィ

オ

電
話
〇
三
（
五
二
七
五
）
八
五
三
〇
番

電
話
〇
三
（
三
二
九
六
）
八
〇
八
八
番

　
　

機
関
誌
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

新　

井　
　
　

勉

副
委
員
長　
　

坂　

井　

吉　

良

委　
　

員　
　

伊　

藤　

文　

夫

　

〃　
　
　

岩　

崎　

正　

洋

　

〃　
　
　

大　

井　

眞　

二

　

〃　
　
　

小　

川　

浩　

一

　

〃　
　
　

奥　

村　

大　

作

　

〃　
　
　

工　

藤　

聡　

一

　

〃　
　
　

黒　

川　
　
　

功

　

〃　
　
　

関　
　
　

正　

晴

　

〃　
　
　

高　

木　

勝　

一

　

〃　
　
　

髙　

橋　

雅　

夫

　

〃　
　
　

谷
田
部　

光　

一

　

〃　
　
　

外　

園　

澄　

子

　
　

執
筆
者
紹
介　
　

掲
載
順

新　

井　
　
　

勉　
　

日
本
大
学
教
授

青　

山　

武　

憲　
　

日
本
大
学
教
授

尾　

田　

清　

貴　
　

日
本
大
学
教
授

杉　

本　

純　

子　
　

日
本
大
学
助
教

小　

田　
　
　

司　
　

日
本
大
学
教
授

小　

林　

宏　

晨　
　

日
本
大
学
名
誉
教
授

松　

島　

雪　

江　
　

日
本
大
学
准
教
授
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